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  ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ


  



  軒原拓馬（TAKUMA NOKIHARA）…聖ひじりヶが原はら学がく園えん高等部二年Ｃ組。風紀委員。


  辻ヶ堂山吹（YAMABUKI TSUJIGADOU）…高等部二年Ｃ組。図書委員。


  小瀬村衣舞（IBU KOSEMURA）…高等部二年Ｃ組。風紀委員。拓馬の幼馴染み。


  光武悠（YUU MITSUTAKE）…聖ヶ原学園中等部三年Ｄ組。辰巳の親友。


  絹針蘭（RAN KINUBARI）…中等部三年Ｄ組。演劇部。高慢なお嬢様。


  織衛大地（DAICHI ORIE）…蘭に仕える隻眼の男。


  田辺（TANABE）…高等部二年Ｃ組。拓馬のルームメイト。


  杉麗奈（REINA SUGI）…聖ヶ原学園小等部四年の生徒。


  カイト（KAITO）…聖ヶ原学園小等部一年の生徒。


  ルミ（RUMI）…聖ヶ原学園小等部一年の生徒。


  ガク（GAKU）…聖ヶ原学園小等部一年の生徒。


  モエ（MOE）…聖ヶ原学園小等部一年の生徒。


  斉木翔子（SHOUKO SAIKI）…聖ヶ原学園の校長。風紀委員会の最高責任者。


  倉沢綾子（AYAKO KURASAWA）…高等部二年Ｃ組の副担任。化学教師。


  軒原辰巳（TATSUMI NOKIHARA）…中等部三年Ｄ組。拓馬の弟。


  Ｐｒｏｌｏｇｕｅ．１：小こ瀬せ村むら衣い舞ぶとマリア座の怪人


  



  　私、小瀬村衣舞は今、猛烈に頭に来ている。あの忌いまわしい出来事が頭から離れないのだ。


  　校内パトロールの最中、悠ゆうと辰たつ巳みが複数の男子生徒に襲おそわれている場面に遭そう遇ぐうした。


  　プレハブで悠を襲った犯人の仲間が、悠のことを逆さか恨うらみしたのだそうだ。


  　悔くやしいことに、バンダナとアイマスクで顔を隠したその生徒たちは逃がしてしまった。


  　けれどもっと屈くつ辱じよく的てきな出来事はその後に起きた。


  　絹きぬ針ばり蘭らん下着盗難事件──その犯人の男女二人組がその場にいたのだ。演劇部の舞台公演『不ふ思し議ぎの国のアリス』の端は役やくである、トランプ兵に扮ふんして──。


  　女性の下着を盗むような下げ衆すには虫むし唾ずが走る。だから絶対に捕まえて島流しにしてやりたかった。


  　けれど下着泥棒の男のほうが、予想を遥はるかに上回る手て練だれだった。私の矢を打ち払い、近接戦闘も捌さばききるあの身のこなしを見るに、何かしら武道の心得があるに違いない。その逃げ足の速さからも、並々ならぬ身体能力の高さが窺うかがえた。


  　そしてマリア座で起きたあの事件だ。なんとその下着泥棒が、ステージ上で絹きぬ針ばり蘭らんの衣装を脱がしたのだ。学園史上最低最悪下げ劣れつ極まりない暴ぼう挙きよと言っていいだろう。にもかかわらず、私はみすみすその下着泥棒を逃のがしてしまったのだ。停電による暗くら闇やみと、生徒たちのパニックのせいで──。


  　風紀委員として、これ以上ない屈くつ辱じよくを味わった。そしてその屈辱を一層深めたのはこの事件後に学内で生まれたとある風潮だった。


  　あろうことか不ふ真ま面じ目めな生徒たちが、その下着泥棒をとある通り名をもってもてはやし、話の種にして楽しんでいるのだった。


  　本当に苛いら立だたしい。教室にいても廊下を歩いていても、ひそひそと囁ささやかれているのが漏もれ聞こえてくる。忌いま忌ましい下着泥棒に冠かんせられた、その通り名が──。


  



  



  「──こっちだ！　〝マリア座の怪人〟だ！　追えぇぇぇええ！」


  　軒のき原はら拓たく馬まの背中に突き刺さる、五人分の怒ど声せい。


  「いたぞ！　挟み撃ちで仕留めるんだ！　マリア座の怪人を逃がすな！」


  　前方からも叩たたきつけられる、六人分の敵意。


  　ここは階段。逃げ道はなく、衝突は避けられない。ならばどちらを相手取ろうかという決断を一瞬で下し、拓馬は走る勢いのままに踊り場から階下へと跳ちよう躍やくした。


  「！　うおわ!?」


  　階下で待ち受けていたバンダナアイマスクの男たち──与よ会かいの構成員六人は、各おの々おの鉄パイプやバットで武装している。しかし降ってくる人間に対しては為なす術すべもなく、怯ひるんでいる間に一人が拓馬の着地クッションとしてぐしゃりと踏み潰つぶされた。


  「てんめぇぇぁああッなにしゃあああああ！」


  　仲間を踏み潰され、言葉にならない何かを喚わめきながら残る五人が得え物ものを振り上げた。


  　その瞬間、拓馬の足下で炸さく裂れつする強烈な閃せん光こう。


  「くぁあ！　め、目がぁぁあああ！」


  　ここは本来ならば誰もいないはずの深夜の校舎。もとあった明かりといえば、月と非常口の誘導灯だけ。そんな薄闇の中で真っ白い光が爆はぜれば、目は潰れるのが道理。


  　そして前後不覚に陥おちいった構成員たちは、拓馬の振るう木刀をまともに受ける羽は目めになった。


  　──ドサッドサドサッドサドサッ。


  「くっそ！　追え！　追えぇぇぇえ！」


  　五人分の倒れる音と、階段からバタバタと駆かけ下りてくる罵ば声せいを置き去りにして、拓馬は再び走り出した。そしてそこそこ追っ手との距離を稼かせぐやいなや、顔を覆おおい隠していたスペード形の被り物をぐいっとたくし上げ、貪むさぼるように息を吸い込んだ。


  「ブハ────！　じ、自分一人で引きつけておくには人数が多すぎですよ！　キリがない！」


  　先ほどの鮮あざやかな身のこなしとは裏腹に被かぶり物の下の拓たく馬まは汗だくで、表情にも余裕は見られない。


  　しかしそれもそのはず。なにせ同人誌の配達が無事完かん遂すいするように、与よ会かいの構成員を引きつけておく囮おとり役をたった一人でやらされているのだから。


  「ま、まだなのか！　憂鬱な修道女ブルー・シスター！」


  　たまらず拓馬は泣きつく。と、折よく懐ふところのトランシーバーに無線が入った。


  《──こちら憂鬱な修道女ブルー・シスター。マリア座の怪人、聞こえる？》


  　それはまさしく拓馬が待ち望んでいた、憂鬱な修道女ブルー・シスターこと辻つじヶが堂どう山やま吹ぶきからの無線である。にもかかわらず拓馬は苦々しく口を歪ゆがめ、トランシーバーを取らなかった。


  《マリア座の怪人？　応答せよ》


  「…………」


  　訝いぶかしげに、再び呼びかけられる。が、それでも拓馬は頑かたくなに口を閉ざした。


  　すると山吹は、緊迫感の欠片かけらもない声こわ音ねで続けた。


  《おーい、マリア座の怪人くんや～い。返事はー？》
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  「…………」


  《衆しゆう人じん環かん視しの前で学園のアイドルをひんむくような鬼き畜ちくのマリア座の怪人くーん？》


  「…………ッ」


  《そのくせ『芹せり香かの日記』にドハマリ中のロリコンでもあるマリア座の怪人くーん？》


  「～～～ぁぁあああ！　人聞きの悪い言い方はよせ！　あれは不ふ可か抗こう力りよくだったんだ！」


  《もう、聞こえてるんなら返事してよ》


  「〝マリア座の怪人〟と呼ばれるのが不ふ本ほん意いなんだ！」


  　拓たく馬まにとって〝マリア座の怪人〟というのは汚お名めい以外のなんでもない。返事をしたくなければそもそもその名を聞きたくもないし、マリア座の怪人のトレードマークとしてすっかり認知されてしまったこのスペードの仮面だって二度と被かぶりたくなかったのだ。しかし拓馬のそんな心情などお構いなしで、山やま吹ぶきは脳のう内ない解かい放ほう区くにおける拓馬のコードネームを〝マリア座の怪人〟にし、あまつさえ拓馬にマリア座の怪人の格好をさせているのだ。


  《だってそっちのほうが囮おとりとしての効果が高そうなんだもん。おかげさまでこっちの配達は邪魔も入らず終わったよ》


  　そう、与よ会かいは光みつ武たけ悠ゆう襲しゆう撃げき事件から絹きぬ針ばり蘭らん下着盗難事件、さらにはマリア座での騒動を経へたことにより、マリア座の怪人に並々ならぬ敵対心を抱いだいているようなのだ。それを逆さか手てに取り、山吹はあえて拓馬にマリア座の怪人の格好をさせて囮にしているのである。


  　なんと意地悪で、そして狡こう猾かつであることか。つくづく自分は山吹にいいように使われている気がしてならない。


  《そういうわけで私は逃走経路Ａ４からアジトに帰き投とうするね。そっちももういつでも逃げていいよ》


  　いつでも逃げていいよ、か。こっちは十人分はあろうかという足音と罵ば声せいが大たい挙きよして押し寄せているような状況だというのに、気軽に言ってくれるものだ。


  　しかしようやく山吹からの撤てつ退たい許可が出たので、拓馬はスペードの仮面を被り直して全速力で駆かけ出した。


  「待てこらァァァ！」


  　逃げゆくマリア座の怪人の背中を、与会の構成員たちが追う。


  　そして怒ど声せいを浴びせながらも、構成員たちの口元には笑みが浮かびつつあった。というのも、今しがたマリア座の怪人が曲がっていった廊下の先は行ゆき止まりの袋小路なのである。


  　ついに追い詰めた──構成員たちは勝利を確信し、バンダナの下で獰どう猛もうな笑みをつくった。


  　しかし、


  「──え？　あ、れ？　……どこに行った？」


  　角を曲がった袋小路に、マリア座の怪人の姿はなかった。


  「～～～～！　どういうことだ!?　捜せ！　近くにいるはずだぞ！」


  　理屈はわからない。しかし、与会の構成員たちはまんまと煙けむに巻かれたのだった。


  



  



  　脳のう内ない解かい放ほう区くの一員として働き始めた拓たく馬まの、とある夜の一幕である。


  Ｃｈａｐｔｅｒ．１：焚ふん書しよ坑こう炉ロ


  



  「どういうことか説明してもらおうか。田た辺なべ」


  　昼休み。校内の自販機コーナー。


  　拓馬はうんざりしつつ、正座させている田辺を見下ろした。田辺は目を泳がせていたが、やがて拓馬の視線に捕まると観念したように口を開く。


  「……え、エロス……」


  「うん？」


  「女の子の細い指で、極太の円筒形の物体の先っちょをカリカリいじって、中から出てくる液体をごくごく飲む……って、エロいなって……へへ。さらに唇くちびるをぺろってしたら、もう言うことなし」


  「…………」


  　自販機コーナーで飲み物（缶ジュース）を飲んでいると、嫌に粘ねばっこい視線を向けてくる男子生徒がいて、時折「はぁ～ん」とか気味の悪い声を上げるから怖い──そんな通報が複数の女子生徒から入ったので現場に急行してみたらこのザマである。


  「この大おお馬ば鹿か者ものが！　二度とそんなくだらない真ま似ねはするな！　次やったら懲罰ペナルテイだ！　わかったら行け！」


  「ひぃぃいい！　ご、ごめんなさいぃぃぃ！」


  「まったく、どこまで変態なのだあの男は」


  　拓たく馬まが一いつ喝かつすると、田た辺なべは真っ青さおになって逃げていく。


  「ありがとうございます、風紀委員さん。すみません、わざわざ出で張ばらせてしまって」


  「いえいえ、また何かありましたら遠慮なくおっしゃってください。対処いたします」


  　そして田辺のことを通報してくれた女子生徒が申し訳なさそうに頭を下げるので、拓馬はことさら穏やかに微笑ほほえみかけた。


  　田辺の奇き行こうには辟へき易えきさせられたものの、この女子生徒への煩わずらわしさなど微み塵じんもない。むしろ風紀委員としての責務をまた一つ務め上げられたようでいささか誇らしい思いだ。


  「お務めご苦労さま。軒のき原はらくん」


  「はい、ありがとうございま──って、なんだお前か」


  　てっきり通りすがりの生徒から労ねぎらいの言葉をもらえたのだと思い、愛あい想そよく振り返ったが、すぐに拓馬は笑え顔がおを引っ込めた。


  　そこにいたのは山やま吹ぶきだったからだ。


  「今のは風紀委員のキミにではなく、脳のう解かいの一員としてのキミに対する労いだよ。昨晩はおかげさまでスムーズに事が運んだからね。怪け我がはなかった？」


  「怪我をさせたくないと心から思うのなら、もう少しうまいやり方を考えてほしいものだ」


  　山吹のその、教室や人前では決して見せないイタズラめいた笑みが小憎たらしく、拓馬は憎まれ口を返す。もっとも山吹はそんな憎まれ口こそ待ち望んでいたかのように、にやにやしてやまないのだが。


  「まあまあ、そんなに怒らないでよ。本当に感謝してるんだから。ちょっと前までは与よ会かいもあそこまで強きよう硬こう姿勢じゃなかったんだけど、例の一連の事件以降、いよいよ手段を選ばなくなってきたからね。他の脳解メンバーは基本執筆専門で荒あら事ごとには向いていないし、キミみたいにあの連中と真正面から張り合える人材がいなかったら、本格的に脳解も運営のあり方を見直さざるをえなくなってた。ありがとう。これからもよろしく頼むよ」


  　確かに、いくら山吹が閃せん光こう玉だまや煙玉などのちょこざいな手を弄ろうするのに長たけているとはいえ、あれだけ凶悪な連中と接触するのはリスクが高すぎる。ましてや相手は性産業で金儲もうけをしているような輩やからだ。女の山吹が捕まったりでもしたら何をされるかわかったものではない。そういう意味では与会の連中と互ご角かくに張り合えるだけの暴力が脳のう内ない解かい放ほう区くには必要だし、その役割を自分がまっとうできているのならやり甲が斐いを感じないでもない。


  　もっともそんなこと、口が裂けても山吹には言わないが。


  「拓たく馬ま！」


  　唐突に名を呼ばれ、拓馬はビクリと顔を上げる。


  　見れば風紀委員の相棒であり幼おさな馴な染じみの衣い舞ぶが、刺すような剣けん幕まくを放ちながらこちらへ駆かけ寄ってくるのだった。なぜか弓矢まで構え、いかにも臨りん戦せん態勢といった様子。


  　そんな衣舞の接近に、山やま吹ぶきは素の笑え顔がおを消失させて無表情を作り、ぼそぼそと口早につぶやいた。


  「また雑務を手伝ってほしいんだけど、今日きようの放課後にお願いできる？」


  「あぁ、構わないぞ」


  「じゃあアジトで」


  　そしてそそくさと去っていく山吹と入いれ違った衣舞が、キッと周囲を睥へい睨げいし、あちこちに弓矢を向けながら状況を質ただしてくるのだった。


  「拓馬！　状況を教えて！」


  　むしろこっちが状況を教えてほしい。何をそんなに殺気立っているのやら。


  「どうしたんですか衣舞。オークに囲まれたレゴラスみたいな動きして」


  「何をのんきなこと言ってるの！　変質者が出たと聞いたから飛んできたのよ！　もしかしてマリア座の怪人!?」


  　マリア座の怪人──衣舞の口からその名が吐き捨てられた瞬間、グサリと胸が痛んでついつい拓馬は顔をしかめたが、すぐに平静を装よそおって衣舞をなだめた。


  「衣舞も女子生徒から通報を受けて駆けつけたというわけですね。けど、その変質者の正体はマリア座の怪人ではなく田た辺なべですよ」


  「田辺!?　くっ、人騒がせな！」


  　落らく胆たんしつつ、苛いら立だたしげに下唇くちびるを噛かむ衣舞。マリア座での事件以降、衣舞はずっとこんな調子だ。マリア座の怪人を取り逃がしたことが相当屈くつ辱じよくであったらしく、ピリピリと神経を尖とがらせて拿だ捕ほに躍やつ起きになっている。


  　もとより険けんのある衣舞だ。今の衣舞は正直、幼馴染の拓馬ですら怖い。


  　そして衣舞の怒りの矛ほこ先さきは、実は自分に向いているのだという事実が何より怖い。


  　この執念めいた衣舞の怒りが風化して、胃と良心にストレスがかかりまくりの現状が解消されるには、あとどれくらいの時間が必要なのだろうか。


  （衣舞は執念深いですからねぇ……）


  　と、拓馬が先行きの不安に肩を落としていると、何やら衣舞がわなわなと震え出した。


  「？　どうしたんですか？」


  「ま、まさか、もしかして……田辺がマリア座の怪人!?」


  「……はい？」


  「そうよ！　どうして今まで気づかなかったのかしら……あんな愚ぐ劣れつで卑ひ猥わいで凶悪なことをしでかす下げ衆すな生徒といったら、きっと田た辺なべ以外にいないわ！」


  「…………」


  　何を閃ひらめいたのかと思えば、それはとんだ早はや合が点てん。まぁ自分も衣い舞ぶの立場だったら真っ先に田辺を疑うであろうから気持ちもわからなくはないが、マリア座の怪人への気持ちが入りすぎているのか珍しく迷走しているようだ。


  「灯とう台だい下もと暗しとはよく言ったものね。まさかクラスメイトにマリア座の怪人がいたなんて」


  　意外と身近にマリア座の怪人がいることには間違いないが、衣舞が見ているそこはまだまだ灯台の下ではない！　


  　さてどうしたものか、ひょっとしたら田辺に上う手まいこと罪をなすりつけられるのではという邪悪な考えもよぎったが振り払い、拓たく馬まはやんわりと衣舞を止めにかかる。


  　が、


  「いやいや、決めつけはよくないですよ。冷静になってください。田辺が疑わしいと思うのならまず証しよう拠こ集めから──」


  「大丈夫。任せて。自白を促うながすのには自信があるわ。田辺はどっちに行ったの？　あっち？　あっちね!?　すぐに追いかけるわ！　拓馬も協力して！　さぁ！」


  「あ、ちょっと！　衣舞!?」


  　衣舞は人の話もろくに聞かずに弓矢を構え直し、先ほど田辺が去っていったほうへと駆かけ出していってしまった。


  　まずい。あれはきっと身体に聞くつもりだ。最小限のダメージで最大限の痛みを肉体に与える術すべを熟知している衣舞の手にかかれば田辺なんてものの数十秒でありもしない自みずからの罪を認めてしまうだろう。


  　いくら相手が田辺とはいえ冤えん罪ざいがまかり通ってよいわけがなく、拓馬は慌あわてて後を追う。


  　しかし時すでに遅く、廊下の向こうから田辺の悲鳴が上がるのだった。


  



  



  　田辺を生徒指導室に引きずり込んだ衣舞は案の定心身を攻めて自白を迫ったが、拓馬がちょっと足を使っただけで田辺の身の潔けつ白ぱくは証明された。というのも田辺はマリア座での事件発生時、同好の士らと共に客席最前列で騒いでいたためアリバイが多数かつ容易に集められたからだ。よって田辺はその昼休みのうちに釈放。


  「ねぇ小こ瀬せ村むらさん──いや、衣舞よぉ、いくらなんでも証拠もなく犯人扱いはヒドくね？　ただの詫わびですむと思う？　誠意を見せてくんねーかなー、誠意を。具体的にはご奉ほう仕し的てきな──」


  　珍しく衣舞に落ち度があり謝罪もしたことで田辺は図に乗ったが、そこは拓馬がきっちりと締めておいた。衣舞はばつが悪そうにして困っていたし、何より田辺が衣舞の名を呼び捨てにしたのが妙に癪しやくに障さわったからだ。


  　しかし田た辺なべのようには一いつ蹴しゆうできない相手もいる。


  　風紀委員会の先輩だ。


  「小こ瀬せ村むらくーん、あんまりむちゃはよくないよー」


  「……はい、申し訳ありません」


  「いや捜査への熱意は伝わるんだけどさ。ね？　ほら、それが空回りして他人に迷惑をかけるのはどうかなって思うわけ。そんな風紀委員なら正直……ねえ？　あっはっは。いないほうがまだマシって言っちゃうと語ご弊へいがあるけど、まぁ、そういうことになるよねぇ？　だからさ、ちょっと頭冷やすためにも今日きようの放課後は雑用でもしといでよ。没収物の処分なんていいかもね」


  「…………わかりました」


  「うんうん。軒のき原はらくんもさぁ、小瀬村くんのバディなんだからもっと早く先走った彼女を止めないと。何のために四し六ろく時じ中ちゆう一緒にいんのよ。遊びのつもり？　遊びで一緒にいるだけなら不純異性交遊として君たちを処理しなけりゃなんなくなるよ？　ええ？　わかってんの？」


  「はい反省しています」


  　運悪く生徒指導室に居合わせた先輩風紀委員から、正論とはいえいちいち嫌みったらしい説教を、衣い舞ぶはおろか拓たく馬ままで受ける羽は目めになってしまったのだった。


  「……やってしまったわ……。……ああ～もう！」


  　衣舞は、『しゅん……』という落ち込みと『むすー』という苛いら立だちを混ぜたような『しゅんむす』の表情で唇くちびるを尖とがらせる。


  「気にしないほうがいいですよ。あの人、いつもああじゃないですか」


  　風紀委員もいろいろだ。懇こん意いにさせてもらっている者もいれば、反そりが合わない者もいる。そして先ほどの先輩風紀委員はどうも拓馬と衣舞のことをよく思っていないらしく、二人に不ふ手て際ぎわがあったときなどはわざわざ小言を言いにくるような人なのだ。


  　だから拓馬は衣舞を励ましてやった。衣舞は衣舞でこう見えて反省しているので、今さら自分がどうこう言う必要はない。


  　するとむしろ衣舞は拓馬に気遣われたことを気にしたようで、表情から『むすー』が消えて、不ふ甲が斐いなさそうにしゅんと目を伏せてしまった。


  「……ごめんなさい。拓馬にまで迷惑をかけてしまって……」


  　そんな衣舞の姿に、拓馬は良心の呵か責しやくを覚える。そもそもの発ほつ端たんであるマリア座の怪人が自分なのだから衣舞に謝られる筋合いなどなく、むしろこちらが余計な案件を増やしてしまったことを謝らなければならないくらいなのだ。


  　だから拓馬はひときわ衣舞を思い、快活に笑い飛ばした。


  「まったく。これだから衣舞は！　自分をフォローすることに慣れすぎてフォローされることに慣れてないなんて、嫌みにもほどがありますよ。それとも衣舞が自分のフォローをしてくれるとき、いつも迷惑だなんて思ってるんですか？」


  「そんな……！　……思わないわよ。今さら……」


  「でしょう？　情けないことに自分のほうが助けられっぱなしなので忘れがちになるでしょうが、気持ちは一緒なんですよ。衣い舞ぶのフォローをしてあげられることがうれしいですし、二人そろって叱しかられても、実はそれがちょっと楽しかったりするんです」


  「…………」


  　普段から胸の中にあるけれど、普段は決して口こう外がいしない気持ち──あえてそれを伝えることで、拓たく馬まは衣舞を労いたわった。落ち込む人間にかける言葉に、真心以上に効き目のあるものはない。


  「……拓馬……」


  　すると衣舞は目からウロコといったように表情を緩ゆるませ、何かを言おうと唇くちびるをぱくつかせたが、グッと言葉を呑のみ込み、顔を伏せ、……拓馬の制服の袖そでをきゅっと摘つまんだ。


  「？　はい？」


  　なんだろうか、袖に糸くずでもついていたのだろうか。しかしその意味を質ただす間まもなく衣舞は再び顔を上げ、真正面から拓馬を見み据すえてきた。


  　それは普段めったに見られない、穏やかで、いたずらな微笑ほほえみ──。


  「……私は説教されてる間、これっぽっちも楽しくなかったわ」


  「そうですか、それはすみません」


  「けれど、たった今私の中に芽生えたこの気持ちはきっと拓馬と一緒よ」


  「なんです？」


  「さっき先輩から体ていよく押し付けられた雑用を、二人でやりたいという気持ち」


  「はっはっは。ええ、確かに一緒です」


  　うまいこと雑用を手伝わされることになってしまったが、迷惑だなんてこれっぽっちも思わない。


  



  



  　そして放課後、拓馬と衣舞は段ボール箱を抱え、高等部校舎から少し離れたところにある焼しよう却きやく炉ろへ来ていた。


  　この箱の中には、ここ数か月のうちに風紀委員が生徒から没収した持ち込み禁止物──主に雑誌や漫画の類たぐいが詰まっている。没収した物が一定量までたまると、こうして焼却炉で燃やしてしまうのである。わざわざ燃やす必要もなさそうなものだが、学校のゴミ置き場に出しておくと持っていってしまう生徒がいるのでこのような手間をかけるのだ。


  　衣舞が箱から中身を出し、拓馬がそれらを火の燃え盛る炉の中に放り込んでいく。


  「……火って、見てると気持ちが昂たかぶるわよね」


  「焼却処分するとき、いっつもそれ言ってますよね。……ふふっ」


  「？　どうしたの？　急に笑って」


  「いや、昔のことをふと思い出しまして。自分たちが小等部の低学年だった頃、風紀委員の人が焼しよう却きやく処分するのを面白がって見てたその晩に、衣い舞ぶがおねしょ──」


  「次その話したら舌を射抜くわよ」


  「あ、はいごめんなさい」


  　二人にとってはこの作業も慣れたもので、たわいもない雑談を交わしながらやっても一時間もしないうちに五つほどあった箱もすべて空いた。


  「それじゃあ私は段ボールを捨ててくるわね」


  「ええ、お願いします」


  　中身をすべて出した段ボールをまとめ、衣舞がゴミ置き場へと持っていく。拓たく馬まのほうもあとは雑誌の一山を燃やせば終了である。


  　このあとには山やま吹ぶきとの約束もある。さっさと終わらせてしまおう。


  　しかしそう考えるのとは裏腹に、キビキビと動いていた拓馬の手が、一冊の雑誌を持ち上げて止まった。


  「…………」


  　その雑誌の表紙に描えがかれているのは、何の変哲もない、幼い女の子がブランコで遊んでいる絵である。しかしだ。拓馬はその雑誌の名前に釘くぎ付づけになっていた。


  



  『ろりぱらだいす！』


  



  （ろり……ぱらだいす？）


  　拓馬の嗅覚センサーが、何かを嗅かぎとった。


  （……確認。そう、これはあくまで確認作業！）


  　自分自身に言い訳をしながら、拓馬は『ろりぱらだいす！』を開く。


  　するとだ。拓馬の直感どおり、視界に飛び込んできたのは年とし端はもいかぬ少女たちのマーベラスな描写の数々であった。


  （ふぉぉぉおおおおお！　これはぁぁあああああ！）


  　ぶち上がるテンション。


  『芹せり香かの日記』により開かい眼がんし、そして『芹香の日記』しかその手の漫画に触れたことのない拓馬にとってそれはまさしくお宝である。


  （……どうしよう、持って帰ってしまおうか）


  　こんな素晴らしいアイテムに巡り合えた僥ぎよう倖こう、是ぜが非ひでも享きよう受じゆしてじっくり堪たん能のうさせてもらいたいものだ。


  　しかし、


  「──あぁ虫むし唾ずが走る！」


  　拓たく馬まのすぐ背後で衣い舞ぶが忌いま忌ましげに唾だ棄きした。


  「うおうッ!?」


  （い、いつの間まに帰ってきた！）


  　ついつい『ろりぱらだいす！』に心を奪われ、衣舞がゴミ置き場から戻ってきたのに気づかずにいた。


  　そして心臓が止まるほど驚いた拓馬は『ろりぱらだいす！』を焼しよう却きやく炉ろの中にぶん投げてしまった。


  　お宝は炎に巻かれ、メラメラと燃えていく。


  （うああああああああ！　なんてもったいないことをぉぉぉぉぉお！）


  　燃える……燃える……！　


  　可愛い少女たちが……！


  　喉のどから手を出してでも炎の中から救い出したい衝しよう動どうに駆かられたが、しかし衣舞が見ている手前そんなこともできず、極力平静を装よそおってお宝が灰になるのを見守るほかなかった。


  　涙目の拓馬。


  　しかしそれとは対照的に、燃えゆく『ろりぱらだいす！』に向けられる衣舞の目は嫌けん悪お感かんに満ちていた。そして静かな怒ど気きで声を荒らげる。
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  「ロリコンだなんて気持ちが悪い！」


  　ロリコン──衣い舞ぶの口から忌いま忌ましげに吐き捨てられたその言葉に、拓たく馬まは身も心も強こわばらせた。


  「同じ敷地内にこんなものを読み耽ふけるような異常者がいるだなんて気味が悪いわ。所持していた連中なんて全員埋めてしまえばいいのよ。どうせ性犯罪にでも走るんでしょうから」


  「…………」


  　もともと衣舞ははっきりものを言う性格で、衣舞から至らぬ点をダメ出しされるのも日常茶さ飯はん事じ。それを不快に思ったり、ましてや傷ついたりしたことなどこれまで一度もなかった。しかしそれは、そのダメ出しが批判や忠告なればこそである。


  　それにひきかえ、今衣舞の口から発せられた〝ロリコン〟という言葉は軽けい蔑べつの対象であり、拒絶と否定の塊かたまりだ。


  　衣舞がロリコンによからぬ感情を抱いだいていることなどわかっていたとはいえ、改めてこうもはっきりと拒絶されてしまうのは、つらい。


  　が、だからこそだ。


  「いやまあ、確かに悪趣味かもしれませんが、だからってこういうのを好きな人たちを十じつ把ぱ一ひと絡からげに性犯罪者呼ばわりしてしまうのはちょっと早そう計けいだと思いますよ？　被害者がいるわけでもない二次元なわけですし」


  　だからこそ、拓馬はそう言葉を返さずにはいられなかった。


  　不健全なものに影響を受けて、人様に迷惑をかけてしまう人はいる。それはもう、ごまかしようのない──ごまかしてはいけない事実だ。だからそれを槍やり玉だまに上げて締め付けを厳しくしたくなる気持ちもわかる。けれど、その不健全なものでガス抜きしているからこそ人様に迷惑をかけずにいられる人だって、少なからずいるはずなのだ。つまり、どちらにしたって人様に迷惑をかけてしまう人は現れる。悪あく行ぎようの撲ぼく滅めつなんてのは不可能なのだ。そんなのは、実は自分たちが一番身に染みてわかっていること。もしも締め付けを厳しくしてすべてが解決するのなら、自分たち風紀委員の存在など無用のはずなのだ。


  　だから拓馬はこう考える。不健全な同人誌──それは駆く逐ちくすべき悪ではない。悪影響を及ぼしもするが、薬にもなる〝毒〟なのだと……。


  　しかし、ほんの少しでもいいから衣舞の理解を得たいと願ったこの訴えも、さらに深く自分を傷つけるものでしかないことはわかっていた。なにせ衣舞は少し前までの自分と同じなのだ。異常性せい癖へき者しやはみな人格破は綻たん者や犯罪者予備軍だと思い込み、不健全と目もくされるものはすべて取り締まるべきだと考えていた自分と──とくれば、自分のこの訴えに対して衣舞がどう返すかも予想がつく。


  「拓馬、その冗談笑えないわ」


  　そう、予想どおりの〝一いつ蹴しゆう〟だ。取り付く島などありはしない。


  　落ち込む拓たく馬まをよそに衣い舞ぶはさっさと残りの雑誌を焼しよう却きやく炉ろに放り込むと、拓馬にとってさらに追い討ちとなる一言を放った。


  「このあとマリア座の怪人の捜査に行きたいのだけど手伝ってくれるかしら」


  「…………」


  〝ロリコン〟に引き続き、またも拓馬の胸を締めつけるその汚お名めい。


  　強い意志の宿った衣舞の瞳ひとみが拓馬を射抜き、二乗分の後ろめたさで押し潰つぶされそうだった。


  「……いえ、ちょっとこれから人と会う約束があるので」


  　それとなく衣舞から目を逸そらしながら、拓馬は言った。


  「約束？　誰と？」


  「えーっと、辻つじヶが堂どうさんです」


  「辻ヶ堂さん？　そういえば昼休みに珍しく話していたわね」


  　誰とも雑談などを交わさず常に机に突っ伏して寝ているような超内向的な生徒──それが衣舞の知る、山やま吹ぶきの表の顔だ。クラスメイトという以外にこれといった接点のない自分と話していれば不ふ思し議ぎにも思うだろう。


  「ええ、本のことでちょっと。ほら、辻ヶ堂さんは図書委員じゃないですか。最近ちょっとずつ読むようになって、辻ヶ堂さんとも話すようになったんです。感想を言い合ったりとか、おすすめの本を紹介してもらったりとか」


  　無論山吹の正体も山吹との関係も馬ば鹿か正直に打ち明けられるわけがないので、拓馬は適当にはぐらかした。


  「本？　拓馬が？　ますます珍しい。もしかして目が充血してたりするのも読書で寝不足だから？」


  「あーはい。そんなところです」


  　本当は違うが寝不足は寝不足だ。ここのところは風紀委員と脳のう内ない解かい放ほう区く、二つの顔を使い分け二足のわらじを履く生活である。そのうち自分も山吹のような目のクマができるのではないかと今から心配だ。


  「ふうん、そう……。まあ、そっちが先約みたいだからいいけど……。次は私を手伝ってよ。本部への作業完了の報告は私がしておくから。それじゃあ」


  　衣舞はやや不満げな顔を見せたが、納得はしてくれたようできびきびと中央棟へ去っていく。その背中を見送りつつ、拓馬もまた後ろ暗い思いでその場を後にした。


  〝次は私を手伝ってよ〟──何の気もなしに衣舞から投げかけられたこの言葉が、拓馬に重くのしかかる。


  　山吹との約束という、衣舞を手伝えない大たい義ぎ名めい分ぶんがあることに内心ホッとしている自分がいて、そして次に衣舞から協力を求められたらなんと言ってかわそうかと考え始めている自分がいたからだ。


  　正直のところ、今は衣い舞ぶと一緒にいるのがつらくて仕方なかった。


  



  



  　同人誌を密造する地下組織があると知ったとき、拓たく馬まにはどうしてもわからないことがあった。それは、同人誌の印刷場所である。同人誌の内容──つまり絵のほうは、人目を盗んで描かくこともできよう。しかし印刷は？　十数ページから何十ページもある冊子を数種類、何十部という数で配布しているのである。それだけの分量の印刷物をどこで用意しているのだろうかと、拓馬には不ふ思し議ぎでならなかった。学内には生徒用のコピー機も数台設置されているが、いくらなんでも人目につきすぎて密造なんてできやしないだろう。また、それら印刷した同人誌を保管しておく場所だって必要なはずだ。


  　この疑問は拓馬が正式に脳のう内ない解かい放ほう区くに加入してすぐに解決したわけだが、それにしてもその方法──いや、印刷場所には度ど肝ぎもを抜かれたものである。そりゃあここなら〝人目〟につくこともないだろうよ、と。


  　衣舞と焼しよう却きやく炉ろで別れたあと、拓馬は高等部校舎の一階、廊下の突き当たりまで来ていた。この廊下に並んでいるのは特別教室だけで、人けは一切ない。そのことを確認してから拓馬は、壁際に設置されている真っ赤かな消しよう火か栓せん格納箱の扉とびらを開けた。


  　一般的にはその中には消火用ホースが納められていたりするのだが、この消火栓格納箱は空っぽだった。その代わり箱の底の隅すみに、よく目を凝こらさないと見えないくらい細くて無色透明の釣り糸が、輪っかになってあった。拓馬はその釣り糸を引っぱる。すると、釣り糸と繋つながっていた箱の底板がバコッと持ち上がり、その下には人一人が通れるほどの大穴がポッカリと口を開けていた。その大穴を覗のぞきこむとハシゴまで掛かっていて、下へ下へと伸びている。


  　拓馬は再度周囲を見回し人目がないことを確認すると、その大穴を下りていった。


  



  



  　聖ひじりヶが原はら学がく園えんは海沿いの丘に建っているのだが、この丘には、生徒はおろか教師にすらほとんど知られていない、とある歴史がある。最寄りの街のヨボヨボのお年寄りなんかに聞いてまわって、かろうじて知る人がいるかどうかというくらい昔の話。


  　この丘、かつては炭たん鉱こうとして機能していたのだ。無論とっくのとうに閉山しておりその存在は忘れ去られつつあるが、今なお蟻ありの巣状に広がる地下の坑こう道どうは健在なのである。


  　そしてそこに目をつけた、頭のネジの外れた生徒が大昔に現れた。その生徒は教師の目を盗み、秘ひ密みつ裏りにこの地下道を〝遊び場〟として開発し、この学園を去るとともに信頼の置ける後輩へと譲ゆずり渡したのだ。そうして代々この地下道は頭のネジの外れた生徒へと引き継がれることとなり、その過程で開発も進み、今ではこの学園のありとあらゆる場所へと通じる秘密の地下通路として機能しているのである。


  　そして当代でこの地下通路を引き継いだのが脳のう内ない解かい放ほう区くのとあるメンバーであり、現在では脳内解放区が文字どおりの〝地下組織〟としてこの場所をアジト兼印刷所に使用しているというわけだ。


  　岩がん盤ばんがむき出しの通路を抜け、コンクリートで舗ほ装そうされた主要通路へ出て、さらに奥へと進んでいく。


  　すると等間隔に壁面にぶら下がる照明よりもひときわ煌こう々こうとした光を放つ空間がある。


  　広さはちょうど教室一つ分くらい。机があちこちに島になって並び、ガラクタなどが山のように積まれている一角もあれば、怪しげな薬品を収めた棚や本棚がきちっと並んでいる一角もあるし、かと思えば無む造ぞう作さに畳とちゃぶ台（山盛りの菓子皿付き）が置かれていたり冷蔵庫や電気ポットが設置されていたりと統一感のない部屋だ。


  　しかしこここそが脳内解放区のアジトであり、印刷所。


  　現在もコピー機がフル稼か働どうしており、次々に印刷物を吐き出している。


  　そして拓たく馬まと山やま吹ぶきが今まさに製本作業の真っ最中だった。


  「ハァ～～～～～」


  　ＢＬボーイズラブをはじめ触手やケモノやふたなりと、ありとあらゆるエロ描写の印刷されたコピー紙をホチキスで綴とじながら、拓馬は盛大なため息をついた。


  　すると隣でコピー紙を折りたたむ作業をしている山吹が、拓馬を一いち瞥べつし、笑う。


  「気持ちはわかるよ」


  「ッ!? おお、わかってくれるか！」


  　まさか山吹がこの苦悩に理解を示してくれるとは！　しかし拓馬が喜ぶのも束つかの間ま、


  「うん。けどね、最初は誰だって雑用から入るものだし、同人誌作りっていうのはね、と～～～っても地味な作業なの。そもそもキミは絵を描かけるの？　いくら同人誌とはいえ、危険を冒して作ってるわけだからそれなりのクオリティーでないと配布する意義が──」


  「違う！　断じて違う！」


  「え、そうなの？　てっきり夢の同人誌作りが想像とは違って地味な作業なものだから嫌気が差しているのかと……あ、じゃあ単純に疲れたとか？　いやー、わかるよ。そのうち慣れるもんだけど、脳のう解かいやってるとどうしても睡眠時間が短くなって最初はつらいよね。なんなら私が愛飲してる特製の栄養ドリンクあげようか？　すごいよー、どんな疲れも吹っ飛ぶの。七十二時間完徹した後にさらに追加で二十四時間動けるようになるから原稿が捗はかどる捗る。──ただまあ、それやってからかなぁ、この目のクマが消えなくなったのは……」


  「とんでもない副作用が出ているではないか！　そんなもの飲まそうとするな！　というか疲労のため息でもない！」


  　山吹は拓馬のため息の理由をまったくわかっていなかった。それもそうだ。焼しよう却きやく炉ろ前での衣い舞ぶとのやり取りを盗聴でもしていない限りはわかるはずがないのだから、むしろわかられたほうが気味が悪い。


  「──へぇ～、小こ瀬せ村むらさんがそんなことをねぇ」


  「ああ、自分と衣い舞ぶは小等部からの長い付き合いだが、こんなことは初めてでな。どうしたものかと頭を抱えている」


  　拓たく馬まがため息の理由を明かすと、山やま吹ぶきはそれを楽しむように口元で笑みをつくっている。人をからかい手玉に取ることに悦を覚えるような女だ。こんなこと話すんじゃなかったと後悔しかけたが、人を喰くったような笑みはそのままに、けれど思いのほか鋭するどいことを言う。


  「そういう聞く耳を持たない人ってさ、大抵が色メガネを掛けてるか、もしくは生理的嫌けん悪お感かんに囚とらわれてるんだよね。しかも後者は後付けの理屈で自みずからの正当性を主張するから質たちが悪い」


  　山吹の言うことはよくわかる。ちょっと前までの自分が、まさしく前者だったのだ。特殊性せい癖へき者しやは、きっと人格にも問題があるに違いないという偏へん見けんにまみれていた。


  　そしておそらく、衣舞は後者なのだ。生理的嫌悪感があるぶん、拓馬よりも問題の根が深い。そして根っこにあるのが生理的嫌悪感だからこそ、拓馬は衣舞との間に立ち入る隙すきのない壁を感じ、打ちひしがれたのだ。


  「たださ、これってしようがないことでもあるんだよね。私たちが風変わりな性癖にうつつを抜かす自由もあれば、それに対して生理的嫌悪感を抱いだく自由も人にはある。受け入れられずに白い目で見られるのは悲しいことだけど、相手が抱く感情を否定することはできないから」


  　反論の余地などない。山吹の言うとおりだ。


  　しかし、


  「ああ。しようがない。わかってる。わかってるんだ。だがそれでも、どうにかして衣舞に理解してもらえないだろうかと考えずにはいられないんだ」


  　そう、そこで引き下がれないから、自分自身困っているのだ。


  「……へえ、そんなに理解してほしいんだ」


  　拓馬が思いのたけを吐き出すと、山吹は柔らかく目を細める。


  　穏やかで、優しげで、あまり見せない表情だ。


  「それはそうだろう」


  「じゃあさ、たとえばだけど、田た辺なべくんとかに理解されなかったらどうする？」


  　妙な質問だと思った。まぁ田辺は当代一のど変態であり、ある意味変態的分野においては底なしの度量を見せるであろうからロリコン趣味くらい理解されないということはないだろうが（というかもともと『芹せり香かの日記』は田辺のものであるし）、仮定として、田辺に理解されなかったら自分はどう思うだろうか。


  「……どうでもいい」


  　それが率直な感想だった。理解されないどころか田辺には嫌われようと一向に構わない。


  「じゃあ、たとえば絹きぬ針ばり蘭らんちゃんに理解されなかったら？」と、立て続けに山吹が問う。


  「まあ、仕方がないのではないか？」少し蘭らんのことを考えて、拓たく馬まはそう答える。


  「弟くんや、光みつ武たけ悠ゆうくんはどう？」


  「あの二人にはドン引きされたなぁ……」自分の性せい癖へきを暴ばく露ろした瞬間の二人の表情を思い出し軽く落ち込むが、しかし、まあいいかと思えてしまう。


  



  「なのに小こ瀬せ村むらさんには理解してほしいんだ？」


  



  　思考のエアポケットに一いつ石せきを投じられたような、妙な感覚に陥おちいった。


  「──ん？　あぁ。そう、だな……」


  「それってなんでだろうね」


  「…………」


  　山やま吹ぶきが人を喰くったような流し目でこちらを見てくる。


  「何か言いたげだな」


  「んふ、はっきり言い当てられたいの？」


  「……いや、よせ」


  　ほぼ無意識だったが、今の山吹の指摘で気づかされた。田た辺なべや蘭はともかくとして、辰たつ巳みや悠は諦あきらめもつくが、衣い舞ぶへの理解にだけは執着している自分がいることに。


  　そしてその執着の理由には、拓馬自身心当たりがある。だからこそ山吹にそれを見透かされているらしいことが癪しやくで、何より気恥ずかしかった。


  　ばつが悪く、拓馬が苦い顔をしていると、山吹はケラケラと笑う。


  「悪かったよ。けど恥ずかしがることじゃないじゃん」


  「は、恥ずかしいとかそういう問題ではなくてだなっ、これは校則で禁止されているし学生としての本分をまっとうするための節度ある──」


  　しかし拓馬が弁解しようとした矢先、この会話はここで切り上げることになった。


  　第三者がやって来たからだ。


  「あ、お二人とも、ご苦労さまです」


  　拓馬と山吹は同時に振り返る。するとそこにはアーガイル柄のベストにロングスカートという出いで立ちの、野や暮ぼったいメガネを掛けた女性が立っていた。


  　拓馬は軽く会え釈しやくをし、山吹は気さくに話しかける。


  「あぁ、ちょうどよかった。お願いしたいことがあったんですよ。昨晩、閃せん光こう玉だまと煙玉を使いきってしまったところなので、また作っておいてもらってもいいですか？　倉沢先生」


  「は、はい！　もちろんです」


  　化学教師としてこの学園に勤め、拓馬と山吹のクラスの副担任でも倉くら沢さわ綾あや子こ──何を隠そう彼女こそが、頭のネジの外れた先代の生徒からこの地下道を引き継いだ当代の管理人であり、脳内解放区の創立メンバーの一人でもある異例の教師なのだ。


  　ちなみに好きなジャンルはショタとケモノだそうだ。


  「あ、あのぅ、新しい材料が手に入ったので、使いどころが難しいかもしれませんけど作ってみてもいいですか？　筋きん弛し緩かんガス爆弾！」


  「「いやいやいや」」


  　実はここ、脳のう内ない解かい放ほう区くのアジトである以前に、マッドサイエンティスト気質である倉くら沢さわのラボラトリーなのである。


  



  



  （……このまま本部へ顔を出すのは少しみっともないわね）


  　風紀委員会の本部へ向かう途中、衣い舞ぶは前髪を払いながらそう思った。焼しよう却きやく炉ろでの作業をしたら髪の毛や制服が埃ほこりっぽくなってしまったのだ。


  　生徒の模範となるべき風紀委員は、常に身だしなみにも気を配らなければならない。そこで衣舞は中央棟に入ってすぐ化粧室へ。


  「あ、小こ瀬せ村むらさん。やっほ」


  「ええ」


  　すると石いし川かわというクラスメイトと鉢合わせしたので、軽く挨あい拶さつを交わしつつ並んで洗面台に立った。


  　衣舞はファンシーな花飾りのあしらわれたヘアクリップを外し、まとめていた髪を解ほどく。埃を払い、手て櫛ぐしで髪を梳すく。


  　と、隣の石川が鏡越しにその姿に見入り、嘆たん息そくした。


  「はあ～、やっぱり美人さんだねぇ小瀬村さんは。女の私でも見とれちゃうわ」


  「そんなことないわよ」


  　石川の言葉どおり、衣舞が髪を下ろしたその姿は、凜り々りしい顔立ちや佇たたずまいが引き立てられ美しかった。


  　しかしまたすぐに、衣舞はざっくばらんに髪をまとめてしまう。


  「ん～。小瀬村さんは髪下ろしてたほうが絶対いいと思うけどな。それにそのヘアクリップ、可愛いけど小瀬村さんにはちょっと子供っぽすぎない？」


  　もとがいいのでその髪型でも悪くはないのだが、しかし石川がそう言うのも無理はない。大人びた美び貌ぼうを持つ衣舞にはそのざっくりとした髪の束たばね方もヘアクリップも、やや不似合いな感が否いなめないのだ。しかしその指摘に対し衣舞は、


  「ふふ、そうね」


  　石川が気づかないほど小さく微笑ほほえむのだった。


  「？　私演劇部で衣装とメイクを担当してて、そういうのすごく気になっちゃうんだ。もし何なら小こ瀬せ村むらさんに似合いそうな髪のまとめ方とか教えるから、その気になったら遠慮なく言ってね。──っていうか小瀬村さんのことトータルコーディネートしてみたい～！　腕が鳴るわ～！」


  「ええ、気が向いたらお願いするわ。ありがとう」


  「石いし川かわはいつでも小瀬村さんをお待ちしてるよ。そんじゃね～」


  　石川が先に化粧室を出ていき、一人残された衣い舞ぶは改めて鏡の中の自分を見つめた。


  　実は衣舞自身、その不似合い感は自覚していたりする。けれども衣舞にはその髪型を──もとい、この子供っぽいヘアクリップを外す気はなかった。


  　というのも、このヘアクリップには思い入れがあったから──。


  　あれはそう、中等部二年生の冬休み、ちょうどクリスマスの日のこと。


  　自分と拓たく馬まと辰たつ巳みの三人で街へ出かけたのだ。風紀委員としての見回りなどではなく、単純にクリスマスの雰ふん囲い気きを味わうために。普段は休日ともなれば街には聖ひじりヶが原はら学がく園えんの生徒があふれ、風紀委員として気が抜けないのだが、冬休み中は全国各地の実家に帰る生徒がほとんどで、学園からも街からもその姿を消す。よって衣舞も拓馬も心置きなく街を散策し、羽を伸ばしたものだ。


  　そして帰り際、辰巳がトイレに行くと言い、拓馬と二人きりになったときだった。


  　──あー、衣舞。その、なんですか、こ、これを、あなたに。


  　しどろもどろで、照れくさそうに、目も合わせずに拓馬はそう言って、リボンのあしらわれた包みを衣舞に差し出したのだ。


  　寒さのせいか他に理由があってかはわからなかったが、このときの拓馬の頬ほおの赤さときたら、今なお記憶の中で色いろ褪あせない。


  　──く、クリスマスプレゼントです。どうぞ開けてみてください。


  　目の前で魔法を見せられたようだった。


  　真冬の宵よいの口、冷えきった手のひらの中に咲いた花──包みの中身は、ファンシーな花飾りのあしらわれたヘアクリップ。


  　その日一日ずっと一緒だったはずなのに、いつの間まにこんなものを買っていたのだろうか。


  　びっくりしたと同時に、自分の目を盗んでこそこそとレジに向かう拓馬の姿を想像してそれが可お笑かしく、こそばゆく、いくら小等部出身同士とはいえプレゼントを贈り合う習慣などなかったから、とてもうれしく……。


  　気に入らなければ無理につける必要はないですよ、なんて弱気なことを拓馬が言うものだから、その場で髪を束たばねて留めてみせた。


  　確か、「とても似合ってますよ」と拓馬は言ってくれた気がしたが、どういうわけかその肝心なところは記憶が曖あい昧まいだ。けれど、拓馬が心底うれしそうに笑っていたことはちゃんと覚えている。


  　そしてそれ以来、衣い舞ぶはこのヘアクリップを大事にした。後にも先にも拓たく馬まからのプレゼントなんてなかったから、余計に──。


  「…………」


  　衣舞は髪を整え服装も正すと、風紀委員会の本部が置かれている特別教室へと向かった。ここは風紀委員たちの詰め所であり、放課後は常に書類作業を担当する係員が控えている。


  「没収物の焼しよう却きやく作業を完了しました」


  「はーい。ごくろーさまです」


  　衣舞がデスクで作業をしていた三年生の係員に報告すると、その係員はホワイトボードの今日きようの日付欄に書かれていた『没収物、焼却』という文字を消す。それで今日の日付欄はまっさらになった。


  　しかしそのホワイトボードの日付を遡さかのぼると、先週の土曜日の欄に赤字で『マリア座における強制わいせつ事件』と書かれており、衣舞は眉み間けんにしわを寄せて係員に尋ねた。


  「何かマリア座の怪人について情報は入ってきていませんか？」


  　係員は肩をすくめる。


  「うん、みんなマリア座の怪人についてはアンテナを立ててるみたいだけど、捜査に進展はないね。むしろ、現段階で一番マリア座の怪人に近いのは小こ瀬せ村むらさんなんだけどなぁ」


  　苦みが口の中にいっぱいに広がった。


  　係員の言うとおりだ。マリア座の怪人に最も接近し、長時間接触していたのは衣舞なのである。にもかかわらずみすみすマリア座の怪人を逃のがし、その後も何の手がかりもつかめていないどころか気持ちが急せくあまり、あわや冤えん罪ざい事件まで起こしかけてしまった。不ふ甲が斐いないにもほどがある。


  　衣舞が内心で歯は噛がみしていると係員はそれを察したらしく、慌あわててフォローを入れてくれる。


  「あ、いや、嫌みっぽく聞こえたらごめん！　そういうつもりじゃなかったんだ！　ただホラ、この手の事件捜査でめぼしい情報を嗅かぎつけたり犯人を捕まえたりっていうのは、大抵キミら二人だからさ。ついつい期待してしまうんだよ」


  「……恐縮です」


  　重大な校則違反事件が起きた際、その解決には大抵衣舞と拓馬が一枚噛んでいたりする。そのため二人は、やり手のコンビとして風紀委員会内でも一目置かれている存在なのだ。よくも悪くも。


  　だからこのように係員から期待されがちであるし、自じ尊そん心しんの強い一部の風紀委員（たとえば昼休みに説教してきたあの先輩）から活躍をやっかまれたりもする。


  　そして衣舞はそれらのことを自覚しており、期待には応こたえたいと常々思っている。また期待云うん々ぬんを抜きにしても、この学園の秩序を守りたいという風紀委員としての純粋な意志もある。


  　しかし、だからこそだ。


  「そんなキミらにさえ尻しつ尾ぽをつかませないってことは、マリア座の怪人は手て強ごわい相手なんだろうなあ。ところで軒のき原はらくんは？」


  「別件があるそうで」


  「そう。まあいろいろ忙しいからね、風紀委員は」


  「…………」


  　だからこそ、こんな肝心なときに相棒である拓たく馬まが隣にいないことがもどかしい。それも忙しいからではない。最近覚えたらしい趣味にうつつを抜かしているというのだから、なおさらに……。


  　風紀委員とはいえ休息は必要だ。しかしマリア座の怪人という学園の秩序を脅おびやかしかねない校則違反者が現れたこの状況でのんびり読書をし、山やま吹ぶきと感想なんかを言い合っているのだと思うと腹立たしくさえある。しかも拓馬はこれまで趣味という趣味は持たず、暇ひまさえあれば道場に行って鍛たん錬れんを積んでいたような人間だったし、衣い舞ぶ自身もそうだった。そんな拓馬が読書という趣味を見つけ、あまつさえ女子生徒と二人きりで楽しんでいるのだと思うと、なんだか仲間はずれにされたような、置いてきぼりにされたような……。


  （──って、これじゃまるでいじけてるみたいじゃない）


  　拓馬が風紀委員の仕事を疎おろそかにしているからではなく、自分以外の女子生徒と一緒にいることにもどかしさを覚えているかのような自分にふと気づき、恥ずかしくなって、衣舞は咳せき払ばらいでごまかした。


  「私は手も空あいていますので、このあと一から事件について調査してみるつもりです」


  「小こ瀬せ村むらさんが動いてくれるのなら心強い。よろしくお願いします」


  　何はともあれ拓馬の不在はマリア座の怪人の捜査中断の理由にはならない。それに今日きようは無理でも、明日あしたには拓馬も手伝ってくれるだろう。今日だって山吹のほうが先約だったからそちらを優先しただけで、きっと今頃風紀委員の仕事をほっぽっていることに多少なりとも心を痛めているに違いない。拓馬はそういう男だ。しっかり者を気取っているくせにその実隙すきだらけのおっちょこちょいだけど、この学園にいる誰よりも誠実で、正義感が強く、義理人情にも厚くて、その精神性は清せい廉れんで高こう邁まい──心の底から尊敬でき、全ぜん幅ぷくの信頼を置ける自慢の相棒……。


  （……ま、今日の失態を考えたら、私も拓馬のことをおっちょこちょいだなんて笑えないけれどね）


  　内心で自じ虐ぎやく的てきに笑ったが、今日はすっかり拓馬に助けられてしまったことを思い返すと、不ふ思し議ぎと安らぎが胸中に広がる。いつものように拓馬がミスをしそうなら自分が、今日のように自分が冷静さを欠いたら拓馬が、互いが互いを支え合える関係であることが心地よく、そしてそうであるからこそ風紀委員としての成果を上げられているのだと改めて実感する。


  　もちろん今日は今日で単独でも頑張るが、明日には拓馬と二人でマリア座の怪人の拿だ捕ほに努めよう──。


  　そう気を取り直して、衣い舞ぶは風紀委員会本部を後にした。


  Ｐｒｏｌｏｇｕｅ．２：絹きぬ針ばり蘭らんとマリア座の怪人


  



  　私わたくし、絹針蘭は今、恐怖に震えています。あの忌いまわしい出来事が頭から離れないのです。


  　演劇部による『不ふ思し議ぎの国のアリス』の舞台公演──出番までの間、私は衣装部屋で一人、集中力を研とぎ澄ませておりました。


  　役柄に入り込み完かん璧ぺきに演じきるための、大事な儀式。いつも私はこの儀式を通して観客を魅了することを確信し、胸を張って観客の待つ舞台へ向かいます。このときも、その例に洩もれることはありませんでした。


  　けれど、衣装部屋の扉とびらを開けたすぐそこで私を待っていたのは、私の下着を盗んだ卑ひ劣れつ極まりない狼ろう藉ぜき者もの──マリア座の怪人。


  　しかもこの男、下着泥棒にとどまるどころか私を担かつぎ上げてどこぞへと連れ去ろうとしたのです。


  　心の底から怖かった。口の中に詰め込まれた下着のせいで、助けを乞こう私の声は誰にも届きません。そしていくら私の身の安全がマリア座の怪人の手中にあるからといって手も足も出せないでいる演劇部員たちに、私わたくしはじれったさと苛いら立だちと、頼りなさと、……一いち抹まつの寂しさを覚えていました。


  　そして舞台上でのあの仕打ち。マリア座の怪人に辱はずかしめを受けさせられたとき、泣き出したくなるほどの羞しゆう恥ち心しんが弾はじけ、泡となってこの世界から消えてしまい衝しよう動どうにすら駆かられました。


  　普段はあんなにも私の機嫌を窺うかがい甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれる演劇部員たちもオットマンも取り巻きたちも舞台袖そでで指をくわえて騒ぐばかり──誰も頼りになりませんでした。誰も、私を守ろうとしてくれませんでした。


  　ただ、ある一人を除いては。


  



  「んなにをしてんだぁぁぁぁぁああああ！」


  



  　私の痴ち態たいに沸わき立つおぞましい群衆の頭上を越えて、ものすごい形ぎよう相そうで怒鳴りながら客席を駆け下りてくる一人の男性……私の窮きゆう地ちに真っ先に飛んできて、ちょっと乱暴だったけれど上着をよこし、あまつさえボロボロになりながらもマリア座の怪人と取っ組み合い、身みを挺ていして私を救い出そうとしてくれた、その人の名は──。


  



  



  「軒のき原はら辰たつ巳み！」


  　さすがに見るに耐えず、絹きぬ針ばり蘭らんは同じテーブルの対面に座る軒原辰巳を鋭するどく咎とがめた。


  　それは、メインディッシュとなる牛フィレのステーキが辰巳の前に出されたときだった。辰巳はナイフとフォークをどちらの手で持つか悩んでいるようだった。ごくごく基本的なテーブルマナーすらなっていない辰巳に呆あきれながらも、どうするのだろうと蘭が黙って見ていたら、辰巳はステーキの真ん中にフォークをぶすりと刺してそのまま大口開けてかじりつくというはしたない作法に打って出たのだ。


  　ここは高級とはいかないまでもそれなりに格調高いレストランだ。加えて今出されている料理は、通常メニューにも載っていない特別フルコース──常連かつ相応の金払いをする上客にしか出さないものだ。


  　だというのに連れがこれほどまでに無作法だとこちらまで恥ずかしくなってきて、蘭はいつもの調子で小言を漏もらす。


  「少しは上品にできないのかしら。これだから小等部上がりは……」


  「うるせーなー。テメーから誘っておいて文句垂れんな」


  「辰巳、言葉が汚きたないよ」


  　すると辰巳が売り言葉に買い言葉で毒づき、その隣の光みつ武たけ悠ゆうがやんわりと辰巳をたしなめるのだった。


  　今蘭らんは、聖ひじりヶが原はら学がく園えんの最寄りの街にあるレストランで、辰たつ巳みと悠ゆうと同じテーブルに着き昼食をとっている。悠はともかくとして、なぜ犬けん猿えんの仲とも呼べる蘭と辰巳が昼食を共にしているのか。ましてや蘭の背後のテーブルには、日頃行動を共にしている取り巻きたちが控えているにもかかわらず、だ。


  　その理由は、マリア座での例の事件に対する謝礼である。蘭が舞台上でマリア座の怪人に服を脱がされたとき、真っ先に飛んできて上着をよこし、その後も蘭を助けるようなかたちで果か敢かんにマリア座の怪人に向かっていったのが辰巳だったのだ。そしてそのお礼をということで蘭はこうして辰巳を食事に誘い、ご馳ち走そうしているというわけである。ちなみに悠は、一人でこの食事に招かれるのを嫌がった辰巳が連れてきた付き添いだ。


  　そう、これはお礼なのである。それも儀礼的なものなどではなく、真心からの取り計らいだったのだ。なのに辰巳の悪態につられるかたちで、蘭はついつい思ってもいないことを口にしてしまう。


  「別に貴方あなたとお食事をしたくてこの場に招いたわけではありませんわ。ただ単に、あのときの借りを返しておきたかっただけ。あとになって恩着せがましくたかられても困りますもの」


  　しまった──と、はっとした。できることなら今の台詞せりふの尻しつ尾ぽを捕まえて口の中に押し戻したかった。


  　しかしもう、後の祭り。辰巳の表情は見る間まに険けわしくなり、不快感を露あらわにして吐き捨てた。


  「うーわ、うざ！　んなことしねーよクソアマ。大体テメーを助けたつもりなんて一ミリもねーぞ。うぬぼれんな。……くっそー、やっぱ与よ会かいにパンツ売っぱらっとくんだった」


  「た、辰巳！」


  「ヨカイ？　売る？　……ヨカイとは一体何ですの？」


  「な、何でもないよ絹きぬ針ばりさん！　こっちの話だから気にしないで！　──もう辰巳ったら！」


  「…………」


  　蘭と辰巳がいがみ合い、悠が辰巳を御するかたちで仲ちゆう裁さいに入る──過去に何回何十回も、ごくごく日常的に繰り広げられてきた光景だ。


  　しかしこのとき、蘭は内心動どう揺ようしていた。こんな日常的に繰り広げられてきた光景に、胸をちくちくと痛めている自分がいるからだ。


  　ついつい口をついて出てしまう辰巳への嫌みを、いちいち後悔している自分がいる。そして辰巳の顔色を窺うかがって、あまつさえビクビクし、自分に嫌気が差している自分がいる。ちょっと前までだったら辰巳がどんなに気を悪くしようと構わなかったし、むしろ勝ったような気でいたのに……。


  　いつからこうなってしまったのかは、思い当たるフシがある。そう、マリア座での例の事件で、辰巳に助けられてからだ。あれ以来、ふと気づくと辰巳のことを考えるようになってしまっている。


  　しかしなぜ辰たつ巳みのことを考えているからといって、辰巳とのいがみ合いに心のつっかえを覚えるようになってしまったのだろうか。


  （……えっと、そ、それは……私わたくしが、軒のき原はら辰巳のことを……軒原辰巳に……ほ、ほ、惚ほ……）


  　蘭らんは頭の中でつぶやきかけて、ぼっと耳が発火するのを感じた。


  　しかしすぐに頭を振って、そんな考えは追い払う。


  （ち、違いますわ！　断じて違いますわ！　軒原辰巳のほうが私に好意を持っているような素そ振ぶりを見せたからですわ！）


  　そう、そうだ。きっと辰巳は、実は自分に好意を持っているに違いないのだ。そうでもなければ普段あんなに喧けん嘩かをしているのに自分を助けるわけがない。そしてそんな辰巳の好意に自分が気づいてしまったから、辰巳とのいがみ合いに心のつっかえを覚えるようになってしまったのだ。


  （だって、好意を持ってくださっている方をくさすなんて、たとえ相手が軒原辰巳であろうといい気がしませんもの！）


  　蘭はそう結論づけ、そしてその考えが正しいことを証明すべく辰巳に問う。


  「……うぬぼれるなですって？　だったらどうしてあのとき、いの一番にやって来たのかしら？　あげく怪け我がを負ってまでマリア座の怪人と取っ組みあったのかしら？」


  　おそるおそる、けれどそれとなく蘭が尋ねる。


  [image: ]


  　すると辰たつ巳みはばつが悪そうに視線を外し、「……別に。なんとなく」とぼそりとつぶやいて、がつがつとステーキにかぶりついた。


  　辰巳の顔やしぐさや声こわ音ねから察するに、本当に〝なんとなく〟で自分を助けたわけではなさそうだ。ということは、だ。


  （……や、やっぱり私わたくしに気があるから……？）


  　きっとそうなのだろう。軒のき原はら辰巳は、自分のことを好いているのだろう──。


  「…………」


  「あれ？　絹きぬ針ばりさん、何か辛からいものでも入ってた？　顔真っ赤かだよ」


  「えっ!?　……ええ！　そうですわね！　このお魚、香辛料が利いてるみたいで」


  「そう。おかしいね。僕も絹針さんと同じ料理なのに、全然辛みはないから」


  　悠ゆうの指摘をしどろもどろでかわしつつ、蘭らんは強引に話を戻して辰巳に言いつけた。


  「と、ともかくこのお食事で私たちの間の貸し借りは一切なし。これでいいですわね？」


  「へいへい」


  



  



  「あー……美う味まかった」


  「うん、おいしかったね」


  　食後の紅茶をぐいっと飲み干して、辰巳は幸せそうに椅い子すの背もたれに寄りかかった。何だかんだで料理には満足してもらえたらしく、蘭はほっと胸を撫なで下ろす。


  　しかし今日きようはこれで終わりではない。実はお礼の他にもう一つ、辰巳への依頼を持ってきたのだ。


  「ご満足いただけたかしら、軒原辰巳」


  「おう、強いて言えば量が少ねーけどな。おい悠、帰りにハンバーガー食ってこうぜ」


  「えー、まだ食べるの？　僕もうおなかいっぱいだよ」


  　まだ食べられるとは……辰巳の底なしの食欲に呆あきれつつ、蘭は軽く咳せき払ばらいをし、話を切り出した。


  「なんなら今からでも追加注文してもいいですわよ？　それか、また後日改めてご馳ち走そうして差し上げてもいいですし」


  　言うやいなや、辰巳は目を輝かがやかせて身を乗り出す。


  「え!?　マジか!?　よっ！　さすが財布！」


  「辰巳、言葉が過ぎるよ」


  　そこで蘭は辰巳の鼻先に人さし指を突きつけ、妖よう艶えんに微笑ほほえみかけた。


  「ただし条件があります」


  「んだよ」


  「次の公演までの間、私わたくしの付き人におなりなさい」


  　マリア座での事件のせいでゴールデンウイーク中の『不ふ思し議ぎの国のアリス』の舞台公演は中止となってしまった。その埋め合わせとして、再さ来らい週しゆうに改めて公演が行おこなわれることになったのだ。そしてその公演までの間、辰たつ巳みに付き人をやってもらおうというのが蘭らんの依頼だった。


  　食事を餌えさにしたときの先ほどの食いつきよう。ましてや辰巳は自分に好意を持っているのだ。きっとすんなり引き受けてくれるだろう。蘭はそう踏んでいたが、しかし、


  「死んでも嫌だ。死んだほうがマシ。つーか死ね」


  「ッ!?」


  　辰巳は思いっきり顔をしかめて、蘭の依頼を切り捨てた。


  「辰巳、話くらい聞いてあげなよ。ごめんね絹きぬ針ばりさん、詳しく話してもらえる？　どうして辰巳なんかを付き人に？」


  　かなりショックだったが悠ゆうが気を遣って間を取り持ってくれたので、蘭は吐と露ろした。今自分が抱えている、大きな不安を──。


  「次いつマリア座の怪人が現れるかわかりませんから……怖くて……」


  　そう、怖いのだ。あのマリア座の怪人がまたいつ現れるかと思うと怖くて怖くて仕方がないのだ。


  「もう出ねーよ」


  　あっさりと辰巳は言う。周りの人間もそう言って蘭を励ましたものだ。しかしそんな言葉はただの気休めだ。


  「なんで貴方あなたにそんなことがわかりますの!?　きっとマリア座の地下にはあの男が住まう迷宮が広がっているに違いないんだわ！」


  　あの事件を思い出すと、マリア座があの男の住まう魔城のように思えてしまい、足を踏み入れることすら嫌で嫌で仕方がない。


  　しかしそんな蘭の不安などまるで理解できないのか、辰巳は胡う乱ろんな眼まな差ざしである。それどころか引きつった愛あい想そ笑いまで向けられてしまった。


  「だよねー、地下迷宮だよねー。──おいおい悠、やべーよコイツ。電波だよ。隙すきを窺うかがって逃げようぜ」


  「で、電波じゃない！」


  　どうしてこの気持ちをわかってくれないのか。本当に苛いら立だたしくて、もどかしい。


  「違うよ辰巳、絹針さんは『オペラ座の怪人』の話と混同しちゃってるんだよ」


  「それはそれでおかしいだろ。そのオペラ座の怪人ってのはフィクションだろ？　真に受けるなよ、ガキじゃあるまいし。つーかなんで俺おれにそんなことやらせんだ。お前にゃもうお付きのトモダチがいんだろうがよ」


  　と、辰巳は蘭の背後のテーブルに控えている取り巻きたちのほうを顎あごでしゃくる。しかしそんなこと、言わずとも察してほしいものだ。頼りにならない彼女たちが何人いようが安心なんてできないし、それに──、


  「そ、そのおトモダチよりも誰よりも真っ先に飛んできてくれたのが貴方あなたで、頼りになるのは貴方しかいないし……」


  「おーい、聞こえねーよ。多少つばが飛ぶくらい許してやるからもっと声張れ」


  　声に出すのが恥ずかしく、口の中でもごもごと言葉を転がしていると、辰たつ巳みが人の気も知らずに煽あおってくる。なので蘭らんもついついいつもの癖くせで、条件反射的に憎まれ口を叩たたいてしまった。


  「ま、またマリア座の怪人が現れたときに貴方を身代わりにしてやるのよ！　貴方ならどうなってしまっても構わないから！」


  「…………」


  　それがまずかった。


  　辰巳の顔から瞳ひとみから、感情そのものが抜け落ちる。無機質な視線は、もはや蘭のことを見ようともしない。


  「んなこと誰がやるかよ。──ごっそさん」


  　そして辰巳は吐き捨てるでもなく独り言のようにそうつぶやいて席を立ち、さっさと行ってしまう。


  「あ、ちょっと辰巳！　──ご、ごめんね絹きぬ針ばりさん、僕たち先出るね」


  　悠ゆうも申し訳なさそうにしながら、辰巳の後を追っていく。


  「なぁ悠、牛丼食いにいこうぜ」


  「ハンバーガーじゃ物足りないの!?」


  「…………」


  　辰巳と悠が店を出ていき、一人テーブルに残される蘭。すぐに取り巻きたちがやって来て、さんざんに辰巳の悪口を言って慰なぐさめてくれた。蘭もまたそれに合わせ、笑え顔がおで辰巳への悪口を並べ立てた。そうやって、頼み事を断ことわられるのも辰巳を怒らせるのも取るに足らない些さ事じなのだと自分自身に思い込ませようとした。


  　そうでもしないと、心が震えすぎて、今にも涙が零こぼれ落ちそうだったから。


  Ｃｈａｐｔｅｒ．２：謝罪するでゲス


  



  　風紀委員としての仕事もあるし、寮生活における集団行動もあるので、時間のすべてを脳のう内ない解かい放ほう区くの活動に充あてることは無理である。余よ暇かを見つけ、時間を捻ねん出しゆつし、足あし繁しげく地下アジトに潜ってコツコツと雑務をこなすのだ。


  　そうやって製本作業に取りかかってから二日目の夕方、なんとか今回の配布分を片付けて、拓たく馬まはようやく解放されたのだった。


  　チャペル裏庭の倉庫にある隠し扉とびらから地上へ這はい出し、赤みがかった太陽を浴びてぐっと背中を伸ばす。それなりの達成感を覚えつつ寮へ帰ろうとすると、正門のほうから三々五々に生徒たちが歩いているのだった。


  　今日きようは休日。街に遊びに出ていた生徒たちが帰ってきているのだ。そしてその中に、馴な染じみ深い二人組の中等部男子の姿を見つけた。辰たつ巳みと悠ゆうだ。


  「今日の晩飯はなんだろうなー。けどあんな美う味まいもん食っちまった後だと物足りなく感じちまうかもなー」


  「……辰たつ巳みはさ、一回お医者さんに診みてもらったほうがいいと思う。多分胃に穴開いててそこから食べた物がこぼれてるよ」


  「何かおいしいものでも食べてきたんですか？」


  「お、兄貴」


  「拓たく馬まさん！」


  　拓馬が声をかけると悠ゆうは目を輝かがやかせ、辰巳はしししと笑って言った。


  「絹きぬ針ばりが高級レストランで飯を奢おごってくれたんだよ。ほらマリア座で俺おれ、あいつに上着貸してやったじゃん？　そのお礼だっつって」


  「そうですか。それはよかったですね。ご馳ち走そうになったお礼はちゃんと言いましたか？」


  「ああ、もちろん。言った言った」


  「……思いっきり喧けん嘩か別れしてたっぷぁ」


  　慌あわてて悠の口をふさぐ辰巳を見るに、どうやら辰巳は嘘うそをついているらしい。まったく、人からのお礼にも礼を返せといつも言っているのに、なんと嘆なげかわしいことか。拓馬が説教しようとすると、それを察した辰巳が先手を打って言い訳する。


  「いや違うんだよ！　なんかいきなり私の付き人になれとかなんとか言い出しやがるからさー」


  「付き人？」


  「そうそう。またマリア座の怪人が現れるかと思うと怖いだの、地下迷宮がどうだの、あげくの果てには俺を盾たてにしてやるだのってさ。先に向こうが喧嘩吹っかけてきたんだぜ？　にしても馬ば鹿かだよなー。マリア座の怪人はもう現れないっていうのによ」


  「…………」


  　忘れかけていた罪悪感が、再びちりちりと胸を焦こがす。


  「……そうですか。彼女、そんなにも怯おびえて……」


  「え。──あーその、別に兄貴を責めてるわけじゃねーからね？　あいつがちょっと大げさってだけでさ」


  　辰巳はしまったという顔をして拓馬をなだめたが、しかしそれは真に受けてはいけないものだ。


  　マリア座でのあの事件──こちらの言い分としては意図せぬ過失、不ふ可か抗こう力りよくである。しかし事情や背景を何も知らない蘭らんからしたら、ただ正体不明の暴漢に襲おそわれて辱はずかしめを受けただけにほかならない。だとするなら、いまだマリア座の怪人の影に怯えるのは当然だ。


  　自みずからに懲罰ペナルテイを科しそれで落とし前をつけた気になっていたが、それではダメなのだ。ただの自己満足にすぎない。


  　どうにかして蘭の不安を取り除いてやる方法はないだろうか。


  　拓馬はその後、一晩かけて悩み抜き、そして決心した。


  　もう一度だけマリア座の怪人として動こうと。


  



  



  「あ、拓たく馬ま。ちょうどよかった」


  　翌日の日曜昼前。拓馬がチャペルの裏手へ回ろうとすると、衣い舞ぶに呼び止められた。これから取りかかろうとしていた計画が計画だけにドキリとしたが、極力平静を装よそおって振り返る。


  　どうやら衣舞は自分のことを捜していたようだが、一体何の用だろうか。


  「ねぇ、今日きようこそマリア座の怪人の捜査に付き合ってはもらえないかしら？　昨日きのうも本部へ顔を出した後にあちこち回ってみたのだけれど、今一つ成果が上がらなくて」


  「…………」


  　本当に、心臓に悪い。昨日の焼しよう却きやく炉ろ前でのやり取りの続きを再開したような錯さつ覚かくに陥おちいり、あのときに感じた衣舞との溝や後ろめたさまでもが甦よみがえってきた。


  　そしてあのときと同様に、今回もこの後に用事があるから手伝えない。用事がなくても、きっと手伝えない。


  「あ、あー、すみません。今日はちょっと……」


  　申し訳なく思いながらも拓馬は断ことわる。


  　するとだ。衣舞の眉み間けんにクレバスのような縦じわがビシリと走り、まとう空気の温度が一気に下がった。


  「また、辻つじヶが堂どうさん？」声こわ音ねも冷たい。


  「またって……」


  「どうなの？」


  「…………」


  　衣舞は怖おぞ気けが走るほどの剣けん幕まくで拓馬を睨にらみつけてくる。どうやら拓馬が風紀委員の仕事を疎おろそかにしていることが相当不満らしい。


  　しかしこれからやろうとしていることも、拓馬にとっては使命であるのだ。


  　だから、より一層衣舞を怒らせるとわかっていながらも、拓馬は首しゆ肯こうした。


  「ええ、まあ、そんなところです」


  　本当は山やま吹ぶきは関係ないのだが正直に説明するわけにもいかないので、拓馬はまた一つ、衣舞に嘘うそを重ねる。


  「次は私を手伝ってって、昨日言ったわよね？」


  「はい、そうなんですけど……どうしても外せない用事が……」


  「あっそう、もういいわっ。そんなに本が好きになったのなら図書委員会に転属しちゃえば？　それじゃあ！」


  　すると衣舞は目を吊つり上げ、静かに語気を荒らげ、きびすを返してさっさと歩き去ってしまった。


  　ああ、やってしまった……。


  　一度も振り返ることなく遠ざかっていく衣い舞ぶの背中を見ていると、胸が締め付けられてたまらない。


  　どこかで埋め合わせをしなければならないだろうな、自分のためにも──そんなことを考えつつ、拓たく馬まは地下道へと潜り、脳のう内ない解かい放ほう区くのアジトへ向かった。


  



  



  　現在時刻、午後三時。拓馬はとある地下通路のハシゴから地上へと上がっていった。


  　抜け出た先は、マリア座の半地下階にある配電室である。並んでいる配電盤のボックスの一つは中身が空になっており、そのボックスの底板が地下通路に繋つながる隠し扉とびらになっているのだ。


  「ごほんごほん。──あ、あー、ゲスゲス。ただ今マイクのゲスト中、ただ今マイクのゲスト中ー。……よし、ＯＫでゲス」


  　人の出入りがない配電室である。拓馬は心置きなく発声練習をして、田た辺なべインスパイアによって生み出されたマリア座の怪人ボイスを再現。服装もあの事件時と同じトランプ兵の衣装を身にまとっており、今の拓馬は完かん璧ぺきにマリア座の怪人になりきっていた。


  　拓馬が考えた、蘭らんの不安を取り除く方法──それはしごく単純、直接会って謝るというものだ。


  「あれは過失であり危害を加えるつもりはなかった。これを最後にもう二度と君の前にも現れない。本当に申し訳なかった」──再び顔を合わせたその瞬間には、蘭を怖がらせもしてしまうだろう。しかしこれを直接伝えることこそが、最も効果的だと拓馬は判断したのだ。


  　拓馬は持参したショルダーバッグをしっかりと肩に掛け、配電室を出た。事前の下調べによれば演劇部は今、舞台稽げい古この真っ最中のはず。自分が台なしにしてしまった『不ふ思し議ぎの国のアリス』の公演が再さ来らい週しゆうに持ち越されたので、今なお稽けい古こを続けているというわけだ。


  　階段を上がっていくと、通路で大道具や小道具を作っている演劇部員や、だらしなく衣装を着てウロウロしている演劇部員がそこらにいる。


  　誰も拓馬のことは気にしない。完全に演劇部員に溶け込んでいた。


  　拓馬は堂々と通路を突っ切り、客席側の扉からホールを覗のぞいてみる。ステージ上では本番さながらの稽古をしていたが、蘭の姿は見当たらない。そこで衣装部屋のほうへ回ってみた。しかし、やっぱり蘭の姿は見当たらなかった。


  （おかしいですね。一体どこに……）


  　焦あせりを覚える拓馬だったが、しかしすぐに思いつく。舞台袖そでにいるのかもしれないと。


  　あの事件のときに蘭を担かついで走ったのと同じルートを通って扉をくぐり、真っ暗な螺ら旋せん階段を下って、舞台袖へとやって来た。これもあのときと同じで、出番を待っていたり出番を終えた演者が暗くら闇やみの中で蠢うごめいている。


  　拓たく馬まは深海魚のように、その暗くら闇やみの中を目を凝こらしてうろついた。


  　そして、


  （……見つけた。あれだ）


  　薔ば薇らの花をひっくり返したようなシルエットの、チューブトップ型のドレス──間違いない。ハートの女王、絹きぬ針ばり蘭らんだ。すでに出番が終わったのか、それともまだしばらく出番まで時間があるのか、蘭は隅すみっこのほうで肩を縮こまらせてちょこんと座っている。幸いその周りも人けが薄い。


  　チャンスだ。


  　拓馬はこっそりと蘭に近づいていき、背後に回る。


  　手を伸ばせば触れられる距離。しかし何があろうと、騒がれようと、今度は絶対にこの体には触れぬと決めていた。だから拓馬は、囁ささやき声が聞こえるギリギリのところから、その背中に声をかけた。


  「指一本たりとも絶対に触れはしないし怖がらせるつもりも微み塵じんもないので、落ち着いて聞いてほしいでゲス」


  　ぴくりと蘭の背中が跳ね、緊張が走るのがわかった。


  　わざわざ名乗らずとも、蘭にはこの声と口く調ちようで自分が何者かわかっているだろう。だから拓馬は用件だけを手短に伝えることにした。


  「今日きようはあなたに謝りにきたでゲス。あのときは怖い思いをさせてしまって本当にすまなかったでゲス。けど信じられないかもしれないでゲスが、あれはわざとじゃなくてやむにやまれぬ事情があってのことだったのでゲス」


  「…………」


  　ありがたいことに、蘭は騒いだりしなかった。じっと話に耳を傾けてくれている。だから拓馬はこの機を逃のがすまいと一気に伝えた。


  「だから約束するでゲス。ボキはもう二度とあなたの前には現れないし、危害を加えることもないでゲス」


  　そして拓馬は蘭の不安を根こそぎ取り除くべく、究極の安心材料をも提示した。


  「その証しよう拠こといってはなんでゲスが、実はボキ、ロリコンなのでゲス！」


  「…………」


  　ビシリと空気が凍り付く音がしたような気がしたが、当の拓馬はそれにも気づかず真剣に、大真ま面じ目めに訴えかける。


  「だから正直、あなたには興味がないのでゲス。本当でゲスよ？　ボキはこういう本にしか興味が──って、見えないでゲスね」


  「…………」


  　持参していた『芹せり香かの日記』をショルダーバッグから取り出そうとしたが、出しても暗くて見えないであろうから途中でやめ、その代わりに熱の入った言葉を投げかける。


  「ともかくボキはロリコンで、あなたへの悪意もなければ興味もなく、二度と現れないので安心してほしいでゲス。このたびはご迷惑をおかけして、誠に申し訳なかったでゲス」


  　言うべきことをすべて言い終え、拓たく馬まは深々と頭を下げる。


  　蘭らんは何か、言葉を返すだろうか。できることなら返事をもらいたいが、しかしいつまでもこの場にとどまるわけにもいかないので、拓馬が下げた頭を戻そうとする──が、戻せなかった。


  「っ!?」


  　上げようとする頭とは真逆──真下に働く力。


  　襟首をつかまれているのだ。


  



  「へえ……そうなの」


  



  　ぽつりとつぶやかれた一言。ぞわりと全身に悪お寒かんが走り、皮ひ膚ふが粟あわ立だつ。


  　そして次の瞬間、襟首を基点に天地が逆転したかと思うと、重く硬い衝しよう撃げきが拓馬の背中を突き抜けた。


  「がはっ！」


  　虚きよをつかれ投げられたのだ。受け身も取り損ねた。呼吸が止まり、追撃を警戒しようにも体が動かず、もはや何もかもが後ご手て。背後から細くしなやかな腕が蛇へびのように首に絡みついてくるのも無抵抗で許してしまった。


  [image: ]


  　頸けい動どう脈みやくを絞められ、脳への血流が止まり、急速に薄れゆく意識。


  　──へえ……そうなの。


  　そして気絶してしまうその間ま際ぎわ、拓たく馬まの脳のう裏りに再生されたその一言。


  （……っ！　さ、さっきの声は、まさか……！）


  　それは蘭の声などではなかった。


  　けれども耳に馴染みの深い声だった。


  　なぜこんなところにいるのか。なぜそんな格好をしているのか。それはまったくわからない。


  　しかしこれほどまでスムーズに投げ技から絞め技へ移行できることからも、きっと、おそらく、間違いない。


  



  　蘭らんだと思い込み話しかけていたそのハートの女王は、衣い舞ぶだ。


  Ｃｈａｐｔｅｒ．３：出世コースに乗る辰たつ巳み


  



  　中等部男子寮の共同大浴場。


  　肩を並べて浴よく槽そうでくつろぐ、辰巳と悠ゆう。


  「──こんにちは！　ぼく、ネッシー！（裏声）」


  「……ねえ、ホントそういうのやめて。ホンット最低。早く沈めて」


  「なんだよ！　お前がいつまでたっても前を隠して風ふ呂ろに入るもんだから俺おれが体を張って露出のハードルを下げてやろうっていうのに！　この親心がわからないのか！」


  「わからない。わかりたくもない。大きなお世話だし」


  　ささやかなジョークに対する悠の視線があまりにも冷たいので、辰巳は頭のてっぺんまで湯船に沈んだ。


  「あーあー、明日あしたは月曜かー。だりーなーブクブクブクブク」


  　休日の終わりを憂うれいつつ次はどんなネタで悠をいじろうかと辰巳が考えていると、ふと悠は神妙な面おも持もちになり、沈没中の辰巳に言った。


  「ねぇ辰たつ巳み、知ってる？」


  「ボコボコ？（何が？）」


  「絹きぬ針ばりさん、ここ数日マリア座に行くのが怖くって演劇部の練習に顔を出せてないらしいよ」


  「……ブクククク（……ふーん）」


  「他の部員さんがどんなに説得しても練習に出てこないから、今日きようなんて急きゆう遽きよ代役を立てて練習してたんだって。しかもそれが衣い舞ぶさんで、ハートの女王の衣装まで着てやったらしいんだ」


  　ザパァッと浮上し、辰巳は笑う。


  「へー、あの衣舞ちゃんがねー。ははっ、演劇とかするようなガラじゃねえけど、確かにハートの女王はハマリ役かもな。お前も見たかったろ、衣舞ちゃんの女王様姿。そんで踏まれたり鞭むちで叩たたかれたり罵ののしられたりされたかったろ」


  「うん！　もう本当にそれが残念でならなくて──って、ややや、やめてよ！　ばか！　辰巳のばか！　んもう！」


  　一瞬悠ゆうはＭの素顔を覗のぞかせたが慌あわてて引っ込め、ぽかぽかと辰巳を叩く。


  　膨らませたほっぺたが赤いのは風ふ呂ろのせいじゃないんだろう？　うん？　可愛いやつめ。


  「って、そうじゃなくて！　衣舞さんの話は置いといて、絹針さんの話！」


  　せっかく悠をからかって楽しんでいたのに、いけ好かない女の名前を出されて辰巳は興きよう醒ざめし、憮ぶ然ぜんとだらける。


  「なーにをビビってんだかな。もう二度とマリア座の怪人なんて現れねーのによ」


  　学内ではマリア座の怪人などともてはやされてはいるが、あれはただの突発的な事故。しかもその正体は生き真ま面じ目めが売りの兄、拓たく馬まだ。二度目なんかありえない。なのに蘭らんときたら、また現れたら不安だのマリア座の地下には迷宮が広がっててやつはそこに住んでいるだの……あれには笑いを通り越してもはや呆あきれてしまい、恐怖心というのはそこまで人を想像力豊かにするものかと感心すらしてしまった。


  　地下迷宮？　そんな楽しげなワンダーランドが存在するなら、むしろ自分がアジトにして住み着きたいものだ。堅かた物ぶつの兄にはもったいない。


  「うん。けど、そのことを絹針さんが知る由よしはないわけでしょ？　それってすごく可か哀わい想そう。ずっと怯おびえ続けなきゃいけないなんて……」


  「悠くんは優しいねー」


  　まともに取り合わず、この話題からも逃げたくて、辰巳はすいーっと浴よく槽そうを泳ぎ出す。しかし悠は食い下がってきた。


  「ねえ辰巳、やっぱりさ、絹針さんの力になってあげようよ。せめて絹針さんの不安がいくらか和らぐまで」


  「はー？　お前まで何言ってんだよ」


  　力になってあげる──それはつまり、付き人になれというあの話のことだろう。あれも話を持ちかけられたときは耳を疑ったものだ。


  　あの事件、辰たつ巳みにしてみれば別に蘭らんを助けたわけではない。あれは拓たく馬まを助けるためにステージ上に飛んでいっただけの話なのだ。上着を貸したのだってただの気まぐれ。怪け我がをしてまで助けに入ってきた云うん々ぬんとも言っていたが、怪我ならステージに上がる前からしていた。あれは与よ会かいとやり合ったときの傷であって、マリア座の怪人とのもみ合いのときにできた傷ではない。蘭の勘違いなのだ。


  　まあ、蘭はそういう事情を知らないわけだから、あの状況だけを見て自分を対マリア座の怪人用の護衛として使えるかもしれないと考えてしまうのも無理はない。しかし蘭は、起用の理由をこう語ったのだ。


  　盾たて代わりにするからと。お前ならどうなっても構わないからと。


  　冗談じゃない。誰が好き好んでそんなことを言うやつの付き人になってやるというのか。たとえそれが、日常的に起こっている売り言葉に買い言葉の憎まれ口であったとしても、だ。


  　ましてやそもそも、自分はあの高たか飛び車しやで高こう慢まんで階級意識をこじらせた女のことが大嫌いなのだ。


  　だから辰巳は付き人の依頼を突っぱねた。あれから一日たち、蘭が演劇部の練習に出ていけないという話を聞いた今も、その選択が間違っていたとは思えない。


  　が、そこまで頑かたくなな辰巳の意向すらも揺ゆるがす痛いところを、悠ゆうは的確についてきた。


  「うん、あの言いぐさに辰巳が怒るのも無理はないけどさ、あんなのいつものことじゃん。それに、もとをただせばああいう事態になっちゃったのって僕らの責任でしょ？」


  「………………まあ、な……」


  　言われて、一気に歯切れの悪くなる辰巳。


  「本当は辰巳には、食事をご馳ち走そうになる資格はなかったよね」


  「…………そう……かなー……？」


  「そうだよ」


  　目を泳がせてすっとぼけようとしたが、悠は食い気味に釘くぎを刺してくる。


  　なぜ蘭がマリア座の怪人と接触する羽は目めになってしまったのか。与会という組織の存在すら知らない蘭には知る由よしもない話だが、それは、与会に脅おどされた悠が辰巳の発案に乗って蘭の下着を盗み、拓馬が悠の代わりにその下着を返却しようとしたからだ。


  　そう、つまりは悠と辰巳に端たんを発しているのである。


  　だからそれを言われると、正直弱い。


  　ガードを崩されぐらつく辰巳に、悠は潤うるんだ瞳ひとみを向けて哀あい願がんする。


  「絹きぬ針ばりさんへの罪つみ滅ほろぼしの意味でもさ、協力してあげてよ。できることなら僕がやってあげたいけど、僕が付き人なんてやっても絹針さんは安心しないだろうから……。ね？　お願い！」


  　まるで自分のお願いごとのように、手を合わせて健けな気げに頭を下げる悠。


  　悠ゆうもまた蘭らんに対して罪悪感を覚えていて、だからこそ蘭の力になってやりたいのだろう。


  　蘭への責任の話を持ち出されると弱ってしまうし、それに加えて実は辰たつ巳みは、悠にも弱い。


  　普段は悠のことをからかい倒して楽しんでいるが、それは親愛の裏返し。ほかならない悠からのお願いとあってはたとえそれが自分の意地を曲げるようなことだとしても、辰巳には断ことわれなかった。


  「……はあ、仕方ねーなー」


  　辰巳の大きなため息が、湯気とともに昇っていった。


  



  



  「おい財布」


  「っ!?　な、なんですの」


  　翌日の昼休み。授業が終わってすぐ、辰巳は蘭の席まで出向いて声をかけた。


  　蘭はどうも様子がおかしく、辰巳を見上げる目は何やらビクビクと泳いでいるような気がするが、辰巳は構わず言い続けた。


  「付き人の話、受けてやる」


  「え……」


  　するとどうだ。自分から持ちかけてきた話のはずなのに、蘭は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をして固まってしまった。


  「あ？　なんだよ。やんなくていいのか？　もうトラウマは克服できたんか？」


  　まどろっこしいので確認を取る。すると蘭はわたわたと慌あわてた様子で我に返り、いつものつんと澄ました表情を取り戻した。


  「い、いえ！　お、お願いしますわ！　まったく、や、やるならはじめからそうおっしゃればよろしいですのに。素直じゃないですわね！」


  　素直じゃない？　何を言っているのかこいつは。やる気なんてはじめから鼻くそほどもないが、悠に説得されて嫌々渋々仕方なく引き受けるまでの話だ。


  　きっちりそう訂正しておこうかとも思ったが、相手が相手だ。またつまらない口論に発展しかねず無駄にストレスがたまるだけなのでぐっと堪こらえた。


  　が、これだけははっきり言っておこう。


  「お前なにニヤニヤしてんの？　気持ち悪っ」


  「～～～～っ！　に、ニヤニヤなんかしてませんわ！」


  　いや、してたから。


  



  



  　早速その日の放課後から、辰巳は蘭の付き人として行動を共にするようになった。もっとも、付き人といっても文字どおり、付いて回るだけ。身の回りの世話や荷物持ちなどまでしてやるつもりはさらさらなく、またマリア座の怪人なんて現れないことを知っているので警戒の必要もなく、気楽なものだった。


  　ただ、蘭らんは普段引き連れている取り巻きの女子たちを「マリア座の怪人の脅きよう威いがなくなるまでは、あなたたちも私から離れていたほうがいいですわ。また襲おそわれて、巻き込まれでもしたら大変ですもの」とか言って遠ざけてしまったから、辰たつ巳みは常に蘭と二人きりという状態になってしまい、それがつらかった。マリア座の怪人は大丈夫だから取り巻きたちを呼び戻せよと、辰巳はそう言ってやったのだが、蘭は言った。


  「彼女たちが望んだことですわ。その証しよう拠こに、ほら、一度も振り返らない」と、どこか遠い目で自じ嘲ちよう的てきに。


  　あと、「そ、それに……彼女たちの前だと貴方あなたに強く当たってしまうし、いっそ二人きりのほうがうれしいし……」とも。こっちはぼそぼそとしゃべっていたので聞こえなかった。


  　そして蘭は辰巳をお供に連れることでマリア座にも入れるようになり、稽けい古こにもちゃんと参加するようになった。


  　というか辰巳の目には蘭が非常にリラックスしているように見えたので、マリア座の怪人に怯おびえているなんていう話自体を胡う散さんくさく思ったりもしたが、他の演劇部員の話によると、ここ数日間の蘭は本当にマリア座を怖がってしまっており、軽いパニック症状すら出ていたらしい。演劇部の部長からは「よく連れてきてくれたね、ありがとう」とこっそりお礼を言われたりもしたくらいなので、きっと真実なのだろう。


  



  『あなたがアリスね。もっと近くに寄りなさい。さあ』


  『これからフラミンゴとハリネズミでクリケットをするの。あなたもどう？』


  



  　こうしてハートの女王を熱演しているのを見ている限りは、とてもそんな繊せん細さいな女には見えないが……。


  「軒のき原はら辰巳！　寝てないでちゃんと見ていなさい！　付き人失格ですのよ！」


  「うるせーなー。ちゃんと見てるよ」


  　客席の最前列にちょっと浅く座っただけで、こんなに口うるさい女がねぇ。


  



  『私がつきゅ、……作ったパイが何者かに盗まれら、……まれたのです！　これから裁判を始めます！』


  『あ、あの女を逃ぎゃ、……逃のがしてはなりません！　首をちょちょん切っておしまい！』


  



  「～～～～！　軒原辰巳！　そんなにジロジロ見ないでくださいます!?」


  「っ!? 見ろっつったり見るなっつったりなんなの!? ──よしわかった！　間を取って薄目だ！　薄目でお前のことを見る！　これで文句ねーなコラぁ！」


  　そのくせじっと見ていたら、こちらの視線をチラチラ気にしだして台詞せりふを噛かみまくり、あまつさえそれを人のせいにしだすような、この女がねぇ……。


  



  



  　はじめこそ辰たつ巳みを気にしていた蘭らんであったが、時間がたつにつれて稽けい古こに集中するようになり、もはや辰巳には一いち瞥べつもくれることはなくなっていた。


  　今なら自分がいなくなっても気づきゃしないだろう。蘭の稽古中にずっと座っているのも苦痛だったし喉のども渇いたので、辰巳はこっそりとホールを抜け出て冷水機のあるロビーへ。


  　すると、


  「や、辰巳。首尾はどう？」


  　様子を見にきたらしく、差し入れの缶ジュースを持った悠ゆうがそこにいた。


  「最悪だ。めんどくせーうえに絹きぬ針ばりのうるせーこと。マゾな人間のほうが向いてるぞこの役目」


  「ちょ、ちょっと！　じーっと僕を見ないでよ！　……まあ、けどありがとう。それはちゃんと付き人をやってくれてるからこそ出るセリフだね」


  　不満を垂れながら缶ジュースをがぶ飲みする辰巳に、悠はホッとしたように微笑ほほえむのだった。


  　しかし和なごやかな小休止に割って入る、野太く厳しい声。


  「おい貴き様さま……」


  　辰巳と悠が振り返ると、そこには高一のジャージを着た体格のいい男子生徒が仁に王おう立だちしていた。その顔には覚えがある。


  「えーっと確か……オットマン先輩」


  　演劇部で蘭の身の回りの世話やオットマン役を務めている男だ。


  「お、オットマン先輩!?　何ふざけたことを──」


  　冗談か何かと思ったらしく悠は慌あわてふためくが、


  「ああ、オットマン先輩だ」自みずからあっさり肯こう定ていするオットマン。


  「っ!?　ホントにオットマンなの!?」


  「お前と気が合いそうだな」


  「やめてってば！」


  「それでなんの用でしょう？」


  　ひとしきり悠をからかったところで辰巳が尋ねる。


  　このオットマン、先ほどからやたら威い圧あつ的てきに辰巳のことを見下ろしており友好的ではないことは一いち目もく瞭りよう然ぜん。特にこの人から怒りを買うような真ま似ねはしていないはずなのだが……。


  　しかし、


  「用も何も、貴き様さまが絹きぬ針ばり様の付き人になったせいで俺おれはお役やく御ご免めんとなってしまったのだ！　どうしてくれる！」


  　どうやら辰たつ巳みはオットマンのオットマンたる所以ゆえん──いわばアイデンティティーを知らず知らずのうちに奪ってしまっていたらしい。そういえば蘭らんは、辰巳を付き人として起用するに当たって取り巻きたちを遠ざけるのと同時に、オットマンたちをも一時解任していたのだった。


  　そして蘭に従事するのが大好きだったオットマンは、辰巳を恨み羨うらやみ腹を立てているというわけか。


  （なるほど。けどそんなこと言われてもなぁ。こっちだって好きでやってるわけじゃないし、やめられるならやめたいけどそのあたりの事情は説明できねーし……）


  　すると苦笑いしか浮かべられない辰巳に、オットマンはさらに高圧的にこんなことを言ってきた。


  「聞くところによると貴様、小等部上がりだそうではないか」


  「はぁ、そうっすけど……」


  「小等部上がりの分際で高貴なる絹針様の付き人など務まるものか！　貴様には過ぎたお役目だ。即刻やめろ！」


  「「…………」」


  　それは、一線を越えてしまった暴ぼう言げん。お門かど違ちがいとはいえ、職を奪われたと突っかかってこられるだけならまだ可愛げもあるというもの。しかし話にまったく関係のない経歴を持ちだしてきて貶けなしてくるとなると、それはもう立派な人格攻撃だ。


  　辰巳はこのとき初めてオットマンがどのような人種なのかを理解し、胸中で速やかに敵認定を下した。隣にいる悠ゆうが荒あら事ごとを予感し、ハラハラと自分の顔色を窺うかがってくるのもわかった。実際あんな言われようをされてむかっ腹も立っているし、そのジャガイモみたいな鼻っ面にグーパンをぶち込んでやりたい衝しよう動どうにも駆かられている。


  　が、しかし、


  「──いやいやいや、やだな～先輩、自分でも過ぎた役だなんてわかってますよ。それに絹針だって、使い捨ての盾たてとして俺のことを付き人に起用したんですよ？　小等部上がりの俺なら、マリア座の怪人に服脱がされようが刺されようが構わないからってんで」


  　辰巳は悠の不安に反し、怒るどころかオットマンにヘラヘラとへりくだるのだった。


  「む？　そ、そうなのか？」


  「そうっすよ。むしろ絹針はオットマン先輩のことを気遣って……先輩を危険な目に遭あわせたくないからこそお暇ひまを出したんですよ。つまり先輩のことを思ってのことなんですよ！　いや～羨ましいな～。俺なんかは捨て駒ごまだけどやっぱ正規の付き人たるオットマン先輩は愛されてんな～。憎いな～。妬やけるなあ～」


  　などと辰巳は口当たりのいいことをオットマンに吹き込むが、無論大おお嘘うそだ。蘭本人から直接聞いたが、オットマンに暇ひまを出したのはマリア座の怪人が現れたときに何の役にも立たなかったからだそうだ。


  「そ、そういうことだったのか……！　ぶふふ、さすが絹きぬ針ばり様ぁ、素直じゃないなぁ～」


  　しかしまんまと辰たつ巳みの口くち車ぐるまに乗せられて、ホクホクモジモジテレテレし出すオットマン。


  　相当気持ち悪いが、しかし機嫌は直してくれたようだ。


  「いや、妙な勘ぐりをしてすまなかったな。まあキミも頑張りたまえ。俺おれほどの寵ちよう愛あいを賜たまわるのは無理だろうが、絹針様の代わりに血を流せばお褒ほめの一言くらいはかけてもらえるかもしれないぞ。はっはっは！」


  　すっかり有う頂ちよう天てんになったオットマンは辰巳の肩を馴なれ馴れしく揉もみほぐすと、ルンルンスキップでマリア座を出ていくのだった。


  「……ちょれー。あの人ホントにいいとこのぼっちゃんかよ」


  　遠ざかっていくオットマンの背中を指さし、ぷぷぷと笑う辰巳。


  　すると悠ゆうは安心したらしく、同時に感心して一息ついた。


  「辰巳って意外とこういうとき、張り合わないで上う手まくいなすよね。校則は破るくせに風紀委員に楯たて突ついたりはしないし、街中でガラの悪い人たちに絡まれてものらりくらりかわしていつの間まにか仲良くなっちゃったり」


  「まともに相手したってめんどくせーだけだろ。へらへら笑ってやりすごせんならそれが一番いい。むしろ喧けん嘩かっ早いのは兄貴のほうだぞ。頭が固いうえに血の気も多いからな。けど俺は絹針みたいなしつこいやつにしか噛かみ付かないし、与よ会かいの連中みたいな実際に手ぇ出してきたやつにしか手ぇ出さねーよ」


  　なぜか辰巳は本能のままに動いているかのようなイメージを持たれていたりするが、それは大きな間違い。実のところは質しつ実じつ剛ごう健けんの人格者で通っている拓たく馬まよりもずっと内観的で、自制的だ。


  　おふざけや校則違反だって自分が楽しむためにやっていることだが全部わかったうえでやっていることだし、人との衝突だって、やむをえない場合はスイッチを切り替えて戦闘モードにもなるが、自分が折れて話がすむならこちらに非ひがなくともどんなに理り不ふ尽じんだろうと平気で頭を下げられてしまう。


  「オトナだね」


  「にっひっひ。だろ～？　──ま、むかついてることには変わりねぇけどな」


  「……ごめんね。辰巳にばっか損な役回り押し付けちゃって」


  「いーよ別に。──今晩の風ふ呂ろ、男らしく堂々とチ◯コ隠さないで入ってくれたらそれでいいよ」


  　悠が長い睫まつ毛げを伏せて申し訳なさそうにしていたので、辰巳はすかさずそこにつけ込む。


  　と、


  「え、え、えええええ!?　で、でも、でも！　あうぅぅ～～～～……辰たつ巳みのいじわる……」


  「……頑かたくなにお前が風ふ呂ろで前を隠す理由がわかったわ。やっぱお前、チ◯コついてないんだろ。わけあって男のフリして学校に通ってる的なそういうのだろ」


  　なんなのその頬ほおの赤らめ方に、潤うるんだ上目遣い。


  　たまに悠ゆうは本当に女の子なんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまうから困る。


  「コラ─────！　軒のき原はら辰巳ぃ─────！　姿が見当たらないと思ったらこんなところで油を売って！　付き人失格ですわ！　最低でもマリア座にいる間は常に私わたくしの目の届くところにいなさい！」


  　ああ、うるさいのが来た。


  



  



  「──ったく、めんどくせーな。タオルくらい一人で取りにいけっての」


  　蘭らんがロビーまで出てきたので、てっきり稽けい古こは終わったのだと辰巳は一瞬ぬか喜びしたが、残念ながらただの休憩時間らしく、衣装部屋まで同行するように命じられた。汗を拭ふくタオルを取りにいきたいのだそうだ。だから辰巳はそうぼやいたのだが、それは蘭の目くじらを立てただけだった。


  「なんのための付き人ですのよ！　マリア座の怪人が出ましたらどうしますの!?」


  「出ねーよンなもん。もし出たら悠やるよ」


  「っ!?　僕景品か何か!?」


  　せっかくなので悠も道連れにして、人けのない通路を衣装部屋に向かって歩く。


  「まったく、なんて危機感のない男なのかしら……」


  「危機感も何もマリア座の怪人なんてもう出ねーって何度言ったらわかんだよ」


  「だ・か・ら！　どうしてそんなことがわかりますのよ！」


  「男ってのはな、拳こぶしを交わした相手のことは言葉を交わすまでもなく理解できちまう生き物なんだ。だから俺おれにはわかるんだよ。マリア座の怪人は、二度とお前の前に姿を現す気はないってことがな」


  「そ、そんなこと……。──ゆ、悠さん？　男の方って本当にそういうものですの？」


  「嘘うそに決まってんだろバーカ。なんだよ拳を交わして理解って。クローズかよ」


  「んなッ!?　んなぁぁあああ!?」


  「辰巳、絹きぬ針ばりさんは本当に怖がってるんだからあんまりいじめちゃ可か哀わい想そうだよ」


  　辰巳は蘭の抗議や悠の苦く言げんも、そっぽを向いて華麗にスルー。マリア座の怪人の正体やあの騒動の経けい緯いを知っている辰巳からしたら、蘭の過か剰じようなまでの怖がりようはただただ鬱うつ陶とうしいだけだ。


  　が、しかし、ここで予想外の出来事が。


  「本当にこの男は……！　そんなのでは付き人の報酬であるレストランのご馳ち走そうの件も考え直させていただかなくては──って、え？　……い、いや……嘘うそ……！」


  　小言の最中、突とつ如じよ取り乱す蘭らん。


  　一体何事かと、その驚きよう愕がくめいた蘭の視線の先を追うと……通路の行ゆく手、サーベルを抜いて佇たたずむ、スペードの被かぶり物をしたトランプ兵──マリア座の怪人！


  「ええええええええ!?　なんで!?　どゆこと!?」さすがに驚きの声を上げる辰たつ巳み。


  「い、いや！　いやぁぁあああああ！」すると恐怖でへたり込んでしまう蘭。


  　しまった。思わず表に出してしまった辰巳の動どう揺ようが、一層蘭の恐怖と混乱に拍はく車しやをかけてしまったらしい。


  　辰巳は一瞬で思考を切り替え冷静さを取り戻す。


  「落ち着け！　──悠ゆう、絹きぬ針ばりのことを頼む！」


  「う、うん！　大丈夫だよ絹針さん、辰巳がついてるから！」


  「おい！　あんた誰だ！」


  　悠が蘭を庇かばうように寄り添うのを見届け、辰巳は二人を背にトランプ兵と向かい合う。


  「見てわからないか？　私はマリア座の怪人だ」


  　するとそのトランプ兵は自みずからマリア座の怪人を名乗り、サーベルをこれ見よがしに振るいながら一歩一歩こちらへ接近してくるのだった。


  　それを聞いて、見て、──辰巳は逆に胸を撫なで下ろし、心置きなくトランプ兵に突っ込んでいった。


  「こいつが怖がるからそういうことすんのやめてもらえねーかなあ!?」


  「っ!? わ、私はマリア座の怪人だぞ！　止まれ！」


  「俺おれの知ってるマリア座の怪人はな！　そんな声でもそんな体格でもそんな剣の構え方でもねーよ！」


  　トランプ兵は慌あわてた様子でサーベルを構えたが、へっぴり腰で堂どうに入いっておらず、怖さや威い圧あつ感かんが微み塵じんもない。長めの麩ふ菓が子しでも構えているかのような覇は気きのなさだ。


  　辰巳は一気に距離を詰めると鋭するどく走路を切り返し、サーベルの剣先から回り込むようにしてトランプ兵の側面へ。そしてその動きにまるでついてこられていないトランプ兵の顔面に、跳び膝ひざ蹴げりをお見舞いした。


  「うわっ！」


  　被り物をしているし十分手加減もしたから、顔へのダメージはさほどないだろう。しかし戦意を挫くじき無力化するには十分だったようで、辰巳が倒れたトランプ兵の胸ぐらをつかみ上げると、トランプ兵は無抵抗で白旗を振るのだった。


  「くっ！　ま、参った参った！　降参だ！　ただのイタズラのつもりだったんだ！　僕はマリア座の怪人じゃない！」


  　そう、辰たつ巳みもすぐに気づき、だからこそ先せん手て必ひつ勝しようで取り押さえにかかったのだが、このトランプ兵はマリア座の怪人──つまりは拓たく馬まなどではない。


  「おーい絹きぬ針ばり、安心しろ。こいつはニセモノだ。悠ゆうも安心していいぞ。こいつはマリア座の怪人じゃねえからお前を絹針の手には渡さねえ！」


  「いやそんな心配してないから」


  「……え？　ニセモノ……？　ニセモノですって!?」


  　ニセモノとわかるやいなや、蘭らんはガバっと立ち上がり安あん堵どと憤いきどおりを露あらわにするのだった。ちなみに安堵したのは辰巳も同じ。まさか実兄がまた妙な真ま似ねをしでかしているのではと、一瞬ヒヤッとさせられたのだ。心臓に悪いからイタズラでも模も倣ほう犯はんとかはやめてほしい。


  「そいじゃあお顔を拝見～」


  　自分に無関係の人物ならば遠慮することもない。辰巳はトランプ兵のマスクを問もん答どう無む用ようで剥はぎ取った。


  　するとその素顔は辰巳の知らない顔。悠も面識はなさそうな様子。唯ゆい一いつ反応を示したのは、ほかでもない蘭だった。


  「か、狩かり野の先輩!?　その方、演劇部の先輩ですわ！」


  　なるほど、演劇部員ならばトランプ兵の衣装を着ていても何らおかしくはない。しかし問題は、明確な悪意を持ってマリア座の怪人を名乗り自分たちを脅おどかそうとした点だ。


  「で、何でこんなことを？」


  　すると狩野は尻しり餅もちをついたまま、どこか投げやりでふて腐れたような、反抗的な微笑を口元に象かたどって吐き捨てた。


  「だから言ってるじゃないか。イタズラだって。ちょっとからかってやりたくなっただけだよ、絹針蘭様を」


  （お？）


  　狩野が『絹針蘭様』という語に込めたアクセントに、辰巳は気がかりを覚えた。


  「イタズラって……悪質にもほどがありますわ！　これだから分ふん別べつすら弁わきまえられない一般庶民は嫌なのです！　下げ賤せんな！　こんなことができるだなんてさぞ育ちの悪い──」


  「…………っ」


  （おー？）


  　そして蘭の罵ば倒とうに対する狩野の、この苦々しい表情である。


  　さらに辰巳はふと視線を感じ、通路の奥をそれとなく盗み見た。すると、曲がり角からこちらをこっそり覗のぞき見ている複数人の人影を確認し、辰巳はすべてを察したのだった。


  （……なるほど、そういうことか）


  「私わたくしにこんなくだらないことをしてタダですむと──」


  　──ズビシッ！


  「フギャ!?　た、叩たたかれた!?　私わたくし今叩かれた！　な、なぁぁぁあ!?」


  　依い然ぜん怒りの冷めやらぬ蘭らんが狩かり野のにまくし立てているので、辰たつ巳みは蘭の後頭部にチョップを打ち込んで黙らせる。蘭は顔を真っ赤かにして抗議しようとしてきたが、辰巳はそれをねじ伏せるように言い放った。


  「お前には文句を言う資格はねーよ。むしろ狩野先輩に謝らきゃなんねーくらいだ」


  　この辰巳の一言に最も驚いていたのは、狩野。


  「は、はいぃぃぃ？　なんで私が──」


  　一方、蘭は理解不能といった感じで不満を露あらわにしたが、辰巳が続けるとその顔色は変わった。


  「はっきり言って、お前がこれまで無事にやってこれたのは周りの人らがみんな寛大でオトナだったからだ。本当だったらお前はこうやってイタズラなり嫌がらせなりされて当然の振る舞いをしてるんだよ。なんでかはわかるな？　その高たか飛び車しやな態度で敵を量産してっからだ」


  「…………っ！」


  「だから俺おれは、お前が脅おどかされて心底怖い思いをしたとしても同情なんかしねーし、むしろ狩野先輩に共感しまくってる。──狩野先輩イェ～イ」


  　予想外の肩入れに面食らう狩野と無理やりハイタッチを交わす辰巳。


  　ほんのわずかながら二人のやり取りを見ればわかる。狩野は普段から、蘭から階級意識むきだしの嫌みなり罵ば倒とうなり蔑さげすみなりを受けていたのだろう。だから蘭がマリア座の怪人に怯おびえきっているこの好機を利用し、ささやかな復ふく讐しゆうを企くわだてたのだ。


  　そりゃあ共感もしてしまう。なにせ辰巳も、日頃の鬱うつ憤ぷんを晴らすためにも蘭の下着を盗むという計画を発案したくらいなのだから。むしろ「脅かすくらいじゃ生ぬるいっすよ先輩、もっとどぎついのをやっちゃって」とすら思う。


  　しかし悲しいかな、立場上辰巳は蘭の側につかなくてはならない。なにせこれ以上蘭が怯えるようなことになればいよいよ付き人が面倒になるからだ。今でさえタオル一つ取りにいくのに同行させられているくらいなのだから、さらに不安要素が増えでもしたら女子トイレの中までついてきてくれなんて言われかねない。そんなのはゴメンだ。


  　だから辰巳は心苦しかったが、狩野を真正面から見み据すえ、やや威い圧あつ感かんを込めて言った。


  「ただ、スンマセン。こいつもこいつで相当堪こたえてるみたいですし、イタズラは今回っきりってことで勘弁してやってくれないっすか。でないと俺も立場上、先輩と事を構えなきゃいけなくなるんで」


  「…………」


  「俺としてもそれだけは避けたいんで、どうか、お願いします。このとおり」


  　そして深々と、頭を下げる。


  　哀あい願がんと脅しの間の、絶妙な辰巳のおねだり……狩野は渋々といった様子だったが首を縦に振った。


  「キミがそこまで言うなら……」


  「あざっす！　そしたらあっちで覗き見して楽しんでた人たちにもそう言こと付づけておいてください！」


  　そしてそう付け加えた辰たつ巳みの笑え顔がおに狩かり野のはいよいよ目を見開き、ついには脱帽したように噴き出すのだった。


  「っ！　……くっくっく、キミ、見かけによらず鋭するどいんだね。わかったよ。伝えておく。キミと事を構えるのは怖そうだ」


  　狩野はそう言うと通路の奥へとふらふら歩いていき、こちらを覗のぞき見ていた複数人の野や次じ馬うまたちと合流して姿を消した。


  「辰巳……あれって……」と、悠ゆうが尋ねてくるので辰巳は答える。


  「ああ、イタズラとか嫌がらせってのは仲間と楽しむのが基本だからな。今のイタズラの協力者、賛同者が少なくともあれだけいたってことだ」


  　やはりというかなんというか、狩野以外にも蘭らんに反感を抱いだいている者がこの演劇部内にはいたというわけだ。しかしその人らも含めて辰巳は釘くぎを刺しておいたので、別のグループが行動を起こさない限りは蘭もひとまず安心だろう。


  「お前も怖い思いしたくなきゃ二度と狩野先輩に──いや、相手が誰であれ失礼な口叩たたくなよ」


  「え？　あ、……お、大きなお世話ですわ！　ふん！」


  　蘭は今しがたの一連のやり取りに唖あ然ぜんとしていたが、辰巳が諭さとすとはっと我に返り、口を尖とがらせきびすを返していってしまった。結局、衣装部屋のタオルを取りにいくこともなく……。


  「はぁ～あ。ったく、世話の焼ける……」


  「うん、お疲れ。なかなかの大おお岡おか裁さばきだったと思うよ」


  　辰巳が盛大にため息をついて頭を振ると、悠が穏やかに労ねぎらってくれる。自分には何の得もないのにどうしてここまで蘭を気遣ってやらなければいけないのかと腑ふに落ちないが、一人でもこの働きを褒ほめてくれるのなら報むくわれるというものだ。


  （……しっかし、絹きぬ針ばりの周りにはロクな人間がいねぇな）


  　オットマンに狩野──立て続けにはた迷惑な二人に遭そう遇ぐうし、辰巳はふと思った。


  　よくよく考えてみると絹針の周りにいる人間というのは、オットマンや普段引き連れてる取り巻きたちのような階級意識をこじらせた馬ば鹿かか、狩野たちのような蘭に反感を持ってる層のどちらかだ。あとは遠巻きに蘭のことをアイドルとして見ているその他大勢がいるだけ。


  　いわば偏かたよった考え方を持つ一部の味方と、明確な恨みを募つのらせた一定数の敵──それが蘭の事実上の対人関係だ。


  　なんと両極端で、危なっかしいことか。


  （……ま、テメェで撒まいた種たねだし俺おれの知ったこっちゃねーけど）


  「んじゃ俺おれもホールに戻るわ」


  「うん、僕はこれで失礼するよ。何か手伝えることがあったら言ってね。それじゃあ」


  　悠ゆうとはそこで別れ、辰たつ巳みは一人ホールへと戻っていった。


  　また客席に座って稽けい古こを眺めるお仕事が始まるのかと思うと気が重い。明日あしたからはアイマスクと耳みみ栓せんを持ってきて寝ていよう──なんてことを考えながらホールの扉とびらまでやって来ると、なぜか蘭らんが中に入らず俯うつむき加減で待っていた。


  「？　なんだよ。さっさと稽古に行ってちゃっちゃと終わらせてこい」


  　辰巳が扉を開けてやり、蘭を中へと促うながす。と、


  「──────すわ」


  　蘭は尖とがらせた口の中でゴニョゴニョと何かをつぶやく。


  「あ？　聞こえねーよ」


  「～～～～！　さ、さっきは一応付き人としての務めを果たしてくれたわけですから、礼を言っておきますわ！　それだけ！」


  　そして一方的に喚わめき散らすと、蘭は辰巳と目も合わせずにプリプリとホールの中に逃げていってしまった。


  　なんだその態度は。顔が赤かったのは、言いたくもない礼を口にした屈くつ辱じよくのせいか？


  「……言いたくねーなら無理して言うなよ。逆効果だっつの」


  　自分への礼なんかに気を回せるなら、少しはその高こう慢まんな階級意識のほうに気を回してほしいもんだと辰巳は思った。


  



  



  　しかしその翌日、何事もなく放課後の稽古が終わったところで、辰巳はふと気がついた。


  　蘭は相変わらず口うるさいし鬱うつ陶とうしいが、どうやらこの日一日、辰巳だけでなく他の人間に対しても高たか飛び車しやな発言を自じ粛しゆくしているようだった。一日蘭に付きっきりだったのに、不快な思いをしなかったのがその証拠だ。


  　よっぽど昨日きのうの狩かり野ののイタズラが効いたのだろうか。


  　となると、今度から蘭に物をわからせる時には恐怖心に働きかければいいのだなと、辰巳は悪魔的な学習をするのだった。


  



  



  「──嘘うそよ。ご冗談でしょう？　あの悠さんが不良に？」


  「いや、マジ。あいつ中等部に入学したての頃は背伸びして不良になりたがってたんだよ。けどもとがお坊ちゃんだから全然カッコつかなくてなぁ、そのわりに怖～い先輩からはしっかり目をつけられちまって、ヤキ入れられそうになってるところを兄貴と衣い舞ぶちゃんが助けてやったんだ。今度悠ゆうに『中学デビュー失敗したんだって？』って、それとなく耳打ちしてみ。あいつにとっての黒歴史だからめちゃめちゃ顔赤くしてくれるぞ」


  「興味深いですけれど、本人が嫌がってる過去を掘り返すなんて可か哀わい想そうですわよ」


  　演劇部の稽けい古こ終了後、辰たつ巳みは蘭らんと肩を並べてチャペル前を歩いていた。向かう方向が中等部男子寮とは真逆なのは、蘭を中等部女子寮へと送って行ってやるためである。


  　その間の会話で悠の話になり、辰巳が悠の恥ずかしい過去話を教えてやると、蘭はしきりに感心している様子だった。


  「人それぞれ、いろいろあるものですわね」


  「しっしっし、そりゃあそうだろ～よ～」


  　悠に関してなら腹を抱えて笑えるような面白エピソードがまだまだあるのだが、それを蘭に暴ばく露ろしてしまうとさすがに悠が口をきいてくれなくなりそうなので、一人思い出し笑いをするにとどめた。ああ、話したいなあ。悠のドＭ趣味が発覚したときの話とか。


  　すると、蘭がふと尋ねてくる。


  「──貴方あなたはどうでしたの？」


  「あ？　俺おれ？」


  「えぇ、中等部入学当初とか、……それよりもっと前の小等部時代とか。小等部に入る前のお話だとか……」


  「…………」


  　自分から切り出してきた話なのに、蘭はどことなく遠慮がちというかおずおずとしている。


  　遠慮するくらいならなぜ聞いてくるのだろうかとも思うのだが、この学園の小等部というのは少し特殊だから興味本位で聞きにくる手合いも少なくない。そして普段だったらすんなり話してやったりもする。


  　が、辰巳はつい先ほどまでの上機嫌から一転、苦々しい思いで眉まゆ根ねを寄せた。


  　なにせ今詮せん索さくしてきた相手はあの絹きぬ針ばり蘭だ。きっと今日きよう一日妙におとなしかったのもこのため。猫を被かぶり、気を許させておいて自分の身の上話を聞き出し、あとで物笑いの種にでもするつもりなのだろう。


  　そう思うと腹が立ち、辰巳は憮ぶ然ぜんと言い返す。


  「聞いてどうすんだよ」


  「どうするって……え？」


  「仲間内でネタにするつもりか？　ふざけんな」


  　蔑さげすまれるのをわかっていながらネタを提供してやる馬ば鹿かがどこにいる。


  　一気に気持ちがささくれていくのを感じ、その原因たる蘭が隣にいることが不愉快で、辰巳は頭をガシガシ掻かきながら足を速めた。


  　とっとと女子寮まで送り届けてしまおう──しかしそう思う辰巳とは裏腹に、蘭はその場に釘くぎ付づけにされたように立ち止まった。


  「ち、違います！」


  「あ？」


  「知りたいのです。貴方あなたのことを」


  　はっきりとそう言う蘭らんの瞳ひとみは、じっと辰たつ巳みを見み据すえて離さなかった。


  　しかも上から傲ごう然ぜんと見下すようでも、下から顔色を窺うかがうように見上げるでもない。


  　それはまっすぐで、切実な目。


  　初めて見せる蘭の表情──。


  「……知りたいつったってな……」


  　どういうわけか、自分でも驚いている。しかしその表情を見ていたら、不ふ思し議ぎと辰巳は肩の力が抜け、にわかに湧わいた蘭への苛いら立だちも霧きりとなってどこかへ消えてしまっていたのだ。


  　そして何となく、口を開いていた。


  「……別に特別なことは何もねぇよ。他の小等部組の連中と大体同じだ。親がとんでもなくひでー奴やつだったらしくて、俺おれが物心つく頃には兄弟そろって児童養護施設にいた。んで兄貴が小等部に上がるタイミングで特別保護児童としてこの学園に引き取られることになって、俺も一緒についてきた。それ以来ずっと、この学園が俺の家ってわけだ」


  　聖ひじりヶが原はら学がく園えんは小中高一貫のミッション系学校だが、小等部の人数は全学年合わせても三十人もおらず、加えて生徒の一般応募がなされるのは中等部からだ。


  　つまり小等部というのは、一般応募では入学できない。


  　実は小等部にいる全員が、親や親しん戚せきのいない孤児だったり、何らかの理由で親元にはいられなくなった児童なのだ。そして〝特別保護児童〟と呼ばれる彼らのことを全面的にサポートし、育て上げることが、ミッション系教義に基づく聖ヶ原学園が昔から取り組んでいる慈じ善ぜん事業の一環なのである。


  　規律と礼儀作法に厳しいその校風から悠ゆうや蘭のように上流家庭の子息子女が多いが、その一部に小等部出身者を見下すような連中がいるのもそれが理由だ。特別保護児童は入学金、学費、寮生活費が全額免除となっているので、いわば学園に養われている存在なのである。


  　もっとも辰巳は、そんな自身の身の上に対し負い目や劣れつ等とう感かんがあるわけでもないので、小等部上がりだなんだと馬ば鹿かにされても一向に傷ついたりはしない。ただ単純に、むかつくだけだ。


  （特に、お前みたいにしつこく絡んでこられるとな！）


  　と、辰巳はくわっとガンを飛ばし、まさしく普段から小等部上がりであることを馬鹿にしてくる蘭に無言のプレッシャーを与える。


  　しかし蘭はそのプレッシャーにも気づいておらず、妙にしおらしく目を伏せていた。


  「そう、でしたの……」


  「…………」


  　小等部出身を馬ば鹿かにされるのも腹が立つが、こうして重たい空気になられても調子がくるう。出しゆつ自じを詳つまびらかにして小等部組のリアリティーを吹き込んだ途端にしおらしくなるということは、もしかしたらこの女、過去の自みずからの言げん動どうを反省しているのだろうか。柄にもなく。


  　辰たつ巳みが物珍しい目で蘭らんを見ていると、蘭は静かに口を開く。


  「あの、私わたくし、あなたに言わなくてはならないことがあるのかもしれません……」


  　この展開、まさか本当に謝罪が来る!?


  　普段偉ぶってばかりいる蘭から謝られるなんて──辰巳は平静を装よそおいつつわくわくと胸を躍らせたが、しかし、口くち惜おしいことに蘭のその先の台詞せりふを聞くことは叶かなわなかった。


  「っ！」


  　刺すような視線を感じ、辰巳は蘭の後方に目を向ける。


  　そこには一人の男が立っていた。片手に素す振ぶり用のぶっとい木刀を持った男だ。


  　そしてその男は、ぐんと距離を詰めて肉にく薄はくしてきた。


  「ちっ！　お前といるとなんでこう人に絡まれるんだろうな！」


  「え？　きゃ！」


  　蘭の腕をぐいっと引き、辰巳は蘭を抱き寄せた。そして社交ダンスでも踊るかのように体を密着させたまま、思いきり地を蹴けって後退し、男と距離を取る。


  　ほんの数瞬前まで蘭がいたその空間を、木刀が切り裂いた。あんなにも太い木刀なのに風かざ切きり音が細く鋭するどいのだからゾッとする。


  「の、軒のき原はら辰巳!?　な、ななななな、なんですの!?　こんなところで、そんな！　抱ほう擁ようなんて！　た、タイミングですとか雰ふん囲い気きですとか段取りですとか、そういうの少しはお考えになってから──！」


  　辰巳の胸の中の蘭はいまだ男の存在に気づいていないようで、何の脈みやく絡らくもなく抱きしめられたとでも思っているらしい。顔を赤らめてテンパっている。


  　こちらとしてもそんな誤解をされるのははなはだ心外だが、しかし、説明する暇ひまなんてなかったのだ。こうでもしなければ蘭は、この男に頭をかち割られていただろう。


  「何をわけわかんねーこと言ってんだ。見ろ」


  「──え？　あ、だ、誰ですの!?」


  　テンパっているわりにはなかなかひっついて離れようとしない蘭をぐいっと引き剥はがし、男の存在を知らしめる。すると蘭はようやく緊急事態であることを理解して、小さな悲鳴を上げて辰巳の後ろに隠れた。


  「まさかマリア座の怪人!?　そ、それともまた狩かり野の先輩!?」


  　いや、そのどちらも違う。むしろマリア座の怪人や狩野だったらどんなによかったことか……。


  　突とつ如じよ二人の前に現れたのは、アイマスクで目元を隠し、赤いバンダナで口元を隠している男である。その出いで立ちからして間違いないだろう。


  　与よ会かいのボスだ。


  「絹きぬ針ばり、あとは一人で帰れるな？」


  　辰たつ巳みは与会のボスから一瞬たりとも目を離さずに、背中にしがみついている蘭らんに問う。


  「え、ええ、大丈夫ですけれど……。っ！　あなたこそ大丈夫ですの!?」


  「あぁ、実はあれ、俺おれのおトモダチなんだ。さっきのはちょっとじゃれ合っただけ」


  　辰巳は余裕で笑ってみせる。無論そんな戯ざれ言ごとを、蘭も信じていやしないだろう。が、


  「だから先帰れ。俺はあいつと話がある」


  「……ありがとう」


  　蘭はそう囁ささやくと、辰巳の背中からそっと離れて、中等部女子寮のほうへと駆かけていった。ものわかりがよくて助かる。


  「ふふ、じゃれ合った、か。今俺は絹針蘭を狙ねらったのだがな」


  　与会のボスはくつくつと笑う。


  「えぇ。だから先に帰らせたんすよ」


  「ふむ、従者として最善の対応だ」


  　付き人として褒ほめられてもあまりうれしくない。それにしても、自分が標的ならいざしらず、与会のボスが蘭を襲おそうとは一体どういうことだろうか。


  「で、何の用すか」


  　いつでも何があっても動けるように、それとなく足を肩幅に開いて重心も落とす。と、与会のボスは目ざとい。


  「そう身構えることもない。君に危害を加えるつもりは一切ない。無論、絹針蘭に対しても本気で傷つけようとしたわけではない。今のじゃれ合いはほんのテストだ」


  　テスト？　試した？　誰を？　何を？


  　ますます話が見えてこず辰巳は眉まゆをひそめると、与会のボスは続けた。


  



  「本題に移ろう。与会の一員として働いてみるつもりはないか？」


  



  「……はい？」


  　あまりにも唐突で、予想だにしていなかった話を持ちかけられた。


  　何かの冗談か？　自分が、与会の、一員？


  　驚きを隠せず、辰巳は逆に警戒心を強めて尋ねる。


  「どういう風の吹き回しすか。なんで俺を？」


  「君ならば、資格にしても適性にしても申し分ない」


  　与会のボスは大おお真ま面じ目めにそう答える。


  「適性、ね」


  　そしてそれがいい加減な理由とも思えず、辰たつ巳みは自じ虐ぎやく的てきな笑みを口元に浮かべた。


  　正直なところ、自分でもそう思う。聖ひじりヶが原はら学がく園えんは閉鎖的な環境であるし、何よりお上品ぶった坊ちゃん嬢ちゃん学校だ。学園生活は退屈極まりなく、辰巳はいつも窮きゆう屈くつ感や閉へい塞そく感を覚え、スリルを求めている。だから何かしらのトラブルやきなくさい話があれば積極的に首を突っ込むし、与よ会かいや脳のう内ない解かい放ほう区くという地下組織の存在を知ったときだって、こんな面白いことを考えついて実行に移すような連中がこの学園にいたのかと感動すら覚え、むしろなぜ自分がそれに一枚も噛かんでいないのかと悔くやしくさえあり、サービスの提供も受けたりして大いに楽しませてもらったものだ。そんな自分なのだから、そりゃあもう与会は肌に合うことだろう。


  「……あれって金になるんすか？」


  　辰巳が尋ねると、与会のボスは鷹おう揚ように頷うなずく。


  「もちろんだ。与会ではその働きに応じて利益を分配する仕組みを整えている。与会の者がプロ意識を持ってサービスの提供に当たっているのも、それがあってこそだ」


  「へー……それならいいっすよ」


  　そして辰巳はすんなりと、与会入りに応じるのだった。


  　が、しかしそれは何も金に目が眩くらんだわけではない。単純な好奇心というのもないといえば嘘うそになるが、それも主たる理由ではない。狙ねらいは他にある。


  　これは拓たく馬まから聞いた話だが、与会は今、脳内解放区を吸収しようと躍やつ起きになり、ついには暴力にまで訴えるようになったらしい。そして脳内解放区も与会を壊かい滅めつに追い込もうとしているそうだ。つまりこの二つは敵対勢力同士なのである。


  　ということは、だ。自分が与会入りし、与会という組織の情報を盗み出して兄に流せば、脳内解放区は大きく戦局を引き寄せられる。


  　いわば脳内解放区のスパイとしてあれこれ嗅かぎまわれば拓馬の手助けになるだろうと、辰巳はそう考えたのだ。


  （ふっふっふ、我ながら名案だぜ。感謝しろよー兄貴ー）


  　兄が泣いて喜び自分に感謝する姿を想像して、辰巳は今からふふんと優ゆう越えつ感に浸ひたる。


  　しかし、すぐに腹の中のやらしい笑みは凍りつくこととなった。


  　与会のボスは言う。


  「歓迎しよう。君に与える役職は……そうだな、与会の副会長といったところか」


  「……んん!?　ふ、副会長!?」


  　何かの言い間違いか、聞き間違いだろうか。それとも与会は構成員総副会長システムを導どう入にゆうしているとでもいうのだろうか。


  　辰巳は混乱したが、しかし与会のボスは平然と続け、さらにとんでもないことを言い出した。


  「ああ、しばらくは俺おれの右腕として行動を共にし、運営方法を学んでもらい、来年には会長として与会を率いてもらう」


  「は、はいぃぃぃぃ!?」


  　一体全体これはどういうことだ。今しがたスカウトしたばかりの、それも中等部の生徒を来年には与よ会かいの会長にする!?　ドッキリか!?　それとも会社設立詐さ欺ぎ的てきなあれか!? 組織の頭に祭り上げられて責任だけ取らされる的なあれですか───!?


  「な、なんで俺おれが会長を!?　下っ端ぱとして働くんじゃないんすか!?」


  　いくら与会の情報を盗み出そうと企たくらんでいたとはいえ、トップにまでなろうだなんて思ってない。


  　そして辰たつ巳みが狼ろう狽ばいしていると、なんと与会のボスは、


  「いきなりこんな話をされて驚くのも無理はない。が、これにも理由がある」


  　そう言いながら、アイマスクと赤いバンダナを外し、その素顔を辰巳に晒さらしたのだった。


  　それは見覚えのある顔だった。とはいっても知り合いではない。ただ校内ですれ違ったことがあるというだけで、確か高等部の三年だったとは思うが名前までは知らない。けれども名も知らぬその顔をここまで覚えていたのにはわけがある。


  　その男には、黒革の眼帯という大きな特徴があったのだ。


  （この人が、与会のボス……）


  　しかし与会のボスの正体は、構成員ですら知るものはごくごく限られていると聞く。それをわざわざ今しがたスカウトしたばかりの辰巳に晒すとは一体どういうことだ。会長就任の話といい、先ほどから疑問と困惑を畳みかけられて頭がクラクラしてくる。


  　が、そんな辰巳に息つく暇ひまも与えずに、眼帯の男はさらなる爆弾を投下した。


  「与会のトップに立つのはな、蘭らん様への忠誠を誓い、そして蘭様からも信頼を得ている者でなければならないのだよ。先ほど言った資格と適性というのはそういうことだ」


  　なぜか急に降って湧わいた、蘭の名前。


  「君は蘭様からの信頼を得て従者に抜ばつ擢てきされ、そして蘭様のために己おのれの身の危険も顧かえりみず従者としての責務を果たしている。さきほどのテスト、素晴らしかったぞ。マリア座の怪人に引き続き、与会のトップであるこの俺──君は二度も蘭様を守ったのだ。申し分ない」


  「……一体、どういうことすか。絹きぬ針ばりと与会と、何の関係があるんすか」


  　与会の話をしているはずなのにその中心に蘭がいることが不ふ可か解かいで、辰巳は率直に疑問をぶつける。


  「ふむ、順を追って話そうか。まず俺の名は織おり衛え大だい地ち。代々執事として絹針家に仕えていた織衛家のものだ」


  「執事？　まぁあの絹針のことだからいてもおかしくないけど……って、執事ならあんたが絹針の付き人やりゃいいじゃないすか！」


  　同じ学内に執事がいるなら、オットマンも付き人である自分も不要だろうに。


  　しかし大だい地ちは首を横に振った。


  「言葉が足りなかったな。正確には、執事を務めていたのは三年前──つまりは蘭様が中等部に入る前までで、今はわけあってお互い赤の他人ということになっている。表向きはな。そしてその〝わけ〟こそが、蘭らん様と与よ会かいの関係に深く関わっているのだ」


  「一体なんなんすか、その〝わけ〟って」


  「これを聞けばもう後戻りはできんぞ。そして、絶対に蘭様にはこのことを言うな。これは蘭様すら知らないことだからな。実は、与会というのはな……」


  　そうして大地の口から明かされたのは、与会という組織の本当の存在理由だった。


  Ｃｈａｐｔｅｒ．４：解放区、封鎖


  



  　朝に自然と目を覚ますような清すが々すがしさで、拓たく馬まは意識を取り戻した。


  （──ここは……保健室？）


  　見慣れはしないものの見覚えのある天井が視界に広がって、周囲には間仕切りのカーテン。糊のりの利いたシーツと掛け布団に、スプリングが固めのベッド。


  　自分が今保健室で目を覚ましたことを即座に把握し、体を起こそうとして、背中に痛みが走った。そしてその痛みを引き金に、パッと火花が散るように記憶が覚かく醒せいした。


  　──絹きぬ針ばり蘭への謝罪……持参した『芹せり香かの日記』……忍び込んだマリア座……語りかけたハートの女王の背中……衣い舞ぶの声……。


  　しかし、それらの記憶から今この瞬間までの記憶がきれいサッパリ抜け落ちているため、もしかしたら悪い夢だったのではとも思えた。いや、夢であってほしかった。


  「気がついた？」


  　閉め切られたカーテンの向こうから声がした。それは、意識を失う前に聞いたのと同じ声。


  「衣い舞ぶ？」


  「…………」


  　返事はない。けれど衣舞が隣のベッドに腰かけているのであろうことはカーテンにうっすらと浮かぶ影でわかった。そして、今保健室には自分と衣舞の二人しかいないことも、気配でわかった。


  「あの、えっと……」


  　何を話そう。何を言えばいい。


  「……なぜ、ハートの女王の格好を？」


  　他に聞かなければならないことがあるだろう──怖くて無意識的に核心を避けているのだと自己を省かえりみ、そういう心理こそがこの状況を現実なのだと思い知らせ、拓たく馬まはさらに追い詰められる。


  　しかし衣舞はそんな拓馬とは対照的に、意外にも穏やかに返答してくれた。


  「マリア座の怪人の捜査のために、近頃はマリア座に足あし繁しげく通っていたのよ」


  　ああ、そうだ。ここのところ何度も衣舞からマリア座の怪人の捜査への協力を求められていた。今日きようだってマリア座に忍びこむ前にチャペルの前で衣舞と出くわし、捜査に誘われた。そして、そのことごとくを拓馬は断ことわった。けれど衣舞は、一人でも捜査を続けていたのだ。


  「そしたら、絹きぬ針ばり蘭らんが練習に出てこないから代役が必要で、ただ座って台本を読むだけでいいから衣装に着替えてやってくれないかって、イメージにピッタリだからって、うちのクラスの石いし川かわさんに頼み込まれちゃってね。──よくよく考えたら絹針蘭の台詞せりふや立ち回りを把握してる部員が他にいるはずだから、私が代役になる必要なんてこれっぽちもなかったのに。遊ばれちゃったみたい」


  　自じ嘲ちよう気味に衣舞は言う。しかしおそらくそれは遊ばれたわけではないだろう。純粋に、衣舞がハートの女王の衣装を着ているところを見てみたかったのだと思う。人柄的にも、容よう姿し的てきにも、確かにハートの女王は衣舞に似合いそうだから──。


  「そうだったんですか……」


  「ええ」


  「あの、舞台袖そででのことは──」


  「まだ誰にも言ってないし、周知もされてないわ」


  　カーテン越しの会話。前置きはすみ、話は核心へと転がっていく。


  「絞め技で落として、仮面を剥はいで、拓馬だとわかって、すぐにまた仮面を被かぶせて、私が一人でここまで担かついできたから……。大変だったのよ」と、優しげな衣舞。


  「……すみません……」と、拓馬にはそれしか言葉が見つからない。


  「ええ」


  　ひとまず、今はまだ胸の内にとどめておいてくれているらしい。舞台袖で拓馬が衣舞に語った、あの告白のすべてを。


  　それはとてもありがたいことだった。けれど、まだそれが核心ではない。


  「……ねえ、舞台袖そでで拓たく馬まが言っていたことは、……本当なの？」


  　衣い舞ぶが囁ささやくように問う。


  　そう、ここからが核心だ。拓馬はぐっと息を呑のみ込み、意を決した。


  「ええ、すべて本当です。自分がマリア座の怪人で、そして、ロリコンです……」


  　もう隠し通せない。拓馬の枕まくら元もとには、『芹せり香かの日記』を入れていたショルダーバッグも掛かっている。きっと衣舞も中身を改めたことだろう。


  「…………」


  　沈黙が痛い。


  「……………………………………スンッ」


  　小さかったけれど、確かに聞こえた。それは洟はなをすする音。


  「っ!?　衣舞！」


  　拓馬はカーテンを開けようと手を伸ばす。しかし、


  「開けないで！」


  　悲鳴にも似た、震える声で、衣舞は叫んだ。


  　拓馬は己おのれの愚おろかしさに奥歯を噛かむ。


  　衣舞の口く調ちようが穏やか？　優しげ？　


  　違う。


  　今にも崩れそうなほどに、弱々しかっただけなのだ。


  「……ごめん、今はちょっと……無理……」


  　消え入りそうな声でそう言うと、衣舞は小走りで保健室を出ていってしまう。パタパタと遠ざかっていく衣舞の足音もすぐに聞こえなくなり、拓馬は一人、四方を壁とカーテンに囲われた隔かく絶ぜつの空間に取り残された。


  



  　それから二日間、拓馬は絶望に暮れ、保健室のベッドから出られずに寝込んだ。


  



  



  「第一回！　ガキの使いやで！　チキチキ、お見舞い企画会議ぃ～～～～！」


  「「「わー、やんややんや」」」


  「おおきに、おおきに。司会進行兼書記のルミですー。お手柔らかに頼んますー」


  　中央棟のとある空あき教室。ルミが教壇に立って開会宣言をすると、最前列の机に並んで座っていたカイト、ガク、モエの三人が囃はやし立てた。もちろんカルガモたちの監督役である麗れい奈なもおり、黒板の脇わきに椅い子すを持ってきてカルガモたちを見守っている。


  「さてこのたび、拓たく兄にいが体調を崩して寝込んどるゆうことでうちらでお見舞いに行ってやろうやないかと、そういう話なわけやけど、ただお見舞いしたんじゃつまらへんので何かしよ。はい、ポンポン案出すー」


  　今のルミの言で趣旨説明はほぼすんだので、カルガモたちの会議は踊る。


  「しっしっし、ベタなのは千せん羽ば鶴づるとかか」と、まず口火を切ったのはガク。


  「せやな、一応黒板に書いとこか。──『千円札で千羽鶴』と」


  「ピリリ！」


  　ちなみにこの会議、何か問題発言が出た際には麗れい奈なのホイッスルが鳴る仕組みだ。


  「残念ガク、ベタなのはアカンってさ」


  「そうなると斬ざん新しんなお見舞いかー！　お見舞いにいった俺おれたちのほうが明らかに重い病気に罹かかってるとかはどうだ!?」と、カイトがひらめくままに続く。


  「あはは！　それええなあ！　全身に虹にじ色のぶつぶつでもつくっていくか！　そんなら拓兄も自分の病気なんてどうってことないって元気になるで！」


  「ピリリ！」


  　そして最後、不気味な人形チャッピーを抱き直しながらモエが言う。


  「……すごくリアルな拓兄の人形を作る。それを拓兄の隣のベッドに寝かせる。拓兄に話しかけられても無視して、みんなで人形に向かって泣きつく。『なんで死んじゃったんだよー！』って」


  「っ！　それや！」


  「……やがて動き出す拓兄の人形……本人を手にかけて、人形が本人になりすます……誰も拓兄と人形が入れ替わったことには気づかない……誰も……」


  「ピリリリリィ～～～～！　こら───！」


  　さすがに黙って聞いていられず、麗奈は会議に割って入った。


  「もうちょっとまじめに考えなさーい！　あなたたちは拓兄を元気づけたいの？　それとも自分たちが楽しみたいだけなの？　どっち!?」


  「「「「どっちもー」」」」


  「ピリリリリリ！　ダメ！　拓兄のことだけ考えるの！　自分たちが楽しむことなんて考えないの！　じゃないとお見舞いには連れていきません！」


  「「「「え～～～」」」」


  　不満を露あらわにするカルガモたちに、麗奈は大きくため息をついた。


  　拓たく馬まが体調を崩して寝込みいまだ回復の兆きざしを見せないという話を聞いて、カルガモたちはすぐにお見舞いにいこうと言い出した。その姿を見てなんて優しい子たちなのだろうと麗奈は感動した。そして自身も拓馬のために何かできればと考えていたので、お見舞いにも大賛成だったのだ。しかし蓋ふたを開けてみればこれである。


  　もちろん拓たく馬まのためを思う気持ちもちゃんとあるのだろう。けれどそこはカルガモたちだ。ついつい遊びに傾いてしまう。


  「あかん！　このままじゃお見舞いいかれへんなってまう！　なんか案出しーや！」


  「う～、自分たちが楽しまないで拓兄にいのことだけを考える、かぁ～」


  「しっしっし、自分たちはつまらなくて、拓兄だけが喜ぶこと……」


  「「「となると、もはや体を張ったリアクション芸しか──」」」


  「……うち、洗濯バサミいくわ。ガク、リュックに入っとるやろ、出して」


  「……じゃあ俺おれは熱々おしぼりをやる。ガク、おしぼり出してくれ。レンジでチンしてくる」


  「しっしっし、今出す。……俺は脛すねギロチンでもやるか。リュックの中になぜかギロチン台が入ってたし……」


  「ピリリリリリ！　そんなの拓兄は喜ばない～～！」


  　だめだ。完全に迷走している。こんな自じ傷しよう的てきな子供たちを連れていったらむしろ拓馬の体調は悪化するだろう。


  　お見舞いは見送りか──そう思われたがしかし、万事解決の方策をモエがあっさり導みちびき出した。


  「……というか、普通に様子を見にいって、早く元気になってねって言うだけでいいんじゃないの？　余計なことしないで」


  「「「「あ」」」」


  　お見舞いにいったら何かしなければならない決まりなんて、そもそもない。


  



  



  　絶対に騒がない、ふざけない、保健室の備品に触らない──この三つを条件に、麗れい奈なはカルガモたちを連れて保健室へとやって来た。


  「なー、衣い舞ぶのねーちゃんいたらどうする？」「……ない話やないなあ。先客としておっても不ふ思し議ぎやない」「しっしっし、病床の拓兄にちょっかい出そうもんなら、いよいよ俺たちは殺処分だな」「……じゃあ決まり。もし、この扉とびらを開けて衣舞さんがいたら、」


  「「「「即逃げよう」」」」


  「ピピピッ、あなたたち衣舞さんのこと怖がりすぎ。衣舞さんに失礼でしょ。……ま、まあ気持ちはわからなくもないけど……」


  　しかしカルガモたちの心配をよそに、他に人は見当たらない。養護教諭も席を外しているらしい。見れば三つあるベッドのうち、真ん中の一つだけがカーテンを閉められているので、そこに拓馬がいるのだろう。


  「……拓兄？　起きてる？」


  　カーテン越しに、麗奈が囁ささやくように声をかける。もしも拓馬が眠っていたとしても顔色くらいは見て帰ろうと思っていたが、幸いにも起きていたらしい。カーテンの向こうでガサゴソと動く音と返事が上がった。ただし、


  「あ───────────────────────………………」


  　という、聞くものに不安感を与えるようなうめき声であったが……。


  「……ゾンビ？」


  　モエが縁えん起ぎでもないことを言うので目で咎とがめたが、正直麗れい奈なにもゾンビか何かのうめき声に聞こえて怖かった。しかしそれは具合の悪さの裏返しなのではないかと思うと気が気でなく、麗奈は意を決した。


  「拓たく兄にい、お見舞いに来たの。入るね？」


  　一言断ことわってカーテンの中へ入り、──麗奈とカルガモたちはぎょっとして固まった。


  　拓たく馬まは起きていた。上体も起こし、ヘッドボードに寄りかかっていた。本来ならその体勢は、体調が回復しつつあるのかと思わせてくれるような安心材料である。が、拓馬は全然大丈夫そうではなかった。


  　凜り々りしく精せい悍かんなはずのいつもの拓馬は見る影もなく、生せい気きが完全に抜け落ちて、どことなく頬ほおもこけ、何十歳も老けこんでしまったように見える。薄く開かれた眼めは淀よどんで濁にごり、焦しよう点てんも定まらない。小バエが飛んでてもおかしくないような疲ひ弊へいっぷりで、その姿は紛まぎれもなくゾンビかミイラだった。


  　あれだけお見舞いにはしゃいでいたカルガモたちですらも、「これは洒しや落れにならん」と一目で察し、おとなしくなるほどに。


  　てっきりただの風邪か何かと思っていたが、どうもそうではないらしい。かと言って重い病気を患わずらっているという様子でもない。精神的に参っている、といった感じだ。


  「あ──────……あなたたちですか……」


  　ワンテンポ遅れて、拓馬は来客を見やる。笑みのつくり方がぎこちない。


  「拓兄、大丈夫？　お熱とかはあるの？　どこかおなかが痛いとか、気持ちが悪いとか？」


  「は、は、は……ご心配をおかけして、申し訳ないです……熱とか、おなかが痛いとか、そういうのではないんですよ……なんというかその、……気持ちの問題なので、大丈夫です……」


  　熱や腹痛などないのにこの憔しよう悴すいっぷりは逆に危ない。そして〝気持ちの問題〟ということは、やはり精神的なバランスを大きく崩したのがこの惨さん状じようの原因のようだ。


  　では一体、何があったというのだろう。気丈でたくましいあの拓馬を、ここまで追い込むような出来事なんて、麗奈には想像もつかない。


  　麗奈は投げ出されていた拓馬の手を取る。大きな手。この手で頭を撫なでられるととても気持ちいいのだ。けれど今のこの手は、ゴムでできているかのよう……。


  「何があったの？　私でよければ話を聞くよ？」


  「それが、…………いえ、本当に大丈夫なんです……」


  　拓たく馬まは何かを言いかけたが、すぐに視線を伏せて曖あい昧まいにごまかす。


  「じゃあ何かしてほしいことはある？　私たち、なんでもするよ」


  「そ、そうだぞ！　食堂から何か盗とってきてやろうか!?　桃缶とか！」


  「言うてくれれば一ひと肌はだ脱ぐで！」


  　麗れい奈なの意向にカイトとルミが同調し、ガクとモエもこくこくと頷うなずいている。しかし拓馬は、無理して笑うだけだった。


  「今のところは、平気です……ありがとう……」


  



  



  　結局、本当に顔色を見るだけで、「早く元気になってね」と言うだけ言って麗奈たちは保健室から退散した。


  　お見舞いにいっても余計なことは何もしない──当初の誓いは守りきったはずなのに、なんともいえない後味の悪さがあり、足取りは重かった。


  「……なんか、思うてた以上にあれやったな」


  　ぽつりとルミがつぶやいて、ガクが返す。


  「しっしっし。ああ、お見舞いで何かしようなんてはしゃいでいたのが恥ずかしいくらいだ」


  「ほんまやで！　拓兄にいはあんなに具合悪そうやったというのに……最低やカイト！」


  「俺おれかよ！　あの会議の司会進行やったのはルミだろ！」


  「司会進行はな。けど議長はお前やで」


  「っ!?　初耳！　──って、ん？　保健室のシスターだ」


  　廊下前方から歩いてくるシスターがいる。修道服に白衣という一風変わった組み合わせのモノトーンなシスター──この学園の養護教諭だ。


  「あらあなたたち、保健室に何か用でもあった？」


  　おっとりと微笑ほほえむシスターに、麗奈が真っ先に駆かけ寄った。


  「あの、あの、拓兄は一体どうしたんですか!?」


  「あぁ……あなたたち、軒のき原はらくんのお見舞いに？　偉い偉い」


  　マイペースに麗奈とカルガモの一人ひとりの頭を撫なでていくシスター。普段だったら褒ほめられてうれしいが、今はじれったい。


  「ごめんなさい。私もね、詳しい話は聞き出せてないの。ただ、誰か近しい人と喧けん嘩かして、拒絶されたり否定されたりしちゃったみたい。それが相当ショックだったんでしょう」


  「拒絶？　否定？」


  　耳障りな言葉がシスターの口から語られて、胸がきゅっと締め付けられる。


  　近しい人からの拒絶、否定……自分自身に置き換えて麗奈は想像してみる。それこそ拓馬に拒絶されたり、否定されたりしたら、自分はどうなるだろう。


  （……いや、考えるだけで怖い……）


  　身震いした。おなかの底から寒けがゾワゾワと這はい上がってくる。自分の手を払いのける拓たく馬まや、自分のことを怒鳴りつけてくる拓馬のことを想像してみると、ただの想像なのに泣きだしてしまいそうだ。けれど拓馬は今、想像などではなく現実としてそのような状況に身を置いているのだ。そう思うと、いてもたってもいられなくなる。


  　麗れい奈なにとって拓馬は兄であり、そして兄以上の何かだった。小等部というのはいわば児童養護施設であり、その特性上生徒間の繋つながりが強く、学友というよりも家族という感覚だ。だから兄姉である上級生が弟妹である下級生の面倒を見るのは当然で、カルガモたちのお世話をしている麗奈にも兄や姉はたくさんいる。しかしたくさんいる兄や姉の中でも特別なのが拓馬だった。それは拓馬が人一倍、家族を大事にしているからだ。他の人に言わせたらお節せつ介かいという声が聞こえてくることもあるくらいに。けれど麗奈は、お節介なくらいに世話を焼いてくれる拓馬のことが大好きだった。


  　つらいとき、悲しいとき、寂しいとき……自分が落ち込んでいるときはいつも、拓馬が傍そばに寄り添って励ましてくれた。慰なぐさめてくれた。


  　何か困ったことがあったとき、厄やつ介かい事ごとに巻き込まれたとき、嫌な顔一つせずに助けてくれて、問題を片付けたあとで一緒に喜んでくれたのもいつも拓馬だった。


  　だから拓馬のあの落ち込みようを見たとき、自分がなんとかしてあげたいと思った。今度は自分が拓馬の手助けをする番なのだと。


  　けれど、何もできなかった。


  　それがもどかしい。拓馬がつらい状況にあるとわかると自分のことのようにつらい。何もしてあげられない自分の無力さが腹立たしくさえある。


  「なー、シスター。どうにかして拓兄にいを励ましてやれないかなー？」


  　カイトが問いかける。シスターは少し考えた末、答えた。


  「そうね……。それこそ、軒のき原はらくんの近しい人に聞いてみてはどうかしら。何をすれば軒原くんは元気になりますかーって。精神的なものだからこそ、あなたたちのような子が何か力になれるかもしれないわね」


  「おー！　そうか！　それで近しい人って？」


  「ええ。たとえば弟の辰たつ巳みくんとか。幼おさな馴な染じみの小こ瀬せ村むらさんとか。あとは仲のよいご学友や、担任の先生にお話を伺うかがうのもいいかもね」


  　それを聞いて、麗奈は道が拓ひらけた気がした。自分の頭で考えて無理なら人の知恵を借りるのもいいだろう。


  「なるほどー」「けど衣い舞ぶさんはノーやな」「しっしっし。ああノーだ」「絶対、余計なことするなって叱しかられる」


  「「「「となると辰巳だ」」」」


  　拓たく馬まのためならば、なんだってしてあげたい。ただその思いに駆かり立てられて、麗れい奈なは拓馬の近しい人に話を聞いて回ることにした。


  　まずはそう、カルガモたちもこう言っているとおり、辰たつ巳みに聞いてみよう。拓馬を元気づけられる方法を──。


  



  



  「──……小こ瀬せ村むらさん。小瀬村さん」


  「っ!?　え、はい。すみません」


  　指名されていることに気づかず、衣い舞ぶは慌あわてて背筋を伸ばして顔を上げた。


  「珍しいですね。あなたが授業中に上うわの空そらになるなんて。風紀委員なのですから気を引き締めなくてはなりませんよ」


  「はい。申し訳ありません。猛省します」


  「では、教科書三十二ページの四行目から訳してください」


  　注意されてしまった。自分は生徒の模範であるべき風紀委員だというのになんてみっともない。


  　衣舞は己おのれの気の弛ゆるみを恥じ入り、気を引き締めて再び授業に臨のぞんだ。


  　が、上の空になってしまったのも仕方がないことと、内心で言い訳をしている自分もいる。


  　英文を訳し終えたその間ま際ぎわ、衣舞は右斜め前方を一いち瞥べつした。


  　そこには一つ、空席がある。拓馬の席だ。かれこれもう二日も拓馬の姿を見ていない。


  　体調不良で欠席ということになっているらしいが、拓馬は生まれてこのかた風邪すら引いたことがないような超健康優良児だ。休んでいる理由は別にあるだろう。考えるまでもなく思いつく。マリア座の舞台袖そででの一件──ひいては、拓馬がマリア座の怪人であり、ロリコンなのだという真実が明るみになった件だ。そして自分と顔を合わせたくなくて、拓馬は休んでいるのだろう。気持ちはわかる。なぜなら、自分もそうだから──。


  　いまだに気持ちの整理がついていない。


  　一つ目の懸けん案あん事項は、拓馬がマリア座の怪人であったということ。蘭らんの下着を窃せつ盗とうし、あげくステージ上で蘭を辱はずかしめた最低最悪の男──それがまさか拓馬だったなんて、一体誰が想像できようか。拓馬の言葉を信じるならば、あれはわざとではなくやむにやまれぬ事情があったとのこと。ならばもしかしたらまだ、理由次第では拓馬のことを許せるのかもしれない。


  　けれど二つ目の懸案事項、拓馬がロリコンであったという事実。これはもう、いかなる理由があろうと許せるものではない。拓馬がショルダーバッグに入れていた『芹せり香かの日記』というタイトルの冊子。気絶した拓馬を保健室のベッドに寝かせてから手にとってみたのだが……虫むし唾ずが走った。幼い女の子が、男子高校生と接触を交わしているのだから。さも女の子が望んで行為に及んでいるかのように描えがかれていたが、客観的事実としてはただの犯罪。あんなものを好むなんて、性犯罪者でなくてなんだというのか。事実それを好んでいたのがマリア座の怪人で、その正体が拓たく馬まだったのだ──。


  　そして最後の懸けん案あん事項。学内を騒がせた凶悪犯のマリア座の怪人で、かつ卑ひ猥わいな雑誌を所持しているロリコンを発見したにもかかわらず、自分は今、その男に対する処罰を見送っている。


  　そう、風紀委員としての職務の放棄だ。裏を返せば、自身も規則を破っていることにほかならない。


  　拓馬のことを、校則違反者として見ることができないせいだ。校則の番人たる風紀委員は公私混同などご法はつ度と──頭ではもちろんわかってるし、これまでその不ふ文ぶん律りつに背そむいたこともなかった。


  　しかし、今回は無理だった。なにせ相手は幼おさな馴な染じみで、長い歳月を共に過ごし、その間数々の難題や危機を共に乗り越え信頼を育んできた相棒なのだ。


  　そして拓馬の行おこないからすれば、下される懲罰ペナルテイは問もん答どう無む用ようで島流しだろう。しかも下へ手たしたら、卒業まで出てこられない。それを考えたら、とてもじゃないが拓馬のことを風紀委員上層部に報告することなどできなかった。


  　頭の中がぐちゃぐちゃだ。


  　けれど、このぐちゃぐちゃの頭をすっきりさせるためにもう一度拓馬と向かい合わなければならないのなら、いっそぐちゃぐちゃのままでもいいような気さえしていた。


  　これ以上拓馬に踏み込んですべてを知ってしまったら、自分の中にある軒のき原はら拓馬という人物が完全に崩れ去ってしまう気がする。それが怖くてたまらない。


  　拓馬が保健室から出てこないことを心配もしつつ、ホッとしている自分がいるのはそういうこと。普段ならどんな物事であろうと白黒はっきりつけたい性しよう分ぶんだが、拓馬の件に関してだけは、うやむやにしてしまいたい──。


  「辻つじヶが堂どうさん。……辻ヶ堂山やま吹ぶきさん！」


  　英語教師の刺とげ々とげしい呼びかけにハッとして、衣い舞ぶは慌あわてて居住まいを正した。またも上うわの空そらで考えこんでしまっていたからてっきり自分が注意されているのかと思ったが、それはこっくりこっくりと舟を漕こぐ山吹に向けられたものだったようだ。


  　英語教師から小言を言われるたびに、山吹は申し訳なさそうに頭を下げている。


  「まったく、あなたの居眠りはこれで何度目ですか！　風紀委員からも辻ヶ堂さんをちゃんと指導しておくように。いいですね」


  　そんなことを言いつけられてしまったものだから、衣舞は授業終了後、山吹に説教をしなければならない羽は目めになってしまった。いつもだったらすらすら言葉も出てくるのだが、今日きように限っては自分も授業中に注意されているのできまりが悪い。自分のことを棚に上げてくどくど言うのも何なので、衣舞は一言ですませてしまうことにした。


  「お互い気をつけましょう」


  「……はい、ごめんなさい」


  　しおらしく──というよりも暗く謝る山やま吹ぶき。ただまあ、山吹は居眠りの常習犯なのでまたやるだろう。相も変わらず目のクマも濃い。不ふ出来な生徒である。


  　と、ふと山吹で思い出した。


  「ねぇ、あなた最近、拓たく馬まと交流を持っていたようだけれど」


  「……はあ、まあ、そうですね」


  「その、……彼について変わったこととか、気になったこととかはないかしら」


  　ここのところ、拓馬は自分からの捜査協力の依頼をことごとく断ことわってまで、山吹との読書にうつつを抜かしていた。今になって思えば、あれはマリア座の怪人の捜査だったから断られたのかもしれないが、ともかく山吹と拓馬との仲が急接近していることは事実なのだろう。捜査協力の依頼を断る言い訳として山吹の名を出すことからもそのことが窺うかがえる。


  　ならば山吹は、自分が知らない拓馬を知っているかもしれない。


  　さすがに拓馬という人間の核心を把握しているとは思えないが、だからこそちょうどいい。核心には触れないまでも表面的に表われた変化の兆きざしがあったのなら、衣い舞ぶはそれを聞きたいと思ったのだ。しかし、


  「いえ、そういうのはちょっと……私は私のおすすめの本を教えてあげてただけですし……」


  「そう……」


  　特に心当たりはないらしい。ホッとしたような、拍ひよう子し抜けのような。


  　ただ珍しいことに、いつも俯うつむき加減で目すらまともに合わせない山吹が、衣舞をまっすぐ見つめてきた。


  「軒のき原はらくんのことは、小こ瀬せ村むらさんが一番よくわかってるんじゃないですか？」


  「…………」


  　無論本人にそんな意図はないだろうが、今の衣舞にはそれが皮肉にしか聞こえない。


  （自分でもそう思っていたのだけれどね）


  　尋ねた自分が悪いのに、山吹に苛いら立だちを覚えている自分が嫌で、衣舞は無理やり口端を吊つり上げ「そうね」と頷うなずいた。


  「──小瀬村さんいますか」


  　名を呼ばれたのでそちらを振り返ると、教室のドアのところに三年生の風紀委員がいた。その表情は硬く、何かあったのだなと衣舞はすぐに直感した。


  　その風紀委員のもとへ行くと、周囲に漏もれないよう小声で囁ささやかれる。


  「手を貸してもらっていいですか。もしかしたら捕り物になるかもしれません」


  　やはりその手の出動要請か──緊迫した様子からもただ事ではないのがわかる。


  　衣舞は気持ちを切り替えて、風紀委員の後に続いた。


  



  



  　病は気から──拓たく馬まはこの言葉を耳にするたびに、「なるほど。どうりで自分は風邪一つひかないわけだ」と感心していたものだった。なにせ気落ちしたり深く考えこんだりすることがあまりない自分は、確かにこれまで風邪というものをひいたことがなかったからだ。


  　しかし今、拓馬は逆の意味でこの言葉の信しん憑ぴよう性せいを思い知らされていた。


  　憂ゆう鬱うつでぐずぐずになったこの脳みそをいっそ砕いてしまいたいほどに最悪の気分で、そんな心境に引きずられたのか体が鉛なまりのように重く、何をする気にもなれずにいたのだ。麗れい奈なとカルガモたち、それに辰たつ巳みも一人で見舞いに来てくれたのだが、まともな応対などできないほどに──。


  「軒のき原はらくん、私しばらく席を外すけれど大丈夫？」


  「はい、平気です……すみません……ご迷惑をおかけして……」


  「いいのよ。誰だって、何もかもが嫌になってふて寝したくなることくらいあるわ」


  　養護教諭のシスターが保健室を出ていき、一人になった拓馬は自じ嘲ちようした。そうか、自分のこれはふて寝だったのかと。


  （しかし、予想だにしていなかった出来事ですからね……まさか自分が、衣い舞ぶに見放されるなんて……）


  　何度も何度も繰り返し再生されていた映像が、またも脳のう裏りに流れ始める。


  　──……ごめん、今はちょっと……無理……。


  　衣舞はそう言って、自分と顔すら合わせることなく保健室を飛び出していった。拓馬が保健室のベッドから抜け出せなくなったのはそのときからだった。


  　拓馬にとって衣舞は家族であり、幼おさな馴な染じみであり、家族や幼馴染以上の存在だった。無論そんな胸の内を衣舞に明かしたことは一度もない。いつかのクリスマスに衣舞へヘアクリップを贈ったことはあったが、そのときも言葉にはしなかった。かろうじて、言葉を呑のみ込んだ。その想おもいを口にすることはこの学園では許されざることだし、わざわざ口に出す必要もないくらいの信頼関係がすでに築かれていたからだ。


  　だから正直、衣舞が持つマリア座の怪人への対抗心と執念、ロリコンへの否定と拒絶──どちらも間近で目まの当たりにしておきながら、拓馬は心のどこかで、自分ならもしかしたら受け入れてもらえるのではという根こん拠きよのない淡い期待を持っていた。焼しよう却きやく炉ろの前で意見を交わし、見事に一いつ蹴しゆうされたあとも、いつかきっと理解してもらえるだろうと思っていた。


  　が、そんなものはただの希望的観測。現実は、無理、なのだ。


  　二人の信頼関係は脆もろくも崩れた。拓馬が衣舞を失望させ、衣舞が拓馬を拒絶するかたちで──。


  　それが苦しくてたまらなかった。たかだか衣舞一人から拒絶されただけなのに世界そのものから否定されたような気さえして、拓馬は深々とうなだれるのだった。


  　──カラカラカラ……。


  （シスター？　にしては早いですね。生徒でしょうか）


  　保健室のドアが遠慮がちに開かれる音がして、拓たく馬まは耳を澄ませる。と、一歩一歩を踏みしめるように、足音がベッドのほうへと近づいて来た。踏みしめる──といっても、その足音は軽い。その軽さで、足音の主が誰なのかは予想がついた。


  「拓兄にい？　入っても平気？」


  「ええ、どうぞ」


  　カーテン越し、神妙な声こわ音ねで尋ねられ、拓馬はふと違和感を覚えつつも来客を招き入れる。


  　しずしずと入ってきたのは案の定、麗れい奈なだった。珍しいことにカルガモたちは連れていない。そして今日きようはさほど暑くもないというのに、上はブラウス一枚という軽装だった。


  「まだ、元気ない？」


  　麗奈が見舞いに来るのはこれで二度目。ついつい自分のことで頭がいっぱいで、麗奈に心配をかけてしまっているらしい。麗奈の優しさに気持ちがいくらか温かくなるのと同時に、自分の余裕のなさが情けなく感じられ、拓馬は麗奈を安心させるために穏やかに微笑ほほえんだ。


  「そんなことないですよ、もう大丈夫です」


  　しかし拓馬自身は気づいていない。そんな微笑みすらも普段とは比べ物にならないくらいに翳かげっていることに──。


  　麗奈はきゅっと唇くちびるを結ぶと、拓馬のベッドの足下あたりに腰を下ろす。


  「……少し、お話ししていい？」


  　麗奈はそう儚はかなげに微笑む。


  　麗奈の様子がいつもと少し違うことに拓馬は先ほどから薄々感づいていた。妙に緊張しているというか、覚悟に似た何かを腹の中に抱えているような。


  　これはもしかしたら、お見舞い云うん々ぬんというよりも自分に何か相談事でもあるのかもしれない。拓馬はそう考えて麗奈の言葉に耳を傾けた。


  　が、麗奈は突然、予想外の行動に出る。


  　──ぷち、ぷち、ぷち……。


  「……え？　れ、麗奈？　一体どうしたんですか？　暑いんですか？」


  　何を思ったのか麗奈は、ブラウスのボタンを一つ一つ外し始めたのだ。


  「ちょ、ちょ、麗奈!?」


  　混乱する拓馬をよそに麗奈は止まらない。


  　ブラウスがするりとはだけて落ちる。


  　ふっと腰を浮かせるとスカートもすとんと床に落ちる。


  　脱ぎ捨てた衣服の上に首から下げていたホイッスルを落とす。


  　そして麗奈はベッドによじのぼると、足下のほうから猫のように這はい寄ってきた。


  　細められた瞼まぶたの奥、拓馬を見つめる瞳ひとみは潤うるんでいる。


  　軽く弾はずみ、とろけそうな吐と息いきは蠱こ惑わく的てきで、それを漏もらす唇くちびるとピンク色の舌は小ぶりながらも艶なまめかしい。


  　それより下は……目のやり場がない。何せ麗れい奈なはブラウスとスカートを脱ぎ捨てて、真っ白の下着一枚に真っ白のソックスというほとんど裸はだかに近い格好なのだから。


  「え？　な、へ？　こ、これはあの、一体どういうこと──」


  　夢か何かかと思うような倒とう錯さく的てきな光景に、拓たく馬まは舌をもつれさせる。反射的に上体を起こして麗奈から離れるように後ずさったが、すぐヘッドボードで行き止まり、身を強こわばらせる。


  　その間にも麗奈は大胆に這はい寄り、ついには拓馬の太ふと腿もものあたりまでやって来て、ぺたりとお尻しりを下ろした。


  　毛布越しに、柔らかく温かな肉の感触が伝わる。そして麗奈は前を隠しもしないので、膨らみかけの胸も露あらわ。


  　それが、手を伸ばせば届くどころか、少し体を傾ければ接触してしまうような、目と鼻の先にある。


  　心臓がバクバクと高鳴り、呼吸が乱れた。頭がショートしそうなほどに顔が熱くなり、何が何やらわけがわからなかった。


  　しかしそんな拓馬の混乱とは対照的に、麗奈は至って落ち着き払い、囁ささやくように話し始めた。


  「私ね、拓兄にいにすご～く感謝してるの」


  「か、感謝？」


  「うん。私ね、最初この学校に来たとき、すごく怖かったの。なんていうか、〝面倒を見てもらえる場所〟じゃなくて、〝捨てられちゃった場所〟って感じがして……。だから私最初、ずっと泣いてたよね」


  　こんな格好、体勢で何を話すのかと思えば、それはまだ二人が出会ったばかりの頃のお話。


  　麗奈が小等部に入学してきたのは、拓馬が中学二年生のときだった。


  　よく覚えている。麗奈は入学当初、いつもめそめそと泣いていた。一番最初の出会いからしてそう。入学式の数日前、新一年生たちを正門前で出迎えたのだが、麗奈は目を真っ赤かにして洟はなをすすりながら送迎の車から降りてきた。さながら幽霊屋敷か何かにでも連れてこられてしまったかのように、怯おびえきった目をしていた。カルガモたちを率ひきいるしっかり者で通っている今の姿からは想像もつかないが、麗奈はそういう子供だったのである。


  「けど、ずっとめそめそうじうじしてた私に、拓兄は根気強く付き合ってくれた。上級生がすぐに泣き出す私のことを煙けむたがって、同学年の子も私を避けるようになっても、拓兄だけは私のことを見放さないでいてくれた。たくさん遊んでくれたし、いろんなことを教えてくれた。困ってるときは助けてくれたし、迷惑かけても拓兄は嫌な顔一つせずに笑って許してくれた。寂しいときとか悲しいときとかも一緒にいてくれて、いつでも拓兄は私に優しくしてくれた。だから、『ああ、ここが私のお家なんだ。怖がることは何もないんだ』って、そう思えるようになった。それは、拓たく兄にいのおかげ」


  　麗れい奈なは、まっすぐに拓たく馬まを見つめ、照れも恥ずかしげもなく言った。それが逆に拓馬には面おも映はゆく、「買いかぶりですよ」と頭を振る。実際、そんな大それた話ではない。小等部の出身者として後輩たちの面倒を見てやるという、しごく当然の行おこないをしてきたまでのことだ。


  　けれどそんな謙けん遜そんも弁わきまえつつ、やはり内心ではうれしかった。


  　いや、ついうっかりしていたら、涙さえ滲にじませていたかもしれない。


  　あんなに泣いてばかりいた麗奈が、笑え顔がおで学園生活を送れるようになったことに。


  　トイレに行きたいという一言すら言い出せずにいたあの内気な麗奈が、カルガモたちの監督役をするほどのしっかり者に成長したことに。


  　そして何よりも、その成長を自分のおかげなどと思ってくれていることに──。


  （本当に、なんて優しい子なんでしょうね）


  　これほどまでに、麗奈という存在を愛いとおしく思ったことはない。


  　なにせ麗奈は今、拓馬の存在意義や価値すらも示してくれたのだから。


  　衣い舞ぶの件があって落ち込んでいたから余計に、麗奈に救われたような気がした。


  



  「私ね、拓兄のこと好きだよ」


  



  　麗奈は言った。眼まな差ざしは真剣でありながら、最愛の微笑ほほえみをもって。


  「私は拓兄の全部が好き。だから、拓兄の全部を受け入れて、全部をぎゅ～ってしてあげたい」


  　異性への好意を口こう外がいする──麗奈が今しがた犯したそんな校則違反など、この状況下では取るに足らない些さ細さいなこと。


  　麗奈は自身の胸への入り口をつくるように、両腕を拓馬へと差し伸べた。


  「今度は私が拓兄を慰なぐさめてあげる番。──来て」


  　麗奈が何をしようとしているのかがようやく理解できて、拓馬は麗奈を眩まぶしく思った。


  　本当に、どこまでいい子なのだろう。


  　麗奈は落ち込んでいる自分を慰めるために、校則違反を犯してまで、一いつ生しよう懸けん命めいに愛を伝えようとしてくれているのだ。


  　胸が震え、愛おしさがさらに深まる。この華きや奢しやで小さな体に詰まった底抜けの母性には神こう々ごうしさすら覚え、それに溺おぼれてしまいたい。自分のすべてを受け入れてくれるといってくれたことがうれしくて、そこに逃げ込んでしまいたい。


  　そうすればきっと、衣舞に拒絶された傷も覆おおい隠すことができる気がする──。


  　それに腹の奥底で、無視しきれぬ感情がもうもうと膨れがっているのも事実だった。


  　ゴクリと生なま唾つばを飲み下して冷静になろうと努めたが、麗奈の体を見れば見るほどそのとろけそうな肌はだ色に吸い寄せられるようだ。


  「…………っ！」


  　そして拓たく馬まが身を強こわばらせていると、


  「──あ、そっか。ごめんね。拓兄にいはあんまり体調がよくないんだったよね。いいよ、私からしてあげるから、じっとしてて」


  「っ!?」


  　麗れい奈なはなんと毛布をめくり、小さく艶なまめかしい指を拓馬のジャージのズボンに掛けた。そして覚えたての何かを暗唱するように、ぽつぽつと吐と息いき混じりで一人囁ささやく。


  「えっと、最初は舌で……そしたら口で……」


  「っ!?!?!?」


  　麗奈が何をしようとしているのか──考えるまでもなく『芹せり香かの日記』にもあったそういう場面が頭の中で間かん欠けつ泉せんのように噴出し、まるで芹香というキャラクターが本の中から出てきて今目の前にいるかのような錯さつ覚かくすら覚えた。


  『芹香の日記』で繰り広げられていたあの糸を引くような肉体の絡み合いをこれから自分たち自身で再現するのかと思うと、拓馬はもう爆発寸前で、ぶちまけてしまいたくて、そして──ズボンを下ろされるより速く、自おのずから麗奈に飛びかかっていった。


  「っ！　……～～～～！」


  　麗奈は一瞬驚いたものの、悲鳴の一つも上げずに唇くちびるを固く結び、ぎゅっと目もつぶり、なされるがままに拓馬へ身を委ゆだねる。


  　拓馬は麗奈が乗っかっていた毛布を翻ひるがえし、麗奈と体の位置を入れ替えた。麗奈がベッドに寝そべる形だ。そして拓馬は毛布を手にし、麗奈に覆おおい被かぶさっていった。


  「──……………………拓兄？」


  　しかし、そこで動きが止まった。


  　麗奈がおそるおそる目を開ける。すると麗奈はただベッドに寝かされて毛布を掛けられているだけで、拓馬はといえば枕まくら元もとに腰かけ麗奈に背を向けていた。


  「拓兄？」


  　一度隠されてしまった手前、麗奈は毛布で胸元を覆いながら上体を起こす。


  　呼びかけても拓馬は振り返らない。麗奈に指一本、触れようともしない。


  「……麗奈、ありがとうございます」


  　どこかやつれたような、けれどしっかりとした口く調ちようで、拓馬はそう言い切った。


  　それですべてを察した麗奈は、じわりと目め尻じりに涙を滲にじませる。


  「拓兄は、私のこと嫌いなの？」


  　震える麗奈の声を聞いて、拓馬はようやく振り返る。


  「まさか！　自分は麗奈のことが大好きですよ。男と女──という意味合いではないですが、自分は麗奈のことを愛いとおしく思っています」


  　本心だ。こんなにも可愛い妹分がいることが、誇り高くすらある。


  「じゃあ、私なんかじゃ無理なの……？　こうすれば男の人を元気づけられるって聞いたのに、子供の私じゃあ拓たく兄にいを元気づけてあげることはできないの？」


  「…………」


  　なるほど、麗れい奈ならしくない行動だとは思っていたが、これはどこぞの大おお馬ば鹿か者ものに吹き込まれてのことらしい。が、非常に悔くやしく、そして情けないことではあるが、少なくとも自分にとっては当たらずとも遠からずなアドバイスには違いなかった。


  　自己欺ぎ瞞まんはせずに、正直に白状しよう。衣い舞ぶの件で受けた傷から目を背そむけたい逃とう避ひ願望で、麗奈の胸に飛び込みたくもなった。


  　ただそれだけでなく、純粋に麗奈の肉体に劣れつ情じようを催もよおしたのも事実だった。


  　二次元にしか興味がなかったはずなのに、いざ女として差し出された麗奈の身体を、美しいと思ってしまったのだ。そして、触れてみたいとも──。


  　しかし、指一本触れなかった。そんな劣情を自覚したからこそ断固として。


  　麗奈をベッドに寝そべらせたときも、毛布を上う手まく利用しただけで直接その体には触っていない。


  　当たり前だ。それが守るべき節度というものだ。


  　麗奈の体に欲情したのも自分が真正のロリコンだからだが、触れなかったのも自分が本物のロリコンだからだ。


  　分ふん別べつを弁わきまえられない人間に、ロリコンを名乗る資格はない。


  　もっともそんなことは言う必要のないことなので、拓たく馬まは麗奈に語りかける。


  「そんなことはありません。麗奈の気持ちだけ受け取れれば十分なんですよ。そして自分は今、麗奈の気持ちを受け取って、元気になれました。だから、『ありがとう』なんです」


  　これも本心。行動はともあれ、麗奈の想おもいの強さには本当に励まされたし、見習わされた。


  　ぐちぐち悩んでいて何になる。自分も麗奈のように、落ち込むほどの想いがあるのなら相手にぶつかっていくべきなのだ。今、ようやく吹っ切れた。


  「本当に？」


  　麗奈が半信半疑といったように、上目遣いで尋ねてくる。


  　そんな麗奈を安心させるように、拓馬はとびっきりに破は顔がんした。


  「ええ、麗奈のおかげです」


  「……よかったぁ～～～」


  　すると麗奈も相そう好ごうを崩し、緊張感も抜け去って、ぐにゃりと毛布に突っ伏したのだった。自分が立ち直ったことに対してここまでホッとしてくれるというのがうれしくて、拓馬は麗奈の頭を優しく撫なでる。……これはやましいことではないのでロリコンとはいえセーフだ。


  「──あ、わ！　そ、そうだ。拓兄、服とってもらっていい？」


  「こ、これはすみません！」


  　いざ改まると恥ずかしくなったのか、麗れい奈なは毛布を引き寄せた。麗奈は今、下着姿で上など何も着ていないのである。


  　拓たく馬まは慌あわててベッドの上のブラウスを手に取り、そして床ゆかに落ちていたスカートを拾い上げ──ようと手を伸ばしたところで、固まった。


  　床のスカートを拾うべく腰を曲げ、視線が下がったことで、閉めきったカーテンの下の隙すき間まが目についたのだが……、


  



  　そこにはこちらにつま先を向ける複数人の足が見えた。


  



  「──え？」


  　誰かがカーテンの向こうにいる──その事実に、驚くだとか、信じられないだとか、そんな感情が起こる暇ひますらなかった。


  



  「突入！」


  



  　鋭するどい声が保健室に響き、閉め切られていた三面分のカーテンが一斉に開いた。


  　それと同時に、二人分の影が拓馬に飛びかかってくる。


  　拓馬は咄とつ嗟さに抵抗しようとしたが、しかし相手は手て練だれだった。そのうえ一人は薙なぎ刀なたを手にしていた。


  　脛すねを狙ねらう薙刀の一突きを跳ちよう躍やくしてかろうじて避けたが、宙に浮く拓馬のこめかみを、二人目の放った痛烈な浴びせ蹴げりが襲おそう。


  「ぐっ！」


  　なんとか腕でガードしたもののその威い力りよくは凄すさまじく、拓馬の体は床に叩たたきつけられる。そして間かん髪はつを容いれずに腕を極きめられ、完全に制圧されてしまった。


  「犯人確保！」


  　拓馬の背中に乗っている男が叫ぶ。


  　状況が呑のみ込めてきた。今自分を取り押さえているのが何者なのかも。


  　しかしこんな状況に陥おちいるような心当たりが──と、考えかけたところで、戦せん慄りつが走った。


  　こんな状況に陥りうる、最悪の可能性──まさかと思いつつ、拓馬は必死に首だけを持ち上げてベッドを見やる。


  　すると、風紀委員の腕章をつけた男が毛布にくるまる麗奈に駆かけ寄り、毛布ごと麗奈を抱きかかえて叫んだ。


  「被害児童、保護しました！」


  　被害児童──その単語に、拓たく馬まは頭が真っ白になった。最悪の可能性が、現実として自みずからの身に降りかかっているのだから。


  「軒のき原はら拓馬！　強制わいせつの現行犯で身柄を拘こう束そくする！」


  　拓馬を取り押さえている風紀委員が背中で怒鳴る。


  　嫌な汗がどっと噴き出し、拓馬は事情を説明しようと首をひねる。


  　と、その先で、一つの視線とかち合った。


  　おそらく、援えん護ご役やくとしてそこに配置されていたのだろう。渦か中ちゆうから一歩離れたところから、愕がく然ぜんとした表情でこちらに弓矢を向けている風紀委員の女子がいる。


  　心臓が破裂しそうな焦しよう燥そう感かんに駆かられ、拓馬は叫んだ。


  「違うんです！　誤解です！　衣舞！」


  　しかしすぐに拓馬は口にタオルを噛かまされ、無実の訴えさえも封じられる。


  　そして本来ならば同僚である風紀委員に、それこそ重大な校則違反を犯した生徒を拿だ捕ほしたかのような荒々しさで生徒指導室へ連れていかれてしまった。


  　この学園における生徒指導室とは、警察機関でいうところの取り調べ室であり、留置場である。ここで拓馬は、現行犯ということもあってか弁解の余地すら与えられず、異例の早さでその日のうちに処罰を下されることになった。
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  　拓たく馬まに与えられた懲罰ペナルテイは、離島にあるヨット部への強制入部──通称〝島流し〟。


  



  　そして同時刻、第一女子寮のとある一室で、風紀委員会による立ち入り捜査が行おこなわれた。


  　結果、入室者の一人が重大な校則違反の容疑で身柄を拘こう束そくされることになる。


  　容疑は、『卑ひ猥わいな創作物』の所持及び、軒原拓馬への供与。


  　身柄を拘束されたその容疑者の名は、辻つじヶが堂どう山やま吹ぶき。


  Ｃｈａｐｔｅｒ．５：地を吸い咲きし蘭らんの花


  



  　辰たつ巳みは憂ゆう鬱うつだった。厄やつ介かいなことになってしまったな、と。


  　いや、本来なら厄介事は嫌いじゃない。このつまらない学園生活では十分な退屈しのぎになるから。


  　しかしその厄介事にもいろいろと種類がある。要は自分が楽しめるかどうかが肝心で、そして今回はどう転んでも楽しめるようなものではなさそうだった。


  　辰巳に降りかかった厄介事とは、次期会長を期待されての与よ会かい入りである。それそのものは非常に魅力的なのだ。与会の裏側を覗のぞけるし、拓馬のためにスパイごっこをするのも楽しそうだった。


  　しかし辰巳は現与会のボス、織おり衛え大だい地ちから聞いてしまったのである。


  　与会が設立された本当の理由を。なぜ辰巳が次期会長候補であるかを。そしてこの話の中心には、絹きぬ針ばり蘭がいることを……それらはとてもやる瀬なく、辰巳の気分を落とすものであった。


  　はっきり言って、大地から話を聞いた今、与会の生せい殺さつ与よ奪だつは辰巳の手に握られていた。拓馬にたれ込めば風紀委員としての権限と組織力をもって一気に与よ会かいを壊かい滅めつに追いやることができるだろう。それも、脳のう内ない解かい放ほう区くは一切の痛手をこうむることもなく。


  　だから拓たく馬まを第一に考えるのならすぐにでもそうするべきだろう。しかし辰たつ巳みにはそれができずにいた。というのも、蘭らんの存在がネックになっていたからだ。


  　そこで辰巳は拓馬に相談しようとした。どのように立ち回ればすべて納得のいくかたちで与会を壊滅に追い込めるだろうかと。


  　しかしこんな肝心なときに限って、拓馬は体調を崩して寝込んでしまったらしい。


  　あの馬ば鹿かみたいに健康な兄が体調不良になったなど信じられず、辰巳は一度保健室に様子を見にいった。


  「あ────────────う───────────あぁぁぁ……」


  　すると拓馬は、ほんとに今にも死にそうになっていた。いや、なんならもう死んでいるのかもしれない。ミイラのように干からびて、頭上を旋せん回かいする小バエが天使の輪っかを象かたどっていた。


  　一体何があったのかと問い質ただしてみても「あー」だの「うー」だのうめくだけで話にならず、とても相談どころの話ではなかった。麗れい奈なとカルガモがわざわざ拓馬を元気づける方法は何かないかと聞きにきたりもしたが、こんなことは辰巳にとっても初めての経験だったので答えてやれなかった。


  　ともかく拓馬は使いものにならず、辰巳は一人でこの厄やつ介かい事ごとを背負い込むことになってしまった。


  　楽しめないとわかっている厄介事ほど気が滅め入いることはなく、元々やる気のなかった蘭の付き人業もいよいよ億おつ劫くうになっていた。


  



  



  「──はーい、お疲れさん。一いつ旦たん休憩」


  　稽けい古こを終えて監督の合図で休憩に入り、蘭は額ひたいの汗を拭ぬぐいながら客席を見下ろした。そして口をへの字に曲げる。


  　客席にいるのは監督や演出などの演劇部員だけで、そこにいるべき人間の姿が見当たらない。あれだけ自分から離れるなと言っておいたのに一体どこをほっつき歩いているのだろうか。


  　ハートの女王の衣装をまとったまま、蘭はドレスの裾すそをちょいとつまんで足早にステージを降りた。そしてロビーに出てみると大道具や小道具が作業をしており、その中に見つけた。付き人の姿を──。


  「辰巳くん、そっち持っといて」


  「うーっす」


  　大道具の部員の指示に従い、辰巳は屋や台たいの一部を持ち上げ支える。


  「この辺の小物をまとめて箱の中に入れて、壁際に積んでおいてくれる？」


  「うーっす」


  　小道具の部員の指示に従い、辰たつ巳みは木箱を整理する。


  「辰巳くん見かけによらず力あるんだね。キビキビ動いてくれるし、助かるよ」


  「あざーっす。──あ、その荷物重いでしょう。俺おれ持ちますよ」


  　そして小道具の班長に褒ほめられると愛あい嬌きようを振りまき、イキイキとした笑え顔がおで自みずから手伝いを買って出るのであった。いわば主人たる自分と一緒にいるときには終始仏ぶつ頂ちよう面づらでいるくせに、だ。


  「ちょっと！　軒のき原はら辰巳！」


  「なんだよ」


  　蘭らんが声をかけた途端、辰巳はうんざりしたように顔をしかめてこちらを振り返る。先ほどまであんなに楽しそうにしていたのに露骨なまでに態度を変えて、なんて失礼な男だろう。


  　まあ、態度が悪いのはいつものことだ。不満ではあるがまだ許せる。しかし付き人としての義務をまっとうしていないことだけは抗議せねば気がすまない。


  「なんだよじゃないですわ！　私わたくしの練習中も警戒を怠おこたらずにちゃんと周囲に目を光らせていなさい！　なに道具班の手伝いなんてしてるんですのよ！」


  　辰巳が付き人になってくれたときはこれでもう安心だとホッとしたものだ。事実辰巳は、狩かり野のが自分を脅おどかしに現れたときにも素晴らしい働きをしてくれた。原因が自分にあっただけに少しばかりばつが悪い思いもしたが、狩野をあっという間まに取り押さえ、かつ二度と自分に手を出さないと約束させた辰巳のなんと勇ましかったことか。自分を守るべく狩野に果か敢かんに立ち向かっていくその後ろ姿には、胸が高鳴るほどの頼もしさを覚えた。


  　しかし昨日きのう、バンダナとアイマスクで顔を隠した怪しい男が現れたことにより、蘭の中で眠っていた恐怖心や不安感がぶり返してきてしまった。


  　やはりこの学園には怖い人が潜ひそんでいるのだ──そう思うと、側そばに辰巳がいてくれないと不安で仕方ない。


  　しかしそんな人の気も知らないで、辰巳は平然と言う。


  「練習中は他の部員さんも周りにいるんだから俺が見ていてやる必要ねーじゃん。俺はマリア座にはいるんだし、何か出たときに呼びゃあすぐ駆かけつけてやるから心配すんな。──あ、それ俺も手伝うっすよー」


  　そして蘭を放って、とっとと雑用に逃げてしまった。


  「おーありがとう助かる。辰巳くん、部活入ってないんでしょ？　もういっそ演劇部に入っちゃいなよ」


  「そう言ってもらえるのはうれしいんですけど、俺飽あき性しようなんで一つのとこにいられないんすよねー」


  　道具班の部員たちとすっかり意い気き投とう合ごうしている辰巳。


  　蘭は地じ団だん駄だを踏みながら言いつける。


  「～～～～！　の、軒のき原はら辰たつ巳み！　そんな雑用にうつつを抜かすくらいなら私にお茶の一つでも用意なさい！」


  　しかし部員と辰巳は……


  「へー、だから色んな部活の助すけっ人とみたいなことしてんだ。とんでもない運動神経なのにもったいないって、いろんな部の連中が言ってるよ？」


  「いえいえ、俺なんて兄貴とか衣い舞ぶちゃんに比べたら全然っすよ。けど、声かけてくれればいつでも手ぇ貸しますんで。どうぞ使ってやってくださーい」


  　蘭らんのことを思いっきり無視するのだった。


  「ちょっと！　こっちを見なさーい！」


  



  



  　そしてその日の稽けい古こ終了後。蘭がステージ上から客席を見渡してみても、やっぱりそこに辰巳の姿は見られなかった。このあとは衣装部屋へ行き、そして女子寮まで蘭を送り届けるのが辰巳の本来の仕事である。なのにその辰巳がいないものだから、蘭はまっすぐ衣装部屋へは戻らずに、わざわざ辰巳を捜しにいった。


  　すると辰巳は通路の端で、何人かの部員と談笑しながら小道具のサーベルを磨いているところだった。


  　楽しそうだなと、素直にそう思った。まるで何年も前からこの演劇部に所属しているかのように、辰巳はその輪に溶け込んでいた。


  　そしてそれが、蘭を苛いら立だたせる。


  （……何なんですのよ、一体）


  　付き人の義務をまっとうせずに遊んでいることが腹立たしいというのもある。


  　しかしそれよりも蘭の心中に爪つめを立てているのは、自分なんかよりもずっと、辰巳のほうが演劇部員たちと打ち解けていることだ。そして演劇部でも指折りの演技力と容よう姿しと人気を誇る自分に対するものよりずっといい笑え顔がおを、部員たちが辰巳に向けていることだ──。


  「じゃああと頼むよ。適当なとこで切り上げていいから」


  「はーい、お疲れさまでーす」


  　遠目に様子を眺めていると、辰巳以外の部員は他に用事でもあるのかどこかへ行ってしまった。辰巳は一人その場に残されても、手抜きなどせず黙々とサーベルを磨き続けている。


  「やけに演劇部に馴な染じんでいますわね」


  　蘭が声をかけると、辰巳はこちらを見向きもせずに答えた。


  「あぁ、気持ちのいい人たちだよな。居心地がいいよ」


  「居心地がいい？　ふぅん、そうかしら。私わたくしは一度もそんなこと思ったことがないですけれど」


  　釈しやく然ぜんとせずに蘭らんは口を尖とがらせる。と、


  「……お前まさか、ひがんでんのか？　新しん参ざん者ものの俺おれが部員さんたちと仲良くやってるから」


  「っ!?　そ、そんなわけないでしょう！　別にあなた方がどれだけ楽しそうにしてても私わたくしには関係ありませんわ！　お友達でもなんでもありませんもの！」


  「おいおい図ず星ぼしかよ」


  　辰たつ巳みは呆あきれたようにため息をついた。辰巳に呆れられるとは何たる屈くつ辱じよく。


  「～～～～っ！　大体どうしてそんなにすんなりと演劇部に受け入れられているんですのよ！　おかしいですわ！」


  「俺は行儀は悪いかもしれねーけど礼儀は欠かねーからな。お前は逆。行儀だけよくって礼儀を知らねえ。だからだろ」


  「…………っ」


  　悔くやしくて蘭が喚わめくと、辰巳にそう返されてしまった。


  　そしてそれへの反論は、咄とつ嗟さには口から出てこなかった。


  　それがなんとも悔しく、もどかしかったが、しかし辰巳はふと穏やかに口く調ちようを緩ゆるませてこう続けた。


  「……けどまあ、狩かり野の先輩に灸きゆうを据すえられてからのお前はなかなか悪くないかもな」


  「え？」


  「今の調子なら、友達になってやってもいいかなって思ってくれる人はいると思うぞ」


  　言われた瞬間、一本の蝋ろう燭そくに火をくべられたようにぽわっと胸が温かくなった。狩野に脅おどかされて以降、実は蘭は反省し意識的に態度を改めるように努力していたのだ。もっとも、辰巳に言われるがままにそうしたように思われるのは癪しやくだったし、恥ずかしかったので、そんな努力をしていることなど一切口にしなかったが……。


  （そう……気づいていてくれたのですね）


  　それがとてもうれしくて、心の奥のほうがくすぐったくて……。


  「──ふ、ふん！　当然ですわ！　私のお友達になりたい方で長ちよう蛇だの列ですわ！　そ、そんなことより衣装部屋までエスコートしてくださる？　さ、ほら」


  　けれど褒ほめられて喜んでいることを悟られるのも悔しいので、蘭は自みずから話題を打ち切り辰巳を急せかす。


  「めんどくせー……」


  「めんどくさいじゃない！　マリア座の怪人が現れているんですのよ!?　次またいつ襲おそいにくるやもしれないというのに……もっと危機意識というものを持ってくださるかしら」


  　蘭が小言を漏もらすと、辰巳はサーベルから目を上げる。


  「マリア座の怪人がいつ現れたって？」


  「昨日きのうの……あのアイマスクの覆ふく面めん男おとこですわよ」


  「いや、だからあれは違うって。あの人は本当に俺おれに用があったんだよ」


  　辰たつ巳みは鼻で笑いながらそう言う。


  「ほ、本当ですの？　私わたくしを不安にさせないためにそう言っているのではなくって？」


  「ぶはは、お前って結構想像力豊かだよな。安心しろ。俺はお前にそんな気遣いなんかしねーから。出たら出たって言う」


  　それはそれで釈しやく然ぜんとしないが、どうやらくつくつと笑う辰巳の横顔を見る限り、本当に昨日きのうの覆ふく面めん男おとこはマリア座の怪人ではなかったようだ。蘭はホッとして、逆に辰巳を心配する。


  「そう……。けれど大丈夫でしたの？　本当にご友人というわけではなかったのでしょう？」


  　マリア座の怪人ではないにしても木刀なんて手にしていた男だ。ただ事ではなかったはず。しかし辰巳は「超余裕ーっす」と、なんでもないように手をひらひらと振るだけだった。あれは誰で、何の用があったのかは明かすつもりがないらしい。


  「そ、そんなことよりさっさと帰りますわよ！　そもそもお忘れですこと？　私がレストランのお食事をご馳ち走そうして差し上げる代わりに、貴方あなたは私の付き人として働く。つまりこれは契約ですのよ？　なのに今のこの状況、契約不ふ履り行こうもいいところですわ。こんなありさまではとてもお食事をご馳走して差し上げられませんわよ？」


  　少し長話が過ぎたようだ。蘭は辰巳の重い腰を上げさせるべく、付き人の依頼を完かん遂すいした暁あかつきに待っているご褒ほう美びをちらつかせた。餌えさで釣れば辰巳のことだから言うことも聞くだろうと高たかをくくっていたのだ。


  　しかし、


  「……別にいいよ」


  「え？」


  「元々レストランに行きたくて付き人を引き受けたわけじゃねーし」


  　辰巳は急に憮ぶ然ぜんとして、吐き捨てるように答えた。


  「え？　そ、それじゃあなぜ私の付き人に？」


  「……べっつにー」


  　蘭の問いにも、辰巳はどこか歯切れが悪い。


  「──うっし。帰るか。さっさと行くぞ」


  「だからさっきからそう言ってるではありませんの！」


  　そしてこの話題から逃げるように、辰巳はサーベルを片付けてさっさと歩き出した。


  



  



  「本当に、ほんと～～～～～にいりませんの？　お食事。後になってやっぱり行きたいなんて言っても遅いですわよ？　通常だったらメニューにも載っていない、高級食材をふんだんに使った特別フルコースですのよ？」


  「しつけーなー！　いらねーっつーの！」


  　マリア座から中等部女子寮までの帰り道、何度確認をとっても辰たつ巳みは頑かたくななまでにご褒ほう美びのレストランでの食事を断ことわった。


  　なぜだろう。腑ふに落ちない。あんなにあのレストランを気に入っていたのに……と、やや考えこんで蘭らんはハッとした。


  （──え!?　やっぱりこれってそういうことかしら!?　ご褒美目当てじゃなくて私わたくしの付き人を引き受けたということは、私のことを守りたいから!?　つ、つ、つまり軒のき原はら辰巳は、私にほ、惚ほれているとか!?）


  　ここまで来るともうそうとしか思えず、蘭は斜め前を歩く辰巳の背中を凝ぎよう視ししては、じわじわと体温が上昇していくのを感じていた。


  　しかしすぐに、浮かされていた熱も冷める。


  　前方を、四人組の中等部女子が固まって歩いているのを見つけたのだ。


  「お前のおトモダチじゃん」と辰巳も気づく。その四人組は、普段蘭が引き連れている取り巻きたちだ。


  「ええ、そうですわね」


  「行かねーの？」


  「もちろん行きますわよ」


  　取り澄まして蘭は言うが、内心では億おつ劫くうで仕方がなかった。しかし鉢合わせしてしまったからには行かないわけにもいかず、蘭はスイッチを切り替えて上品な笑え顔がおを浮かべた。


  「みなさーん」


  　蘭が優雅に歩み寄っていくと取り巻きたちもまた蘭に気づいて、にこやかに、淑しとやかに蘭を迎え入れる。


  　しかしその麗うららかな上うわっ面つらでひそひそと語られるのは、ほんの数メートルという距離にいる辰巳への悪あく辣らつな陰口だ。


  「あら絹きぬ針ばりさん！　なんだかご無ぶ沙さ汰たでしたわね」「それからどうです？　彼、使えます？」「──そう、たかだかお食事をご馳ち走そうするだけでそんなに働くなんて、犬みたいですわね。さすがは小等部上がり」「──え？　お食事を断ってる？　それってもしかしてつけあがっているのではありませんか？　そのうちお食事以上のものを要求されるかも」「本当にさもしいですわね。これだから貧乏人は嫌ですわ」


  「あはは。そうですかしらね。そうかもしれないですわね」


  　むき出しの階級意識と差別意識、口々に浮かべる嘲ちよう笑しよう──これが自分の友人だ。


  　辰巳と演劇部員たちが輪になって談笑していたときのようないい顔の人間は、自分を含めて一人もいない。


  　本当にうんざりしてしまう。せっかく辰巳に褒ほめられた努力が、すべて水の泡になっていく。


  　そしていつものことながら、自己嫌けん悪おと恐怖に陥おちいってしまう……。


  　しかしそれら後ろ暗い感情や本ほん音ねを覆おおい隠すのは得意だ。加えて今日きように限っては、取り巻きたちの陰険な会話の中にもためになるヒントがあった。


  「そうそう絹きぬ針ばりさん。実は今、遊園地へ遊びにいく予定を立てていたところなんです。今月末にでもご一緒にどうかしら」


  「遊園地……」


  　その単語を耳にした蘭らんは、妙案をひらめいた。


  　振り返って見ると、辰たつ巳みはもう自分は用なしと判断したのか、すでに男子寮へと歩き出していた。蘭はその背中を小走りで追いかけ、呼び止める。


  「お待ちなさい、軒のき原はら辰巳」


  「なんだよ。おトモダチがいるんだからもう俺おれが女子寮までついてってやる必要ねーだろ」


  「そうではなくて、提案があるのです。今月末に彼女たちと遊園地へ遊びにいくことになったのですが、どうでしょう。レストランでのお食事でご満足いただけないというのなら、その遊園地にご招待いたしますわ」


  「……は？」


  「もちろん、その日にかかる入り用はすべて私わたくしが負担いたします。なんなら前回同様、悠ゆうさんをお連れになっても構いませんわ。お二人分まとめて私が都合して差し上げます」


  　これが蘭の妙案。


  　辰巳は取り巻きたちが言うような、食事以上の見返りを要求するような男ではない。きっと何か思うところ──たとえば自分への好意ゆえの遠慮とか──があって食事を辞退しようとしているのだろう。


  　しかしだ。蘭としても辰巳には、ご褒ほう美びを受け取ってほしいのだ。それは純粋に辰巳への礼をちゃんとしたいというのもあるし、それにちょっとだけ、辰巳に対していい顔をしたいとか、辰巳と出かけたいだとか、そういう気持ちもある。


  　そこで提案したのだ。なんとなくイメージ的にではあるが、辰巳が喜びそうなご褒美──遊園地への招待を。


  「遠慮なんてしなくていいですのよ。私はぜひ、あなたにお礼をしたいと思っているのですから。いかがかしら？」


  　蘭は得意満面で辰巳に問う。これならきっと、頑固な辰巳も折れて素直にご褒美を受け取ってくれることだろう──そういう自信があった。


  　しかし、


  「……はあ～～～……そういうことじゃなくてだな……いや、もういいわかった。俺も腹くくる。絹針、先にあいつら帰らせろ。話がある」


  　辰巳から返ってきたのは深く盛大なため息と、人払いの指示だった。


  「彼女たちがいてはできない話ですの？」


  「ああ」


  　妙に真面目まじめぶった顔つきで辰たつ巳みが頷うなずくので、蘭らんはドキリとしてしまった。そして辰巳の申し出を素直に聞き入れ、蘭は取り巻きたちを先に女子寮へと帰らせる。


  　取り巻きたちが十分に離れていくのを見送りながら、蘭はいそいそと髪の乱れを整え、制服も正し、それから辰巳のもとへ戻る。


  「さ、さあ二人きりですわよ？　話ってなんですの？　──も、もし彼女たちと一緒に遊園地にいくのが嫌というのでしたら、仕方がありませんから私わたくしとあなたの二人で行くこともやぶさかでは──」


  　腹をくくって二人きりにならなくてはできない話──一体なんだろうかと考えると妄もう想そうが止まらず、落ち着かなくて、ついつい言葉を出しゃばらせてしまう。


  （『好きです。付き合ってください』なんて言われたらどうしたらよいのかしら!?　校則違反よね!?　け、けど、こっそり逢あい引びきなさってる人たちなんてザラにいますし、問題ないですわよね！　ただお付き合いした後も私が優位に立つためには、簡単に『私もです』なんて言わないほうがいいのかしら!?　『仕方ないから付き合ってあげますわ』？　いや、でも、そんな言い方をしてお気を悪くさせたら──）


  　そしてそんなことまで頭の中でぐるぐる考え出す蘭だが、しかし、現実は残酷だ。


  「そろそろ幕引きだ、絹きぬ針ばり」


  　浮かれる蘭とは対照的に、辰巳は無機質なまでに冷ややかだった。


  「幕引き？　……一体なんの話ですの？」


  



  「お前、金持ちでもなんでもなくて、俺とおんなじ特別保護児童なんだろ？」


  



  「ッ!?」


  　心臓が止まるかと思った。


  「そんなやつの口からレストランだの遊園地だの……。ったく、聞いてらんねぇよ」


  　頭が真っ白になる。


  　呼吸の仕方を忘れてしまったかのように口をパクパクさせ、うまく息ができない。


  「ど、どうしてそれを……」


  「まあ、ある人から聞いてな」


  　辰巳は言葉を濁にごしたが、蘭はすぐに感づいた。というより、自分のその秘密を知っている生徒といったらこの学園に一人しかいない。


  「──大だい地ち？　大地なのね!?」


  　もはや蘭に、取り澄ましたりする余裕はない。感情をむき出しにして、噛かみ付くように辰巳に詰め寄っていく。


  「どこまで、……知っているの……？」


  「たぶん、全部」


  「…………！」


  　愕がく然ぜんとし、もはやまともに辰たつ巳みと目すら合わせられず、蘭らんはぐしゃりと顔を歪ゆがめて俯うつむいた。


  　そして、


  （……ま、そりゃあショックだろうな。とんでもねー隠し事を俺おれなんかに知られてちゃあ）


  　虚きよ飾しよくを剥はがされた学園のアイドルを見下ろして、辰巳もまた苦虫を噛かみ潰つぶしたのだった。辰巳が大だい地ちから教わった真実は、学園のアイドル・絹きぬ針ばり蘭という人物像を根底から覆くつがえすものであったのだから──。


  　江戸時代より続く老舗しにせの呉ご服ふく屋や、絹針家──最盛期には時の為い政せい者しやすらをも動かすほどの力を持っていたその家は、確かに実在する名めい家かだ。


  　いや、実在していた、というほうが正しいだろう。実は絹針家は近年に入って急速に衰すい退たいし、三年前には莫ばく大だいな借金を抱えて没落しているのである。


  　没後の絹針家は大変だったらしい。私財のほとんどを差し押さえられ、衰退の歯止めをかけようと黒いつながりをも持ってしまっていたためそちらからの取り立ても激しく、一度は蘭など誘ゆう拐かいされて身売りされるところであったらしい。まさしく骨ほねの髄ずいまでしゃぶりつくされ雲隠れを余よ儀ぎなくされた絹針家の父は、せめて蘭は無事に育つようにと旧知の仲である校長の斉さい木きに頼み込み、異例ともいえる中等部からの特別保護児童枠入学を果たしたのだ。


  　つまり蘭は、よいお家柄のお嬢様などではない。辰巳同様、学園に養ってもらっている側の人間なのである。


  　無論、金など持っているはずがない。


  　にもかかわらず、なぜ蘭はお嬢様たりうるほどの羽は振ぶりのよさを維持できていたのか。


  　その謎なぞにこそ、与よ会かいの秘密が隠されている。


  「お前さ、与会って知ってる？」


  「ヨカイ？」


  　辰巳の確認に、蘭は眉まゆをひそめた。これは別にそらとぼけているわけではない。大地から得た前情報どおり、蘭は本当に与会の存在すら知らないのだ。


  「そういえば前にもそんなことを言っていましたけれど、一体何なのですの!?」


  （さて、どう転ぶかな……）


  　正直、出たとこ勝負だ。これから先、蘭と自分がどうなるかは蘭次第。


  「いいか、よく聞けよ。与会ってのはな──」


  　与会という地下組織の存在と、その与会が蘭とどのような関係にあるのかを、辰巳はすべて暴ばく露ろした。


  



  



  「──……大だい地ちと話すことがあります……」


  　辰たつ巳みからすべてを聞いた蘭らんは、しばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつとし、その場にへなへなとへたり込んでしまったほどだった。しかし数分の沈黙の末に、そう言って毅き然ぜんと立ち上がった。


  　寮の内線を使って取り次いでもらえば、特定の生徒と連絡をとることができる。辰巳はそれを利用して、織おり衛え大地をチャペル近くの庭園に呼び出した。「与よ会かいのことで話がある」と言って。


  　大地は何の疑いもなくやって来た。しかし、辰巳の傍かたわらに蘭が控えているのを目にした瞬間、凄すさまじい剣けん幕まくで辰巳にすごんだ。


  「……これはどういうことだ。軒のき原はら辰巳」


  （ううお……この人、やべぇ……！）


  　蘭には与会の存在やその繋つながりを知られてはいけないと、強く念を押されている。その掟おきてを辰巳が破ったことを瞬時に察した大地は、尋じん常じようではない怒ど気きをほとばしらせる。


  　以前、蘭といるときに襲おそわれたあれは、本当にただのじゃれ合いだったのだなと痛感した。


  　ただでさえ屈くつ強きような体がまるで一回りも二回りも大きくなったように見え、一度その隻せき眼がんと目を合わせてしまったら、槍やりで眼球を釘くぎ付づけにされたように視線をずらせない。


  　額ひたいといわず背筋といわず、全身に冷や汗が流れる。殺意が人の皮を被かぶって歩いているかのようなその圧力に、辰巳は完全に呑のまれた。


  　さすがは与会という組織をまとめ上げるだけの胆たん力りよくの持ち主だ。過去に、誘ゆう拐かいされそうになった蘭を守るため、片目を失いながらも裏社会の人間を迎え討ったという逸いつ話わも納得である。辰巳は拓たく馬まのことをこの学園で最さい高こう峰ほうの実力の持ち主だと思っていたが、その拓馬をもってしてもこの男には敵かなわないのではないだろうか。


  　はっきりいって、ヒトとしての次元が違う。


  　代々執しつ事じとして絹きぬ針ばり家けに仕つかえ、絹針家没後も忠義に報むくいんと絹針家の一人娘の蘭を追い、一般編入でこの学園に入ってくるような人間は、根本から使命感の強度が違う。


  （あー……やばい。最悪の場合はさっさと逃げて兄貴んとこに駆かけ込むつもりでいたけど、俺おれこの人から逃げ切れないんじゃね……？）


  　きっと大地はこれまでも与会に楯たて突つく者や裏切り者、失敗者を何人も粛しゆく清せいしてきたのだろう。そして今度は自分の番なのかもしれないと、辰巳は本気でそう思った。なにせ、そうなる可能性が十じゆう二に分ぶんにありえるのだから。


  　辰巳の命めい運うんを握っているのは、他の誰でもなく蘭なのだ。


  「どうやら俺の見込み違いだったようだな」


  　大地はどすの利いた声でそう漏もらし、ずんと一歩、辰巳に近づく。


  　ただそれだけで辰巳の膝ひざは笑い出し、一歩後ずさる。


  （あああああああああああ！　怖え！　この人マジで怖え！　くっそ！　うまいこと取り計らってやろうなんて思うんじゃなかった！　さっさと兄貴にたれ込んどきゃよかった！）


  　激しい後悔が吹き荒れたが、辰たつ巳みは逃げ出したくなる足を必死でその場に縫ぬい止める。


  　と、


  「大だい地ち、確認したいことがあります」


  　ようやく、蘭らんが口を開いた。大地の歩みも止まる。


  　しかしまだ安心はできない。辰巳にとっての死活問題はここからなのだ。


  「はい、なんでしょうか」


  「貴方あなたが与よ会かいという地下組織を運営しているというのは、本当なの？」


  　この問いを蘭が口にした瞬間だった。


  　四、五メートルはあったはずの辰巳と大地の距離がゼロになり、


  「口止めはしたはずだ」


  　大地が目と鼻の先でそう冷ややかに言い放っていた。


  「っ!?」


  　まるでコマ落としした映画のワンシーン。辰巳からしたら、瞬またたきをしてる間に大地が目の前にいたようなもの。


  　そして息を呑のんでいるその間に、荒く削ったボウリング玉のような拳こぶしが、砲ほう弾だんのごとき速度で辰巳の眼前にまで迫っていた。


  　死──その一文字が脳のう裏りに浮かんだ。


  　しかし、


  「大地！」


  　蘭の一いつ喝かつで大地の拳はピタリと止まり、辰巳の顔面陥かん没ぼつの危機は、首の皮一枚で免まぬがれた。


  「答えなさい」


  　蘭は辰巳をかばうように大地との間に割って入り、大地に面と向かい合う。


  　すると蘭の視線から逃のがれられなくなった大地は、恭うやうやしく身を引いて質問に答えた。


  「はい。私が与会を運営しております」


  「……次の質問ですわ。お父様が織おり衛え家けを通して自由に使えるお金を私わたくしに工く面めんしていると、あなたからずっとそう聞かされてきましたけれど、これは本当なの？」


  「…………」


  　大地の顔が、痛々しげに歪ゆがんだ。それを見た蘭の顔も歪んだ。


  「答えて」


  「……大変申し訳ありません。それは事実とは異なります」


  「では、毎月あなたから私に手渡しされていたお父様からのお小遣いとやらは、一体どこから調達されていたのですか」


  



  「与よ会かいの売り上げの一部でございます」


  



  　そう、それが与会という組織の持つ秘密。無論このことを知っているのは、今この場にいる三人だけ。与会の構成員すら知らない事実。


  　与会というのはそもそも、蘭らんに金を納めるために大だい地ちが設立した組織なのである。


  　だから大地は、蘭のために体を張れる辰たつ巳みを次期会長候補としてスカウトしたのだ。大地がこの学園を卒業したあとも自身の代わりに与会を管理運営し、蘭に付き従いながら金を供給できるお役目として──。


  　しかし、ここまでは所しよ詮せん前置き。蘭による事実確認だ。この事実を知ったうえで蘭がどうするか、それこそが一番の肝きも。


  　辰巳は蘭が──いや、蘭と大地がどのような答えを出すのか、静かに見届けることにした。


  



  「──即刻、与会とやらを解散させなさい」


  



  　はっきりと、迷いなく、蘭は大地に言い渡した。


  「し、しかし……！」


  　うろたえる大地。


  　そして辰巳は、一生忘れることはないであろう場面を目まの当たりにする。


  「今までのことは感謝していますわ。けれど、もういいの。呉ご服ふく名めい家かの一人娘・絹きぬ針ばり蘭は、あなたに手を汚よごさせてまで演じなければならないような役ではないですわ」


  　一点の曇りもない、深い慈愛と感謝にあふれた穏やかな笑え顔がお──辰巳が初めて見るそんな笑顔を、蘭は大地に向けたのだった。


  　しかし大地は食い下がる。


  「で、ですが！　その……周囲の者がどう思うか！」


  　いよいよ大詰めだ。


  　そもそもなぜ蘭は特別保護児童でありながら、さもお嬢様であるかのように振る舞ったのか。そしてなぜ大地は、父親からだと嘘うそをついてまで蘭に金を渡し続けていたのか。


  　前者はしごく単純な話。蘭は実家が没落して特別保護児童となったことにコンプレックスを抱いだいていた。そして聖ひじりヶが原はら学がく園えんというのはただでさえ、良家の出身者が多数いる学園である。だから蘭は名家で育てられてきたという自負心をこじらせて、入学当初についつい見栄を張ってしまったのだ。絹針家はいまだ健在であり、自身も名家の一人娘であると──。


  　一度ついてしまった嘘、取り繕つくろってしまった見栄は容易に引っ込められるものではない。けれどずるずるとお嬢様を演じて後戻りできなくなった頃には、なけなしの貯金は底をつく。


  　名家・絹きぬ針ばり家けの一人娘としての人格が自他共に定着してしまい、今さら嘘うそだったことが周囲に知られたらどうなってしまうのか。


  　特別保護児童であることを隠し自みずからを偽いつわっている負い目から、蘭らんは過か剰じように小等部組を見下すような言げん動どうを重ねてしまい、狩かり野のや、それこそ辰たつ巳みのように蘭に反感を抱く敵をつくった。


  　そして名めい家かの娘であろうと意識して振る舞ったあまり、集まってくる友人も似たような者ばかりになってしまった。そう、あの取り巻きたちやオットマンのような連中だ。


  　他に蘭に好感を持ってくれる者たちといえば、偶像としての蘭をもてはやすような遠巻きの連中ばかり。


  　つまり蘭の周囲に、真の意味での味方はいない。いやむしろ、明確な敵意を持つ者かきっかけさえあれば悪意に裏返るような危あやうい関係性で繋つながる者ばかり。


  　これまでの虚きよ飾しよくが露ろ呈ていされれば、間違いなく蘭は強い風当たりを受けることになるだろう。


  　だから大だい地ちはそうはさせじとしていたのだ。たとえその窮きゆう地ちが主あるじの自じ業ごう自じ得とくだとしても、大地は主を守ろうとしたのだ。きっと蘭は与よ会かいという組織からの金など受け取らないから、絹針家の父親からの秘密裏りの小遣いだと偽ってまで──。


  　しかし辰巳はこの話を聞いたときに、そこが引っかかっていた。


  　本当に蘭は、与会という組織が絡んだ金と知ったら受け取りを拒否するだろうかと。与会の存在を知っても、自らの見栄を張り続けるために金を受け取ろうとするのではないかと。


  　それが辰巳が蘭に抱いている印象だった。大地は蘭のことを買いかぶっているのではないか。


  　だから与会の生せい殺さつ与よ奪だつを握る辰巳は、蘭に自らの命めい運うんを選ばせることにした。


  　もし蘭が辰巳の思うような、与会のことを知った後も金を受け取り続ける女なら、容よう赦しやなく風紀委員か脳のう内ない解かい放ほう区くにたれ込んで与会を壊かい滅めつさせてしまう。そして蘭のことなど構わず捨て置く。これまでさんざん自身が馬ば鹿かにしてきた小等部上がりや一般庶民、それに特別保護児童と聞いて手のひらを返すであろう取り巻きたちなどから後ろ指をさされ、迫害されながら残りの長い学園生活を過ごせばいい。同情なんてしてやらない。


  　しかし、もしもだ。


  　もしも本当に大地の言うとおりに、蘭という女が最後の矜きよう持じを見せつけるような女なら、そのときは──。


  「お言葉ですが、今絹針蘭をお辞めになると、これまで蘭様の周囲にいた者どもからの反発を受けることになるでしょう。……私がこの学園にいられるのもあと一年余り。そうなれば完全に居場所を失なくし、一人きりになられてしまいます！　そしてそんなあなたを、私はお守りして差し上げられない！」


  　大地にとって蘭は、倫りん理りに背そむいてでも守りたい大切な主なのだろう。与会の存在を肯こう定ていさせようと、必死に蘭に訴えかける。


  　しかし、


  「構いません」


  　固い覚悟を瞳ひとみに宿し、蘭らんは毅き然ぜんと言い切った。


  「マリア座の怪人に辱はずかしめを受けたあの瞬間に、すべてを悟っておりますわ。やはり私わたくしには、私の危機に駆かけつけてくれるような真の友人などいないのだと。ならば私は、もとより独りきり。今さら一人になることに、何の躊ちゆう躇ちよがあるというの？」


  「…………！」


  「つまらない見栄を張った愚おろかな女の汚お名めいを甘んじて背負い込んで、それでも強く生きますわ。絹きぬ針ばり家けの名に恥じぬよう」


  　己おのれの愚ぐ、そしてこれより待ち受けるであろう逆境──それらを認め、なお一人歩み出さんとするその横顔は凜り々りしく、気高く、美しい。


  　辰たつ巳みですら目を見張り、感かん服ぷくしたのだから、大だい地ちが膝ひざをついて目め尻じりに涙を滲にじませるのも無理はない。


  「……いつの間まにか、お強くなられたのですね……！」


  　こうして与よ会かいは、風紀委員や脳のう内ない解かい放ほう区くの手にかかることなく、自じ壊かいというかたちで組織の終しゆう焉えんを迎えるのだった。


  



  



  　そのあと、辰巳は蘭を中等部女子寮まで送り届けた。積もる話もあるだろうと、大地が送り届けたらどうかと辰巳は提案したのだが、大地は与会を解散するに当たって早速なすべきことがあるからとそれを辞退。「蘭様のことは、君に任せる」と、肉厚な手でぐっと肩をつかまれたので、辰巳がその任を請け負うことになった。ちなみに大地はすべての後始末を終えたら贖しよく罪ざいとして島流しに処されることを望んでおり、辰巳は拓たく馬まを通してうまいことその願いを叶かなえてやるつもりだ。


  　もうじき日が暮れ、夕食時。鉛筆のようなチャペルの尖せん塔とうが黒い影をまとって、橙だいだいと紫むらさきのグラデーションに染まる空に伸びている。


  　辰巳は歩きながら、斜め後ろをついてくる蘭に話しかけた。視線はよこさず、振り返らずに。


  「名演技だったと思うぜ。本物の付き人を欺あざむくくれーの。──いや、もしかしたらあの人も、お前があれだけのハッタリを利かせたことに感激してたのかもな」


  　別に蘭を慰なぐさめているのでも、会話のつかみとして適当なことを言ったのでもなんでもない。それは辰巳の素直な感想だった。


  　大地と別れて二人きりになったところで蘭は急にしおらしくなり、青ざめてすらいるのを見て辰巳は察したのだ。あれだけ毅然と大地との決別を表明したものの、その内心では、これから訪れるであろう逆境にビビりまくっていることを……。


  　それをおくびにも出さなかったのだから、さすがは演劇部の看板女優である。


  　素直に辰たつ巳みが褒ほめると、蘭らんは返事代わりにくたびれたように笑う。そしてまたしばらくの沈黙の末、今度は自分から自じ虐ぎやく的てきに鼻で笑い、辰巳にこんなことを言ってきた。


  「ふふふ。滑こつ稽けいだったですわね。幻げん滅めつさせたかしら」


  　何も事情を知らずにいたのは自分だけ──そんな醜しゆう態たいを晒さらしてしまっていたことを、蘭は恥じているようだった。まあ、いわゆる茶番というやつが明るみに出てしまったのだ。そりゃあ無理もないだろう。


  　だからこそ、はっきりと言ってやった。


  「はなからお前のことなんて嫌いだったのに幻滅もクソもあるかよ」


  「き、嫌いですって!?　──……そう……」


  　蘭はぎょっと驚いているようだったが、しかしすぐに納得したというか諦あきらめたような悲しい顔をして、半べそをかいていた。


  　その姿のなんと弱々しく心細いことか。


  　ちょっと言いすぎたかなとも思ったが、しかしそれは事実だったのだ。


  　辰巳は蘭を嫌っていた。あれだけ突っかかってこられて、馬ば鹿かにもされ続けてきたのだから当然だ。ちょっとの間付き人として一緒にいたからといって、その感情が大きくぶれることはない。よって蘭がどんなに愚おろかで滑稽であったとしても、元々の好感度が著いちじるしく低いのだから幻滅などしない。


  　しかし、だからこそ、なのである。


  「あぁ、だからむしろ、お前のこと見直した」


  「……え？」


  「ほんとどうしようもないやつだと思ってたけど、意外とやるじゃん」


  「え？」


  　蘭が最後の最後で見せた勇気と矜きよう持じは、辰巳の心の琴きん線せんに触れた。


  　それはもしかしたら、普段悪さばかりしてる人間が善ぜん行こうをすると、ひときわ善性が高いかのように思えてしまうあの心理に近いのかもしれない。人にいわせれば蘭のその覚悟は、人として当然であり評価に値するようなことではないと断ぜられてしまうだろう。


  　しかし辰巳は思うのだ。それは所しよ詮せん、当事者ではない無関係の人間が振りかざす正論でしかないと。


  　人間誰しもくだらない見栄や意地も張るし、嘘うその上うわ塗ぬりをしてにっちもさっちもいかなくなったりもするだろう。そうなったとき、もし保身の道が残されていたとしたらどうだ。そちらに惹ひかれてしまうのが人の性さがってものじゃないのか？　ましてや自じ業ごう自じ得とくとはいえ、もう一方に残されたのが茨いばらの道だったとしたらどうだ？　人として当然だからという正論のみが頭にあれば、後者を選び取ることができるとでもいうのだろうか。


  　そんなことはない。恐怖や劣れつ等とう感かんや恥、楽への誘惑──それらを振り切り茨の道へと身を投じるには、勇気と矜きよう持じが必要なのだ。


  　そして蘭らんは、それを確かに示した。


  　辰たつ巳みはそれを尊とうとく思う。〝人として当然の選択〟をきっちり選んだ蘭に、賞しよう賛さんを送らざるをえない。正直、蘭は保身に走ってもおかしくないと思っていたから余計に──。


  　だから辰巳は、孤こ立りつ無む援えんの道を自みずから選んだ蘭に言ってやった。


  「安心しろ。もし周りのやつらがお前をハブにして、最悪つまらねーちょっかいを出してきたとしても、俺おれだけはお前とつるんでてやるよ」


  　これが、辰巳が予あらかじめ決めていたこと。


  　もしも蘭が保身に走ったのなら、蘭のことなど捨て置くつもりでいた。


  　しかしもしも最後の最後で勇気と矜持を見せるのなら、与よ会かいなきあと独りになった蘭のことは、大だい地ちの代わりに自分が世話を焼いてやろうと──。


  「いや、俺だけじゃねえか。きっと悠ゆうもお前のこと歓迎してくれるぜ。あいつははみ出し者にも寛容なやつだからな」


  　ふと悠の存在が頭に浮かび、そう付け加える。悠は辰巳のような問題児にも付き合ってくれる度量の持ち主だ。蘭のことだって快く仲間として迎え入れてくれるだろう。間違いない。


  　すると辰巳の進言に、蘭は戸惑いを覚えているようだった。


  「わ、私わたくしのことがお嫌いなのでしょう？　なのにどうして……」


  　弱気にそう尋ねる蘭。どうやら辰巳に面と向かって嫌いと言われたことをまだ引きずっているらしい。


  　そんな言葉は慣れっこのはずなのに、いろいろあった後だからナーバスにでもなっているのだろうか。面倒なやつだ。


  　本当はこんなことは口に出すだけ野や暮ぼというものなのだが、あまりにも蘭が不安がっている様子なので、辰巳は仕方なく面と向かって言ってやった。


  　勝ち気な笑みで、どんと胸を張りながら──。


  



  「特別保護児童だってんなら、お前も俺の家族みてーなもんだからな。何があっても全力で守ってやるよ」


  



  　嫌々の付き人などではない。


  　それは辰巳から蘭への、家族として……本物の友人としての誓せい約やく。


  　今はもう、こいつのことは嫌いじゃない。


  「──なんてな。おら、さっさと帰ろうぜ」


  「……あ、え、家族？　私が？　ま、ままま、守ってくれる？　わ、私を？」


  　口をパクパクさせている蘭を見ていると妙に気恥ずかしくなり、辰巳は蘭に背を向けてとっとと歩き出す。


  　すると蘭らんが後を追ってきて、真っ赤かな顔をしながらまとわりついてくるのだった。


  「の、軒のき原はら辰たつ巳み！　言げん質ちは取りましたわよ！　あなたは私わたくしを守るんですのよ！　何があっても！　──ず、ずっと！　一生！　私の側そばにいる約束を今確かにしましたからね！」


  「……おい、一生なんて一言も言ってねーよ。話を盛るな」


  「盛ってない！」


  「っ!?　言い切りやがった！　いやいや盛ってるから！」


  　事実をねじ曲げてまで何を言っているのかこいつは。もしかしたら自分は想像以上に厄やつ介かいな人物を家族として招き入れてしまったのかもしれない。


  「み、見つけたぁ～～～！　辰巳────っ！」


  「ん？　お、悠ゆう」


  　大声で名を呼ばれ、見れば悠が一いつ生しよう懸けん命めいに駆かけ寄ってくる。どうも辰巳のことを捜していたようだが、あと三十分もしないうちに夕食の時間なのでわざわざ捜さずとももうちょっと寮で待っていれば会えたはず。よっぽどの急用でもあるというのだろうか。


  「た、大変！　大変だよ辰巳！」


  　ぜーぜーと息を切らし、膝ひざに手を置き悠はあえぐ。


  「どうした。ま、まさか……！　ついにお前にも女の子の日が……？」


  　ついいつもの癖くせで辰巳が茶ちや化かすと、悠はくわっと顔を上げて叫んだ。耳を疑うような、とんでもないことを。


  「馬ば鹿かなこと言ってる場合じゃないんだってば！　拓たく馬まさんがっ！　島流しに！」


  「はぁぁぁぁあああ!?　兄貴が!?　一体何で！」


  「なんでも、小等部の女の子を襲おそったとか何とかって……」


  「…………」


  　兄の性せい癖へきを知っているだけに、辰巳は真顔で固まった。


  Ｃｈａｐｔｅｒ．６：二人の〝相棒〟の邂かい逅こうと愛憎


  



  　うやむやにしてしまいたかった、拓たく馬まの裏の顔。


  　放っておけば時間が解決してくれるのではという、叶かなうはずもない甘すぎる期待。


  　ただでさえ途方に暮れていた衣い舞ぶに、さらに追い討ちをかけるように突きつけられたのは、あまりにも残酷な光景だった。


  『保健室にて生徒同士の不ふ穏おんな動きあり。至急向かわれたし』。──そんな出動要請が出ていたことを知り、衣舞は焦あせった。保健室では拓馬が寝ているはず。まさか拓馬が事件に巻き込まれているのではという考えが真っ先に浮かび、その身を案じたのだ。


  　そして数名の風紀委員と共に衣舞は保健室へ踏み込んだ。すると拓馬は、事件に巻き込まれているどころか事件の加害者としてそこにいて、麗れい奈なの服を脱がせてベッドに寝かせていたのだった。


  　頭が真っ白になった。そして思考が飛びかけた脳のう裏りに〝ロリコン〟という単語が浮かび上がり、それが目の前で取り押さえられている拓馬と繋つながってしまった。


  　たまらず、衣い舞ぶは風紀委員としての職務をその場で放棄し、トイレに駆かけ込んでえずいた。


  　そして長いこと個室に籠こもり、出てきたときには、すでに拓たく馬まへの懲罰ペナルテイは下されていた。


  　島流し──この学園における最上級の懲罰ペナルテイだ。拿だ捕ほから執行までが異例の早さであることに驚いたが、現行犯という点と、被害者が小等部の女子であるという凶悪性を考慮されてのことかもしれないと思うと納得できてしまった。


  　それが昨日きのうのこと。聞いたところによるとさらに捜査は進み、拓馬の部屋からは『芹せり香かの日記』というタイトルの児童ポルノ冊子が見つかり、そしてそれを供きよう与よした疑いがある生徒として、なんとあの辻つじヶが堂どう山やま吹ぶきが身柄を拘こう束そくされているとのことだった。


  　それを聞いて、おぼろげながらも拓馬と山吹との関係性が見えた気がした。きっと読書仲間なんていうのは嘘うそ。おそらくは児童ポルノ冊子を接点に繋つながっていたのだろう。


  　しかし、山吹を深く取り調べてやろうという気は起きなかった。信じたくはないし、信じられないが、状況からしてきっと拓馬は麗れい奈なに手を出してしまったのだろう。となると、今さら拓馬のことを調べ上げたところで出てくるのはきっと拓馬のおぞましい部分だけ。そんなものは死んでも見たくない。


  　だから衣舞は、この件に関して風紀委員としては触れないことにした。そうやって、この深くえぐられた心を時の流れに委ゆだねることにした。


  （信じられない……拓馬が、そんな、麗奈を襲おそうなんて……）


  　今日きようは休日。ミサ終了後の礼拝堂は人がまばらに残っていながらも、各おの々おのがお祈りを捧ささげたり本を読んだり居眠りをしていたりと静かなものである。弓道場に顔を出す気にもなれず、読書や勉強、風紀委員としての仕事も手につかない衣舞もまた、それらの生徒たち同様、長なが椅い子すに腰かけて物思いに耽ふけっていた。


  　と、扉とびら一つを隔へだてた礼拝堂の回かい廊ろうから何やら騒がしい声が聞こえた。


  　このチャペルは教会であると同時に、小等部組の子供たちとシスターが生活する宿舎も兼ねている。礼拝堂以外のチャペルの施設を一般の生徒が利用することはほとんどないので、この騒ぎはきっとシスターか小等部組のものだろう。


  　気になった衣舞は礼拝堂を出て騒ぎのするほうへ。


  　すると案の定、小等部組の子供──カルガモたちが、回廊に立ちふさがるシスターと対たい峙じしているのだった。


  　また何かイタズラでもして叱しかられているのだろうかとも思ったが、どうも様子がおかしい。カルガモたちがシスターに食ってかかり、どちらかというとシスターが押されているようだった。


  「どういうことだー！　麗奈姉ねえに会わせろー！　シュプレヒコ───ル！　そーれ！」


  「「「「会っわせろ！　会っわせろ！　麗奈姉に会っわせろ───！　オ───ゥ！」」」」


  「そ、そんなこと言われても……」


  　カルガモたちの抗議の声に困り果てているシスター。


  　一体何をしているのだろうと気になって、


  「あなたたち、何を騒いでるの？」


  　と、たった一声衣い舞ぶが投げかけたその瞬間、


  「「「「ごめんなさい！」」」」


  　カルガモたちは衣舞と見るやいなや、光速で態度を改めて深々と頭を下げたのだった。


  「ちゃうねんて、言い出しっぺはカイトのアホや」「しっしっし、俺おれたちは止めたんだけどな」「あー！　お前ら俺のせいにすんなよ！」「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」


  「……何を騒いでいるのかと聞いただけよ」


  　毎度のことながらこの怖がられよう、腑ふに落ちない衣舞である。


  　一方でカルガモたちが静かになって助かったというように一息ついたシスターが、代わりに衣舞の質問に答えた。


  「この子たちが離れの部屋にいる麗れい奈なちゃんにどうしても会いたいって聞かなくて」


  「え？　麗奈？　なぜ離れの部屋なんかに？」


  　離れの部屋とはシスターの背後、回かい廊ろうの先にある宿直室だ。


  「今、麗奈ちゃんは事件に巻き込まれてショックを受けています。なのでしばらくはそっとしておいてあげてほしいのです」


  　ズキリと衣舞の胸が痛んだ。麗奈は心に傷を負っている。そしてその傷をつけたのは、ほかならぬ拓たく馬まなのだ。


  　まるで自分が麗奈を傷つけてしまったかのような罪悪感すら覚える衣舞。


  　そして拓馬が犯した罪の重さをまざまざと見せつけられて、苦しかった。


  　ここは嫌だ。さっさと離れよう──衣舞はそう思って、逃げるようにきびすを返す。


  　しかしそのときだ。それまでびくびくと怯おびえていたカルガモたちがシスターの発言に触しよく発はつされて、妙なことを言い出した。


  「嘘うそだ！　麗奈姉ねえは別にショックなんて受けてなかったぞ！　しっかりしてただろ！」


  　カイトの断言に、衣舞は後ろ髪を引かれて立ち止まる。


  「あぁ、ばーっちり見とったで。麗奈姉が部屋に入れられるのを嫌がってるとこ」


  　ルミの指摘に、衣舞は振り返る。


  「しかも、拓兄にいの名前を呼んでたな。しっしっし」


  「……『拓兄は何も悪いことをしてない』って……」


  　そしてガクとモエの証言が、衣舞に決定的な違和感を抱いだかせた。


  　もしカルガモたちの言っていることが真実なら、確かにそれはおかしい。拓馬に襲おそわれたショックで部屋に籠こもってしまったというのなら納得もいく。しかし麗奈はショックなど受けておらず、部屋に入るのを嫌がった？　しかも、自身を襲ったはずの拓馬のことを何も悪くないと主張した？　どの行動も辻つじ褄つまが合っていなくはないだろうか。


  「あ、あれは少し錯さく乱らんしていただけでしょう。……あんな事件があったのですから、仕方がありません」


  　シスターはその違和感を錯乱で片付けようとした。


  　しかしすかさず、ガクが異いを唱となえる。


  「しっしっし。だからその事件とやらがそもそもおかしい」


  　それは前提そのものへの懐かい疑ぎ。そしてルミとモエが続く。


  「そやそや！　ふっつーに考えて拓たく兄にいが麗れい奈な姉ねえを傷つけるような真ま似ねするわけないやろ！」


  「誰かにはめられた、と考えるといろいろ合が点てんがいく」


  　ルミとモエの発言に、衣い舞ぶははっと息を呑のんだ。


  「は、はめられただなんて人聞きの悪い！　そんなことあるわけないじゃないですか！　そんなのはただの妄もう想そうです！」


  　そしてシスターのしごく真っ当な意見にも、カルガモたちは真っ向から噛かみ付いた。


  



  「しっしっし、妄想で十分だ」


  「せや！　なんでこんなことになったかなんていくらでも妄想できんねん！　けどその妄想こそが全部〝可能性〟や！」


  「考えうる可能性がすべて潰ついえるまでは、諦あきらめちゃ、ダメ」


  「バカシスタ────！　俺おれたちが拓兄を信じないでどうするんだぁぁああああああ！」


  



  　それは、愚ぐ直ちよくなまでの拓たく馬まへの信頼。


  　カルガモたちは、拓馬がマリア座の怪人でロリコンであることを知らない。だからそんなにも信頼を揺ゆらがさずにいられるとも考えられる。


  　しかし果たしてそうだろうか。このカルガモたちならば、それらを知ったうえでなお可能性を追い求めるのではないだろうか。


  　麗奈が言っていたらしい。拓馬は何も悪くない、と。


  　拓馬自身が言っていた。マリア座の怪人はやむにやまれぬ事情があったのだと。


  　ロリコンであることは疑いようのない事実。しかしロリコンとはいえ、もし麗奈の件が無実であったりマリア座での一件にも事情があったのだとしたら、島流しという懲罰ペナルテイはあまりにも重い。


  　ならば、賭かけるべきなのではないだろうか。拓馬は麗奈に手を出していないし、マリア座での一件にも納得のいく理由があったのだという可能性に。


  　信じられない。信じたくない──そんな思いに囚とらわれ、衣舞は拓馬から逃げてきた。しかしこれらの心理はすべて、拓馬を信じていることの裏返しだ。


  　そう、自分は拓たく馬まを信じている。それは揺ゆるがない。


  　だからあと必要なのは、勇気だけ。


  　最悪の結末のみを見み据すえてそれに怯おびえ、可能性をつかみ損ねることほど馬ば鹿かげたことはない！


  「わ、私だって何かの間違いだとは思いたいですけど……ともかくこれは校長先生の指示なんです。だからダメなものはダメ。あっちで遊んでいなさい」


  「「「「ブーブー！」」」」


  　ぽろりと本ほん音ねをこぼしつつも、最後まで折れないシスター。カルガモたちは思いきり不満を露あらわにした。しかし衣い舞ぶが一いち瞥べつすると急におとなしくなり、白しら々じらしく口笛なんかを吹いて目をそらす。


  　衣舞はカルガモたちに言った。


  「……そうよあなたたち、シスターに迷惑をかけてはいけないわ。私が遊び相手になってあげるからあっちへ行きましょう」


  「「「「っ!?」」」」


  　シスターがありがたがる一方で、カルガモたちは絶望の雷かみなりに打たれたように固まった。


  「さあほら、こっちにいらっしゃい」


  　衣舞が先せん導どうして手招きすると、カルガモたちは「お前が先に行け」とお互いを突き出し合いながら、さながら死刑囚のような沈痛な面おも持もちで後ろをついてくる。


  「なぁ、恨みっこなしのじゃんけんで決めようぜ。衣舞さんの〝遊び相手〟になる順番」「つまりは死ぬ順番やな……」「しっしっし。……笑えない……」「みんな、今までありがとう」


  　声を潜ひそめてはいるが、会話内容はまる聞こえだ。


  　しかし衣舞はグッとこらえ、シスターの目の届かない場所まで来てようやく振り返った。


  「ねえ」


  「「「「ひいぃぃぃ！」」」」


  　声をかけただけでこのザマ。カルガモたちは互いを抱きしめ合い、一つの団だん子ごみたいになってガタガタと震えている。


  　怖がらせるつもりなんて微み塵じんもないのに──もどかしくて、不ふ甲が斐いなくて、それでもカルガモたちの協力が必要だから、衣舞は膝ひざをついた。そしてカルガモたちと視線の高さを合わせ、必死になだめる。


  「お願い、お願いだから怖がらないで。──力を貸してほしいの」


  「「「「？」」」」


  「私も、拓馬が麗れい奈なを傷つけたなんて信じられないの！　だから……お願い、助けて」


  　それは、なりふり構わない切実な訴え。


  　これまでカルガモたちには見せたこともない、衣舞の弱り目。


  　すると、


  「「「「衣い舞ぶさん……」」」」


  　衣舞の思いが通じたのか、カルガモたちの震えが止まった。臆おくすることなく、衣舞の瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。


  　そしてカルガモたちは互いに視線を交わして頷うなずき合い、輪になって何かを相談し始めたかと思うと、すぐに衣舞を振り返って親指を立てたのだった。


  「「「「まかしとけ」」」」


  



  



  　衣舞のおかげでようやくカルガモたちから解放されたシスターは、やれやれとため息をつきながら壁際の椅い子すに腰かけた。


  　そして手持ちの本を読み始めて、十五分くらいたった頃だろうか。


  　チャペル入り口のほうへと続く回かい廊ろうから、何かが聞こえてきた。


  「……うめき声？」


  　そう、それは、今にも行き倒れそうな人間のうめき声のように聞こえ、しかもじわじわとこちらに近づいてくる。


  「な、なななな何!?」


  　シスターは椅子から飛び上がり、うめき声のするほうに目を凝こらす。


  　と、ずりずりと足を引きずって、何かに縋すがろうとするように手を伸ばし、四人の子供が歩いてくる。しかし、ただの子供ではない。全員が全員、ビー玉サイズの虹にじ色のぶつぶつを全身に浮かび上がらせているのだ。


  「っ!?　イイイィィィヤァァアアアアアアア！　ちょっとあなたたちそれどうしたの!?　や、ヤバいわよっ！」


  　言葉遣いや立ち振る舞いに常に気を配っているシスターが「ヤバい」と思わず口走ってしまうほどにグロテスクな姿になっているのはカルガモたちだ。


  「うあー……なんかー……」「見たこともない毛虫を見つけたもんやからー……」「し、し、し、……触ってみたらー……」「……こんなことに……」


  「と、とにかく早く保健室にぃ～～～！」


  　シスターはカルガモたちをせっついて、大おお慌あわてで保健室へと去っていった。


  （……ありがとう）


  　そうして誰もいなくなった回廊を、衣舞はカルガモたちへの感謝を胸に突き進んだ。離れの部屋が近づくにつれ、弱った小鳥のようなピョロピョロという物悲しいホイッスルの音が聞こえてくる。麗れい奈なだ。


  　時間はあまりかけられない。衣舞はためらうことなく離れの部屋のドアをノックした。


  「麗奈っ」


  　呼びかける。するとホイッスルがやみ、中からガサゴソと物音がして、ドア越しに麗れい奈なの声が聞こえた。


  「その声は……衣い舞ぶさん？」


  「ええそうよ。ここを開けてもらえるかしら」


  「え、けど、しばらくここから出ちゃダメって言われてて……」


  　外にシスターの見張りを立てて、麗奈にも外に出るなと言いつけている？　ますますおかしな話だ。


  　麗奈に言いつけを破らせるのも何なので、衣舞はドア越しの会話を続ける。


  「じゃあこのままでいいから聞いてちょうだい。もしも答えづらかったら、答えなくてもいいのだけれど、その、私、どうしても信じられなくて……だから、もしよかったら教えてほしいのだけれど、拓たく馬まは──」


  　勇気を振り絞ってここまで来たものの、拓馬が本当に麗奈を襲おそったという最悪の真実が待っていたらと思うとやはり怖くて、衣舞の舌は自然と淀よどむ。が、衣舞が拓馬の名を出した途端、ドアを突き破るような勢いで麗奈が訴えかけてきた。


  「拓兄にいは何もしてない！　何も悪くないの！　なのに、風紀委員の人たちに悪者扱いされて、それで……！」


  　麗奈のそれは悲鳴に近い。しかしその内容は、衣舞の望む可能性を繋つなぐもの。


  　拓馬は、麗奈に手を出してなどいない──！


  「拓兄は？　今どうしてるの!?」


  「……島流しにされたわ」


  「そんな、なんで!?」


  　麗奈が信じられないというように頭を抱えているのが、ドア越しでもわかる。衣舞は口早に尋ねた。


  「麗奈、詳しく教えて。あなた一体何をしたの？」


  　自みずからの行おこないが拓馬を島流しにさせてしまったことに後ろめたさもあったのか、束つかの間まの沈黙があったが、麗奈はおずおずと話し出す。


  「……ここのところ拓兄が、今までに見たこともないくらい落ち込んで寝込んでたから、元気づけてあげたくて、励ましてあげたくて、……私は拓兄のこと大好きだからって伝えたくて、それで制服を全部脱いで、ぎゅってして、ぎゅっとさせてあげようと思ったの。けど拓兄に、それはダメだって言われて、押し返されて、……そしたら突然風紀委員の人たちがいっぱい押し寄せてきて……」


  　落ち込んで寝込んでいた──やはり拓馬は風邪などひいたのではなかった。となるとその落ち込んでいた原因というのは、やはり諸もろ々もろの秘密が自分にバレてしまったことだろう。そしてそんな拓馬を慰なぐさめるために、麗奈は服を脱いで迫った？


  （～～～！　なんてバカなことを！）


  　あまりにも浅はかで配慮に欠けた麗れい奈なの行動に、衣い舞ぶは苛いら立だちを禁じえない。


  　しかし同時に不審にも思った。拓たく馬まを慰なぐさめるために自みずからの肉体を差し出すという発想を、麗奈がするとはとても思えなかったのだ。


  「どうしてそんなことをしたの！」


  　ほとんど怒鳴るような衣舞の問いに、麗奈もまた泣き出しそうなほど感情的に叫んだ。


  「だって！　私には拓兄にいを元気づけてあげる方法が思い浮かばなかったの！　だから辰たつ巳みにも拓兄の担任の先生にも聞いてまわったけどダメで……それで途方に暮れてたら、そうするのが拓兄を喜ばせてあげられる一番の方法だって、こっそり私に教えにきてくれたの！　拓兄の副担任の倉沢先生が！」


  「!?」


  　予想だにしていなかった人物の名が、麗奈の口から飛び出した。


  



  



  　麗奈から引き出せるだけの情報を引き出した衣舞は、早々にチャペルを後にして中央棟へと走った。


  　まず明らかになったこと。麗奈の言葉を信じるのであればの話だが、拓馬はやはり麗奈に手を出していない。抱かれに詰め寄っていった麗奈のことを、拓馬は拒こばんだらしい。となると拓馬の島流しは不当な懲罰ペナルテイであることには間違いない。


  　しかし新たな疑問も生まれた。倉くら沢さわ綾あや子こだ。


  　麗奈は倉沢のもとへは行っていない。麗奈が拓馬を励ます方法を探しているという情報をどこから得たのか、倉沢のほうから麗奈にわざわざ教えにきたのだそうだ。


  　しかもその方法が、『裸はだかで迫れ』。


  　とても教師が小等部の女子に与えるようなアドバイスではない。冗談にしたってひどすぎる。ましてやそれを言ったのがあの倉沢？　倉沢は人一倍気が弱く、いつもおどおどと緊張していて、失礼ながら衣舞の目から見ても教師には向いていないんじゃないかと思ってしまうような女性だ。そんなことを言う人物には思えない。


  　そしてもし本当に倉沢が麗奈にそう言ったのだとしたら、真に裁かれるべきは拓馬ではなく倉沢のほうだ。


  　中央棟、職員室に飛び込んで、衣舞は倉沢の姿を捜す。しかし、いない。


  「すみません。倉沢先生はどちらに」


  「えーっと、生徒指導室に顔を出すとかなんとか言ってたような」


  　手近にいた別の教師に尋ねると、そんな答えが返ってきた。


  （生徒指導室？　一体何の用があって？）


  　生徒指導室というのは校則違反者を呼び出して指導したり、事情聴取をしたり、拘こう置ちしたりしておくための、いわば風紀委員のための部屋だ。


  　風紀委員とは何の関係もないはずの倉くら沢さわが、どうして生徒指導室なんかに？


  （……もしかして……）


  　一人の顔が思い浮かぶ。そうだ。そういえば今、倉沢が顔を出すに値する理由が生徒指導室に拘置されている真っ最中だ。


  　辻つじヶが堂どう山やま吹ぶきである。倉沢にとっては山吹もまた自クラスの生徒、様子を見にいったり話を聞きにいったりすることには何の不ふ思し議ぎもない。


  　が、しかし、衣い舞ぶの頭には別の可能性が浮上していた。


  　それは脳のう裏りに再生された、カルガモたちの不意な一言。


  



  　──誰かにはめられた、と考えるといろいろ合が点てんがいく……。


  



  　そう、シスターが妄もう想そうだと切って捨てた、その可能性。


  　正直衣舞だって、それは考えすぎだとそのときは思っていた。しかし、麗れい奈なに妙なことを吹き込んで拓たく馬まを島流しに追いやった倉沢が、拓馬に児童ポルノ冊子を供きよう与よした容疑者の山吹と接触を図っている──この関連性を踏まえると、どうしてもこんな妄想をせざるをえない。


  　拓馬は、山吹と倉沢の二人にはめられたのではないかという妄想を──。


  　中央棟三階の奥、生徒指導室まで行くと、ドア前で見張りの風紀委員が椅い子すに浅く腰かけ、こっくりこっくりと居眠りをしていた。


  「ちょっと」


  「っ！　とぅあぁ！　す、すみません！」


  　見張りの風紀委員は慌あわてて飛び起き、衣舞と見るやいなやびしっと直立不動の姿勢をとった。


  　いつもならばその職務怠たい慢まんに小言の一つや二つでも漏もらすところ。相手もそれを予期してのこの姿勢なのだろう。しかし今はそんなことをしている暇ひまはない。


  「倉沢先生がお見えにならなかった？」


  「え？　あ、はい。来てますよ」


  　お叱しかりの言葉が降ってこないのを意外そうにしながら風紀委員が答える。


  　衣舞が頷うなずき、ノックもおざなりに中へ入ると、室内には女子の風紀委員が一人おり、長机で書類仕事をしていた。


  「あ、お疲れ様です。小こ瀬せ村むら先輩」


  「えぇお疲れ様。倉沢先生は中？」


  「はい、容疑生徒と二人で話してます。容疑生徒は拘こう束そくされてから終始黙秘を貫つらぬいているので、倉沢先生が口を割らせてくださればいいんですけど……」


  　聞きながら、衣い舞ぶは室内にもう一つあるドアノブに手をかけた。この内部屋こそが容疑生徒の拘こう置ち所しよであり、取り調べ室だ。


  　窓は暗幕のカーテンで閉め切られ、青白い蛍光灯が室内を病的に照らす。中央に簡素なデスクが置かれ、それ以外に物はない。


  　そして倉くら沢さわと山やま吹ぶきはデスクを挟んで向かい合う形で座っていて、突然の来訪者である衣舞を振り返り固まっていた。倉沢は動どう揺ようした表情で、山吹は普段と変わらぬ無表情──もっとも、風紀委員から相当厳しい取り調べを受けたらしく、おでこには青あざを咲かせ、唇くちびるの端には血を滲にじませ、乱れた髪すら直せぬよう後ろ手に手て錠じようまでかけられてはいたが……。


  　よくもここまでされてなお顔色一つ変えずに黙秘し続けているものだという驚きよう嘆たん。


  　山吹のような内気で消極的な生徒のどこにそんな根性と胆たん力りよくがあるのかという不ふ可か思し議ぎ。


  　それらを覚えつつ衣舞は後ろ手にドアをきっちり閉めて、会話が漏もれ聞こえないようにしてから、堰せきを切ったように声を荒らげた。


  「倉沢先生！　一体どういうことですか！」


  「ひっ！」


  　凄すさまじい剣けん幕まくの衣舞の一いつ喝かつによって、倉沢はビクリと跳ね上がると壁際にまで逃げていく。


  「え、あ、あの、あの、小こ瀬せ村むらさん？　何を怒って……？」


  「麗れい奈なに妙なことを吹き込んだのは、先生だそうですね」


  　倉沢に詰め寄り衣舞が唸うなるように言げん及きゆうすると、倉沢は目に見えてうろたえ出し、今にも泣きそうな顔でうめく。


  「え！　あ、それは、あの、……うぅ～」


  　泣きたいのはこっちだ。煮え切らないその態度が苛いら立だたしく、衣舞はほとんど恫どう喝かつするように倉沢の目と鼻の先で吼ほえる。


  「何を考えているんですか！　先生のせいで拓たく馬まがあらぬ疑いをかけられて島流しにまでされているんですよ！」


  「ご、ごご、ごめんなさいぃ～～。そんなつもりは全然なくてぇ～～」


  「だったらどうして麗奈にあんなことを吹き込んだんですか！　拓馬を陥おとしいれようとしてるんじゃないんですか!?」


  「ち、ちちちちちちが、ちが、くて、あの、その……」


  　さぁ吐け。白状しろ。衣舞は指が食い込むほどに倉沢の両肩を強くつかみ、睨にらみつけ、追い込む。


  　するとどうだ、倉沢は助けを求めるようにして、ちらちらと山吹のほうに視線を外すのだ。そこで衣舞は確信した。やはり倉沢と山吹の間には、副担任と生徒以上の関係性があるのだと。そしてそれを確信すると同時に、山吹が口を開いた。


  



  「違うよ。軒のき原はらくんを陥おとしいれたのは倉くら沢さわ先生じゃない。だからその手を放してあげて」


  



  　一瞬、戸惑った。山やま吹ぶきの口から出たその声は、衣い舞ぶが知る山吹の声こわ音ねと大きく異なっていたからだ。普段はぼそぼそと控えめにしか話さないのに、今の山吹の台詞せりふには張りがあり滑かつ舌ぜつもよく、そして余裕が聞いてとれた。


  　いや、普段と異なるのは声音だけではない。自分を見み据すえる不ふ敵てきな視線、人を喰くったような表情……そのどれもが衣舞の知る、友達もつくらずにいつも寝てばかりいる根暗で地味な山吹のそれではない。


  　一言で言えば、悪い面つらだった。しかも長く風紀委員を務めていた経験からすれば、ちんけな小悪党ではない。これは、よくも悪くも己おのれに確信を持って揺ゆるがない人間の面構え。風紀委員の厳しい取り調べにも耐え抜いたというのも、この面つらなら頷うなずける。


  「──あらそうなの。ずいぶんとわけ知り顔ね」


  　瞬時に理解し、衣舞は倉沢の肩を放した。


  　確かに倉沢は何かをしでかすような器うつわではない。せいぜい駒こま。


  　となると、この一連の変事の元げん凶きようは辻つじヶが堂どう山吹か。


  「つまりあなたが拓たく馬まを陥れたわけね」


  　倉沢の代わりに衣舞が椅い子すに座り、デスクを挟んで真正面から向かい合う。


  　しかし山吹は、首を横に振るのだった。


  「それも違う」


  「……違う？　この期ごに及んでしらばっくれないで！」


  　デスクを握り拳こぶしで叩たたき、激げき昂こうする衣舞。しかし小さく悲鳴を上げたのは倉沢だけで、山吹は眉まゆ一つ動かさない。


  「拓馬にいかがわしい本を提供していたのはあなたなんでしょ!?　拓馬をおかしくしたのはあなたなんでしょ!?」


  「…………」


  　衣舞が持ち合わせている情報はどれも断片的なもの。しかしそれらを組み合わせて、全ぜん貌ぼうを予想することはできる。


  　山吹が拓馬に児童ポルノ冊子を持って接近した。拓馬はまんまとそれに傾けい倒とうし、ロリコンになってしまった。それにつけ込んで、倉沢を介して麗れい奈なを利用し罠わなにかけた。拓馬は麗奈に手を出さなかったが、その罠にかかって風紀委員会によって御用となった──。


  　拓馬を陥れる理由だけがわからないが、きっとそうに違いない。もしかしたらマリア座の怪人の件だって山吹が絡んでいるのかもしれない。確か、マリア座の怪人は二人組で、一人は女だったはず。もしもあれが山吹だったとしたら？　山吹にそそのかされるかたちで、拓馬があんなことをしでかしたのだとしたら？


  　これは妄もう想そう。けれど、可能性。そして目の前にいる山やま吹ぶきを見ていると、その可能性はあながち荒こう唐とう無む稽けいで突とつ飛ぴなものとも思えない。


  　衣い舞ぶは敵意と憎しみを込めて山吹を睨にらみつける。


  　すると山吹はしばらくの沈黙の末、ようやく口を開いた。


  「小こ瀬せ村むらさんは、私の善悪を判断したいの？　それとも軒のき原はらくんの善悪を見極めたいの？　どっち？」


  　なんだその回りくどい質問は──苛いら立だちを覚えながらもしかし、投げかけられた質問に頭は反応せざるをえない。


  　決まっている。自分は山吹が悪であるという証しよう拠こがほしいのだ。そしてその悪にそそのかされ陥おとしいれられた拓たく馬まは善であるという確証がほしいのだ。


  　自分は、拓馬を信じたいのだ。


  「～～～～！　質問に質問を返さないで！」


  　山吹のペースに巻き込まれるのが癪しやくで、衣舞は胸中の返答を口には出さず、山吹の胸むなぐらをつかみ上げた。


  　鼻を噛かみちぎってしまえそうな距離にまで肉にく薄はくする、衣舞の鬼の形ぎよう相そう。


  　しかしそれでも、山吹はあくまで自みずからのペースを崩さない。


  「ちなみに私は、自分の善性を理解してほしいだなんてこれっぽっちも思ってない」


  「善性も何も、悪なのでしょう？　あなたは」


  「そう決めてかかられると、これから私が証言しようと思っていることも半信半疑で受け取られちゃいそうだから嫌だなあ」


  「……何を証言するの？」


  「もちろん、軒原くんの善性をだよ」


  「っ！」


  　身を乗り出す衣舞に、山吹は真剣味を帯びた眼まな差ざしで言った。


  「彼をこのゴタゴタに巻き込んだのは確かに私だから、私には彼を弁護する責任がある。だから、少し落ち着いてほしいんだ」


  　やはり拓馬を一連の変事に巻き込んだ元げん凶きようは、辻つじヶが堂どう山吹──弓矢さえ持ってきていればゼロ距離からその舌を射抜いてやりたいほどの怒りと憎しみが膨れ上がる。しかしそれらの感情すらも押しのけて表ひよう出しゆつしたのは、希望。


  　衣舞は山吹の胸ぐらから手を放した。


  「拓馬は、悪いことをしていないのね!?」


  「うん。していない。それどころか私に言わせれば彼は十分ヒーローだよ」


  「けど、だったらなぜ拓馬は島流しに!?　一体何が起きているというの!?」


  「──ねぇ小瀬村さん、脳のう内ない解かい放ほう区くって知ってる？」


  　そうして、山やま吹ぶきは静かに語り始めるのだった。拓たく馬まがロリコンの道に堕おち、そしてマリア座の怪人と呼ばれるまでに至る全真相を。


  



  



  　この学園の秩序はおおむね守られていると自負していた衣い舞ぶにとって、山吹の語る話は信じがたいものであった。


  　脳のう内ない解かい放ほう区くと与よ会かい、二つの対立する地下組織の存在。


  　拓馬のロリコン覚醒と、脳内解放区への加入。


  　悠ゆう襲撃事件と絹きぬ針ばり蘭らん下着盗難事件の真相。


  　そして拓馬がマリア座の怪人となってしまったその経緯──。


  　自分のあずかり知らぬところでそんな事件が起きていたなど想像だにしなかった。


  　けれどこれではっきりした。拓馬がマリア座の怪人になってしまったのには、拓馬の言うとおり〝悠のため〟というやむにやまれぬ事情があったのだと。


  　それがわかってホッとしたし、うれしかった。それと、同時にやる瀬ない気持ちにもなった。どうして拓馬は自分に相談してくれなかったのだろうかと。もしかしたら自分は、自分で思っているほど拓馬からの信頼など得ていないのだろうかと──。


  　しかし感傷に浸ひたってしまいそうになるのをこらえ、衣舞は顔を上げる。今の話ではまだ、重要なところが不明のままだ。


  「けど、それと今回の麗れい奈なの件はどういう関係があるの!?　あなたが拓馬の仲間だというのなら、一体誰が拓馬を陥おとしいれたというの!?　──倉くら沢さわ先生！」


  「ひぃ！」


  　そう、今の話だけではまだその答えにたどり着かない。やはり倉沢の仕し業わざなのではと視線を走らせるが、倉沢は小さく悲鳴を上げるのみ。


  　そしてそんな倉沢に助け舟を出すように、山吹が答えた。


  「そこから先はまた別の話。脳のう解かいと与会の対立よりも、もう一レベル深いところで起きてる対立のとばっちり。倉沢先生もまた、やむにやまれぬ事情があって麗奈ちゃんにあんなことを吹き込まされたんだよ。倉沢先生だって、こんなことになるとは予想もしてなかったんだ。もちろん私も。まさか捕まるとはね。正直今、かなり焦あせってるよ」


  　もう一レベル深いところ？　倉沢先生にもやむにやまれぬ事情があって、吹き込まされた？　ということは、脳内解放区と与会以外にも、この抗こう争そうに絡んでいる組織、あるいは人物がいるというのだろうか。


  　しかしその疑問に、山吹は口を閉ざす。


  「けどごめんね。倉沢先生を介し麗奈ちゃんをけしかけ、軒のき原はらくんを陥れたその首しゆ謀ぼう者しやの名前は、言えないんだ。少なくとも今はまだ」


  「そんな……！　言いなさい！　じゃないと意味がないじゃない！」


  「いいや、意味はあるよ。私は言ったよね、軒のき原はらくんの善性を証言するって。確かに軒原くんを島流しにした黒幕は教えられない。けど、それでも小こ瀬せ村むらさんに脳のう解かいの存在も与よ会かいの存在も白状したのは、知っておいてほしかったから。軒原くんはロリコンだけど、軽けい蔑べつに値する人間ではないってことを」


  「っ！」


  　心臓をわしづかみにされ、衣い舞ぶは言葉を詰まらせる。


  　そして衣舞が動どう揺ようしてる間に、山やま吹ぶきは一気にたたみかけてくる。


  「私の話でわかったでしょ？　彼は脳解に入る前からすでにロリコンに目覚めてた。たぶん小瀬村さん的価値観でいうなら、性犯罪者予備軍に成り下がってるんだよ。でも彼は大事な後輩のために危険を顧かえりみず、己おのれの正義を貫つらぬいた」


  　そう、拓たく馬まはロリコンに身を落としながら、その行動は衣舞がよく知る拓馬のそれ。衣舞が信頼している拓馬のそれ。何もブレていない。何も変わっていない。


  　その事実を衣舞に叩たたきつける山吹の舌は、さらに加速し、加熱する。まるで挑ちよう発はつし喧けん嘩かを売るかのように、獰どう猛もうな、怒りの笑みで噛かみ付いてくる。


  「今回の麗れい奈なちゃんの件にしてもそう、彼は麗奈ちゃんに指一本触れなかった。ロリコンの、性犯罪者予備軍の、彼が！　いってみれば絶好のチャンスだったのに！　なんでだと思う!?　それは彼が節度も矜きよう持じもある立派な人格者──いや、どこにでもいる普通の男だからだよ！　それを何？　小瀬村さんはロリコンなんて埋めればいいだのなんだのと、彼の主張には耳も貸さずに言い放ったそうじゃん。それに対して彼、どんなに傷つき悩んでいたと思う？　そんなことも知らないでいい気なもんだよ。あんなに苦労して、痛い目遭あって、それでも仁義を貫つらぬいて、なのにロリコンってだけで人格否定!? ましてや一番の理解者で、相棒であるはずのあんたから!?　まったく見てられないよ！　そんなんじゃ彼が報むくわれない！」


  「…………っ！」


  　何も言い返せない。ただただ一言一言が痛い。


  「ロリコンを嫌けん悪おするのはあんたの自由。けれど軒原くんを軽蔑するのだけは、彼の相棒として私が許さない」


  　そう締めくくる山吹を前にして、衣舞は逃げるようにして俯うつむくほかなかった。


  　自分の中でこれまで行動基盤にすらなっていたものが、音を立てて崩れていくような気さえした。


  　けれど、


  「……一つ、いいかしら」


  「どうぞ」


  「それでも私は、拓馬が子供にしか興味がないというのなら、ロリコンの趣味を憎まずにはいられない」


  「そう……」


  「けど、少なくとも、だからと言って拓たく馬まを軽けい蔑べつなんかはしない。拓馬のことを、誇りに思いたい」


  　受け入れたいと思う。悪趣味を持っていようと、全人格まで否定してしまうのは早そう計けいなのだという事実を。拓馬がロリコンであるというのはとても悲しくて、やり切れなくてたまらないけれど、それでも拓馬という人物への敬意までは手放してはいけないのだと。


  　ごちゃごちゃになっていた胸の内が、すーっと落ち着いていくのを衣い舞ぶは感じる。懸け念ねんの一つ一つを取り除いたその跡に、一つ、痛みの箱がぽつんと残ってしまったけれど、それはまだ開けずに心の隅すみに置いておく。


  「それはよかった。そして、その言葉が聞きたかった」


  　衣舞が冷静さを取り戻して口を引き締めると、山やま吹ぶきは攻撃的な笑みを崩し、穏やかに微笑ほほえんだ。


  「お願いがあるんだけど、どうか頼まれてくれないかな。彼のためにも、私のためにも」
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  Ｃｈａｐｔｅｒ．７：聖ひじりヶが原はらプリズン・ブレイク


  



  「ぜえ！　ぜえ！　──がほぁ！　……はぁ、はぁ」


  　体力には自信があった。剣の腕のみならず、肉体の鍛たん錬れんもこれまで怠おこたらずにやってきたのだ。事実拓たく馬まは、体力測定などの客観的なデータを見ても学園はおろか全国でも上位に入る好成績を叩たたき出したりしている。しかし、


  「……し、しんどい……」


  　そんな拓馬が今、肩で息をし、膝ひざから崩れ落ちそうなほどの消しよう耗もうを見せていた。


  　海から上がってきたのである。足を引きずるようにして砂浜を登り、腰に巻かれたベルトから一キロのウエイトを二つ外して、すでにそこにあったウエイトの山に放り捨てた。


  　これでウエイトが計六個、六キロ分──そのことを確認し、拓馬は再び海へと向かっていって、数十メートル沖に浮かぶボートを目指し泳ぎ始めた。


  　全身の筋肉はもうパンパン、心臓も尋じん常じようではないほど跳ねまわり、どんなに深呼吸してもまだ足りぬと肺があえいでいる。加えて体温を奪う冷たい海水、呼吸をさせまいと覆おおい被かぶさってくる荒波、体を押し流す潮しお──状況は過酷の一言だ。できることならば砂浜に倒れこみ、そのまま眠ってしまいたいくらいだ。


  　しかしそれも叶かなわぬ願い。なぜなら今拓たく馬まがやらされている水泳訓練は、校則違反者の更こう生せいプログラムなどとは名ばかりの罰であるからだ。


  



  



  　保健室で麗れい奈なとの騒動があったその日のうちに、拓馬には島流しの決定が下され執行にまで至った。


  　風紀委員が拓馬の身柄を離島まで送り届けたときには、夕方である。


  　拓馬を出迎えたのはヨット部の教官──つまりはこの離島の管理人であり、看守である立たつ浪なみという男だった。立浪の第一印象は、マネキン。どのあたりがマネキンかというと、表情が変わらないこと、顔はこちらに向けられているはずなのに眼めの焦しよう点てんが合っていないこと、そしてスラリとした高身長に異様なまでの筋肉の付きのよさで、端たん的てきに言うと人間味が感じられない男だった。ボーイスカウトのようなその格好も軍人の教官みたいで、それが威い圧あつ的てきな印象を与えているのかもと思ったが、立浪は内面性からして人間味に欠けていた。というか、鬼だった。


  「それにしても今日きようは暖かいな！」


  　桟さん橋ばしで風紀委員から拓馬を引き受けるなり、立浪は唐突にそう言った。


  「え、ええ、そうですね」


  　確かに陽気としてはうららかなので拓馬が頷うなずくと、


  「よく言った！　ならばこれで十分だな！　すぐに着替えろ！　女子の目はないからここで構わん！」


  　宿舎への案内やこの離島でのルールの説明──そんなものは一切せずに、いきなり水着とベルトを渡されて、桟橋の上で着替えをさせられた。日差しが暖かいとはいえまだ五月。水着一枚だとかなり寒い。


  　そして立浪は拓馬を砂浜まで連れてきて、沖に停泊している一艘そうのボートを指さして言った。


  「あのボートにウエイトがある！　一度に何キロ運ぼうが何往復しようが構わん！　とにかく十キロ分のウエイトを持って来い！　行け！」


  　なるほど、この島に上陸したその瞬間からもう罰は始まっているのだなと拓馬は痛感した。


  　罰を受ける謂いわれがそもそもないのだから断固抗議の声を上げたいところではあるが、この場で反発しても立浪からの締めつけが厳しくなるだけで埒らちがあかないことはわかっていた。なにせここは、いわば刑務所。警察であり司法機関でもある風紀委員会の決定に従い受刑者を管理するのが役割だ。いくら受刑者が無実を訴えようと、ヨット部側がその待遇を変えることなどありえない。


  　だから渋々、拓馬は立浪の言うとおりに海に泳ぎに出たのだった。体力に自信はあったから、とっととこなしてしまえばいいという甘い考えも頭にあった。しかしこなすなどとんでもない。初日の初しよっ端ぱなから課せられたその水泳訓練は、拓たく馬まの想像を遥はるかに上回るハードさであった。


  「何キロだ！」


  「……ぜぇ、ぜぇ、……に、二キロ分お願いします」


  　沖に停泊している船外機付きのボートの上にも教官がいる。名は波なみ島しま。立たつ浪なみと同じくこの男もやはりマネキンのような男で、この離島のもう一人の支配者だ。


  　拓馬が波島にベルトを渡すと、波島は二キロ分のウエイトをベルトに通して渡してくる。それを立ち泳ぎしながら装着し、再び浜へと戻っていく。ボートには手を掛けさせてもらえるだけで、上には上がらせてもらえない。


  　浜を目指して懸けん命めいに泳ぐ。途中、三人の先輩ヨット部員の集団とすれ違った。現在拓馬の他にヨット部に入れられているのはこの三人のみ。無論この三人も何らかの重大な校則違反を犯した生徒であり、これからしばらく否いや応おうなしに寝しん食しよくを共にしなければならない仲間だ。


  　重い体を引きずって、拓馬は砂浜に上がった。今しがた持ってきたウエイトで八キロ、もう一往復すればこの水泳訓練は終了になる。ベルトを外しながら、拓馬はようやく終わりが見えてきて安あん堵どしたが、しかし、その表情が絶望に変わった。


  　そこにあるはずの六キロ分の拓馬のウエイトが、半分の三キロ分しかないのだ。


  「な、どういうことですか!?」


  　わけがわからず、拓馬は立浪に報告。しかし立浪は「そんなことは知らん！」と拓馬のことを見向きもせずに怒鳴るだけ。


  　まさか自分の勘違い？　いやそんなはずはない。


  　拓馬が混乱している一方で、先ほど海上ですれ違った三人組が戻ってきて言った。


  「「「教官、十キロ分持ってきました」」」


  「うむ！　休憩を許可する！」


  



  「よぉ、お先」


  



  　ポンと肩を叩たたかれ拓馬が振り返れば、ニヤニヤと底意地の悪い笑みを口元に浮かべた男が三人──そのどれもが見覚えのある顔で、拓馬は即座に理解した。自分のウエイトが半分に減っている理由を。


  「き、貴き様さまらは……！」


  「その節は世話になったな。ま、お互い助け合いながら仲良くやろうぜ」


  　それは悠ゆう襲しゆう撃げき事件の実行犯として、拓馬自身が島流しにしてやった与よ会かいの構成員の三人であった。


  



  



  　自分たちをこんな地獄のようなところに送り込んだ張本人が、同じ立場のヨット部員として目の前に現れたのである。彼らにとってはまたとない復ふく讐しゆうの機会であったろう。


  　嫌がらせは、早速始まっていた。


  　ヘトヘトになり、ほとんど溺おぼれかけながらも水泳訓練を終えた拓たく馬まは、教官たちの指示で共同浴場へと向かった。早く冷えた体を温めたい──その一心で浴室に入ると、すでに構成員たちが浴よく槽そうでくつろいでいた。拓馬は構成員たちに牽けん制せいのひと睨にらみを利かせてから流し場で頭を洗う。


  　と、


  　──バシャァン！


  「っ!?　 ホアッチャー！」


  　頭から熱湯をかけられて拓馬はのたうち回った。


  　そして夕食の時間。食事は朝昼晩とすべてヨット部員が教官たちの分も含めて作ることになっていて、与えられたレシピをもとに拙つたない料理の腕を振るう。


  　しかし全員が食するものであるし、公平を期すためかあるいは自分たちが多く食べたいからか盛り付けは教官の手によって行おこなわれる。つまりは構成員たちが嫌がらせをする余地はなく、その点拓馬は安あん堵どした。こんな肉体を酷こく使しするような環境下だ。食事までろくにとれないとなると命の危険さえ覚える。


  　拓馬は教官から配膳を受け、意い気き揚よう々ようと食卓に着こうとする。と、着席しようとした瞬間に椅い子すを引かれてぶざまに尻しり餅もちをつき、椅子で頭を打った。


  「ぐぅおお……！　こ、子供か貴き様さまらは……！」


  「何を馬ば鹿かなことをしているか！　さっさと食え！」


  　しかも教官に怒られたのは拓馬のみである。


  



  



  　食事を終えると、すぐさま拓馬たちは宿舎の奥へと連れていかれた。廊下を進むとデスクやソファ、テレビなども設置された広間に出る。どうやらここが教官たちがくつろぐスペースであるらしい。そしてその広間を抜けた先にも廊下が続いているのだが、なんとその廊下には錠じようのついた鉄てつ格ごう子しがはめこまれていた。そして教官は「消灯まで自由時間！」と怒鳴りながら、その鉄格子を開けて拓馬たちを中に放り込む。窓という窓にもすべて格子がはめられており、要は、ちょっと広めの牢ろう屋やである。自由時間も何も鉄格子の中にある部屋といえば、年季の入った二段パイプベッドが詰め込まれている寝室と、ボロボロの書籍が並ぶ本棚と机だけが並ぶ自習室、それに共同トイレだけで、自由を謳おう歌かする余地などない空間であった。聖ひじりヶが原はら学がく園えんもたいがい校則が厳しいが、ここはその比ではない。もっとも自由があったところで、それを享きよう受じゆするほどの体力はもう残っていないのだが。


  （やれやれ、まだ初日、しかも夕方からの日課をこなしただけなのにこれとは、先が思いやられる）


  　ある程度ヨット部の内実は知っていたが、まさかここまでつらいものとは思わなかった。しかも無実の罪であるのにこんなところに入れられているのである。気が滅め入いって仕方がない。


  　すでに部屋着のジャージに着替えている拓たく馬まは、疲れもありさっさと寝てしまうことにした。


  　就寝前の歯磨きのために共同トイレへと入る。


  「……来たか」


  　すると、拓馬に続いて構成員たちもぞろぞろとトイレに入ってきたのだった。


  　どうやら、嫌がらせ程度では腹の虫が治まらないらしい。構成員たちの目に、もはやいたずらめいた余裕はない。より明確な敵てき愾がい心しんをむき出しにして、鋭するどく拓馬のことを睨にらんでくる。


  　三対一で向かい合い、張り詰めた緊張感の中、構成員の一人が憎々しげに唸うなった。


  「なんで風紀委員のてめぇがこんなとこにいるのかは知らねえが、うれしいぜ。たっぷり礼をしてやるよ」


  　暴力は必ひつ至し。もはや衝突は免まぬがれない。が、拓馬はむしろ、それを望んでいた。


  「ふん、上等だ。陰湿な真ま似ねをされ続けるよりよっぽどいい。二度とちょっかいを出す気にならないようにしてやる」


  　そう、くだらない嫌がらせを受け続けるくらいならば、今一度真正面から叩たたき潰つぶして完全に心をへし折ってしまったほうが手っ取り早い。


  「木刀も持ってねぇくせに粋いきがってんじゃねぇぞ！」


  「貴き様さまらくらいなら素す手ででも十分だ！」


  　構成員三人が一斉に飛びかかってきて、拓馬も一歩を踏み出す。


  　ウエイトをちょろまかされた恨みも熱湯をかけられた恨みも椅い子すを引かれた恨みもすべて乗せ、真正面の構成員を殴り飛ばす。が、その瞬間に拓馬の頬ほおにも突き刺さる衝しよう撃げき。メガネが吹っ飛び、次いで腹にも衝撃が突き抜ける。体がくの字に曲がりそうになるところ──なんとかこらえて手近の構成員の胸むなぐらをつかむと、思いっきり引き寄せて頭突きを見舞った。そしてそのまま構成員を力任せに振り回し、もう一人の構成員へと叩きつけた。敵二人はもつれ合ってその場に倒れこむ。


  「ぜぇ……ぜぇ……どうした……礼をするのではなかったのか……？」


  　立っているのは拓馬一人、しかし今にも倒れそうだ。


  「うるせえ……マジで、殺すぞてめえ……」


  　それぞれ拓馬にダメージを与えられた構成員たち。しかしゾンビのごとく立ち上がり、その目に宿る凶暴な輝かがやきは、衰おとろえるどころかさらに燃え上がっていた。


  　両者の衝突は一見派は手でなようだが、しかしその実、へろへろのグダグダだった。無理もない。双方が双方、日中にヨット部の訓練を受けてとっくに疲労困こん憊ぱいなのである。喧けん嘩かをする体力など残っていないのだ。だから拓たく馬まの殴おう打だも頭突きも大したダメージになんてなっていない。かといって構成員たちも、果か敢かんに向かっていけるほど身が軽くない。


  　お互い、意地の張り合いで立っているだけだった。吹けば倒れるほどにふらふら。そしてそんな両者の対立を吹き飛ばしたのは、大木すらも根こそぎ倒してしまうような剛ごう力りきの嵐あらしだった。


  「何をしとるか貴き様さまら！」


  　ドカンとトイレのドアが開き、鼓こ膜まくが破れんばかりの怒ど号ごうが響く。波なみ島しまだ。


  　そして拓馬は目を奪われた。波島はトイレにずんずん入ってくると、手当たり次第に構成員たちをどついて回ったのだ。しかもその膂りよ力りよくが尋じん常じようではない。


  　波島が一発頬ほおを殴れば構成員は独こ楽まのようにグルグル回り、波島が一発蹴ければ構成員がサッカーボールのように壁に激突し、波島が両脇わきをつかんで放り投げれば構成員は天井に激突し、天井を大きくへこませていた。


  　構成員たちの体力が底を突いているからとか、そんなレベルの話ではない。


  　さすがは凶悪な校則違反者たちを更こう生せいさせる部活動の顧こ問もんである。波島はバケモノだった。そしてそのバケモノが今、拓馬の前に仁に王おう立だちした。次の瞬間、


  　──ドゴッ！


  　脳みその中にまで骨と骨がぶつかり合う音が響き、首が、背骨が、ビリビリと痺しびれ、拓馬はその場に崩れ落ちた。


  　隕いん石せきでも降ってきたのかというほどの、波島の頭突きである。


  「……なぜ自分まで……突っかかってきたのはそいつらのほう……」


  　這はいつくばりながら拓馬はうめく。しかし波島は一いつ蹴しゆう。


  「黙れ！　喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいだ！　次またくだらん小こ競ぜり合いなどしてみろ！　こんなものではすまさんぞ！」


  　そう無表情で怒鳴ると、きびきびとトイレから出ていってしまった。


  　死し屍し累るい々るいの共同トイレ。男子高校生が四人もいるというのに、みな物のように転がって、沈黙は長く続いた。蛍光灯だけがジジジと鳴き、時折どこかしらで苦く悶もんのうめき声が上がる。


  　そして二十分ほどたったろうか。


  「……うう～……なんでこんなことに……本土に戻りたい……」


  　構成員の一人が吐いた、ほとんどすすり泣くような弱よわ音ねを皮切りに、よろよろと全員が身を起こした。


  　拓馬も顔を上げて、構成員三人と目を合わす。すると、拓馬を睨にらんでいた構成員二人の表情がぐにゃりと歪ゆがみ、半べそで喚わめき散らした。


  「てめえのせいでこんなことになってんだぞバカヤロウ！」


  「俺おれなんかてめえのせいであの野や郎ろうからファーストキスを奪われたんだぞ！　俺のファーストキスを返せ！」


  　どうやら水泳訓練中に溺おぼれ、人工呼吸をあの教官から受けたらしい。確かに気の毒ではあるが、それを拓たく馬まのせいにするのはお門かど違ちがいだ。


  「知るか！　そんなことは貴き様さまらの自じ業ごう自じ得とくだろうが！」


  　そもそもは与よ会かいなんぞに与くみして悠ゆうを脅おどしたりするのが悪いのだ。拓たく馬まは負けじと怒鳴り返す。すると残る構成員の一人は完全に冷静になったようだ。


  「おいやめろ騒ぐな！　またあのマネキン野や郎ろうにシバかれるぞ！」


  「ちっ」


  　渋々と押し黙る構成員。しかしまだ立ち上がる気力は回復しないようで、あぐらをかいて座り込む。そして不ぶ躾しつけに尋ねてきた。


  「そもそもお前、なんでこんなとこにいんだよ。風紀委員のくせに一体何やらかしやがった」


  「何もしていない！　無実の罪で入れられたんだ！」


  「あ？　どういうことだ？」


  　実際に悪さをしてここに入っているような連中と一緒くたにされるのははなはだ心外だ。詳細は省いたが、ともかく小等部の女子を襲おそったという無実の罪を着せられていることを教えてやった。


  「小等部の女の子って……お前、俺おれらなんかよりよっぽど悪質じゃねーか！」


  「だからやってないと言っているだろう！　冤えん罪ざいだ！」


  　確かに劣れつ情じようを催もよおしたりもしたが、分ふん別べつや倫りん理りを弁わきまえて手を出さなかったという矜きよう持じがある。そう、確かに自分は麗れい奈なに手を出していないし、麗奈もそのことを主張してくれていたはずなのだ。それにもかかわらず島流しにされてしまった。


  「くそっ！　なぜこんなことに……！」


  　あまりにも理り不ふ尽じんな処しよ遇ぐうに歯は噛がみし、拓馬はタイルを叩たたく。しかし口ではそう言いながら、薄々と、なぜこんなことになっているのか心当たりがないではなかった。


  　実は脳のう内ない解かい放ほう区くに入ってすぐの頃から、山やま吹ぶきに話を聞かされていたのだ。脳内解放区には、与会以外にも敵がいるのだと。そしてその敵とは拓馬にとっては考えたくもない相手だったのだが、しかし今回の一件、もしその人物が動いているのだとしたらすべてに納得がいくのだ。自分と麗奈の証言が黙殺されているのにも、こんなにも迅じん速そくに、自分が島流しに処されているのにも──。


  　ただ本当に自分の島流しがその人物の意志なのだとすると、下へ手たしたら自分は卒業までここから出られない。強制わいせつの汚お名めいを背負ったまま、残る学園生活をまるまるここで過ごすことになる。


  「じ、地獄だ。耐えられない……！」


  　行ゆく末を想像し、そして本土では既成事実となってしまった強制わいせつ犯・軒のき原はら拓馬の名が独り歩きしていくのだと想像したら軽く死にたくなってくる。


  　そしてこの島にいることに絶望を覚えているのは、構成員たちも一緒。


  「……こんなところにいるなら退学したほうがまだマシだ。けど、この島にいる限り退学届すら出せやしねえ……」


  「……もう嫌だ。逃げてえ……母ちゃん……」


  　各おの々おのの嘆なげきがポツリポツリと浮かんでは消えていく。


  　そんななか、構成員の一人が言った。


  「……それだ。逃げちまおう」


  「え？」


  「こんなとこ、もういたかねぇよ！　逃げるんだ！　脱走するんだよ！」


  　脱走──その一人の提案は自由への希望を生み、希望は他の構成員にも伝でん播ぱして、彼らの目にはギラついた生せい気きが宿った。


  　そして言い出しっぺの構成員が、拓たく馬まに言う。


  「おい風紀委員、お前だって冤えん罪ざいならこんなとこにいたかねえだろ。力ぁ貸せ」


  「はあ？　お前何考えて──」という仲間からの異論も遮った。


  「こんなこと言うのは癪しやくだが、こいつの運動能力の高さはかなり使える」


  　この言い出しっぺの構成員──三人の中でも最もリーダーっぽいので、仮に〝リーダー〟と呼ぶ──リーダーは冷静で、とても与よ会かい的てきだった。己おのれの利益のためにつまらないプライドを捨てられる人間は、交渉相手としては悪くない。


  「どうだおい。あのときのことはお互い水に流して、手を組むってのは」


  　リーダーは真剣な眼まな差ざしで拓馬を見み据すえてくる。どうやら本気で脱走を企くわだてるつもりのようだ。


  「いつまでこんなところで油を売っている！　じき消灯だ！　戻れ！」


  　急にトイレのドアが開いて、波なみ島しまが怒鳴る。拓馬たちは弾はじけたように立ち上がって、何事もなかったかのように寝室へと駆かけ込んでいった。


  　そしてその折、拓馬はリーダーに耳打ちする。


  「いいだろう」


  　端はなから不当な処しよ遇ぐうなのだから、ここにおとなしくいるつもりはない。行動を起こさなければ、本当に麗れい奈なの強制わいせつ事件が既成事実化してしまう。そのためにはここから脱走して本土に渡り、行動せねばならない。そして脱走には、協力者がいたほうが絶対にいい。となるとリーダーの提案は、拓馬にとっても悪くない。むしろ渡りに船。いや、必然ですらある。


  「絶対に裏切ったりチクったりするんじゃねぇぞ、風紀委員」


  「それはこちらの台詞せりふだ」


  　元は敵同士である。馴なれ合うつもりはさらさらない。しかし今だけは、この離島からの脱走という共通の目的を果たすべく、拓たく馬まは与よ会かいの構成員たちと手を組むことにした。


  



  



  　消灯後、電気が一斉に落とされて寝室は真っ暗になる。拓馬と構成員たち全員がベッドに潜り込んで、疲れのあまり眠りそうにもなるが、しかし暗くら闇やみの作戦会議は続く。


  「ここは離島だ。教官のボートを奪うほかに方法はあるまい」


  　拓馬がまず思いついたことを口にして呼び水にする。離島と本土の間は距離にして十キロ弱。波は高く、ある一定のポイントから先は潮しおの流れが異常なまでに速くなる。泳いで渡り切るのは至し難なんの業わざ。となると脱出方法はボートになるだろう。そして拓馬が見たところ、この離島にあるボートは水泳訓練のときに教官が乗っていた船外機付きのボートだけだ。


  　するとリーダーが少しの黙もつ考こうの後に応こたえる。


  「あれは使わないとき以外は倉庫の中だぜ。そんで倉庫の鍵かぎは教官が常にズボンにぶら下げてる。そうすると訓練中に海上で奪うしかなくなるが、……あの教官から力にものいわせてボートを強ごう奪だつできると思うか？」


  「……ふむ、厳しいかもしれん。たとえ四人一斉に飛びかかったとしても、あれをボートから落とすには二、三人の犠ぎ牲せいを伴ともなうだろうな」


  　拓馬は共同トイレでの波なみ島しまの暴れっぷりを思い出し、冷静にシミュレーション。結果、どう頑張っても四人無事のままでボートを奪うなど無理そうだ。


  「……んだよ、お前強いんじゃねぇのかよ、使えねーな……」ポツリと吐かれる悪態。


  「貴き様さまらのような軟なん弱じやく者ものが相手ならともかく、あの教官相手に素す手では無理だ」言い返す拓馬。思うにあれは、拓馬が師と仰あおいでいる剣道部の顧こ問もんと同じ人種だ。たまにいるのだ。齢よわいを重ねてもなお肉体の鍛たん錬れんに邁まい進しんする超人のような人間が。いわばプロのスポーツ選手と何ら変わりないような生活を送っている彼らに、体力勝負で勝てる道理はない。


  「誰が軟弱者だコラァ！」


  「やめろ騒ぐな！」


  　リーダーが構成員を諫いさめつつ、続ける。


  「奪うよりも安全で確実な方法がある。倉庫の裏に使われなくなった手て漕こぎボートが放置されてるんだ。小せえやつだが、詰めれば四人くらいは乗れると思う。それを使うんだ」


  「手漕ぎボートか……しかしそれは捨て置かれているものなのだろう？　穴などが開いていないという保証はあるのか？」


  「いや、それは……」


  「仮にその手漕ぎボートが使えるとしてだ。オールがなければ漂流するだけだぞ。それに、よしんば海上に出られても相手は船外機付きのボート、すぐに捕まる」


  　リーダーの発案に、今度は拓馬が問題点を指摘する。教官が使っているもの以外にボートがあるのならそれを使うのは悪い手ではない。しかし放置されたボートなど安全性に不安が残るし、推進力と追っ手の対処も考えないことには脱走にはほど遠い。


  「ボートが使えるかどうかわからんうえに、オールの調達に、船外機付きボートの追っ手か……」


  　リーダーが再び考えこむ。と、


  「「「あ」」」


  　構成員の三人が、何かひらめいたらしい。


  「オールと追手は何とかなるかもしれねー」


  　リーダーがそう言うので詳しく話を聞いてみると、なるほど、そのアイディアは使えそうだ。


  「……よし、いい手を思いついたぞ」


  　拓たく馬まが脱走の妙案をひらめいたので明かしてやると、構成員たちは揃って目をぎらつかせた。


  「風紀委員のくせにやるな」


  　決まりだ。


  　決行は翌朝。急きゆう遽きよ脱走前夜となってしまったが、その緊張感を遥はるかに上回る疲労感で拓馬らは深い眠りに落ちながら、そのときを待つ。


  



  



  　ヨット部の朝は早い。五時半に起床し、まずはベッドメイキングと共用トイレの掃除。その後、宿舎周りをランニングさせられて、ようやく朝食となる。


  　私語すら許されない静かな食事──カチャカチャという食器の音と咀そ嚼しやくの音のみが食堂にさざめくなか、突とつ如じよ拓馬たちのテーブルで騒ぎが起こった。


  「てめえ何すんだよ！」


  　構成員の一人が、隣に座っていた構成員につかみかかったのだ。


  「何の騒ぎだ！」


  　立たつ浪なみと波なみ島しまが顔を見合わせ、立浪のほうが飛んでくる。


  「こいつが俺おれのおかず食いやがったんだ！」


  「この馬ば鹿かどもが！　貴き様さまら二人は飯抜き！　今すぐ穴掘りだ！　来い！」


  　小こ競ぜり合いの原因は、なんとも些さ細さいなこと。立浪は構成員二人を叱しかりつけると、後頭部を小突きながら外へと連れ出していってしまった。


  　穴掘りとはこのヨット部における罰の定番。なんてことはない。ただシャベルで砂浜に穴を掘り、そして埋める。ただそれだけ。しかしこれがキツい。何の目的も終わりも見えない肉体作業を延々と繰り返させられるのだ。


  　そして拓馬とリーダーは目で合図しあう。


  　脱走計画の第一段階成功、と。


  



  



  　午前中、拓たく馬まとリーダーは波島の監視下で宿舎内の掃除をやらされた。


  　そして午後、ついにヨット部としての訓練が始まる。


  　内容は昨日きのうと同じ。砂浜から沖合に停泊しているボートまで泳ぎ、十キロ分のウエイトを持って帰ってくる水泳訓練だ。ちなみに今これをやらされるのは拓馬とリーダーのみ。穴掘り組の構成員は砂浜で依い然ぜん穴掘りをさせられており、水泳訓練はいつ終わるともしれない穴掘りのその後にやらされるらしい。すでに穴掘りで死にそうになっているのに、加えて水泳訓練なんてやらせたらいよいよ死ぬだろう。


  　損な役回りをやらせてしまっている申し訳なさもあり、拓馬とリーダーは積極的に海へ飛び込んでいく。


  　そして拓馬とリーダーが五往復目、最後のひと泳ぎに入ったときだ。


  「ごあは！　──がは！」


  　砂浜からボートに向かっていたリーダーが溺おぼれ出したのだ。リーダーは腕をバシャバシャと海面に叩たたきつけ、苦しそうにあがいている。


  　それに気づいたボート上の波なみ島しまはすぐさま海に飛び込んで、リーダーを救出。ボート上に引き上げた。


  「──がはっ！　げほ！　す、すみません。足がつったみたいで」と、リーダーはむせこみながら、ふくらはぎをさする。すると波島はこんな事態にも慣れっこなのか、「十分だけボート上で休憩することを許可する！」とそれだけ言い放ってリーダーを放置するのだった。


  　それを見ていた拓馬はボートまで泳ぎ着くと、ボートにしがみついて波島に話しかける。


  「波島教官、質問があるのですがよろしいでしょうか」


  「なんだ！　言ってみろ！」


  「今までこのヨット部に来た生徒で一番重りを多くつけて泳いだ者は何キロだったのですか」


  　拓馬の質問に、波島は意外にも饒じよう舌ぜつに答える。


  「過去に私が受け持った生徒で最重量は、十キロを一度に持っていった剛ごうの者がいたな！　あの身体能力、勘のよさ、本格的に鍛きたえれば何らかのマリンスポーツで必ずや大たい成せいしていたことだろう！　しかしままならないもので、性しよう根ねが腐りきったまま卒業していった！　今もきっと、その才能を無む下げにしているのだろうな！」


  　マネキンのような男だとは思っていたが、しかしこの人にはこの人で生徒に対して思うところがあるのかもしれない。そんなことを思いつつ、見るともなくボート上のリーダーの動きを探るとどうももう少し時間を稼かせいだほうがよさそうな感じだったので、拓馬はさらに波島に絡んでいく。


  「では自分もその重さに挑戦します。ウエイトを十キロ分ください」


  「……この島に来てまだ二日目！　慣れてもいないのにそんな重さをつければ死ぬぞ！　海を舐なめるな！」


  「舐めてません！　──が、教官の言いつけを守ってやめときます。二キロだけください」


  　あっさり拓たく馬まは引き下がり、教官にベルトを差し出す。


  「……ふん、無駄話をして休憩か！　小こ賢ざかしい！　さっさと行け！」


  　教官は拓馬のベルトにウエイトを通すと、ボートにしがみついている拓馬にそう吐き捨てるように言うのだった。さすがは長年ヨット部の顧こ問もんをやっているだけあって鋭するどい。確かに今の会話は無駄話だ。しかしそれは、休憩のためではない。こちらに注意を引いておいて、ボート上で休んでいるリーダーから意識をそらさせておくためだ。そしてその間にリーダーは、自みずからの役目を見事遂すい行こうした。


  　拓馬はリーダーが脱走計画の第二段階を成功させたことを確認すると、さっさと砂浜に戻っていった。


  　ウエイトはこれで十キロ分である。それを、砂浜で穴掘り組の監督をしていた立たつ浪なみに報告した。


  「はぁ……はぁ……終わりました……」


  「よぉし！　軒のき原はらは次の訓練開始まで休んでよし！　──コラァ！　貴き様さまら穴掘り組は休む暇ひまなどない！　今度はその穴を埋めろ！　そして速やかに水泳訓練に移れ！　返事はどうしたぁ!?」


  「「…………うぅす」」


  　穴掘り組の構成員はもはや虫の息。そんなのでこれからいよいよ大詰めを迎える脱走計画を無事成し遂げられるのかと心配になるが、ここまで来たらもう引き返せない。


  　拓馬は自分の役割を果たすことにした。


  「……ぜぇ、ぜぇ、……教官、トイレへ行かせてください」


  「三分ですませて戻ってこい！」


  　拓馬は立浪の許可を得て、重い体を引きずりながら宿舎へ入っていった。


  



  



  「……遅いな」


  　穴掘り組の監督をしながら、立浪はふと腕時計を見てつぶやいた。拓馬がトイレに行ってから、思えば十分近く経過している。


  「……おい貴様！　そろそろ足も回復したろう！　さっさと海に戻れ！」


  　そして沖合のボート上では、波なみ島しまがリーダーを叱しかりつける。リーダーは「いやあ～、できればもうちょっとお時間を」とのらりくらりとかわしていたが、ふと何かの存在に気づき、離島のはずれを指さしていった。


  「あれ？　ボート？」


  「っ!?」


  　波なみ島しまはリーダーの指さすほうを振り返り、双眼鏡を覗のぞく。すると人一人を乗せた一艘そうのボートが、沖合へと乗り出そうとしているのが見えた。波島にはそのボートに見覚えがあった。倉庫裏に放置してあったものだ。


  「こちら波島！　生徒が一名、脱走の模様！」


  　無線に飛びつき、すぐさま波島は砂浜の立たつ浪なみに連絡。立浪からの返事は早く、そして怒ど気きこそ孕はらんでいるものの冷静だった。


  《すまない！　軒のき原はらがトイレに行きたいというので行かせたのだが、油断した！》


  　双眼鏡を覗くと、拓たく馬まは制服に着替え、顔を隠すためか日差しを遮るためか頭にはタオルを巻いている。しかしよくよく観察してみると、ボートを漕こいでいる様子などはない。そもそもオールがないのだ。どうやらオールの当てもないのに勢いだけで海に飛び出していったらしい。


  　馬ば鹿かなやつだ。そんなものは脱走でもなんでもなく、ただ漂流しにいったようもの。そもそも、あのボートは底に穴が開いているのだ。小さい穴なのですぐに沈むということはないが、本土までは到底もたない。


  「問題ない！　オールも何もなく乗り出していった模様！　至急ボートで追う！」


  　波島はすぐさまボートの錨アンカーを回収し、船外機のエンジンをかけた。


  　しかし、


  　──ブルルゥン……ぷすん。


  　──ブルルゥン……ぷすん。


  　かからない。


  「っ!?　な、なぜだ!?」


  　──ぷすぷすぷす……ボンッ！


  　いくらスターターロープを引いても始動しないどころか、ついには異音を発して煙まで噴いてしまった。


  「こんなときに故障だと!?　さっきまでなんともなかったのに……！　──こちら波島、船外機が故障した！　大した距離でもないし泳いでやつを捕まえる！　こちらのボートは停泊させておく！」


  　さすがに波島の表情にも動どう揺ようが見られたが、しかし行動選択は迅じん速そく。再び錨を下ろしてボートが流されないようにすると、無線を使って立浪と連携を取る。


  《了解した！　ではボート上の生徒をこちらに返してくれ！　一いつ旦たん全員を檻おりにぶち込んで、そのあと私もすぐに応援にいく！》


  「了解！　──わかったか貴き様さま！　さっさと全速力で浜まで戻れ！」


  　波島はリーダーを海に放り投げると同時に、自身も海に飛び込んで逃げ出したボートを追った。


  「早くしろ貴様ら！　脱走未み遂すいなど連帯責任だ！　あとで全員しごいてやるから覚悟しておけ！」


  　そしてリーダーが砂浜に着くやいなや、すぐさま立たつ浪なみは構成員の三人を宿舎内に連れていき、鉄てつ格ごう子しの向こうに閉じ込める。


  　立浪は鉄格子がしっかり施せ錠じようされていることを確認してから、全速力で倉庫へ。中にあったオールを二本持ち出すと、その場に服を脱ぎ捨てて猛然と海へと入っていった。


  　立浪はオールを二本抱きかかえながらも器用に泳ぎ、鮫さめのような速さでぐんぐん脱走したボートに追いついていく。しかしボートに近づくにつれ、徐々に様子がおかしいことに気づいた。


  　先にボートを捕まえて乗り込んでいる波なみ島しまが、こちらに向かって何かを叫んでいるのだ。


  「どうした一体！」


  　立浪もようやく追いついてボートに上がる。と、一目で波島が騒いでいた理由を理解した。


  「～～～～！　やられた！　人形だ！」


  　ボートに乗り込んでいる一人──当然、姿を消した軒のき原はら拓たく馬まだと思い込んでいた。


  　しかしそれは、軒原拓馬の制服を着せられて、頭にはタオルを巻かれた、人命救助練習用のマネキンだったのである。


  



  



  　倉庫裏にある手て漕こぎボートの安全性がわからないのなら、それに脱走計画の成否を賭かけるのはリスクが高すぎる。ならばいっそ、手漕ぎボートを囮おとりにして、教官たちの注意をそらした隙すきに船外機付きのボートを奪ってしまおうと、拓馬らはそう考えた。そうすれば、船外機付きのボートが追っ手としてやって来るという問題も解決できる。


  　そのアイディアをもとに編み出した作戦がこれだ。


  　まずは構成員の二人がわざともめ事を起こし、穴掘りに従事する。次にリーダーが溺おぼれたふりをしてボート上に上がり、拓馬が波島に無駄話を持ちかけている隙に、船外機の燃料タンクに食堂から拝借したガムシロップを投入。エンジンをおしゃかにしてしまう。


  　そして拓馬がトイレに行くふりをして宿舎に入り、備品置き場にあったマネキンに自分の制服を着せて離島のはずれ、倉庫裏へ。そこに放置されていたボートを海まで引きずって、マネキンを乗せ、沖に流した。


  　そのマネキンを教官たちが追っていくのを、拓馬は倉庫の陰から窺うかがっていたのだ。


  　あとは立浪が脱ぎ捨てていったズボンのベルトから鍵かぎの束たばを回収。すぐさま宿舎へと駆かけ込んだ。


  　誰の監視下にもない廊下を走り抜け、広間へ。


  　すると、今や遅しと鉄てつ格ごう子しにすがりついていた構成員たちが快かい哉さいを叫んで拓たく馬まを迎えた。


  「来た─────っ！　ヒャッホウ！　でかしたぞ風紀委員！」


  「ぎゃっはっは！　なんだよお前やるじゃねぇかよ！」


  「ぜえ、ぜぇ……まったく！　あんなものを一人で担かつがせおって！　むちゃくちゃ重かったぞ！」


  　しっかり人一人分の重量のマネキンと、小さいながらもちゃんとしたボート──この二つを担いで海まで向かうのは、尋じん常じようではないくらいしんどかった。今も全身の筋肉がプルプルと震えて止まらない。


  　しかしそんな文句を言いながらも、ついつい口元に笑みが浮かんでしまうのもまた止められない。自分たちは、まんまとあの教官たちを出し抜いてのけたのだ。


  　──ガチャン。


  　鉄格子の鍵かぎが開く。穴掘り組の構成員二人が小こ躍おどりしながら飛び出してきて、リーダーがニヤリと笑いながら鉄格子をくぐった。


  「ああ、お前くらいの体力馬ば鹿かがいなきゃ成立しなかった作戦だ。恩に着るよ」


  　ふんっ、と拓馬は鼻で笑い、そして気持ちを切り替える。


  「さあ行こう。教官たちが戻ってくる前に」


  　あとは沖に停泊している壊れた船外機付きのボートに乗り込んで、穴掘りで使ったシャベルをオール代わりに本土を目指す。脱走の成功はもう目の前だ。


  　しかし、


  　──ドゴンッ！


  　何の前触れもなく、拓馬の後頭部を鈍にぶい衝しよう撃げきが襲おそった。


  「──な!?」


  　脳みそが揺ゆさぶられ、視界に星が散り、拓馬はその場に崩れ落ちる。


  



  「さぁ行くか。三人で。教官たちが戻ってくる前に」


  



  　そんなリーダーの台詞せりふが、地面に這はいつくばる拓馬の耳に降ってきた。


  　混こん濁だくする意識。体は思うように動かせず、構成員たちに抱きかかえられても抵抗ができない。そしてそのままずるずると引きずられ、捨て置かれたかと思うと、


  　──ガチャン。


  　鉄格子の鍵が閉まる音がした。それで拓馬は、自分が鉄格子の中に閉じ込められたのだと知る。


  「あばよ、風紀委員」


  　リーダーのニヤついた捨て台詞ぜりふと、鍵を放り捨てる金属音。構成員二人の下げ卑びた笑い声。そして遠ざかっていく三人分の足音──。


  （くそ……やられた……）


  　まんまと出し抜かれた。ついつい油断していた。


  　やつらは自分に恨みを持つ与よ会かいの構成員で、そもそもは敵同士。いつ裏切られてもおかしくなどなかったのだ。


  　悔くやしくて、拳こぶしを握り、奥歯を噛かむ。


  　全身疲労に加えて後頭部への殴おう打だもあるが、それを抜きにしても起き上がろうとする気力はもはや湧わいてこなかった。うつ伏せのまま、顔すら上げられない。敗北感と不ふ甲が斐いなさに打ちひしがれ、もう二度とこの島からは出られないのではないかという絶望に身を落とす。


  　すると、どれくらいたったろうか。バタバタという足音が二つ近づいてきて、ガシャッと鉄てつ格ごう子しにつかみかかってきた。


  「入っていたはずの三人の姿がない代わりに、軒のき原はらだけが檻おりの中に！」


  「……おそらく仲間割れか裏切りにでも遭あったのだろう！　まったく馬ば鹿かなやつだ！」


  　波なみ島しまと立たつ浪なみだ。


  　二人は拓たく馬まが鉄格子の向こうで倒れているのを発見し、鉄格子がしっかり施せ錠じようされているのを確認すると、再びバタバタと広間を出ていった。構成員の三人を捕まえにいったのだろう。


  　とっくにもうボートを漕こぎ出して、さすがの教官たちも泳いでは追いつけないところにまで行ってしまったであろうが……。


  　罪を犯したあの三人が脱走に成功し、冤えん罪ざいの自分だけが失敗とは。なんと理り不ふ尽じんで惨みじめなことか。情けなさすぎて涙が出てくる。


  　このまま自分の麗れい奈なへの強制わいせつの罪は既成事実化されてしまうのだろうか。辰たつ巳みや悠ゆうや、そして何より衣い舞ぶに勘違いされたままなのかと思うと、やり切れなくてたまらない。


  　保健室で自分のことを呆ぼう然ぜんと見ていたあの衣舞の顔が瞼まぶたの裏に焼き付いて、胸が張り裂けそうになる。


  　どうしてこんなことになってしまったのだろう。


  　どうしてあの人は、こんなことをするのだろう。


  　一体自分が何をしたというのだ。


  　もう疲れた──。


  （…………）


  　何もかもが嫌になり、いっそ逃げるように寝てしまおうとした、そのときだった。


  　──パタパタパタパタッ。


  　こちらに駆かけ寄ってくる足音が聞こえた。今度は一人分。それも教官たちのものものしい足音とは違い、軽やかで、しなやかだ。


  （……？　一体誰でしょう……）


  　この離島に存在しているのは教官が二人と構成員の三人、あとは自分のただそれだけ。そして自分以外の全員は出払っているはず。


  　次いで聞こえたのは、ジャラジャラという金属音。リーダーが投げ捨てた鍵かぎの束たばを拾い上げたらしい。鍵の束がこすれ合う音が、足音とともに近づいてくる。


  　──ガチャン。


  　鉄てつ格ごう子しの解かい錠じようの音。


  　不審に思い、拓たく馬まは顔を持ち上げた。すると──、


  



  「……一体何が起きれば水着姿で廊下に寝ることになるのよ。とりあえず着るものを調達する必要がありそうね」


  



  　こんな離島にいるはずのない人物──小こ瀬せ村むら衣い舞ぶが、そこにいた。


  



  



  「ひゃっはっはっは！　まんまと上う手まくいったなぁ！」


  　海上。壊れた船外機付きのボートの奪だつ取しゆに無事成功した構成員の三人は、高笑いを上げた。


  「しっかしあの土ど壇たん場ばで風紀委員を裏切るなんて、考えたじゃねぇかよ！」と、シャベルでボートを漕こぎながら、構成員の一人が言う。


  「鉄格子の鍵さえ開けさせればあいつはもう用ずみだからな。一緒に行動してても鬱うつ陶とうしいだけだし、何より俺おれたちをあんなところに送り込みやがった借りを返してなかったからな」と、したり顔のリーダー。


  「あぁ、お前が辞書でぶん殴ってあの野や郎ろうがダウンした瞬間、俺ぁスカッとしたぜ！」


  　軒のき原はら拓馬を裏切ること──それはリーダーの腹ふく案あんだった。三人きりで話すチャンスもなかったし、何より敵を騙だますにはまず味方から、だからだ。


  　そしてそれは功こうを奏そうし、まんまと軒原拓馬は鉄格子の中。自分たちだけが見事脱出と相成った。


  　ボートも順調に進み、本土までもうあと半分というところ。離島ももうだいぶ小さく見える。


  「くっくっく、あの風紀委員、今頃吠ほえ面づらかいてるぜ」


  「さらば離島！　二度と足を踏み入れることはないだろう～！」


  　脱走とお礼参りの成功に酔いしれ、意い気き揚よう々ようとボートを漕ぐ構成員の二人。リーダーは船首に腰かけて離れゆく離島を眺める……と、波間に何かが見えた。


  「……なんか見えねーか？」


  　リーダーは立ち上がり、目を凝こらす。他の二人も同様に背後を振り返り、絶句した。


  　何かがこちらに近づいてくる。それも二つ。トンボの羽のようなものが、鮫さめの背ビレのように海面を裂いて、物もの凄すごい速さで迫ってくる。それこそまるで、水上バイクのような速度だ。


  「な、なんだあの速さは!?」


  「嘘うそだろ!?　あの島にはそんな速度の出る舟があるはずが──！」


  　そう、教官たちが自分たちを追ってこられないようにわざわざこのボートを奪ったのだ。ましてやこのボートですら、船外機を使ったとしてもあんな速度は絶対に出ない。


  　なのにどうして──その答えは、相手からグングン近づいてくるのですぐに判明した。


  　トンボの羽のように見えていたのは帆セイル。そしてその帆を操あやつり、風を捕まえ、ボードに乗った教官が海面を滑っているのだ。


  「う、ウインドサーフィン!?」


  　そう、その滑かつ走そうスピードから『海のＦ１ワン』の異い名みょうを持つマリンスポーツによる猛追である。


  「さ、最後の最後までヨットは使わないんかーい！」


  「んなことにツッコミ入れてる場合か！　漕こげ！　漕げ────！」


  　構成員たちは大おお慌あわてでボートを漕ぐ。しかし手て漕こぎのボートがウインドサーフィンから逃のがれられる道理はない。


  「やばい追いつかれ──追いつかれ──！」


  　両側から挟みこむような形で、あっという間まにボートと肩を並べる二艇ていのセイルボード。


  　そしてセイルボードから跳び移ってくる二匹ひきのバケモノ。


  「「「ぎゃあああああああああああ！」」」


  　広大な海原は、構成員たちの断だん末まつ魔まの絶叫を飲み込んだ。


  



  



  　あっさりと脱走者の三人を捕まえた教官二人は、脱走者をボート上で軽くお仕置きし、離島までボートを漕いで帰させ、砂浜に着いた途端に改めてお仕置きをして二度と脱走する気など起こさせないように教育した。


  　そしてボコボコになって動けなくなっている脱走者たちの首根っこをわしづかみにし、そのまま宿舎内へと引きずっていく。


  「ふん、バカどもが！　脱走なんぞを企くわだててここまで私たちの手を煩わずらわせたのだ！　地獄を見せてやるから覚悟をしろ！」


  　これだけ痛めつけてもなお、まだまだ教官は脱走者たちをしごくつもりである。そしてそれは無論、この脱走者たちに裏切られて鉄てつ格ごう子しの中にいる軒のき原はら拓たく馬まも例外ではない。


  　教官二人は軒原拓馬にも、キツいお仕置きをしてやるつもりでいた。


  　しかし、


  「喜べ軒原ぁ！　いい知らせだ！　貴き様さまを裏切った連中は全員連れ帰ってきてやった……ぞ……」


  　教官たちが上げた凱がい旋せんの雄お叫たけびは、尻しりすぼみに終わる。


  「……いない」


  　確かに閉まっていたはずの鉄てつ格ごう子しの扉とびらは今、開きっぱなしになっており、中にいたはずの軒のき原はら拓たく馬まの姿も消えていたからだ。


  



  



  「はぁ……はぁ……他にも聞きたいことが山ほどあるんですが、何はともあれ、助けにきてくれてありがとうございます。衣い舞ぶ」


  「いいのよ。それよりそこ、大きく窪くぼんでいるから気をつけて」


  　ガスランタンを持って先を歩く衣舞に足下への注意喚かん起きを受けながら、ジャージに着替えた拓馬はむき出しの岩壁を伝いながら歩いていた。


  　そう、ここは脳のう内ない解かい放ほう区くでも使っている地下道だ。確かに拓馬自身、地下道のすべてを把握していたわけではない。しかしまさか離島にまで繋がっていたとは夢にも思わなかった。かつてこの地下道は炭鉱として機能していたものだから、もしかしたらあの離島も、昔は炭鉱の島だったのかもしれない。


  　そして離島にある地下道の隠し扉だが、これがなんと倉庫裏。ちょうど、手漕ぎボートが放置されていたところだったのだ。いざ地上へ出ようとした衣舞も、扉の上に何か重い物が載っかっていて、地上に出られずに途方に暮れていたらしい。しかし何やら物音が聞こえたため、少し時間がたってから再び試してみたら、あっさり扉は開いたのだそうだ。つまりは拓馬が手て漕こぎボートをどかしたからである。構成員から裏切られたときはもうすべてを諦あきらめかけたが、拓馬の悪運は尽きていなかったのだ。


  　しかし衣舞が離島にまで拓馬を迎えにきてくれた方法はともかくとして、なぜその方法を知ったのか、そしてなぜ来る気になったのか、それはまだ、これから聞かなければならないことだ──。


  「辻つじヶが堂どうさんが今風紀委員会に捕まっているの。拓馬に、児童ポルノ冊子を供きよう与よした疑いで」


  「え!?　そうなんですか!?」


  　それを聞いてピンときた。自分のみならず山やま吹ぶきにまで風紀委員の手が伸びているということは、間違いなくあの人が裏で動いているのだ。


  「それで、被害者であるはずの麗れい奈なもあなたの無実を訴えていて、私てっきり辻ヶ堂さんがあなたを陥おとしいれたんじゃないかと思って、辻ヶ堂さんに問い詰めたのよ。そしたら教えてくれたわ。脳内解放区のことも与よ会かいのことも、マリア座の怪人のことも……」


  　だから衣舞は、山吹からのとある依頼を引き受けることにしたのだという。


  　拓馬を脱走させるという依頼を──。


  「『正攻法じゃ彼を救えない。だから彼を牢ろうから出してあげてほしい。彼を牢から出してあげさえすれば、あとは彼がこの馬ば鹿かげた騒動に終止符を打ってくれるから。彼自身にしか、彼を救えないから』って言われてね。この地下道も道順も、辻つじヶが堂どうさんから聞いたのよ」


  　なるほど、いろいろと合が点てんがいった。


  　そして山やま吹ぶきの話を聞いてなお、こうして迎えにきてくれる気になったということは──。


  「衣い舞ぶ、自分のことを許してくれるのですか？」


  「…………」


  　おそるおそる、拓たく馬まは尋ねる。すると衣舞は立ち止まり拓馬を振り返って、ほんのわずかだけだが、確かに微笑ほほえんだ。


  「……校則違反を重ねていることには違いないけれど、麗れい奈なの件だって冤えん罪ざいなわけだし、脳のう内ない解かい放ほう区くと与よ会かいのいざこざの件でもマリア座の怪人の件でもあなたが悪いことをしてるとは思えないし、それに……どうやらロリコンという趣味だけで人を判断してはいけないみたいだしね。許すも許さないもないわよ」


  　少し考えさせて──そう言って保健室から飛び出していったあのときから、ずっと拓馬は衣舞に拒絶され、否定されたとばかり思っていた。けれど衣舞はその言葉のとおり、ずっと考えていてくれたのだ。そして答えを出してくれたのだ。拓馬にとっては最高の答えを。


  　マリア座の怪人という失態を演じてしまったことだけではなく、ロリコンに目覚めてしまった自分をも理解してくれたことが、受け入れてくれたことがうれしくて、また、以前のような関係に戻れることに安あん堵どして、膝ひざをついてしまいそうだった。


  　だから拓馬は心の底から感謝を口にした。しかし、


  「衣舞……そうですか、よかった。ありがとう……！」


  「……いいのよ……」


  「？」


  　衣舞の微笑みに、翳かげりが差した気がした。ランタンが作り出す陰影のせいかもしれないが、もしそうでないとしたらなぜだろう。なぜ今このタイミングで、もの悲しそうな顔をしたのだろう……。


  　しかしその真意を確かめる間まもなく、衣舞は「さあ、もう少しよ」と再び歩き出してしまう。


  「そういえば与会だけれど、解散したそうよ。これは辻ヶ堂さんも知らないことだと思うけれど」


  「え？　えええええ!?　どういうことですか!?」


  　あの山吹でさえ手を焼いていた与会が!?　一体何が起きたのだろうか。


  　しかも山吹の仕し業わざでないとなると、まさかこれもあの人の仕業か？


  　そう思ったがしかし、衣舞は予想外の人物の名を口にする。


  「さあ。ここに来る前に辰たつ巳みから聞いた話だから。ただあの口ぶりからするに、辰巳がやったみたいね」


  「辰巳が……与会を……？　──まったく、なんて弟だ」


  　辰たつ巳みと与よ会かい、接点がないわけではない。とはいえ、与会を壊かい滅めつに追い込めるほどの関係性や因いん縁ねんを持っていたとも考えられない。


  　しかしだ。辰巳ならありうると妙に納得できてしまったりもするのだ。昔からそうだった。よくも悪くも予想もつかない大事をしでかしてのけるのは、いつも辰巳。きっと今回も、自分の与あずかり知らぬところで冒険してきたのだろう。まったくやんちゃな弟だと、口元に妙な笑いを浮かべずにはいられない。


  　しばらく歩いていると、地下道の前方が明るくなりだした。壁面はコンクリートで固められ、裸はだか電球が吊つるされている。このように舗ほ装そうされているということはおおむね学園の地下あたりに着いたのだろう。


  「──私が一緒に行動できるのはここまで。ここをまっすぐ進めば拓たく馬まがよく知ってる場所に出るそうだから、そこに行けって」


  　とある分かれ道に立ったところで、衣い舞ぶがそう言った。


  「衣舞はどうするんです？」


  「私は別の経路から外に出るように辻つじヶが堂どうさんから言われているから」


  「そうですか……」


  　山やま吹ぶきのことだ。きっと人目につかずに地上に出られる隠し扉とびらを衣舞に指定しているのだろうし、自分が行ゆく先にも何らかを用意してくれているのだろう。その点は信頼している。


  　しかしすぐさま動き出せずにいたのは、名な残ごり惜おしさのせい。


  　こうして衣舞と向かい合うのが久々な気がしたから、もう少し話をしたかった。


  　が、衣舞に言われてしまう。


  「さあ行って。とっととこんなくだらないこと、終わらせてきてちょうだい」


  「──ええ、恩に着ます！」


  　なに、これが最後の別れというわけではない。すべてを片付けて、そしてまた衣舞のもとへ戻ればいいだけの話だ。これから何が起こるのかはわからないし、下へ手たしたらこの学園を追い出されるようなことにもなるかもしれないが、そうならないように頑張ろう。


  　二叉またに分かれた道を、拓馬は右へ、衣舞は左へと進んでいった。


  



  



  　拓馬が右の通路へと消えていくのを見送ってから、衣舞は左の通路へと歩を進めた。衣舞が山吹から指示されたその地下通路は、かつて悠ゆう襲しゆう撃げき事件の舞台ともなったプレハブ小屋と繋つながっていた。中等部校舎裏の林に建っており、おまけにその用途は体育祭の備品置き場なので人けなど一切なく、地下道との出入りを人に見られることもなかった。


  　林を抜けて、中等部校舎をグルッと回り中央棟のロビーへ。ここは学園のターミナル。休日とはいえ、学年を問わず多くの生徒が行ゆき来をしている。地下道に離島、脱走の手引き──異世界のような体験をしたばかりの衣い舞ぶには、目の前の日常の光景が不ふ思し議ぎと作り物のように思えた。


  　すると絵画か映画のような視界の中で、そこだけ妙に現実的で、鮮せん明めいに浮かび上がる二人の姿が──。辰たつ巳みと悠ゆうが、落ち着かない様子でベンチに座っていた。


  　離島へ拓たく馬まを迎えにいく前に、衣舞はこの二人に山やま吹ぶきが言っていたことは真実かどうかを確かめた。そしてこれから拓馬を助けにいくのだということも伝えてあった。だからああして、拓馬の脱走がうまくいったかどうかと気をもんでいるのだろう。


  　衣舞が二人の存在に気づくと同時に、向こうも衣舞に気づいて駆かけ寄ってくる。


  「どうだった!?　兄貴は!?」


  　開口一番、辰巳が尋ねる。やはり弟だ。


  　衣舞は辰巳を安心させるように報告した。


  「向こうでだいぶ疲ひ弊へいしていたようだったけど、無事に帰ってきたわ。これから諸もろ々もろを清算しにいくみたい」


  「そっか……また肝心なところでヘマんなきゃいいけどな」


  　ホッとしつつも、辰巳は一いち抹まつの不安を残しているようだ。無理もない。拓馬はああ見えておっちょこちょいだ。しかし衣舞はまったく心配していなかった。


  「大丈夫よ。頼りになる相棒もついてるもの」


  　あまり校則違反者を褒ほめたくはないが、山吹は相当の切れ者だ。拓馬を脱走させたのだって、冤えん罪ざい事件の黒幕を討ち取るための何らかの策を講じているからこそなのだろう。ならば自分は余計なちょっかいは出さないほうがいい。拓馬を手助けしてやりたい気持ちは多分にあるが、きっと邪魔になるだけだ。


  「ああ、そうだな」と、辰巳もまた安心したようにニカッと笑う。


  　その一方で、今度は悠が衣舞の顔を心配そうに覗のぞきこんできた。


  「……衣舞さん、どうかしました？」


  　それは拓馬ではなく、衣舞を気遣ったもの。


  　衣舞はハッとして、自分の口元をそっと手で覆おおい隠した。


  　自分が拓馬にしてやれる最後の役目──脱走の手引きを終えて、気が抜けたようだ。思っていたことが顔に出ていたらしい。ともすればそれはさぞかし陰いん鬱うつな表情だったことだろう。


  　なにせ衣舞は、拓馬との決別を果たしたのだから。


  　ずっと拓馬のパートナーでありたいとそう願っていたけれど、拓馬のパートナーになれるのは、衣舞はもちろんのこと、山吹ですらないのだから……。


  「衣舞ちゃん、なんかあったのか？」


  　悠の指摘で辰巳も衣舞の異変に気づいたらしく、らしくもない優しい声こわ音ねで気遣ってくれた。


  　二人は衣舞の弟分、くよくよしている姿など見られたくなく、いつもなら気丈に振る舞っていたことだろう。しかし今の衣い舞ぶにそれほどの余裕はなく、ついついやる瀬ない思いを吐と露ろしていた。


  「拓たく馬まが悪いわけではないことはわかったわ。けど同時に、私じゃ拓馬のパートナーにはなれないってこともわかって、それがその……結構ショックで……」


  　精いっぱいの強がりで浮かべた口元の笑みも、自じ虐ぎやく的てきで儚はかなく、力がない。


  「なんだか、この学園で居場所をなくしちゃった気分よ」


  　するとだ。


  「……なぁ衣舞ちゃん、今すぐ準備してくれる？　俺おれも準備してくるから」


  　辰たつ巳みが再びニカッと笑い、衣舞に言った。


  「準備？　何の？」


  「うん。あのさ、このクソくだらねぇ学園を出よう」


  Ｃｈａｐｔｅｒ．８：虹の終着点


  



  　衣舞（というか山やま吹ぶき？）の指示に従って先へ進むと、拓馬は確かに見知った地下通路に出た。


  　大した思い入れがあるわけでもないのにやけに懐なつかしく、帰ってきたのだという喜びと共に先へ急ぐ。


  　すると、あった。通路の脇わきをくりぬかれたような空間──脳のう内ない解かい放ほう区くのアジトだ。


  　入り口に掛けられている長いのれんをくぐって中へ。


  「うわあああああああん！」


  　入るやいなや、泣きながらドンッと拓馬の胸に飛び込んでくる一人の女性。


  「く、倉くら沢さわ先生！」


  　拓馬の副担任にして脳内解放区の一員、倉沢綾あや子こだ。倉沢は拓馬に泣きつくと、心底申し訳なさそうに何度も何度も頭を下げる。


  「ううううう、離島から逃げてこれて本当によかった～！　あとごめんなさいぃぃぃぃ！　私が麗れい奈なちゃんに変なことを教えたせいでこんなことにぃ～～！」


  「え!?　倉くら沢さわ先生が!?」


  　その身を捧ささげれば男はみんな元気になると、そんなけしからん入れ知恵を麗れい奈なにした者がいたことは麗奈本人の口から聞いている。一体どこの大おお馬ば鹿か者ものかと拓たく馬まは不ふ思し議ぎに思っていたが、なんとそれは倉沢であったらしい。あまりにも意外すぎる事実だが、しかしそれには拓馬も納得のいく理由があった。


  「けど、けど、あれも斉木校長の指示だったんです～～！　それにここまで大事になるなんて私にも知らされてなかったんです～～～！　うえぇええええ」


  「……そう、ですか……」


  　いよいよ認めなくてはならないようだ。やはり自分に強制わいせつの濡ぬれ衣ぎぬを着せて島流しにまでしたのは、校長であり風紀委員会の最高責任者でもある斉さい木きの仕し業わざであるらしい。


  　もっとも、失望や落らく胆たんこそあれど驚きはない。というのも斉木が脳のう内ない解かい放ほう区くの存在をすでに把握しており、自分たちは泳がされているのだという事実も拓馬は知っていた。拓馬が脳内解放区の一員として働き始めたときに、山やま吹ぶきからそう教えられたのだ。そして脳内解放区での活動がバレて斉木のスパイにされてしまった倉沢を、さらに脳内解放区側の二重スパイとして仕立て上げていることもだ。


  （よくもまあこんな人に二重スパイなんていう大役を負わせたものだ）


  　もっとも山吹は倉沢に対し、「完全に校長のスパイとして動いてくれて構わない。脳内解放区のために何か工作しようなどとは考えなくていい。ただ、校長からどんな指示を受け、どんな情報を流したかさえ教えてくれればそれでいい」という方針を取っていたそうで、二重スパイといっても特殊な技能は一切必要なかったわけだが。まぁそれでも小心者の倉沢には重責であったろう。その心労、痛み入る。


  「いえ、別に倉沢先生を責めてはいません。それより、辻つじヶが堂どうから何か指示を出されているのではないのですか？」


  　山吹からの指示を受けてアジトに顔を出したら倉沢がいた。ということは、倉沢もまた山吹から何かしらの指示を受けているであろうことは想像にたやすい。


  「ぐすっ……はい。あります。これを軒のき原はらくんに渡してくれって」


  　倉沢はズビズビと洟はなをすすって気を取り直し、紐ひも付きの封筒を拓馬に手渡した。


  　サイズは原稿用紙もすっぽり収まる大きなもの。そして雑誌か何かが複数冊入っているのか、なかなか分厚くて重い。


  「山吹ちゃんは、これが斉木校長との対決の切り札だって……」


  　山吹は以前言っていた。斉木との対決も視野に入れて準備は進めているのだと。そして拓馬の手の中にあるこの封筒が、山吹が見いだした対抗手段。学園を統すべる者に届きうる剣。


  「それと、山吹ちゃんからメッセージも預かってます」


  「なんでしょう」


  「『あとのことはすべてキミに託す。何もかもを、キミの思うがままに』だそうです」


  「……ここまで来て自分に丸投げですか。辻つじヶが堂どうめ、まさか自分をスケープゴートか何かに仕立てあげようとしているのではあるまいな」


  　脳のう内ない解かい放ほう区くの代表は山やま吹ぶき。斉さい木きとの対決の準備を進めてきたのも山吹。かたや自分はほんの最近脳内解放区の一員になっただけのような新しん参ざん者ものである。そんな自分にすべてを託すなど、何か裏があるのではと離島で謀ぼう略りやく的てきな裏切りを経験した拓たく馬まはそう勘ぐってしまったが、しかし、


  「や、山吹ちゃんはそんなことしません！」


  　あの気弱な倉くら沢さわが、勇気を振り絞るように一いつ生しよう懸けん命めいに噛かみ付いてきた。


  　ぼろぼろぼろぼろと、大粒の涙を流してあえぎながら。


  「だ、だって山吹ちゃん、取り調べ中に斉木校長の息のかかった風紀委員の人たちから手荒なことをされて、顔に傷まで負わされても脳のう解かいのことを──私や、作家さんたちや、もちろん軒のき原はらくんのことも一言も喋しやべらなかったんです。斉木校長にはすでに脳解のほとんどのことが筒抜け。その気になれば証言の捏ねつ造ぞうだってできてしまいます！　だから、そんな痛い目に遭あってまで黙秘を続ける意味なんてほとんどないんです！　なのに山吹ちゃん、なんて言ったと思います？」


  



  　──仲間を売って、傷一つない綺き麗れいな顔で、どのツラ下げて代表ですか。


  



  「…………」


  「そんなこと言える子が、軒原くんを陥おとしいれようとするわけなんてないじゃないですかぁ～～～うえぇぇええん」


  「……ええ、失言だったようですね。取り消します」


  　たった一度、それも元々敵であった者からの裏切りを受けたくらいで疑ぎ心しん暗あん鬼きになり、同志であるはずの山吹を疑った己おのれを、拓馬は深く恥じた。


  　そしてそこまでの覚悟と度ど胸きようを固めた山吹から、すべてを託すといって渡された封筒の、なんと重いことか。


  　拓馬は厳おごそかな心持ちで紐ひもを解き、封筒を開け、中身を改める。


  　出てきたのは、十冊ほどの同人誌だった。日焼けしたり傷んだりしている紙質や、時代を感じさせるような絵柄からしてかなり古いものであることがわかる。パラパラとめくった感じだとジャンルはさまざま。ＢＬボーイズラブ、ロリ、陵りよう辱じよく、ケモノ……なかなかバラエティーに富んでいて、表現も過激だ。が、これもまた絵柄から推測できることだが、すべて同一人物の描かいた同人誌のようだ。


  　奥付を見る。著者名を確認する。


  「…………」


  　そして拓たく馬まはそっと同人誌を閉じ、無言で天井を仰あおいだ。


  （……辻つじヶが堂どうめ、とんだ爆弾を隠し持っていたものですね）


  「ど、どうしたんですか？　何が書いてあったんですか？」


  　倉くら沢さわは同人誌の中身を──著者を知りたがったが、拓馬は曖あい昧まいにごまかして同人誌を封筒の中にしまってしまう。


  「いえ、なんでもないです。それより、辻ヶ堂が愛飲しているという栄養ドリンクってどこにあるか知っていますか？」


  「え？　ああ、私が作ったやつですね。そこの冷蔵庫に入ってますよ」


  　離島で演じた脱走劇の直後に地下道の行こう軍ぐん……とっくに体力の限界は超えてもうクッタクタ。鉛なまりのように重くなった体が、畳の上で大の字になりたいと悲鳴を上げている。


  　しかし、どうやらもうひと踏んばりしなければならないようだ。そのためには薬の力にでも頼って体を騙だますほかないだろう。


  　……というか栄養ドリンクって倉沢先生が作ったものだったのか……大丈夫かそれ。


  「はい、これです。一気にどうぞ」


  （……なんか、クサイんですけど……）


  　小こ瓶びんの蓋ふたを開けた瞬間の香りに顔をしかめつつ、拓馬は倉沢の言葉のとおりに中身を一気に飲み下した。


  「──ッ!?」


  　想像の遥はるか斜め上をいく強烈な味。ドロついた液体は味み蕾らいを荒らし、食道を焼きながら胃に流れ落ちて、ケミカルな刺し激げき臭しゆうが鼻び腔こうを吹き抜けた。


  「うぅぅぅおぇぇえええ！　不ま味ずっ！」


  「あはっ！　ええ！　眠気覚ましや気つけの効果も出るように調合してますから！」


  　なぜ嬉き々きとする。


  　しかし、なるほど、このビンタされたような味のおかげで少なくとも気合いは入り直した。


  「……ちょっと行ってきます！」


  「は、はい！　山やま吹ぶきちゃんを、脳のう内ない解かい放ほう区くを、お願いします！」


  　軋きしむ体にむち打ち拓馬は、同人誌の入った封筒と木刀を引っつかんでアジトを飛び出した。


  



  



  「辻ヶ堂さん、そろそろ時間ですので来てください」


  「…………」


  　代わる代わる現れる風紀委員がそれぞれ恫どう喝かつまがいだったりなだめすかすようだったり、時には平手打ちやデスクに頭を叩たたきつけるなどの乱暴をしたりとさまざまな尋問を仕掛けてくるのにも、山やま吹ぶきは徹底した黙秘を貫つらぬいてみせた。


  　するとついに風紀委員はさじを投げたのか尋問をやめ、代わりにこう言ってきた。「査さ問もん会かいを開く。あなたにも容疑者として参加してもらう」と。


  　査問会というのは重大事件などが起きた際に風紀委員会によって開かれるもので、ありていにいえば裁判のようなもの。


  　これまで生徒指導室に軟なん禁きんされていた山吹だったが、ついにそこへ出しゆつ廷ていさせられるそうだ。


  「一応言っておきますけど、逃げようとしても無駄ですのでやめてくださいね」


  「…………」


  　前で合わせた手に手て錠じようを掛けられ、前後左右を風紀委員に固められた状態で図書館下の視聴覚室へ。与よ会かいの闇やみオークションが行おこなわれていたあの教室だ。


  　中へ入るとシアター状の教室にはすでに風紀委員が大勢着席しており、入廷した山吹のことを威い圧あつ的てきに見下ろしていた。そして教室の左斜め前方には座席に対面する形で長机が設置され、そこには風紀委員の幹部たちや査問会の進行役、そして最高責任者である斉さい木きの顔があった。しかし斉木は山吹になど興味がないかのように、机に肘ひじを立てて鋭するどい視線は伏せている。


  



  「──そういや、軒のき原はらが離島から姿を消したらしいな」「え!?　本当に!?」「ああ。何人か風紀委員を離島に送り込んで島狩りしてるみたいだが、まだ見つかってないらしい。今も島のどこかに隠れているのか……無理に海に出たか……」「水死体になって見つかるなんてこともあるかもわからんな」「こ、怖いこと言うなよ」「いや、噂うわさじゃ昔にもそういうことがあったらしい──」


  



  　室内にさざめく私語──それを切り裂いて、進行役が教壇に立ち声を張った。


  「静せい粛しゆくに願います！」


  　雑談がピタリとやみ、静せい寂じやくが訪れる。


  　そして山吹は壇上にぽつんと置かれている椅い子すに座らされ、晒さらし者となり、刺すような視線を一身に浴びるのだった。


  　一応は山吹はまだ〝容疑者〟。しかしこの場に連れ出されてきているということは、ほとんど黒であることが確定しているようなものであることを、この場にいる風紀委員たちはみな経験上知っている。


  「これより査問会を始めます。本日の案件は彼女──辻つじヶが堂どう山吹さんにかけられている、所持禁止物の所持、及び供きよう与よの容疑についてです。本来ならばこれほど大々的な査問会を開くほどのものではないのですが、今回は容疑者が所持禁止物を供与した相手が、先日島流しになった風紀委員・軒原拓たく馬まであったこと、それに加え、容疑者が単なる所持禁止物違反ではない疑いが浮上したからであります」


  「どういうことだ？」


  　座席から疑問の声が上がり、それを待っていたかのように進行役が続ける。


  「軒のき原はら拓たく馬まによる小等部女児わいせつ事件の直後、当局が軒原拓馬の部屋へ踏み込んだところ、『芹せり香かの日記』というタイトルの児童ポルノ冊子が複数点押おう収しゆうされました」


  　進行役の弁に合わせて照明が落ち、スクリーンが降りる。そして映し出されたのは、拓馬の部屋から出てきた『芹香の日記』の表紙の写真だ。


  「そして軒原拓馬を尋問したところ、それらはすべて辻つじヶが堂どう容疑者から受け取ったとの証言が得られました。そのため辻ヶ堂容疑者の部屋にも立ち入り捜査を行おこなったところ、軒原拓馬が所持していたものと同じ物を含む数点のポルノ冊子が押収されましたので、本人の身柄を拘こう束そくしたという流れです。なお、辻ヶ堂容疑者は取り調べにも一切応じず、現在も徹底して黙秘を貫つらぬいています」


  「…………」


  　この進行役が真実を知ってか知らずかはわからない。ただ手元に与えられた資料や報告書をもとにこの査さ問もん会かいを進行させられているだけなのかもしれない。


  　しかし何はともあれ、この進行役の言葉は一から十までデタラメであった。まず拓馬はろくな取り調べすらされずに島流しにされたため、山やま吹ぶきの名も『芹香の日記』の入手経路についても一切口にしていない。


  　そして山吹も自分の部屋にポルノ冊子──同人誌なんて一冊も置いていない。用心のために、山吹は同人誌を自室には持ち込まないし、アジトでしか読まないようにしている。それなのに、あるはずのないものが山吹の部屋から見つかったのだ。


  　いわずもがな、斉さい木きによる工作である。


  　もっとも山吹は異論を挟まずに、ひたすらに沈黙を守っていた。


  「それで、単なる所持禁止物違反ではないという話は？」と、座席から再び投げかけられる。これに対する進行役の答えは、査問会の空気を一変させた。


  「辻ヶ堂容疑者が所持し、軒原拓馬に供きよう与よしていた児童ポルノ冊子──これは外部から持ち込まれたものではなく学園内で製造されたものであり、かつ辻ヶ堂容疑者はこれを組織的に大量印刷、大量頒はん布ぷしているのではないかという疑いが浮上しているのです」


  「組織的にだと!?」


  　どよめきが起こり、風紀委員たちに胡う乱ろんな動どう揺ようが広がる。


  「そんな馬ば鹿かなことが」と半信半疑の声を上げる者もいる。


  　そのにわかに起こった混乱を鎮しずめもせず──むしろ煽あおり立てるようにして、進行役は弁舌をたたみかけた。


  「実は風紀委員内のとあるチームが以前より、成年向け同人誌を密造配布する地下組織が存在しているという情報をつかんでいました。当初それは証しよう拠こもなく、眉まゆ唾つばものであるかと思われていたのですが、捜査を進めるにつれその存在に信しん憑ぴよう性せいが増すような証しよう拠こや証言が出てくるようになったのです。そして今回明るみに出た、辻つじヶが堂どう容疑者による軒のき原はら拓たく馬まへの同人誌の供きよう与よ……ねぇ辻ヶ堂さん、あなたが同人誌密造組織のメンバーなのではないのですか？」


  「…………」


  　進行役が山やま吹ぶきに尋問をする。しかし山吹はやはり口を固く閉ざし、無表情のまま視線も伏せて、微動だにしない。


  　そんな山吹を嘲あざけるように進行役は鼻で笑い、そして言った。


  「もっとも、この手の尋問はすでに生徒指導室で何十回と繰り返したこと。彼女がこの場で罪を認めないことも承知のうえです。しかし、それでもなおこのような査さ問もん会かいを開いたことにもちゃんと理由があります。それは、危機感の共有です。実際に辻ヶ堂容疑者の部屋から押おう収しゆうした、すでに学内に出回っていると思おぼしき同人誌の映像を用意しました。気分が優れなくなる方もいらっしゃるとは思いますが、あえて修正なしでご覧いただきたく思います。──さあ、いかがでしょう。こんなものが学内にばら撒まかれているのです！」


  　進行役が声こわ高だかに叫んでスクリーンに映し出されたのは、山吹の部屋から押収された（とされている）同人誌。


  　それは、確かに脳のう内ない解かい放ほう区くで密造され一般の生徒たちに配られたものであった。


  　男性同士が結合しているもの、人間と動物を混ぜたような生物が性交に及んでいるもの、裸はだかの少女が謎なぞの触手に腹を食い破られているもの、女性の体に男性器がいきり立っているもの、美少女が排はい泄せつしているもの、……ありとあらゆるどぎつい画像の行列が、右から左へと流れていく。


  



  　「グロい……」「なんて悪趣味なんだ」


  「気持ち悪い」　　　　「頭がいかれてる」


  　「そんな、こんなものが……平和な学園だと思ってたのに……」


  「もう十分だろ！　止めろ！」　　　　　　「気持ち悪い」


  



  　小さな悲鳴、荒ぶる怒ど声せい、不快感を露あらわにした唸うなり声、嫌けん悪お感かんや恐怖すら滲にじませたどよめきが広がり、対して進行役が力強く訴えた。


  「おわかりいただけたでしょうか。私が先ほど、危機感を共有したいと言ったその意味が。このような不健全にして醜しゆう悪あくなものが出回れば学園の秩序は脅おびやかされ、あまつさえ性犯罪者を量産してしまうのは自じ明めいの理り。同人誌の密造組織、及び同人誌の所持者は根こそぎ摘てき発はつして更こう生せいさせる必要があるのではないでしょうか。どうか風紀委員会の総意として、おぞましい同人誌が地下で跋ばつ扈こしているという状況に危機感を持ち、総力を持って地下同人誌の撲ぼく滅めつに当たる必要があることを認識していただきたい。地下同人誌なるものの捜査と全容の究明に協力していただきたい！」


  



  「賛成だ！　すぐに捜査本部を設けるべきだ！」


  



  　次々と脳のう内ない解かい放ほう区くの同人誌の画像が流れるなか、進行役への同意の声が上がる。


  



  「密造犯は絶対に逃がすわけにはいかないぞ！」「ああ、秘密裏りに捜査を進めて証しよう拠こを固めたところを一気に叩たたこう。一いち網もう打だ尽じんにするんだ」「この同人誌とやらを受け取っていた生徒たちも問題だ」「更こう生せいの必要あり？」「あぁ、懲罰ペナルテイではなく、何らかの特別講習か何かで倫りん理り教育を施すべきじゃないか」「黙秘してるってことはクロなんだろ！　その女の拘こう束そくを絶対に解くなよ！」「そうね、証拠を消されるかもわからないから島流しにしておいたほうがいいかもしれないわ」


  



  　同人誌密造組織罰すべし──そんな声が大勢を占め、喧けん々けん諤がく々がくとさまざまな意見が飛び交い、山やま吹ぶきへの攻撃も増していく。


  　白熱している風紀委員たちは気づいていないが、このとき、肘ひじをつき指を絡ませた手の下で、斉さい木きは笑みを浮かべていた。


  　地下組織〝脳内解放区〟が、ついに風紀委員会の敵として白日のもとに晒さらされたのである。


  



  「おぉ、これはだいぶ年季が入っているのではないか？　まさかその密造組織というのはかなり古い組織なのか!?」


  



  　しかし、そのときだ。


  



  「本当だ。これはかなり古そうだな」「同人誌の密造組織に歴史があると？　そんな馬ば鹿かな！」「ＯＢ、ＯＧにもいたということか。密造犯も、同人誌を受け取る輩やからも」「そんな長い間気づかなかったってこと!?　私たち、風紀委員は！」


  



  　一部の風紀委員がスクリーンを指さして口々に騒ぎ出した。脳内解放区には長い歴史があるだのなんだのと……。


  　無論そんなことはない。脳内解放区は、山吹が一年ほど前に創立した新興の組織である。


  　斉木もそのことは把握している。だから不審に思い、スクリーンを振り返る。と、


  「──なっ!?」


  　斉木の表情が、驚きよう愕がくと共に凍りついた。


  　スクリーンに流れている画像──それはさも脳のう内ない解かい放ほう区くが発行したいち同人誌であるかのように扱われているが、違う。それは脳内解放区のものにしては明らかに年季が入りすぎていた。絵柄にしても、紙質の劣れつ化かにしても。


  　脳内解放区とはまったく関係のない同人誌の画像が紛まぎれ込み、スクリーンにでかでかと映し出され、それが風紀委員たちの糾きゆう弾だんの的となっているのである。


  「…………ッ！」


  「どうなさいました？　斉さい木き先生？」


  　斉木の狼ろう狽ばいっぷりは著いちじるしく、椅い子すを倒して立ち上がる。隣の風紀委員幹部が何事かと心配するが、それに応こたえる余裕すらなくスクリーンに釘くぎ付づけだ。


  　そしてこれまでずっと無言無表情を貫いていた山吹が、にんまりと笑みをつくった。


  



  「異議あり！」


  



  　喧けん騒そうを裂き、一瞬の静せい寂じやくを呼び戻す鋭するどい一声。


  　誰もが声の主を振り返る。


  　誰もが気づいていなかった。


  　後方扉とびらから入ってきて、中央の縦通路を下りてくるその男の存在に。
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  「っ！　軒のき原はら拓たく馬ま!?」


  　島流しにされたはずの小等部強制わいせつ犯、軒原拓馬がそこにいた。


  「まったく、誰も彼もが過去の自分のようで見てられないです」


  　木刀を片手に携たずさえて、拓馬は威い風ふう堂どう々どうたる足取りで通路を下っていく。ちょうど、斉さい木きに近づいていくように。


  「お前、なんでここに!?」


  　すれ違いざまに座席の風紀委員から驚かれたので、拓馬はこの場の全員に聞こえるように声を張った。


  「校則違反と知りつつも、我が身の潔けつ白ぱくを証明すべく離島より戻ってまいりました。……斉木先生、お話を聞いてはいただけないでしょうか」


  



  「──はあ？　なーに言ってんの？」


  



  　ゾッとするほどに冷ややかな台詞せりふが、拓馬の耳に滑りこむ。


  　次の瞬間には拓馬を取り囲むようにして、気の短い五人の風紀委員が問もん答どう無む用ようで飛びかかっていった。


  　彼らはみな、暴れる生徒との対たい峙じも数多くこなしている実力者たちである。彼らにとって数人がかりで人一人を制圧することなど、本来ならば赤子の手をひねるようなもののはずだった。


  　しかし相手は、そんな彼らの中でもズバ抜けた戦闘能力を誇り、栄養ドリンクによって心身ともに覚かく醒せいしきった軒原拓馬。


  



  「──迎げい撃げきします。怪我しないようにうまく防いでくださいね」


  



  　窓一つない部屋に剣風が吹き、甲かん高だかい衝しよう撃げき音おんが爆はぜる。


  　警棒、薙なぎ刀なた、オープンフィンガーグローブ、刺さす股また、鉄てつ扇せん……さまざまな角度から振るわれるそれら風紀委員の暴力を、拓馬はたった一本の木刀で生み出した嵐あらしのような斬ざん撃げき結けつ界かいをもってすべて打ち払ってみせた。


  「ちっ！　あ────さすがだよねえ軒原くぅぅん!?　あの離島から脱走してくるだけあるよお！　本当に、腹立たしいほどに腕が立つなあテメェはぁ！」


  　圧倒的なまでの実力差をまざまざと見せつけられ、苦々しく毒づく先輩風紀委員。


  　しかし結局、拓馬の圧倒的不利は変わらなかった。


  「けどよー、この人数を相手にできんのかよ!?」


  　全方位から、ジャキッと武器を構える音が優に五十。


  　その場にいる風紀委員全員が総立ちとなり、各おの々おのの武器の矛ほこ先さきを拓馬一人へと向けたのだ。


  　たった一身に浴びる、五十人分の敵意──当の拓たく馬まはしかし周囲の有う象ぞう無む象ぞうなど歯し牙がにもかけず、ただただ斉さい木きにのみ視線を注ぎ、そして、


  「……相手をする気などないですよ。自分はただ、斉木先生と話がしたいだけなんです」


  　事もなげに、木刀を手放した。


  「今だ潰つぶしちまえ！」


  　カランと床ゆかに木刀が落ちたと同時に、勇ゆう猛もうな風紀委員たちが雪崩なだれのように拓馬に押し寄せ──。


  



  「──……全員、矛ほこを収めなさい」


  



  　厳げん然ぜんたる鶴つるの一声が、殺気立つ風紀委員たちの気勢を挫くじいた。


  「え？　斉木校長？」


  　あらゆる武器という武器が拓馬に叩たたき込まれる寸前でピタリと止まる。


  　風紀委員たちは肩すかしを食らい、解げせぬ表情で斉木を見たが、斉木は手振りで風紀委員たちを拓馬の周囲から退しりぞかせた。そして言う。


  「査さ問もん会かいは一時休止。再開は三十分後といたします。その間、辻つじヶが堂どう容疑者は再び生徒指導室へ。そして軒のき原はら拓馬は、私と校長室へ来なさい。以上」


  　誰もが腑ふに落ちない様子ではあったが、斉木の指示は絶対である。


  　斉木が目で拓馬についてくるように言い、拓馬も頷うなずいて斉木の後をついていく。すると気を利かせた風紀委員の数名が拓馬の脇わきを固めたが、


  「二人きりで結構」


  　斉木はそれら風紀委員たちをも下がらせた。


  「し、しかし……」


  「心配いりません。さあ」


  　こうして拓馬は斉木と連れ立ち、中央棟の校長室へと向かった。


  



  



  　高級感あふれる調度品で設しつらえられた校長室。


  　斉木はマホガニー製のデスクに腰かけると、頭を垂れて一つ深くため息をつき、拓馬に尋ねた。


  「どこであれを？」


  　拓馬は姿勢を正し、真正面から斉木を見み据すえて答える。


  「辻ヶ堂がどこぞやらから」


  　あれとは先ほどスクリーンに流れていた、年季の入った同人誌のこと。あの同人誌こそが、山やま吹ぶきから切り札として預かったものだ。


  「そうですか……私ですら持っていないというのに」


  　呆あきれたような乾いた笑いを漏もらし、斉さい木きは目元を覆おおう。


  　拓たく馬まにはそんな斉木の姿が痛ましくもあり、苛いら立だたしくもあり、不ふ可か解かいでもあり……それらわだかまりを解消すべく、自みずから斉木の弱みに踏み込んだ。


  「自分はてっきり、斉木先生はこのような特殊な性せい癖へきを持っている人間のことを性犯罪者予備軍とみなし、排除すべきだという考えを持っておられるのだと思っていました。きっと、色いろメガネを以もって我々のような人間を見ているのだろうと……。しかし、性癖と人格は関係ないということは十分承知のはずですよね？　なにせ、ご自身も過去にああいったものを描いていたのですから」


  



  ［Shouko Saiki］


  



  　それが、山吹から渡された同人誌の奥付に書かれていた著者名だ。


  　斉木はかつて、山吹と同じように同人誌を作り配布する側の人間だったのである。それも山吹や拓馬が取り扱っているのと何ら変わらぬ、過激でマニアックな性癖を満たす同人誌を──。


  「それなのになぜですか。どうして我々を排除しようとするのです」


  　そのようなものに理解を持っていないのならまだしも、自身がかつて楽しみ、生み出してすらいたものを……深い理解を持っているはずのものを、どうして否定するのか。


  「……描かいていたからこそですよ」


  　ぽつりと、斉木が白状した。


  「え？」


  　そしてその一言を皮切りに、観念したように、しかし拓馬を説き伏せるように、語り始める。


  「私にとって同人誌は、若かりし頃の恥以外の何物でもありません。今のあなたたちのように一過性の熱に浮かれていられるうちはいいでしょう。しかし心身が成熟していくと、ふとそれらへの興味が嘘うそのように薄れる瞬間が訪れるのです。そして正気に戻ります。自分はなんてふしだらなものに傾けい倒とうしていたのだろう。なんて恥ずかしいものを生み出していたのだろう、とね。一いつ旦たんそうなると、かつての熱量がそのまま羞しゆう恥ちと嫌けん悪おに裏返ります。そしてそれらに没頭していた過去を、こう呼ぶようになるのです。黒歴史、と」


  「…………」


  「そしてあなたたちは、私の黒歴史を刺激する不愉快な存在にほかならなかったのです」


  　まったく理解できないという話ではなかった。たとえば拓馬も、自分が正しいと信じて疑わなかった未熟な中等部時代の言げん動どうを顧かえりみて、身み悶もだえするほどの恥を覚えることがある。小等部時代に熱中していたものに今ではさっぱり興味を抱いだけなくなってしまったことがある。それを考えるともしかしたら、自分はいつの日かロリ同人誌に見向きもしなくなり、同人誌の密造に荷か担たんしていたことに恥を覚えるのかもしれない。──いや、ただでさえ〝性せい癖へき〟という最も恥ずかしい部分を取り扱っているのだ。そうなる可能性は決して低くはないだろう。


  　しかしだ。


  「だからといって、それだけが理由なのですか？　たったそれだけの理由で、自分たちは二次ポルノ規制推進のスケープゴートにされるところだったのですか？」


  　拓たく馬まが問い質ただすと、斉さい木きは驚きよう愕がくして目を見開く。


  「まったく、よくもまあ調べあげたものです。もしかしてこちらサイドにもあなたたちの間かん者じやが潜り込んでいたのですか？」


  　そのとおり。これは二重スパイとして働いていた倉くら沢さわから得た情報なのだから、まさか拓馬が知っていたなどとは夢にも思わなかったろう。


  　斉木は脳のう内ない解かい放ほう区くの存在を知りながらにして、すぐには潰つぶしにかかったりなどせずに泳がせた。そして今になって策さく略りやくを巡らせて、さも二次ロリに傾けい倒とうする人間は現実でも少女を襲おそうようになってしまうかのように拓馬を陥おとしいれた。


  　なぜか。


  　そうして既成事実をでっち上げ、二次ポルノ規制推進派の政治団体や市民団体に規制推進の論ろん拠きよとして提供しようとしていたそうだ。


  　自分がスケープゴートにされたという事実……いくら自分が先に校則違反を犯したとはいえ、学園で育ててくれている恩人にこのようなかたちで制せい裁さいを下されるのは、つらく悲しい。


  　すると拓馬の心の痛みを察したように、斉木は躍起になって弁解する。


  「一つハッキリさせておきたいのは拓馬、確かにあなたを陥れたのは私ですが、事がすめばすぐに冤えん罪ざいだったことを認め、あなたを離島から連れ戻し、通常の学園生活に復帰させるつもりでいました。あなたが麗れい奈なに手を出さないであろうことも想定したうえでの計画でした。多少の懲ちよう罰ばつの意図があったとはいえ、あなたのことを取り返しがつかなくなるほどに追い込む気など毛もう頭とうありませんでした。私が──いえ、規制推進派が欲しがっていたのは『二次児童ポルノ所持者が凶きよう行こうに走った』というそのレッテル。重要なのは事実ではなく、人目を引くゴシップなのですから」


  　自分は麗奈に手を出さないと、そう信頼してくれていたことはうれしい。本気で自分を破は滅めつさせようとしていたわけではないこともわかってホッとした。


  　けれど、そうなるとますますわからない。どうしてそんな回りくどいことをしてまで、斉木は規制推進派に協力するのだろうか。


  　そこが拓馬にとっての最大の疑問。しかしそれは、蓋ふたを開けてみれば呆あつ気けのないことだった。


  「正直に言いましょう。そこまでする理由は、政治です。元々この学園の校風と規制推進派の思想には親和性の高いものがありました。よって共同歩調を取り、協力することで、彼らから学校運営上、非常に有用な援助を受けることができたのです」


  　不健全なものは悪影響を与えるから手にしてはならないのだと斉さい木きから教えられてきた。それが風紀委員の理念だった。


  　しかしそれは建て前で、本当は学園が多方面から援助を受けられるからだった──。


  　改めて、脳のう内ない解かい放ほう区くに入る前までの自分はなんと滑こつ稽けいだったのだろうと自じ嘲ちようせずにはいられない。しかし拓たく馬まが自嘲するのと同じくらいに、斉木が後悔していることがわかった。


  「このような欺ぎ瞞まんで他団体から援助を受けることに良心の呵か責しやくはありました。しかし黒歴史への恥と嫌けん悪おが、これらの行おこないを正当化させてしまった……」


  　そう言って、斉木は再び深いため息をつく。その際に拓馬を一いち瞥べつして、すぐに後ろめたそうに視線を外したのが印象的だった。


  　けれどその気持ちは痛いほどよくわかる。拓馬も黒幕が斉木だと知ったときはショックだったし、査さ問もん会かいに乗り込んで斉木の弱みを抉えぐるような真ま似ねをするのは心苦しかった。自分の育ての親とも呼べる人に、牙きばをむいてしまったように思えて……。


  　だからきっと斉木のほうも心苦しかったと思う。掘り返されたくない過去を我が子とも呼べるような生徒に掘り起こされ、あげく埋まっていた欺瞞をも糾きゆう弾だんされたのだから。ばつが悪くないわけがない。


  　しばらくの沈黙の末、斉木が口を開く。


  「……こんなことを、いち生徒であるあなたに聞くのも筋違いとは思いますが……」


  「はい」


  「あなたはどうしたいですか？　この学園は、どうあるべきと思いますか？」


  　難しい質問だった。


  　そしてこの質問を投げかけられた瞬間に、山やま吹ぶきが自分に宛あてた言葉が拓馬の頭に甦よみがえった。


  　──あとのことはすべてキミに託す。何もかもを、キミの思うがままに……


  　校則を統すべる秩序の守護者と、校則破りもものともしない地下組織の修道女。追う者と、追われる者──立場が正反対の二人から、図らずも同じ問いかけをされてしまった。


  　風紀委員であり、脳内解放区の一員である自分。表と裏を見てきた自分。


  　そんな自分が願う、この学園のあり方は？　


  　そんな自分だからこそ言えることは？


  「……品ひん行こう方ほう正せい、規律に厳しく倫りん理り的てき、そんなこの学園の校風を、自分は素晴らしいと思っています。ですが、偏へん見けんに基づいていたり、建て前を隠れ蓑みのにして他意が含まれていたりする抑よく圧あつには応じたくありません。ましてや自分は風紀委員です。悪法と知りながら、悪法で人を裁く気にはなれません」


  　校則がすべてなくなればいいなんて思わない。学園の秩序を守るためには一定のルールが必要であるし、それが厳しく、強制力を伴ともなっているからこそ磨かれる気品や礼儀作法、倫理観というものもある。そしてそのような環境で育ったこの学園の生徒は、とても優秀であると思う。しかし、すべてがすべてこれでいいとは思わない。先入観やある種の洗脳によってこれまで疑わなかっただけで、本当は根本から考え直さなくてはならないルールも気品も礼儀作法も、倫りん理り観かんもあると思うのだ。善とされているものが果たして善なのか、悪とされているものが果たして悪なのか、面倒ではあるが、今一度ゼロから考え直すべきなのではないだろうか。


  「ならばどうします？」


  「叶かなうならば、清せい濁だく見み据すえた秩序の再構築を。たとえばそう、生徒たち自身で善悪や健全不健全、あるべき規則のかたちを議論し、実際の学園生活に反映させられるようになれば、それが最良かと思います」


  「……なるほど」


  　拓たく馬まが思うところをぶつけると、斉さい木きは椅い子すに沈んでしばらくの黙もつ考こうに耽ふけった後、静かに言った。


  「これまでこの学園には、生徒による意思決定機関が存在しませんでした。これを機に、生徒会の発ほつ足そくを検討しましょう。そしてあとのことは、あなたたち生徒自身でお決めなさい」


  「……いいのですか？」


  「ええ、この学園を本来あるべき姿に戻す。ただそれだけのことです」


  　そうは言いつつもどこかくたびれたような様子の斉木に、拓馬は深々と頭を下げた。これまで受けていた援助の打ち切りや自身が抱え持つ黒歴史への羞しゆう恥ち──それらを呑のみ込んだうえで寛大な決断を下したことへの敬意を表ひようしてだ。


  



  



  　そして斉木のこの決定は、一時中断されていた査さ問もん会かいで発表されることになった。同時に拓馬の冤えん罪ざい証明も斉木自みずからによって行おこなわれ、拓馬は晴れて自由の身に。


  　しかし何よりも拓馬の心を打ったのは、斉木による二次ポルノへの言げん及きゆうであった。


  　これまでも密造同人誌が流通していたというのに学園の秩序が守られていたというのなら、二次ポルノに悪い影響力なんてないのではないか、今一度、健全性というものを見つめなおすべきなのではないかという、状況を逆さか手てに取った論理を展開。それを素直に呑めずにいた風紀委員もなかにはいたが、目からウロコといったように感心し賛同する風紀委員もいて、同人誌密造組織の件については生徒会の発足と同時に真っ先に議論されるべき問題として、捜査は一時保留されることとなった。


  　そしてそれに伴ともない、釈放されることになった容疑者がもう一人──。


  



  



  「辻つじヶが堂どう！」


  　査さ問もん会かいを終えてすぐ、拓たく馬まは手て錠じようの鍵かぎを持って生徒指導室へ走った。


  　ドアを開け放つと、中央に置かれたデスクに山やま吹ぶきがぽつんと座っている。


  　山吹は、ゆっくりと顔を上げた。


  　そこには憂鬱な修道女ブルー・シスターとしての、人を喰くったようなあの笑え顔がおがあった。


  「さて、どうなった？」


  　さも夕食の献立でも尋ねるような気軽さで、いけしゃあしゃあと聞いてくる。


  　その余裕な態度が小憎たらしいが、拓馬はすぐに山吹の手錠を外し、結果を報告してやった。


  「自分もお前も無む罪ざい放ほう免めん。脳のう内ない解かい放ほう区くの捜査及びその処分は、今後発ほつ足そくされる生徒主導の意思決定機関、生徒会に委ゆだねられることになった」


  「……つまり？」


  「ああ、ひとまずではあるが、自分たちの勝ちだ」


  　その瞬間、


  



  「ん──────────っ！」


  



  　山吹はくしゃりと顔を歪ゆがめ、痛ましい手錠痕こんのついた両拳こぶしを、天に突き上げたのだった。


  　それは拮きつ抗こうした勝負を見事に下した人間が、歓喜を爆発させたときのそれ。


  　なんだかんだでこの女、内心ハラハラしていたのだろう。そう思うとなんだか可愛げがある。


  　山吹はこれ以上ないというくらい拳を突き上げ終えると、弾はずむ息と興奮を抑えながら拓馬にニヤリと笑ってよこす。


  「キミならやってくれると思ってたよ。あの校長を動かせるとしたら、やっぱり小等部出身の生徒以外にないと思ってた」


  「……〝やっぱり〟ということは、すべて見越して自分を脳のう解かいに引き入れたのか？」


  「ここまできっちり想定してたわけじゃないけど、ま、頭の片かた隅すみにはね」


  　山吹は、いずれ斉さい木きと対決することを拓馬が脳内解放区に入る前から予見していた。


  　よって山吹には必要だったのだ。斉木にぶつけるべき尖せん兵ぺいが。


  　そこへ現れたのが、拓馬だ。拓馬ははじめ脳内解放区と敵対する人間として山吹の前に立ちはだかったが、山吹はその出会いを逆さか手てに取り、拓馬を仲間として引きこむことで、脳内解放区を守るだけでなく斉木との対決にすら備えていたのだ。


  　偶然の要素も多かったぶん、どこからどこまでが計算だったかという線引きは、本人ですら難しいだろう。


  　ただ確実にいえることは、やはり自分は山吹の手のひらの上で踊らされていたということ。


  「……怒った？」


  　山吹の笑みが急に儚はかなくなる。言い訳はせずに己おのれのずるさを認めるところも、非難されることを覚悟しながらもしっかり心苦しさを覚えているところも、実に山やま吹ぶきらしいと思う。


  　だから、笑ってしまった。


  「呆あきれるような、憎たらしいような、いっそ感かん服ぷくするような複雑な気持ちではあるが──」


  「……うん」


  「不ふ思し議ぎと怒りだけは湧わいてこない」


  　別に、罪悪感を覚えている山吹への気遣いなどではない。


  　利用されたというのにどういうわけか憎みきれないのがこの山吹という女なのだ。


  　そういう意味できっと自分は、この女に負けたのだと思う。


  　するとだ。


  　山吹は立ち上がり、苦笑を浮かべる拓たく馬まのもとへ。


  　そして一切の皮肉や悪戯いたずら心ごころのない、今にも泣き出しそうですらある透き通った笑え顔がおを向けるのだった。


  「本当に、キミと相棒になれてよかった。ありがとう」


  「……ふん。こっちはいい迷惑ですけどね」


  　面と向かってそんなことを言われるとどうにも照れくさく、拓馬はそっぽを向いて鼻を鳴らした。


  「あ、今敬語──ま、いいや。むっふっふ。ところで小こ瀬せ村むらさんのほうはどうなの？　ちゃんと仲直りできた？」


  「ええ、もちろんです」


  　そう言えば離島に衣い舞ぶをよこしたのも山吹の差さし金がねなのだった。水と油のような性格の二人だが、一体どのような会話がなされたのかがすごく気になる──そんな拓馬の内心が顔に出ていたのか、山吹はニヤリと流し目をくれる。


  「仲直りできたのは私のおかげだから感謝してね。ちょっと荒あら療りよう治じだったけど、私が彼女に発はつ破ぱかけてあげたんだよ」


  　恩着せがましいことを言うものだ。


  「まぁ、辻つじヶが堂どうに何を言われるまでもなく、きっと衣舞は自分に理解を示してくれたでしょうけどね」


  「はっ、よーく言うよ。死にそうになってたくせに、どこからそんな自信が湧いてくるんだか」


  　胸を張って拓馬が言い返すと山吹に鼻で笑われてしまったが、大事なことを忘れていたのに気づく。


  「あ、そうだ！　衣舞！　衣舞に会わねば！」


  　地下道で別れてからまだ衣舞には会っていない。そういえば査さ問もん会かいにも衣舞の姿は見当たらなかったが、どこにいるのだろう。


  　改めて礼を言いたい。会いたい。今すぐに。


  　拓たく馬まが強くそう願ったそのときだ。ドタバタと足音が聞こえ、中等部の男子生徒がたたらを踏んで部屋に飛び込んできた。


  　肩で息をし、手は膝ひざに。顔だけ上げて、拓馬を見つけて目を見開く。悠ゆうだ。


  「──拓馬さん！　や、やっと見つけた！　こんなところにいた！」


  　悠に会うのもとても久しぶりな気がして妙な懐なつかしさが込み上げてきたが、どうも悠の様子がおかしいので拓馬は眉まゆをひそめる。自分のことを捜していたらしいが、一体そんなに慌あわててどうしたというのだろう。


  　拓馬が尋ねる前に、悠が拓馬につかみかかってきた。


  「何をしてるんですか！　早く、二人を追ってください！　本気ですよアレ！」


  「どうしたんですか、何の話ですか!?」


  〝二人〟？　〝追う〟？　まったく話がつかめずますます眉み間けんにしわを寄せると、悠はもどかしそうに叫んだ。


  「辰たつ巳みと衣い舞ぶさんですよ！　あの二人、学校を辞めるって言って出て行っちゃったんです！　この学校を去る気なんですよ！」


  「な、なにぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」


  　驚きよう愕がくの拓馬。


  　そして、


  「あちゃー……この展開は読めなかった」


  　こめかみを押さえる山やま吹ぶき。


  



  



  　生徒指導室で山吹から一連の事件の真相を聞かされた衣舞は、それが本当かどうか裏を取るために辰巳と悠のもとを訪れたそうだ。


  　そして事実確認がすむと、衣舞はすぐさま地下道から離島へ向かったらしい。


  「拓馬のことは私に任せて」と、切せつ羽ぱつまりながらも俄然意気込んで──。


  　しかし離島から戻ってきた衣舞は、無事拓馬を脱走させられたというのにひどく落ち込んでいたという。


  　そしてやつれたままこう言ったのだそうだ。


  「もうこの学園にいるのはつらい」と。


  　するとそんな衣舞に、辰巳が言ったそうな。


  「じゃあもう逃げちまおうぜ。このクソくだらねぇ学園から」と……。


  



  



  「──って、またあいつですか！」


  　走る車中、事の起こりを悠ゆうから聞き、拓たく馬まは嘆なげきの咆ほう哮こうを上げた。タクシーの運転手がそれに驚き、ハンドルを取られて車は揺ゆれる。現在拓馬と悠と山やま吹ぶきは、衣い舞ぶと辰たつ巳みを追って黄たそ昏がれる街中をかっ飛ばしてもらっている最中だ。


  　拓馬の隣、後部座席の悠があたふたと続ける。


  「僕聞いたんですよ。なんで辰巳まで出ていくんだって。そしたら『昔っから思ってたんだ。この学園は俺おれの肌はだに合わないからいつか出てってやるって。衣舞ちゃんもこの学園にいたくないってんならいい機会だ』とかなんとか言って、むしろ衣舞さんの手を引くように出ていっちゃいました」


  「まったく、いつもそうだ！　悠のときといい今といい！　平然と人をそそのかして！」


  　与よ会かいを潰つぶしたなどという吉きつ報ぽうをもたらすのも辰巳なら、学園からの逃亡などという凶きよう報ほうをもたらすのも辰巳だ。何かしら大きな事件が起きると大抵悪いかたちで辰巳が絡んでいたりするから本当にうんざりする。


  　しかし辰巳のそのような気質は今に始まったことではないが、衣舞のほうにどうにも解げせない点がある。


  「なぜ衣舞はこの学園に嫌気など？　自分を迎えにきてくれたときはそんな素そ振ぶりは見せていませんでしたが……」


  　衣舞もまた小等部からこの学園で育てられた、いわば申し子である。この学園にいるのがつらいなど、そんなことを衣舞の口から聞いたことはこれまで一度もない。むしろ衣舞は拓馬同様この学園に敬愛と感謝、それに恩義を感じているタイプの人間だ。


  　その点がどうしても腑ふに落ちず、拓馬は首をひねる。


  　するとこれまで助手席で黙っていた山吹が、やけに険けんのある口く調ちようで割って入ってきた。


  「そりゃあ嫌にもなるでしょうよ。なんせ相方がロリコンだなんて判明しちゃったんだから」


  「？　いやいや。衣舞はちゃんと自分の趣味のことを理解してくれましたよ？」


  「それは単純に、ロリコンという悪趣味があるからって人格そのものを否定するべきではないっていう考え方の話でしょばか」


  「ば、馬ば鹿か!?」


  「自分がロリコンだって相方さんに知られた以上、ちゃんと伝えておかなきゃいけないことがあるでしょこの見かけ倒しメガネ」


  「み、見かけ倒しメガネ!?　どういうことです!?」


  「メガネかけてるくせに頭が足りてないって意味だよ」


  「なんでそんなに辛しん辣らつなんですか……っていうか全然意味がわからないのですけど……」


  　いつも飄ひよう々ひようとしている山吹が、今に限っては妙に刺とげ々とげしい。


  「こうも目の前ですれ違われるとさすがの私でもイライラしちゃうよ。彼女が不ふ憫びんでならないね」


  　彼女？　不ふ憫びん？　それは衣い舞ぶのことだろうか。もしかして山やま吹ぶきは、衣舞が学園を出ていった理由に心当たりがあるのだろうか。


  　そう思い拓たく馬まが尋ねようとしたところでタクシーが止まり、悠ゆうが叫ぶ。


  「着きました！　さぁ早く！」


  　そうして降ろされた場所は、潮しお風かぜが吹きつけるフェリー乗り場。


  「フェリー乗り場!?　ここから出てるフェリーって……まさか上京でもするつもりですか!?」


  　ターミナルの建物の背後には、船着場に停泊する巨大なフェリーが見えている。電飾が煌こう々こうと輝かがやき乗務員が行ったり来たりしているのから察するに、まもなく出港の時間を迎えるのだろう。


  　拓馬は急いでターミナルへと走った。


  　するとターミナルの外、入り口の前に辰たつ巳みの姿があった。


  　思いのほか呆あつ気けなく見つけられたことにホッとすると同時に、なんて人騒がせなんだと怒りも湧わいて、拓馬は辰巳に駆かけ寄った。


  「辰巳！」


  「あー、兄貴」


  　学園を去るなどと言って逃げて出てきたくせに、辰巳はさもなんでもないように笑え顔がおで拓馬を迎える。まさかイタズラか何かかと思ったが、辰巳はこう続ける。


  「いやー悪いね。見送りなんて」


  　しれっと何を言うのか、この大うつけは。


  　ため息を交えつつも、拓馬は凄すごみを利かせて言いつける。


  「何を馬ば鹿かなことを言ってるんですか。さあ、帰りますよ」


  　しかし、


  「嫌だ」


  　辰巳は即答する。


  「……悪ふざけが過ぎますよ。真面目まじめに話すのもアホらしいですが、一体この学園を出ていってどうするつもりですか？　未成年が二人、保護者のもとを離れて生きていけるとは思ってはいないでしょう」


  　現実的な話、特別保護児童である自分たちが学園から出ていくことなどできやしないのだ。一般の生徒たちならば帰る場所もあろうし、転校という手もある。しかし自分たちにはそれがない。聖ひじりヶが原はら学がく園えんこそが帰るべき家であり、親なのだ。つまり学園から去るということは家出と同義。女子高生と男子中学生の身で完かん遂すいしきれるはずもない。


  　そんなことは百も承知のはずだが、なぜにそれほどのむちゃをしようというのか。


  　拓馬が問い質ただすと、辰巳はへらへらと答える。


  「はっは。大丈夫。去年悠の実家に遊びにいくために都内へ出たとき、現地であれこれコネつくっといたから。中学生にも仕事と住む場所を紹介してくれるってよ」


  「……それ、絶対にカタギの斡あつ旋せんではないですね？」


  「うん。めっちゃ儲もうかるってさ」


  「そんなこと許すはずがないでしょう！」


  　あまりにも杜ず撰さんでキナくさい家出プランにいよいよ頭が痛くなってきて、まともに相手をするのすら億おつ劫くうになってきた。


  「まあこんなところで言い合ってても仕方ありません。とにかく帰りますよ。衣い舞ぶはどこですか」


  　衣舞の姿が見当たらないがどこにいるのだろうとあたりを見回すと、ターミナルの中の待ち合い場所に見慣れた後ろ姿を見つけた。聖ひじりヶが原はら学がく園えんの高等部の制服に、ファンシーな花のヘアクリップ──衣舞だ。こちらに背を向け、待ち合いのベンチに座っている。


  　拓たく馬まは中へ入ろうとした。しかしその行ゆく手に、辰たつ巳みが立ち塞ふさがるのだった。


  「……なんですか？」


  　交こう錯さくする視線。


  　もはや互いに馴なれ合いの感は一切消え失せ、緊張の糸が張り詰める。剣けん呑のんとした雰ふん囲い気きがあたりに漂ただよい、追いついてきた山やま吹ぶきも悠ゆうも一定の距離をとって息を呑のむ。


  「弟の俺おれのことはともかくさ、衣舞ちゃんのことは兄貴が口出すことじゃねーよ。どうしようと衣舞ちゃんの勝手だろ？　幼おさな馴な染じみとはいえ所しよ詮せんは他人なんだし」


  「……もうお前と話してても埒らちがあかないですね。どきなさい」


  　拓馬は辰巳の肩を押しのけた。


  　辰巳はすんなりと道を譲ゆずったかに見えたがしかし、拓馬に押しのけられた体に自みずから回転を加え、鋭するどい裏うら拳けんを拓馬の顔面に叩たたき込んできた。


  「ッ!?」


  　開戦。


  　咄とつ嗟さのこととはいえ、辰巳の動きは目で追えていた。


  　受けるのではなく、かわそうと思った。しかし、


  （……な、足がっ!?）


  　動かない。粘土でも詰まっているかのようだ。


  　急きゆう遽きよ両腕で盾たてを作り辰巳の裏拳をかろうじてガードするも、辰巳はすぐさま半歩下がって地を蹴けった。


  　拓馬は腕の間からその予備動作を覗のぞき見て、解きかけた両腕の盾を慌あわててさらに固める。


  　辰巳の体は軽々と跳ね上がり、宙空で縮こまる。そして解放されたバネのように両足がそろって発射された。


  　ドロップキック──それは、しっかり固めたはずのガードをやすやすと貫つらぬいて、拓馬のこめかみをぶち抜いた。


  「ぐはっ──！」


  　足の踏んばりが一切利かずにふっ飛ばされ、拓たく馬まはぶざまに地面に倒れ込む。


  （クッソ……か、体が言うことを聞かない……！）


  　すでに今日きよう一日で数々の苦難に見舞われて満まん身しん創そう痍いの拓馬である。栄養ドリンクで騙だまし騙しやってきたが、その効果もついに切れてしまったらしい。


  　一方辰たつ巳みは猫のように器用に着地して、猛然と吼ほえた。


  「だから衣い舞ぶちゃんの好きにさせろって！　止めんなよ！」


  　今の一撃げきで拓馬の体の堰せきが決壊したのか、疲労感とダメージが一気に押し寄せてきた。


  　膝ひざが震え、体が重く、腕一本を動かすのにも筋肉が悲鳴を上げる。


  　つらい。苦しい。しんどい。痛い。


  　けれど、それでも拓馬が立ち上がらなければならなかったのは、ターミナルから搭乗手続きが始まったというアナウンスが流れてきたからだ。


  「お前は、衣舞をどうしたいんですか!?」


  　拓馬のその問いは、ほとんど懇こん願がんに近い。頼むからそこを通してくれと、衣舞を引き止めさせてくれという願いの意訳にほかならない。


  　しかし辰巳は一歩も引かない。


  「家族の幸せを願ってる。俺おれはただそれだけだ。これまでも、これからも……。だからこんなつらい思いをさせたまま学園に残れだなんて、口が裂けても衣舞ちゃんには言えねえよ。わかるか？　このままこの学園にい続けるくらいなら、出てったほうがマシだっつってんだよ！」


  「一体何の話をしてるんですか！　衣舞は……何をそんなに思いつめているんですか！」


  「そんなことくらい自分で考えろ！　逆に兄貴はどうしてそこまでして衣舞ちゃんを引き止めたいんだよ！」


  　衣舞を引き止めたい理由？


  　そんなの決まっているだろう。


  　学園を去ろうとしているわけを知りたいから？　現実的に考えて家出なんてうまくいきっこないから？　こんな勝手な行動など校則違反だから？　同じ特別保護児童だから？　幼おさな馴な染じみだから？　


  　どれも違う！


  「そこをはっきりしやがれクソ兄貴ぃぃぃぃ！」


  　辰巳はふらふらの拓馬にとどめを刺すべく、遠投でもするかのように助走をつけて、情け容よう赦しやない渾こん身しんの握り拳こぶしを放つ。


  　それは風を引き裂き、もろに拓馬の頬ほお骨ぼねに突き刺さる。バギィ！　ともの凄すごい音がして、もぎ取れるんじゃないかというくらい拓馬の頭部は大きくぶれた。


  　が、しかし、今度は拓たく馬まは倒れなかった。


  　殴られながらも辰たつ巳みの胸むなぐらをつかみ、ぐんと引き寄せると、口から血をまき散らしながら怒鳴った。


  　自分が衣い舞ぶを、何が何でも引き止めたいその理由を。


  　死力を賭とした頭突きと共に！


  



  「自分は衣舞のことが好きなんですよ！」


  



  　衣舞がいない聖ひじりヶが原はら学がく園えんでの生活なんて考えたくもない。


  　これまでどおり衣舞にはずっと、自分の隣にいてほしい。


  　好きだから。愛しているから。


  　衣舞を引き止める理由なんて、たったそれだけだ。


  



  　──ドゴン！


  



  　交通事故でも起こったかのような衝突音と衝しよう撃げき波はが空気を震わせる。ビシリと拓馬のメガネには亀き裂れつが走る。


  　破裂するようにバッと血の花が咲いたのは拓馬の額ひたい。


  　にやりと口元に笑みを浮かべたのは辰巳。


  「──この石頭め……」


  　そしてそうつぶやいて膝ひざから崩れ落ちたのも辰巳だった。


  「……はぁ……はぁ……」


  　行ゆく手を阻はばむものがなくなり、拓馬は額の血を拭ぬぐう間まも惜しんでフラフラの足取りでターミナルの中へ。


  　待ち合いのベンチに座していた人々が、次々に搭乗口へと向かっていく。ガラス張りの壁面からは、フェリーに吸い込まれていく乗客たちの列が見える。


  　けれど、衣舞はまだそこにいた。


  　こちらに背を向け、待ち合いのベンチにぽつんと座っていた。


  　しかしその後ろ姿は妙にそわそわして、今にも立ち上がって搭乗口にでも駆かけ出していってしまいそうだ。


  （行くな……！）


  　拓馬は足をもつれさせながら必死に腕を伸ばし、ついに衣舞の肩をつかんだ。


  「衣舞！　自分はあなたのことを愛しています！　だから行かないでください！　自分を一人にしないでください！　ずっと隣にいてください！」


  　それは哀あい願がんであり、説得であり、告白──校則によって口止めさせられていた、積年の想おもいの解放。


  　慢まん心しんか、うぬぼれか、過か剰じような自意識のせいか、言わずともわかってくれていると思っていた。言葉にせずとも、贈ったあのヘアクリップとそれを飽きずに毎日つけてくれていることが、相思相愛の証あかしだと思い込んでいた。しかしそんなものは拓たく馬まの一方的な思い込みで、拓馬の存在になど何の未練もなくこの学園を捨てられるというのなら、校則を破ってでも言うしかない。


  　軒のき原はら拓馬は小こ瀬せ村むら衣い舞ぶのことを愛しているのだと。だから行かないでほしいのだと──。


  　なりふり構わぬ告白を言い遂げて心臓の鼓こ動どうが速くなる一方、焦しょう燥そう感かんに囚とらわれていた気持ちが落ち着きを取り戻していくのを感じる。


  　だからこそ、拓馬はふと違和感を覚えた。


  　今つかんでいる衣舞のこの肩、妙に小さすぎやしないか？　と。


  　それによくよく見ればこの髪、ヘアクリップや束たばね方は確かに衣舞のものであるが、衣舞の髪はこんなにもボリュームがあり、ウェーブがかかっていたろうか。


  （……あれ？）


  　衣舞の肩をつかむ力が緩ゆるむ。


  　昂たかぶっていた感情が急速に冷え込み、冷静になればなるほど違和感が大きくなり、決定的な疑惑が脳のう裏りに打ち出される。


  　これ、衣舞じゃなくないか？


  　そしてその疑惑に答えるように、おずおずと振り返ったのは──。


  



  「あの、えーと、……ご、ごきげんよう」


  



  　申し訳なさそうな笑みを浮かべた絹針蘭。


  「んんっ!?」


  　まったく事態への理解が追いつかず拓馬が混乱して立ちすくんでいると、背後から声が。


  「あ～、いて～、クラクラする……」


  　辰たつ巳みが悠ゆうに肩を借りながら、山やま吹ぶきも連れてターミナルに入ってきた。そして額ひたいについた拓馬の返り血を拭ぬぐいながら、ニヤニヤと笑いこう言った。


  「へっへっへ。まったく、ホンット兄貴はそそっかしいなぁ～。衣舞ちゃんを絹針に間違えたり、絹針を衣舞ちゃんに間違えたり」


  「え!?　な!?　は!?」


  「衣舞ちゃんなら、あっちだぜ」


  　辰巳が指さすほうを見る。


  　と、そこには、髪を下ろした衣舞がいた。自販機で飲み物を買っていたらしく、手にはミルクティーの缶が握られている。しかし、未開封。プルタブに指をかけたその瞬間のまま固まって、口をぽかんと開けてこちらを見ている。


  「え？　あれ？　衣い舞ぶ？　な、何をしているんですか。学園を辞めるとかなんとかって……」


  　わけがわからず拓たく馬まが問う。


  　すると鏡合わせのように、衣舞もまたわけがわからないといったふうに眉まゆをひそめる。


  「学園を辞める？　私が？　……何を言っているの？　私が学園を辞めるわけないでしょう。私はただ、辰巳に誘われて気分転換に街へ出てきただけよ」


  　衣舞が返した返答はそれ。


  　悠ゆうや辰たつ巳みから聞いていたのと、まったく話が違う！


  「──くっくっくっくっく、あ～っはっはっはっはっは！　これは傑作だ！」


  　そして山やま吹ぶきが噴き出して、腹を抱えてゲラゲラ笑い出したところで拓馬も気づいた。


  　辰巳たちにまんまと一杯食わされたことに。


  「──さて、やることやったし俺おれたちは帰るか。急がねぇと晩飯に間まに合わねぇぞ」


  　辰巳は拓馬に何の説明をするでもなく、悠にそう言ってさっさときびすを返す。


  「軒のき原はら先輩、これ、小こ瀬せ村むら先輩にお返ししておいてください。先ほど小瀬村先輩からいただいたのですが、やはり私わたくしには似合いませんわ」


  　そして蘭らんは髪を振りほどき、拓馬にヘアクリップを手渡すと、辰巳たちの後を追っていってしまう。


  「──おい絹きぬ針ばり、その制服はＴティー辺なべ先輩の私物だから洗わないで返せよ」


  「んん？　借り物なのですから洗って返さなければ失礼ではありませんの」


  「お前が着てたのをご所しよ望もうだからだ」


  「……軒原辰巳、まさかとは思いますけれど、Ｔティー辺なべ先輩って……男？」


  「おう。与よ会かいで買ったのをコレクションしてる人でな。お前の汗吸った制服をご所望らしいから洗わずに──」


  「死んでも嫌ですわ！」


  「懲こりないねぇ、辰巳は」


  　和わ気き藹あい々あいと中等部の三人組はターミナルを出ていってしまい、山吹は少し離れたところのベンチに座ってにやにやしながらこちらを見ている。


  　しかし山吹の鬱うつ陶とうしさも今は気にならない。目の前の衣舞のことで頭がいっぱいだからだ。


  　拓馬から衣舞へと距離を詰めると、衣舞はばつが悪そうに視線を逸そらした。


  「あ、そのヘアクリップは……もう、私には似合わないかと思って、あの子にあげようと思ったのだけれど……」


  　とはいえ拓馬からのもらい物を人に譲ゆずり渡してしまったことに申し訳なさがあるのだろう。


  　しかし手放してしまいたい理由もまた、衣舞にはあったのだ。


  「そ、それよりその……さっきのは……なに……？　何かの悪ふざけかしら」


  「悪ふざけ!?　そんな──」


  「だってあなたはロリコンなのでしょう？　あなたは、私のように大きくなってしまった女には興味がないのではないの？」


  「…………」


  　あの衣い舞ぶが今にも泣き出しそうな顔で言い、拓たく馬まはすべてを理解した。


  　衣舞は拓馬がロリコンであると知り、自分が恋愛の対象にはないのだと思い込んでいたのだ。だから地下道ではロリコンというものに理解は示したものの、帰ってきてからひどく落ち込んでいたのだ。


  



  　──それは単純に、ロリコンという悪趣味があるからって人格そのものを否定するべきではないっていう考え方の話でしょばか……自分がロリコンだって相方さんに知られた以上、ちゃんと伝えておかなきゃいけないことがあるでしょ


  



  　山やま吹ぶきの言葉の意味が、ようやくわかった。


  　確かに自分は衣舞に対し伝えておかなくてはならないことをすっかり忘れていたらしい。


  　つまらない誤解をさせたことが申し訳なくて、同時に、落ち込んでくれたことが愛いとおしくて、拓馬は衣舞に伝えた。


  「衣舞、自分は確かにロリコンです！　ですが！　それはあくまで趣味の話、現実でも幼女しか愛せないのかといえば、決してそんなことはありえません！」


  　ロリコンの自分からしたらいうまでもないような当たり前のこと。しかし他人からしたら勘違いされやすいこと。


  　ロリコンなんていうのは、あくまで趣味。愛や恋というものとはまったく別次元の話だ。


  　アイドル好きの人間がアイドルにしか恋ができないかといえばそれは違うように、ロリコンだからって子供しか愛せないなんてことはない。


  　だから、


  「大好きです。いつからか思い出せないくらいずっと前から。そしてロリコンになってしまった今でもずっと」


  　拓馬は衣舞の手を取り、ヘアクリップを握らせた。


  「これは、持っておいてください」


  　──カラン……。


  　と、衣舞の手から何かが落ちる。


  　それは拓馬が愛の証あかしとして渡したヘアクリップ──ではなく、衣舞が元から持っていたミルクティーの缶。そして、


  



  「……一体、いくつ校則を破らせるつもりよ、ばか」


  



  　一瞬衣い舞ぶの瞳ひとみに煌きらめくものが見えた気がしたが、それを確認する間まもなく、衣舞は拓たく馬まの首に手を回して抱きついてきた。


  「……はい、すみません」


  　拓馬もまた衣舞を抱きしめ返す。


  　華きや奢しやで、柔らかい。いい匂においがして、温かい。安あん堵ど感かんに、まどろんでしまいそうな──。


  「ちょ、ちょっと拓馬？」


  　最初こそ衣舞を抱きとめていた拓馬だったが、徐々に、衣舞へともたれかかっていく。


  　それはもう、衣舞がいなければその場に崩れ落ちてしまうほどに。


  「すみません……気が抜けたら……眠気が……」


  　朝っぱらから一息つく暇ひまもなく駆かけずり回っていたのだ。さすがに限界だった。


  　衣舞に抱きしめられている安堵感と多幸感が、拓馬を眠りに誘いざなった。


  　そして安らかな寝息を耳元で聞きながら、衣舞は崩れゆく拓馬と共にその場にへたり込む。


  　しかし、拓馬を手放したりしない。


  　むしろより一層ぎゅっと抱きしめ、血が流れるその額ひたいに愛いとおしげに頬ほおをすり寄せた。


  [image: ]


  「……私もあなたのことが大好きよ。拓たく馬ま」


  



  　そしてその一いち部ぶ始し終じゆうを眺めていた山やま吹ぶきは、満足気に伸びをしながら帰りのタクシーを捕まえにいくのだった。


  Ｅｐｉｌｏｇｕｅ．１：中等部校舎の三人


  



  　辰たつ巳みと悠ゆうと蘭らんの三人が拓馬と衣い舞ぶをまんまと担かつぎ、すべてのわだかまりやトラブルに決着がついてからすでに二週間がたった。一連の騒動以前とその後とではあれこれと学園に変化があったのだが、学園に流れている浮うわついた雰ふん囲い気きとは裏腹に、その騒動の中心にいた辰巳たちは至って普通の生活に戻っていた。


  　とはいっても、まったく辰巳たちの生活に変化がなかったわけではない。これまでは辰巳と悠の二人組で行動するのが基本だったが、この二人の間に、新しい顔ぶれが追加されていた。


  「──バカ野や郎ろう、喉のど乾いたからっていちいち自販機使うんじゃねえ！　冷水機っていう超親切なものがあんだろうが！　大体前から思ってたけどお前缶ジュース一本飲み干せてねーだろ！　もったいねえ！」


  　昼休み、自販機で飲み物を買おうとしていた蘭を辰巳が叱しかり飛ばし、すぐ近くにある冷水機をびしっと指さした。


  「あ、あれで水を飲むのはなんだか恥ずかしくて……」


  　と、もじもじする蘭らん。


  　いまだお嬢様として振る舞っていた癖くせが抜け切らないのか、冷水機で水を飲むという行為に抵抗があるらしい。何を今さら人目を気にすることがあるのかと、辰たつ巳みは呆あきれて鼻で笑った。


  　なにせ蘭はすでに、特別保護児童であることをかつて取り巻きであった女友達に告白しており、そこから話が広がって今では誰もが蘭がお嬢様などではないことを知っているのだから……。


  



  　


  　栄えい華がを誇っていたアイドルの真の身の上話は、一時は学園の話題を席せつ巻けんするほどの大スキャンダルとなっていた。その反響は人さまざま。元々蘭のことをアイドル視していた男連中（田た辺なべなど）は大して気にしている様子はなく、むしろ「敷居が下がった！　ワンチャンあるよこれ！」などと浮かれていたが、大多数の女子生徒や階級意識を持つ上流家庭出身の生徒、これまでに蘭に馬ば鹿かにされてきた中流家庭以下の生徒や小等部上がりの生徒たちは、露骨に蘭の陰口を叩たたき、後ろ指をさすようになった。現にクラスでも、蘭に話しかける生徒は辰巳ら以外に一人としていない。


  　しかし蘭は不平や不満、弱よわ音ねも何も一切口にせず、粛しゆく々しゆくとその境遇を受け止めていた。それはその境遇が自じ業ごう自じ得とくだからにほかならない。しかし自業自得だからといって蘭は卑ひ屈くつになったりなどせず、従来の上品で毅き然ぜんとした振る舞いを忘れたりもしなかった。


  　否いな、忘れずにいることができていた。


  　それは蘭が元来持ち合わせている矜きよう持じと意地ゆえでもあるし、何よりそんな蘭を支えてくれる本当の友人が二人、常にそばにいてくれるようになったから──。


  



  　


  「冷水機くらい慣れろ。そんなんじゃ特別保護児童としてやってけねーぞ」


  「うう……」


  「まぁまぁ、辰巳。絹きぬ針ばりさんは僕らと違って髪も長いし、冷水機で水を飲もうとすると大変だったりするからさ。水筒に移してから飲むようにすればいいんじゃない？　このやり方なら運動部の人とかも結構やってるから変でもないしね」


  「そ、それがいいですわ。さすが悠ゆうさん！　軒のき原はら辰巳も悠さんを少しは見習ってデリカシーというものを身につけてほしいものですわ」


  「あんだとコラ」


  「はいはい。二人とも喧けん嘩かはしないー。辰巳も指導熱心なのはいいけど、相手のこともちょっとは気遣ってあげましょう」


  　もっとも、元が犬けん猿えんの仲の二人である。悠が蘭のサイドに回ってうまくとりなしたりもするが、やはり口くち喧げん嘩かやいがみ合いは絶えない。


  「けっ。あーそれと、俺おれがうまいこと口利きしてやるから食堂のおばちゃんとは仲良くなっとけ。特別に昼飯用意してくれるようになるから昼飯代が浮く。これはかなりでかいぞ」


  　今も辰たつ巳みの口うるさい指導に、蘭らんはうんざりしたように口を尖とがらせる。


  「どうしてそんなにケチケチしなくては……」


  　が、


  



  「ばーか。普段からケチケチ金貯ためときゃ、自分の金で遊園地に行けんだぜ」


  



  　辰巳のそんな何げない一言で、蘭はぽわっと表情を緩ゆるませる。


  「え、あ……」


  「なぁ悠ゆう、こいつが節約できて金が貯まったら三人で遊園地行こうぜ」


  「うん。辰巳の考えとは思えないくらい素晴らしいアイディアだね」


  　辰巳の提案に、悠が穏やかに首しゆ肯こうする。


  　蘭は友人二人の笑え顔がおに面食らったようだったが、すぐに取り澄ましながらも喚わめいた。


  「ぜ、ぜぜぜ絶対ですわよ！　三人で行くのですわよ！」


  「ああ。だから頑張れよ」


  「もちろんですわ！　──にひひ」


  「……ニヤニヤすんなよ、気持ち悪っ。つーかそろそろ教室戻ろうぜ。次移動だろ？」


  　次の授業は特別教室で行おこなわれるため、そろそろ昼休みを切り上げねばならない。


  　辰巳と悠はそろって歩き出す。


  　すると、


  「ニヤニヤもしますわよ！」


  　蘭は勢い良く辰巳と悠の間に割り込んで、ぎゅ～っと二人と腕を組むのだった。


  「どわっ!?　──なんだよいきなり。風紀委員に見つかったらどやされるから早く離れろよ、おい」


  「い────やですわ！　見せつけてやればいいですのよ！」


  　そして気負いも屈くつ託たくもない笑え顔がおを咲かせ、柄にもなく無む邪じゃ気きにはしゃぐ。


  「あっはっはっは。絹きぬ針ばりさん、今みたいに砕けてるほうがずっといいよ」


  　悠もつられて笑う。


  「ふふふ。そうかしら。けど悠さんのおっしゃるとおり、今のほうがずっと楽しいですわ！」


  　ますます楽しげな蘭。


  「おいやめろ悠、この女を調子づかせるな。大体こういうときに怒られんのはいっつも決まって俺一人──」


  　かたや辰たつ巳みは嫌な予感がして、二人に自制を促うながしたが、しかし、


  



  「こらそこ！　軒のき原はら辰巳！　必要性のない男女間の身体接触は校則により禁止されている！　よって懲罰ペナルテイを──」


  



  「っ！　ほら見ろ────！」


  　悪い予感が見事に当たり、辰巳は風紀委員に見つかって懲罰ペナルテイを食らうのだった。


  「「あっはっはっは！」」


  「いや笑い事じゃねぇから！　お前ら二人も懲罰ペナルテイ手伝えよコラァ！」


  　ちぐはぐな三人。


  　けれど存外、うまく回ってる。


  Ｅｐｉｌｏｇｕｅ．２：高等部校舎の三人


  



  　ほんの二週間前まではマリア座の怪人の話題で持ちきりだったものだが、今ではその話をするものはすっかりいなくなった。というのも、拓たく馬まの冤えん罪ざい事件を皮切りに次々にビッグニュースが流れ、生徒たちの興味がそちらに移ったからである。


  　まず風紀委員・軒原拓馬が小等部の女子にわいせつを働いて島流しになったという事件──これは学園を揺ゆるがす大スキャンダルになったが、斉さい木きが拓馬の復帰を予あらかじめ計画していただけあって、風紀委員の捜査ミスによる冤罪事件であったという声明が迅じん速そくに出されることになった。拓馬の部屋から同人誌が見つかったという事実は一般生徒には公開されていない情報であるし、他の風紀委員たちに対しては、『拓馬は秘密裏りに同人誌密造組織を追っていた特別捜査チームの一員であったため同人誌を所持していた』ということにして正当性を獲得。そもそも被害者であるはずの麗れい奈なが無罪を主張しているということもあり、わりとすんなりと拓馬が冤罪であったという事実は受け入れられたのだった。風紀委員仲間からは「疑ってすまんかった！　俺おれだってお前がそんなことするやつだとは思ってなかったよー！」と泣いて謝られ、廊下を歩いていると見知らぬ生徒から「今回のことは大変だったなぁ」と労ねぎらわれたりしたくらいだ。


  　そしてこの冤えん罪ざい事件とほぼ同時に学園に衝しよう撃げきを与えたのは、生徒会の発ほつ足そくの発表。


  　これまで学園生活では、すでに設けられた規則に従うことがすべてだった。生徒の自主性を尊重したり、運営を任せるなどといった機会はほとんど与えられてこなかった。


  　今回はその体制を反省して、斉さい木きの提案で、生徒たちの意見を学園生活に反映できるよう、立法権力を持つ機関〝生徒会〟が発足されることとなったのだ。


  　もちろんその生徒会の役員は全校生徒の有志による総選挙によって選ばれる。一か月後には候補者の募集、二か月後には投票が行おこなわれるよう選挙管理委員会を設置し、諸もろ々もろの準備を進めている真っ最中だ。この生徒会選挙は全校生徒を巻き込む一大イベントとして現在注目され、学内にはそわそわとしたお祭り気分が漂ただよっている。


  　そしてもう一つ学園を駆かけ巡ったニュースが、絹きぬ針ばり蘭らんが実は特別保護児童であったということ。これには拓たく馬まも驚いて辰たつ巳みに話を聞いたところ、蘭の来歴と一緒に与よ会かいという組織の真相と、赤いバンダナのボスの正体までもセットで明かされることになったのだった。そして織おり衛え大だい地ちの意志を尊重してうまく取り計らい、与会の存在と蘭との繋つながりを表おもて沙ざ汰たにせぬよう大地を島流しにしたのがちょうど一週間前のことである。大地がやらかしたことは紛まぎれもなく悪事であるが、蘭への一いち途ずな忠誠心や自みずから罰を受けんとする潔いさぎよさ、そしてあの剣の腕などを鑑かんがみると、敵ながら天あつ晴ぱれな男であったと拓馬は思う。


  　ともかく立て続けにニュースが舞い込み、そのせいで現在も学園は浮ついているのだが、その渦か中ちゆうにいた拓馬のほうはすっかり平へい穏おんな生活へと戻っていた。


  　今も拓馬は衣い舞ぶと共に高等部校舎の屋上へ出て、のんびりと昼食をとっているところである。


  「──不純異性交遊を確認。速やかに懲罰ペナルテイを下す」


  　ふいにドキリとするような言葉を投げかけられたので、拓馬と衣舞はそろって顔を上げる。まさか風紀委員に見み咎とがめられたのかと思ったが、そこにいたのはいたずらな笑みを浮かべた山やま吹ぶきだった。


  「って、言われちゃうよ？」


  「ただ昼ごはんを食べていただけです。今までだって自分たちは二人で食べていましたよ」


  　相変わらず人が悪い。拓馬が反論すると、山吹は拓馬と衣舞の腕を交互に見やった。


  「ふっふっふ、そうだったっけ？　けど、風紀委員の腕章をつけてないと二人きりであちこち動き回る大たい義ぎ名めい分ぶんがなくなっちゃって大変だねぇ」


  　そう、大地を島流しにしてすべてにかたをつけた後、拓馬と衣舞はそろって風紀委員を辞めた。


  　理由はけじめだ。自分たちの行おこないが間違っていたとは思えない。しかし校則違反を繰り返したことは事実だ。自分たちが校則違反を犯しているくせに校則違反者を取り締まるなどというのはやはり利己的すぎるし、校則を守るも破るも取り締まるも自分たちのさじ加減一つというのはとても危あやういことだと思う。無論悪さをするつもりなど毛もう頭とうないが、そういう『自分こそは正義』という思い込みをしている風紀委員なんて怖くて信用できやしない。


  　脳のう内ない解かい放ほう区くと与よ会かいという地下組織の抗こう争そうに首を突っ込んでいたからこそ拓たく馬まは風紀委員という肩書きも必要であったが、その抗争も終わった。与会のボスも裁さばいた。斉さい木きとの対決もすんだ。ならばもう潔いさぎよく風紀委員会から身を引いて、校則違反を犯したならば他の生徒と同等に罰せられる立場に立ち返ろうというのが、拓馬と衣い舞ぶの双方一致した意見であった。


  　よって拓馬と衣舞はもう一般の生徒なのである。これまでは風紀委員という大たい義ぎ名めい分ぶんがあったから四し六ろく時じ中ちゆう二人きりでもいられたが、今はもう、下へ手たしたら風紀委員に咎とがめられるだろう。衣舞と二人で行動するというのは小等部からの習慣なので、この癖くせを抜くのはなかなか大変そうだ。


  「ところで何の用です？　生徒会の発ほつ足そくまで脳内解放区の活動は休止のはずでは？」


  「うん、脳のう解かいはね。けど脳解絡みでやらなきゃいけないことがあって──」


  　やらなきゃいけないこと？　一体なんだろうか。しかし山やま吹ぶきがその先を話し出す前に、衣舞が顔をしかめて横よこ槍やりを入れてきた。


  「ちょっと拓馬、まだ脳内解放区に首を突っ込むつもりなの？　あれだけの騒ぎを起こしておいて反省の一つもなし？　何を考えているの？」


  　衣舞の説教が耳に痛い。与会との抗争が終わり、風紀委員を辞め、脳内解放区の処しよ遇ぐうが生徒会に委ゆだねられることになった今、拓馬はもう脳内解放区と関わりを持つ必要性が薄いのである。にもかかわらず、拓馬は今、自然といちメンバーとして脳内解放区の活動状況を気にかけたし、脳内解放区から距離を取ろうという考えすら思い浮かばなかった。その理由はさまざまあると思うが、一番大きいのはやはり、なんだかんだで脳内解放区の活動を楽しんでいたからだと思う。


  　まぁそんな本ほん音ねを口にしたら衣舞は怒りくるいそうなので言わないが。


  「えー、あー、いや、今後どうするかというのも含めて今は検討中ということで……」


  「検討？　考えるまでもないことをどうして検討するの？」


  　拓馬がしどろもどろのらりくらりと言い訳し、衣舞がますます苛いら立だつ。すると拓馬をかばうように、山吹が衣舞をなだめすかす。


  「まあまあ、そう怒らないであげてよ小こ瀬せ村むらさん。話くらい聞いてくれてもいいでしょうに」


  　その人を喰くったような面つらは逆効果な気もするが、ひとまず衣舞の説教が途切れたのでチャンスとばかりに拓馬が滑りこむ。


  「それで話とはなんですか？」


  　しかし、


  「うん、あのね──」


  「「っ!?　ちょっと待った！」」


  　ゾッとして、拓たく馬まと衣い舞ぶはそろって山やま吹ぶきの言葉を遮った。


  　というのも、山吹がにやりと浮かべたその笑みはなんともあくどく、不吉な予感しかしなかったからだ。


  「「言わなくていい」」


  　拓馬と衣舞は、念を押してそこまで言う。が、山吹は止まらなかった。


  



  「私と一緒に初代生徒会を立ち上げてほしい」


  



  「「…………」」


  　絶句。そして頭を抱える拓馬と衣舞。


  　地下組織の代表に飽きたらず、今度は正しよう真しん正しよう銘めい全校生徒の代表者にまでなろうというのか。


  「どうせろくなことではないとは思いましたが……」


  「あなた本当に何なの？　疫やく病びよう神がみ？」


  「あはは。ひどい言いぐさだねぇ。むしろ幸福の女め神がみだよ。これは私たちの輝かがやかしい未来のための第一歩なんだから。ちなみに軒のき原はらくんが生徒会長に立候補ね。私は副会長に立候補するから」


  「なぜ自分が会長!?　自分でやればいいでしょう！」


  　拓馬がしごく真っ当なことを言うと、山吹はちっちっと指を振る。


  「生徒会長っていうのは顔役だよ？　私みたいなぽっと出の根暗じゃウケが悪くて票が集まらない。その点キミは名も資質も知れているから票が集まりやすい。それに、脳のう解かいでは私が代表を務めていたけど、私は本来集団の先頭に立って人を率ひきいるよりも裏方に回って誰かのサポート役に徹するほうが性しように合ってるんだよ」


  　それっぽいことを言う山吹であるが、何が〝裏方に回る〟だ。裏で糸を引く、の間違いだろう。自分のことを矢や面おもてに立たせようとする意図が透けて見える。


  「ちょっと辻つじヶが堂どうさん、これ以上拓馬を厄やつ介かい事ごとに巻き込まないでくれるかしら」


  　衣舞が威い嚇かくするように山吹を睨にらむ。拓馬もまた胡う乱ろんな目を山吹に向けるが、しかしどうやら、山吹は単なるお遊びでこんな話を持ちかけてきたわけではないようだ。これもまた、〝脳解絡みでやらなきゃいけないこと〟だったのである。


  「あははは、ごめんごめん。けどね、実は脳解の現状は、安心してられる状況ではないみたいなんだよ。ちょっといろいろ嗅かぎまわってみたら、どうも風紀委員会内の保守派勢力が候補者を擁よう立りつして、生徒会の役職をすべて掌しよう握あくしようとしてるみたい」


  　山吹が飄ひよう々ひようと語る一方で、拓馬と衣舞の表情は引き締まった。


  「……なるほど。ありうる話、というよりは必然的な流れですね。変革をよしとしない派閥が、以前と何ら変わらない学園のシステムを構築しようとするのは」


  　風紀委員会は古巣だ。生徒会などという組織の発ほつ足そくに反発しそうな風紀委員には拓馬も衣舞も心当たりがある。そしてそういう連中が生徒会で実権を握ったらどうなるか。


  「そゆこと。けどそうなったら、私たちが闘った意味がなくなる。私たちの解かい放ほう区くが、また地下に潜らざるをえなくなる」


  「…………」


  　なかなか一ひと筋すじ縄なわではいかないものだ。


  　拓たく馬まはやれやれと頭を振り、山やま吹ぶきが続ける。


  「だから私たちが生徒会の旗振り役になるべきなんだよ。そうでしょ？　今度こそ堂々と、お天てん道とうさんの下で虹にじの解放区を拝おがみたくない？」


  「むぅ」


  「ほーら。ね？」


  　さてどうしたものかと拓馬が悩んでいると、再び衣い舞ぶが胡う乱ろんな眼まな差ざしを向けてくる。


  「……拓馬、何をそそのかされているの？」


  「え？　あ、す、すみません」


  　そして茶々を入れる山吹。


  「ヤキモチ焼いちゃって」


  「そんなもの焼いてないわ」


  「じゃあ独り占めしないで私にも彼を貸してよ」


  「別に拓馬は誰のものでもないから拓馬の好きにすればいいわよ！」


  　と、衣舞はキッと拓馬を睨にらみつける。


  「どうして自分に怒りの矛ほこ先さきが!?　──しっかし息つく間まもなく次から次へと、お前は敵ばかりですね」


  　衣舞の怒りから逃げるように山吹に言うと、山吹はふふんと得意げに胸を張る。


  「そりゃそうよ。何かを生むってことは、何かと闘うってことだから」


  　なるほど。拓馬自身は何かを生んでいるわけではないが、成し遂げたいものはある。そのためには、闘うしかないらしい。


  　そのことを悟った拓馬は、衣舞に向き直る。


  「衣舞、自分の心配をしてくれていることは百も承知です。ありがとう。けれどごめんなさい。片足突っ込んでしまっている以上、ここで一線を退しりぞくには早すぎると思うんです。何より、自分自身が見たいんです。この学園が変わっていくところを、その最前線で」


  　はっきりと、拓馬は自分の意志を伝えた。


  　衣舞が自分のために怒ってくれるのはうれしいが、やはり止められないのである。同人誌への情熱に端たんを発した、この自由と正義への渇かつ望ぼうだけは。


  　拓馬の真しん摯しな訴えにも衣舞はしばらく膨れっ面つらで堪こらえていたが、しかし、ついに観念したようにため息をついた。


  「……だから、拓たく馬まの好きにすればいいって言ってるでしょう。止めないわよ」


  　あれだけ怒っておいて「止めないわよ」とは笑ってしまう。


  　そしてそうと決まると、衣い舞ぶはこう続けた。


  「ただしそれにも条件があるわ。私も副会長に立候補する。ただでさえおっちょこちょいなのに、この女にまた踊らされてるのだと思うと危なっかしくて見ていられないもの」


  　無論、不本意ではあるのだろう。しかし副会長への立候補を買って出てくれた衣舞は、優しく微笑ほほえんでくれている。


  　それが心の底からありがたく、愛いとおしい。


  「副会長は定員二名だから問題はないでしょう？」


  　挑いどむような目で衣舞が山やま吹ぶきに言うと、山吹はまたもにやりとあくどく笑んだ。


  「もちろん。むしろ、望んでいた展開だよ」


  　恐ろしい女だ。衣舞をこの一計に引きずり込むことすら予あらかじめ謀はかっていたとは。


  「ふん。まんまと自分の思惑どおりになったなんて思わないでくれる？　私がこう言い出すように仕向けたのだろうことも承知のうえであえて立候補するのよ」


  「さいですか」


  　この二人、やはりどうにも反そりは合わないらしい。拓馬を挟んで火花をバチバチと散らし、拓馬は見ていてハラハラおろおろするほかない。


  　するとそこに救世主が。


  「「「「「拓兄にいー！」」」」」


  　拓馬の名を呼びながら、わらわらと駆かけ寄ってくる可愛い子供たち──麗れい奈なとカルガモたちだ。


  「おお、あなたたち」


  　緩かん衝しよう材ざいとも呼べる子供らの登場にほっと胸を撫なで下ろし、拓馬は逃げるように麗奈を迎える。


  　すると麗奈は満面の笑みを浮かべて拓馬の胸の中に飛び込んできた。


  「おっと」


  「えへへー」


  　拓馬は麗奈を抱き止め、


  （──おお、やはり麗奈は小さくて柔らかくて可愛くて最高に愛くるしいですね。ああ～、この無む邪じゃ気きな笑え顔がおときたらもう……ほっぺたをもみ倒したいところです）


  　などと内心で紳士的な幸せを噛かみ締めていると、


  「…………」


  　浮うわついた内心を射抜かれるようなもの凄すごく冷たい視線──というか殺気のようなものを衣舞から感じ、拓馬はそっと麗奈を引き離した。


  「そ、それで今日きようはどうしたんですか？　わざわざ高等部校舎に来るなんて」


  「うん！　すっごくいいことを思いついたから、いてもたってもいられなくて来ちゃった」


  　麗れい奈ながそう言い、カルガモたちも一斉に「にしし」と笑いを噛かみ殺している。


  　何か面白い遊びでも考えついたのだろうかと思ったが、麗奈の発案は拓たく馬まの予想の斜め上を行くものだった。


  「あのね、拓兄にいが生徒会の会長をやればいいと思うの！」


  　あまりにもタイムリーな話題にドキリとしたが、本当にドキリとさせられるのはこのあとだった。


  「それでね、私たちが生徒会の役員になって拓兄をサポートしてあげる！　拓兄が会長で、私とカイトが副会長、ルミとガクは会計、モエは書記。書記がもう一人足りないけど……そうね、辰たつ巳みにでもやってもらうの！　ね？　素敵だとは思わない!?　生徒会選挙は全校生徒対象だそうだから、私たち小等部も選挙に出られるのよ！」


  「「「…………」」」


  　今しがた拓馬と衣い舞ぶと山やま吹ぶきで選挙戦に臨のぞむという話が固まったばかりなのに、まさかのカルガモたちの出馬表明である。


  「え、ええ、それは確かに、賑にぎやかそうというかなんというか」


  　拓馬が気まずい苦笑いを浮かべる。


  「……なぜその残る一つの枠に私の名が挙がらないのよ。普通に考えて辰巳よりも私でしょう……」


  　衣舞がこめかみをピクピクさせて恨み言を吐く。


  　そして山吹が、盛大に噴き出して笑った。


  



  「くっくっく。あっはっはっは！　これはこれは、数少ない椅い子すを巡る熾し烈れつな選挙戦になりそうだね。面白くなってきた。さぁ、楽しもうじゃないの！」


  



  　これまでずっと続けてきた風紀委員を辞め、よくいえば平へい穏おんな、悪くいえば張り合いのない学園生活を送ることになるのかと思いきや、どうやらまだしばらくは退屈することはなさそうだ。


  　拓馬はメガネを直しながら笑みをこぼし、そして隣の衣舞の手を、人知れず握りしめた。
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  あとがき


  



  　はい、ということで『空知らぬ虹にじの解かい放ほう区く』堂々完結！


  　ここまでお付き合い頂いた読者の皆様、ご愛読ありがとうございました！


  　そしてこの本の出版に関わってくださいましたすべての方々にも感謝を！


  　秀ひで章あきの次回作にご期待ください！　それではまた～。


  



  　──って四行で終わっちゃったよ！　あとがき書くの苦手です。どうしよっかな～……よし、じゃあ思いっきり私事に使わせてもらっちゃおう。お礼を言いたい人がいるのです。


  　二〇一二年末のコミケの帰り道、僕は有明駅の券売機でお釣りを取り忘れました。それがまた結構な額でして、僕は絶望しましたが、なんとどなたかが遺い失しつ物ぶつとしてそのお釣りを届け出て下さっていたんです。お陰で助かりました。そしてここからは余談ですが、僕が切符を買ったときに有明駅にいたのはコミケ参加者と思われる人達が大半を占めていたんです。だからお釣りを届け出てくれたその人は、もしかしたら拓たく馬まや山やま吹ぶきのような仁じん義ぎ溢あふれる変態紳しん士し淑しゆく女じよだったんじゃないでしょうか。そしてもし本当にそうだとしたら、『空知らぬ虹の解放区』という物語の続きは、きっと今もその人自身が紡いでくれていることでしょう──。


  　……なんてね（笑）。ちょっとクサイけどオチはついたし余白も埋うまったのでさよ～なら～。
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